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プロ ロー グ 。 
カナ ダ 北 極 。 


ほとん どの 人 に と っ て 、 北 極 園 は ホッ キョ ク グ マ と セイ ウチ の 土地 で ある 氷 の 砂漠 で す 。 冷酷 な 男性 の 
土地 : 彼ら の 生存 の た め に 自然 だ け に 依存 し て 、 狩 猟 と 釣り に よっ て 生き て いる イヌ イッ ト 。 し か し 、 
すでに 16 世 紀 と 17 世 紀 に 、 イ ギリ ス の 遠征 隊 は 北極 園 へ の 戦略 的 な 航海 を 行い まし た 。 ア メリ カ と ノル 
ウェ ー の 捕鯨 者 の 存在 は イギリス 軍 を 大 い に 心 配 し まし た 。 こ れ ら の 捕鯨 船 は 、 北 極 諸島 の 東側 に ある 
いく つか の 沿岸 セク ター を すでに 発見 し 、 通 過 し て いま し た 。 こ れ ら の 外国 の 捕鯨 者 の 行動 は ます ます 
批判 に さら され 、 カ ナダ は これ ら の 領土 の 主権 に より 大 き な 関 心 を 抱 ぐ て よう に な り ま し た 。 1880 年 
代 に 、 探 検 と カナ ダ の 国民 生活 の 分 野 を マー ク す る 人 物 が 登場 し まし た 。 こ の カラ フル で 勇敢 で 断固 と 
し た 男 は 、 ジ ョ セ フ ・ エ ル ザ ー ド ・ ベ ル ニ エ 大 尉 で す 。 こ の ケベック 人 は 、 北 極 圏 に 対す る カナ ダ の 主 
権 の 主要 な 建築 家 の 1 人 で し た 。 彼 の 夢 は 北西 航路 を 横断 する こと で す 。 以 前 の ジャ ッ ク ・ カ ル テ ィ エ 
の よう に 、 彼 は 失敗 する で し ょ う 。 し か し 、 彼 の 多く の 旅行 を 通し て 、 彼 は 氷 列島 全体 で カナ ダ の 主権 
を 主張 し まし た 。 北西 航路 を 横断 する と いう 目的 に 加え て 、 ベ ル ニ エ は 北極 諸島 の 海域 を パト ロー ル し 
、 捕 鯨 船 に 免許 を 発行 し 、 初 め て ゲー ムキ ー パ ー と 治安 判事 と し て 行動 する よう 指示 を 受け まし た 

8 1909 年 7 月 1 日 、 カ ナダ の 建国 記念 日 に 、 ア メリ カ の 影響 に 直面 し て あま り に も 揺れ 動い た 政府 か 
ら の 指示 を 超え て 、 バ ー ニ エ 大 尉 は 革命 的 な ジェ スチ ャ ー を し まし た 。 カ ナダ 政府 の 同意 な し に 、 こ の 
ケベック 人 は 、 有 名 な 北西 航路 を 含む すべ て の 北極 圏 の 島々 と 領土 に 対す る カナ ダ の 主権 を 所 有 し 、 主 
張 し ます 。 


1 
ラッ クビ アン ビル 、 ヌ ナビ ク - ケ ベッ ク 、1990 年 7 月 29 日 


レア ンド ル ・ イ ー シ ア は 、 痛 み を 伴う 塊 を 下 か ら 引 っ 張り 、 西 を 向い て いる ツェ ルト か ら 頭 を 出し ます 
。 浮き彫り を 描く の に 十分 な 弱い 淡い 輝き が 地平 線 か ら ゆ っ くり と 上 昇 し ます 。 和束 で いっ ぱい の ツェ ル 
ト は 、 乳 白色 の 永久 凍土 、 岩 、 凍 っ た 地 衣 類 、 氷 の 融合 と 融合 し ます 。 彼 は 朝 の 最初 の タバ コ を 吸っ て 
咳 を し 、 朝 の 風邪 を ひき な が ら 激 し く 喉 を すっ きり させ ます 。 北緯 52 度 線 よ り 上 で は 、7 月 の 中 心 部 で 
も 夜 は 寒い で す 。 長 い 一 日 の 探鉱 が 始ま り ま す 。 


目覚 め た 後 の す べ て の 傷 辱 に も か か わら ず 、 レ アン ドル ・ イ ー シ ア は 北 を 愛し て いま す 。 ほ と ん どの 南 
部 人 に と っ て は 孤独 の 地 、 イ ヌイ ッ ト と 一 部 の 冒険 家 に と っ て は 楽園 で す 。 初期 の パイ オニ ア で ある エ 
ティ エ は 、196$ 年 に マタ ガミ に や っ て 来 て 、 ジ ェ ー ム ズ ベ イメ ガ プ ロジ ェクト の フェ ー ズ 1 で ある グラ 
ン デ 川 に 水力 発電 ダム を 建設 する こと に な っ た この 地域 の 最初 の 探鉱 に 参加 し まし た 。 職業 : パイ オニ 
ア 、 彼 は 繰り 返す の が 好き で す 。 右 静脈 を 探し て いる 大 胆 な 探鉱 者 で ある 彼 は 、1965$ 年 に 、 ク リー 族 と 
イヌ イッ ト が 何 千 年 も の 間 住 ん で いた この 孤立 し た 王国 を 垣間見 た 最初 の 白人 の 一 人 で し た 。 こ れ ら の 
冒険 家 の 勇 気 が な けれ ば 、 道 路 も 滑走 路 も キャ ンプ も 村 も 、 ケ ベッ ク 州 の 中 北部 で 日 の 目 を 見 る こと は 
で き な か っ た で し ょ う 。 こ の 重要 な イン フラ スト ラク チャ が な けれ ば 、 そ の 後に や っ て きた 何 千 も の 建 
築 業者 は 、 今 日 私 た ち が 賞 賛 す る これ ら の 記念 碑 を 建て る こと が で き な か っ た で し ょ う 。 何 マイ ル も 続 
く 堤 防 、 高 層 ビ ル よ り も 高い ダム 、 印 象 的 な 発電 所 、 そ の 1 つ で ある 世界 最大 の 地下 発電 所 で ある LG2 
は 、 岩 に 刻ま れ た 大 聖堂 、 花 岡 岩 に 刻ま れ た 巨大 な 余 水 吐 、 川 の 注 回 路 を すぐ に 思い 起こ させ ます 。 タ 
イタ ニッ ク 作 品 。 こ の 100 年 前 の プロ ジェ クト を 達成 する に は 、 カ ニア ピス コー、 グ ラン デバ レイ ン 、 

オ ピ ナ カ 川 流域 の 一 部 の 水域 を 、 イ ー ス トメ イン 川 の 支流 で ある ラグ ラン デ 川 に 注 回 させ る 必要 が あり 
まし た 。3 つ の 発電 所 。LG2、LG3、LG4 は 、500 キ ロメ ー ト ル の 距離 に また が っ て 建設 され まし た 。 発 


電 所 に 加え て 、 こ の 複合 施設 に は 18 の 余 水 吐 と 水流 制御 構造 、 合 計 80 の 堤防 が あり ます 。 生成 さ れ た 電 
力 と エネ ルギー (3.800 メ ガワ ッ ト ) は 、130 万 ボル ト に 達する 可能 性 の ある 高圧 線 で モン トリ オー ル に 
送ら れ ま す 。 最 大 18.000 人 の 労働 者 を 収容 で きる ラディ ソン と 呼ば れる 北部 の 町 が ゼロ か ら 建 設 さ れ 、 

マタ ガミ と ラディ ソン を 結ぶ 450 キ ロメ ー ト ル の 道路 が 、1 日 1 キロ メー トル の 速度 で 430 日 で 建設 され ま 
し た 。 約 150 億 米ドル の 投資 。 こ れ は 、 ケ ベッ ク 州 の 政治 的 お よび 経済 的 生活 を 永遠 に 刻ん だ 叙事詩 で 
す 。 


-「 ジ ェ ー ム ズ 湾 プロ ジェ クト は 単なる 水力 発電 プロ ジェ クト で は な い の で 」 と 国会 前 の 首相 は 主張 し 
た 。「 そ れ は 伐採 と 採掘 を 可能 に し 、 漁 業 、 狩 猟 、 観 光 へ の 広大 な 領土 の 開放 を 可能 に し 、 忘 れ て は な 
ら な いこ と で す が 、 中 期 的 に は ケベック 北西 部 だ け で な くす べ て の 地域 に か な り の 産業 発展 を も た らし 
ます 。」 新 し く 選 出さ れ た 若い 首相 に よっ て 推進 され た ケベック 人 の 社会 的 プロ ジェ クト は 、 今 後 は 電 
気 的 な も の に な る で し ょ う 。 さ ら に 、 彼 の 政治 的 キャ リア 全体 は 、 ベ ル 州 の 天然 資源 、 特 に 水力 発電 を 
強化 する こと に より 、 経 済 発 展 を 中 心 に 展開 され ます 。 そ の 政治 的 定理 、 ま た は ジャ ー ナ リス ト が 冗談 
を 言う の が 好き だ っ た 「 ロ バー ト に よる 福音 書 」 は 、 ケ ベッ ク の 経済 力 は 天然 資源 の 開発 で も る と いう 
も の で す 。 こ の 富 の 中 で 、 特 定 の 資産 は 水力 発電 の 冨 で あり 、 第 三 に 、 こ の 水力 発電 の 富 の 発展 は ケ ベ 
ッ ク 北 部 の 征服 で ある と いう こと で す : ニュ ー ケ ベッ ク 。 


LeandreEthiecr の も う 1 つ の 忙し い 営業 日 と 、 長 い 1 か 月 の 探鉱 が 終わ り ま す 。-「 へ ヘリ コ プ タ ー が 明日 来る 
こと が で きれ ば いい の に 」 と 彼 は 思い ます 。 北部 の 気候 学 は 非常 に 気まぐれ で 、 冷 た く 湿 っ た 肥 が 数 分 
で あな た に 降り か か り 、 数 日 、 時 に は 数 週間 文明 か ら あ な た を 遮断 する 可能 性 が あり ます 。 「 幸 いな こ 
と に 、 乾 物 の 供給 で 十分 で す 」 と 彼 は 架空 の 対話 者 に 自分 自身 を 励ま す よ うに 言い まし た 。 何 年 に も わ 
た る 孤独 が 彼 の 中 で 南 で 複数 の 笑い を 引き 起こ す チ ッ ク を 発達 させ まし た 、 彼 は それ に 気づか ず に 声 を 
出し て 彼 自身 に 話し ます 。 マ タ ガ ミ の 人 々 に と っ て 、 レ アン ドル ・ イ ー シ ア は ツン ドラ と タイ ガ に 一 生 
住ん な で いる と て も 面白 い 人 で す 。 私 た ち が め っ た に 見 た こと が な いよ うに 、 彼 は スト ー リ ー テ ラー で あ 


り ジ ョ ー カ ー で す 。 彼 は まだ 信じ られ な い ほ どの 狩猟 と 釣り の 話 を 持っ て いま す 、 信 じ ら れ な いこ と を 
専門 と する 同情 的 な 神話 マニ ア で す 。 彼 は これ ら の 物語 を た くさ ん の 色 で 語り 、 誰 も が ケベック の 居 酒 
屋 の 「 ス タン ドア ッ プ コメ ディ アン 」 を 愛し て いる の で 、 誰 も が 彼 を 愛し て いま す 。 


7 月 中 、 彼 は ビア ン ビ ル 湖 周辺 の 広大 な 領土 を 日 本 企業 の た め に ふる い に か け ま し た 。 恒久 的 に 凍っ た 
水 で 固め られ た 土 で す 。 し た が っ て 、 こ の 永久 凍土 層 を コア ドリ ル で 掘削 する こと は 非常 に 困難 で す 。 
各 50 セ ンチ メー トル の コア は 、 ほ ば ぼ 2、000 年 の 期間 を 表し ます 。 完全 に 見 える 各層 は 、 堆 積 物 と その 起 
源 の 間 の リン ク を 確立 する た め に 探鉱 者 が 望ん で いる よう に 、10 年 に 対応 する 可能 性 が あり ます 。 


地質 学者 の L&andreEthier は 、 こ の 地域 に 数 年 前 か ら 関 心 を 持っ て いま す 。20 年 以上 前 、 彼 は そこ で 非常 
に 光沢 の ある 石 の 破片 を 見 つけ まし た 。 政府 の 土壌 お よび 材料 研究 所 で 分 析 し た 後 、 専 門 家 は 、 商 業 的 
価値 の な い イ ン パ クタ イト の サン プル を カタ ログ 化す る こと に よっ て 専門 知識 を 締め くく り 、 逆 に 、 
Bthier の た めで は な く フ ァイル を 閉じ まし た 。 専門 家 に 質問 を する こと で 、 彼 は 最終 的 に これ ら の 破片 
が イン パク タイ ト ま た は 核 融 合 ガ ラス と 呼ば れ て いる こと を 知り まし た 。 探鉱 者 の サン プル は 、 鉱 物 が 
一 緒 に 溶け る の に 十分 な 非常 に 高い 温度 を 伴う 非常 に 強力 な 衝撃 か ら 、 岩 石 が 非常 に 高い 圧力 を 受け た 
こと を 示し まし た 。 溶融 お よび 再 結晶 し た 岩石 の これ ら の 部 分 は 、 溶 融 ガ ラス と 呼ば れ ま す 。 こ の よう 
に 溶融 ガラ ス と 変換 され た 鉱物 か ら 再 構成 され た 岩石 は 、 限 石 衝 突 の 主 な 特徴 で る る た め 、 イ ン パ クタ 
イト の 学名 で す 。 イ ン パ クタ イト は 、 了 大 石 の 分 子 痕跡 を 保存 する と いう 並外れ た 関心 を 示し て いま す 。 
隅 石 が 揮発 する と 、 地 球 外 起 源 の 分 子 が 溶融 ガラ ス に 閉じ 込め られ 、 イ ン パ クタ イト の 組成 が 隠 石 と 地 
球 の 岩石 と の 不 均一 な 混合 を 表し ます 。 炭素 14 テ スト を 使用 し て 、 専 門 家 は 約 25、000 年 の 衝突 の 時 期 
を 特定 し まし た 。 さ ら に 、 こ れ ら の 核 融 合 ガ ラス を 実験 的 な 地下 爆発 に よっ て 得 ら れ た も の と 比較 する 
こと に より 、 こ の 衝撃 の 力 は 、170 メ ガト ン の 爆弾 の 爆発 に よっ て 放出 され た エネ ルギー、 つ まり 、 爆 
発 の 8,300 倍 強力 で ある と 結論 付け られ まし た 。 広島 爆 弾 。 


これ ら の 学ん だ 説明 は すべ て 、 地 質 学者 を 最高 点 に 失望 させ まし た 。「 フ ュー ジョ ング ラス .……… 0 
ジョ ング ラス 」.… マ タ ガ ミ 居酒屋 で 空 の ビー ル 瓶 の 前 で 咳 い た 。 ホ ッ プ を 一 口 飲む た びに 、 神 話 マ ニア 
は 彼 の 中 で より 多く の スペ ー ス を 占め た の で 、 地 質 学 的 断片 と 探鉱 者 の 髪 の 赤い 色 の 両方 を 指定 する 「 
ニン ジン 」 か ら 形 成 さ れ た 言葉 遊び で ある 「 ガ ル ノ ッ ト 」 の ダイ ヤ モ ン ド の 伝説 が 生ま れ ま し た シス テ 
ム 。 何 年 に も わた る 実り の な い 研 究 と 人 気 の あ る 喘 笑 の 後 、 探 鉱 者 は 辞任 し た 。10 年 以上 の 間 、 彼 の 「 
ブラ ン 仲 間 」 が 彼 の 費用 で 一 杯 の 良い 血 を 払い た いと 繰り 返し 試み た に も か か わら ず 、 彼 が 彼 の 宝物 に 
つい て 再び 話す の を 聞い た こと が あり ませ ん で し た 。 レ アン ドル ・ イ ー シ ア の ダイ ヤ モ ン ド は 、 ビ ー ル 
、 ジ ン 、 ウ イス キー に 沈め られ た 彼 の 内 鉱山 の 奥深 くに 取り 返し の つか な い ほ ど 埋 葬 さ れ て いま し た 


O 


1990 年 1 月 、 モ ント リオ ー ル の 新聞 が 、 ジ ェ ー ム ズ 湾 プロ ジェ クト の フェ ー ズ 2 を 開始 し 、 グ ラン デ ホ エ 
ー ル 川 の 利用 が 差し 迫っ つて いる と の ニュ ー ス で 、 探 鉱 者 の 炎 が 目覚 め ま し た 。 発電 所 に 必要 な 流域 は 、 
か つて イン パク タイ ト を 発見 し た 探査 地域 を 含め 、 数 十 億 立方 メー トル の 水 の 下 に 、 レ バ ノ ン と 同じ 大 
き さ の 数 百 キ ロメ ー ト ル の 土地 を 沈め ます 。 経済 状況 は 探鉱 へ の 投資 を 助長 し て いま せん で し た が 、 彼 
は 運 を 試す た め に モン トリ オー ル に 行く こと に し まし た 。 カ ナダ と アメ リカ の 企業 は 彼 の 申し 出 を 丁寧 
に 断り 、 中 に は 彼 に 会 うこ と さえ 拒否 し た 人 も いま し た 。 最 後に 、 日 本 の 鉱業 会 社 で ある 東京 鉱業 は 、 
溶け た ガラ ス の 要約 分 析 の 後 、 北 で の 1 か 月 の 探鉱 に 必要 な 資金 、 つ まり 15.000 ド ル 近 く を 解放 する こと 
に 合意 し まし た 。 こ れ は 、 世 界 の 地質 学 の 歴 呈 の 中 で これ まで で 最高 の 投資 と な る で し ょ う 。 


NS 


カナ ダ 人 は 自分 た ち を 北部 の 人 々 と 考え る の が 好き で す 。 そ れ で も 、 彼 ら は 何 も 理 解せ ず 、 何 世紀 に も 
わた っ て 北 に 住ん で いた 人 人 々 、 環 境 を 変え よう と は せ ず 、 む し ろ そ れ と 調和 し て 生き よう と し た 人 々 か 
ら 学 び た い と 思っ て いま し た 。 南 部 の 白人 は 、 遠 い 国 の 人 々 の 声 に 注意 深く 耳 を 傾け た こと は あり ませ 


ん 。 実 際 、 カ ナダ と 米国 の 先住 民 に と っ て 、 ジ ャ ッ ク ・ カ ル テ ィ エ に よる 北ア メリ カ 大 陸 の 発見 は 、 人 
類 史 上 2 番目 に 大 き な 土 地 詐 欺 で あり 、 最 初 は 北ア メリ カ の 発見 で す 。1 世 紀 前 に クリ スト ファ ー コ ロン 
ブス に よっ て 南 に 。 そ れ ぞ れ の 新しい 未踏 の 地域 で 、 カ ナダ 人 は アボ リ ジ ニ の 人 々 に 遭遇 し まし た 。 セ 
ント ロー レン スバ レー は イロ コイ の 故郷 で し た 。 白 人 が 侵入 し 、 西 は クリ ー ズ の 故郷 で し た 。 白 は それ 
を 併合 し た 。 太 平 洋 岸 は サリ スマ 人 の 故 卿 で し た 。 白 人 が それ を 占領 し た 。 今 日 、 白 人 は 北 の 遠い 土地 
が ディ ネ と イヌ イッ ト の 故郷 で ある と 言わ れ て いま す 、 彼 ら は 南 に そし て 南 の 利益 の た め に 天然 資源 を 
本 国 に 送還 する 準 詐欺 的 な 領土 交渉 を か わ そ うと し ます 、 そ れ ど ころ か 、 ア ボリ ジニ の 人 々 が 何 を すべ 
きか わか ら な い 数 位 ドル の 一 部 は 、 無 知 か ら で は な く 、 習 慣 か ら で す 。 産業 機械 は 前 進 し な けれ ば な ら 
ず 、 前 進 す る た め に は 、 こ の 機械 の 道 に 住む 人 々 の 運命 に 関係 な く 、 私 た ち が 食 料 を 必要 と する の と 同 
じ よ うに 、 天 然 資 源 が 必要 で す 。 前 世紀 の カナ ダ の 発展 が 鉄道 に 基づい て いた と すれ ば 、 北 の 発展 は ブ 
ッシュ パイ ロッ ト の 手 に 長く か か っ て いた 。 そ れ ら が な けれ ば 、 探 鉱 者 も 測量 士 も 開発 も あり ませ ん 


O 


へ リコ プター を 待っ て いる 間 、 レ アン ドル ・ イ ー シ ア は 過去 1 か 月 間 に 行 われ た 作業 に つい て 考え ます 
。 彼 の 本 能 は 彼 が マー ク を 打っ た こと を 彼 に 伝え ます 。 彼 の 推論 は 単純 で す 。 何 百 万 年 も の 間 、 地 球 は 
風 に よっ て 運ば れ た 岩 や ほこ り の 分 解 か ら 形 成 さ れ ま し た 。 世紀 ご と に 、 千 年 ご と に 、 惑 星 の 表 面 は ま 
すま す 厚 ベ く な っ て きま し た 。 彼 が 所 有 し て いた 初歩 的 な 掘削 装置 で は 、25$、000 年 の 地層 に 到達 する こ 
と は で きま せん で し た 。 一 方 、 ビ アン ビル 湖 の 急 な 崖 に 垂直 に 水中 を 掘削 する こと で 、 彼 は この 場所 に 
た どり 着く こと が で きま し た 。 堆積 物 の 蓄積 を 防ぐ 侵食 と 水 の 永久 運動 。 素 晴らし い 発 見 は 、 ほ と ん ど 
の 場合 、 単 純 さ か ら 生 まれ ます 。 そ の た め 、 彼 が 1 か 月 前 に 見 通し を 立て る た め に 出発 し た の は 、 マ タ 
ガミ の 住民 の 時 倒 の 下 で 、 今 回 は スキ ュー バダ イ ビ ン グ 器 材 を 使用 し て いま し た 。 


-「 ね え 、 ガ ル ノ ッ テク スト ー、 ど こ へ 行く ん だ ! 」 個 人 が 叫ん だ 。 新 し い ニ ッ ク ネ ー ム は 、 電 光石 火 
の 速 さ で 村 を 一 周 し まし た 。 ニ ッ ク ネ ー ム は カイ ン の 刻印 ひよ うな も の で 、 ア ル マ ジ ロ の よう に 消え な 
いま まで す 。 


ロー ター の 音 が 彼 を 彼 の 空想 か ら 引 き 離 し た 。 つ い に .… 


HI 
マタ ガミ 。 


マタ ガミ は 、 ケ ベッ ク 州 中 北部 の 首都 、 人 口 1 万 人 を 誇らしげ に 自称 し て いま す 。 こ の 都市 は 、 ジ ェ ー 
ムズ ベイ プロ ジェ クト の フェ ー ズ 1、 つ まり 196$ 年 の ラグ ラン デ 川 の 利用 の 準備 作業 中 に か な り の 成長 
を 遂げ まし た 。1970 年 代 の 終わ り に 、 ア モス の 北 175 km に ある この 小さ な 鉱山 の 町 は 、 夢 を 見 て 、 プ ロ 
ジェ クト を 作り 、 投 資 し 、 建 設 し 、 す ぐに すべ て の 人 の 神経 の 中 心 に な る と 信じ る こと を や め ま せ ん で 
し た 。 ジ ェ ー ム ズ 湾 の 開発 。 繁栄 へ の 大 き な 希 望 は 、 探 査 チ ー ム が 到着 し た と き に 始ま り ま す 。 レ アン 
ドル ・ イ ー シ ア が 先頭 に 立っ て 、 特 定 の アニ メー ショ ン を 作成 し ます 。Hydro-Quebec 積 み 替 え ヤ ー ド と 
空港 は 活気 に あふ れ て いま す 。 マ タ ガ ミ は すぐ に キノ コ の 町 の よう に 見 えま す 。 市 庁舎 で 、 私 た ち は 夢 
を 見 ます 。10 年 後 、 マ タ ガ ミ -LG2 道 路 の 開通 と 最初 の 建設 現場 の 誕生 に より 、 マ タ ガ ミ の 経済 的 夢 は 崩 
壊し まし た 。 ほ と ん どす べ て の 儲かる 活動 は 北 の ル ー ト を た どっ た 。 今日 で も 商品 は 積み 替え られ て い 
ます が 、 約 束 さ れ た エル ドラ ド で は な く な り ま し た 。 マ タ ガ ミ は 再び 小さ な 鉱山 の 町 に な り ま し た が 、 
まだ 傷跡 が 残っ て いま す 。 唯一 の 大 き な 変 化 は 、196$ 年 の マタ ガミ は 世界 の 果て の 都市 で し た が 、 現 在 
は モン トリ オー ル と LG 2 の 間 の リン ク 都 市 で あり 、 金 は も は や 自由 に 流れ ませ ん 。 


帰り 道 、LG2 流 域 の 上 空 を 飛ん で 、 避 けら れ な いこ と が 起こ り ま し た 。 フ ォ グ バン ク 。 真 の 内 海 で ある 
この 盆地 は 、 和 気象 学 者 が 測定 し 始め た ば か り の 大 規模 な 気候 変動 の 起源 に あり ます 。 そ し て 、 そ れ は ほ 


ん の 始ま り に 過ぎ ませ ん 。15 年 間 で 、 フ ェ ー ズ 2 と フェ ー ズ 3 が 完了 する と 、 水 路 流域 は フラ ンス に 相当 
する も の を カバ ー し ます 。 ケ ベッ ク 人 は 、 ソ ビエ ト が 同じ よう に 人 為 的 に 破壊 する こと に 成功 し た アラ 
ル 海 以上 の 海 を 人 為 的 に 作り 出し て いま す 。 


-「 な ん て こっ た 、 ど う や っ て 自分 の 道 を 見 つけ た ん だ 」 ? 


パイ ロッ ト は 大 笑い し ます 。-「 神 は 私 の 副 操 縦 士 で す 。 彼 は ロー ター の 音 を 覆っ て いる 声 で 叫び 、 
彼 を 信 辱 する の を や め ま す 。 私 た ち は 彼 を ひど く 必 要 と し て いま す 。 私 を 信じ て くだ さい 、 彼 は 今 ガ イ 
ド 欠 すず Js 


エ シ エ は 、 神 を 操縦 する 技術 が 非常 に 無謀 で ある こと に 気づき まし た 。 神 は 、 彼 を 知っ て いる ベト ナム 
で 操縦 する こと を 学ん だ と 言わ な けれ ば な り ま せん 。 ナ ビ ゲ ー ト し て 視認 性 を 高め る 唯一 の 方 法 は 、 ト 
ウ ヒ の 木 の 近く を 飛ん で 川 の 流れ を た どる こと で す 。 本物 の ジェ ッ ト コ ー ス ター。 


マタ ガミ 空港 に 準 秘密 裏 に 到着 し た プロ スペ クタ ー は 、 ケ ベッ クエ ア の カウ ンタ ー に 向かっ て 警戒 を 怠 
ら ず 、 ケ ベッ ク 北 部 の 開発 に 大 きく 貢献 し た この 航空 会 社 、 現 在 は カナ ダ の イン テア に 電話 を か ける こ 
と が で きま せん で し た 。 ケ ベッ クエ ア と は 、 こ の 男 と 他 の すべ て の 北 の 開 拓 者 を 、 こ の 由緒 ある 双発 機 
の 機関 に 結び つけ る 愛情 の 絆 を 保つ こと を 意味 し ます 。 骨 材 の 積載 量 は 約 1.2500 キ ロ と 記録 され た た め 
モン トリ オー ル に 向け て 出発 し 、 翌 日 、 エ アカ ナダ の 貨物 船 の 罠 の 下 で 、 最終 目的 地 で ある 東京 の 成田 
空港 、 そ し て 東京 鉱業 研究 所 に 到着 し ます 。 彼 の 仲間 の ギブ か ら 逃 げ る こと を 好み 、 地 質 学者 は その 夜 
居酒屋 に 行き ませ ん で し た 。 家 に 帰る と 、 お いし い 熱 い シ ャ ワー を 浴び た 後 、 彼 は 40 オ ンス の 大 き な ジ 
ン を 排出 し て 眠り に 落ち まし た 。 翌日 、 安 ら か な 眠り の 後 、 彼 は 午前 8 時 に 居酒屋 に 向かい 、 コ レス テ 
ロー ル 含 有 量 の 高い 木こり の 昼食 を 注文 し 、 自 分 自身 に 著 っ た 2 週間 続く 過食 症 に か か り ま し た 。 


必死 の ペー ス を 維持 し な が ら 、Ethier は 48 時 間 で 0.8 の 制限 を 大 幅 に 超え て いま し た 。 一 方 、 地 球 の 反対 
側 で は 、 骨 材 の 積荷 が 最終 的 に 成田 に 到着 し ます 。 よ り 正 確 に は 、 北 ケベック の 積 符 と 、 ソ ビエ ト 連 邦 
か ら ア エロ フロ ー ト 飛行 で 来る 別 の 積 人 年 で 、 ど ちら も 東京 鉱業 の 方 向 を 向い て いる 必要 が あり ます 。2 
つの 荷物 が 同じ 場所 に 運ば れ て いる の を 見 て 、 オ フィ ス の コー ディ ネー ター は 2 つの 荷物 を 会 社 の トラ 
ッ ク に ご ちゃ 混ぜ に 積み 込む よう に 注文 し キ まし た 。 ア ルコ ー ル 依存 症 の ケベック 探検 索 の 本 能 と 同盟 を 
結ん だ 日 本 人 労働 者 の この 無害 な ジェ スチ ャ ー は 、 今 世紀 末 の 最大 の 科学 的 発見 の 1 つの 起源 と な る で 
し ょ う 。 し た が っ て 、 人 類 の 歴史 に は 、 無 害 な が ジェスチャー に よっ て 運命 を 示す 匿名 の 英雄 が 散ら ば っ 
CU ます 


日 本 


日 本 の 文明 は 数 世紀 前 か ら 存在 し て いま す が 、 現 代 の 日 本 は まだ 120 年 し か 経っ て いま せん 。1868 年 1 月 
3 日 、 数 千年 ぶり に 、 天 皇 は 将軍 東宮 川 の 権力 の 終 稿 を 宣言 する こと に より 、 日 本 を 外国 の 影響 に 開放 
し まし た 。 社 会 的 お よび 経済 的 シス テム の 衰退 は その 崩壊 を 強調 し た 。 慣習 に 従っ て 、 新 し い 旦 帝 の 治 
世に 新しい 栄光 の 名 前 が すぐ に 与え られ まし た 。 そ れ は 明治 統治 : 悟り の 政府 と 呼ば れ て いま し た 。 唯 
ー の 16 歳 の 明治 天皇 は 、 大 胆 な ベル ティ に 開か れ た 、 イ ベン ト に よっ て 成熟 し た 確固 た る 精神 に 力 を 
与え まし た 。 彼 に は 、 彼 の よう に 日 本 を 新しい も の に し た いと いう 熱烈 な 願望 で 燃え て いる 優秀 な 顧問 
に 身 を 包む 方 法 を 知っ て いる と いう 驚く べき 才能 が あり まし た 。 そ れ ま で 日 本 は 複数 の 氏族 に 分 か れ て 
いた が 、 欧 米 の 衝撃 を 受け て 、 驚 くべ き 言 語 的 ・ 人 種 的 統一 に よっ て 強化 され た 一 種 の 心理 的 融合 に よ 
っ て 統一 され た 国 と な っ た 。 北米 の 規模 に 縮小 する と 、 日 本 の 人 種 単位 は 、 カ ナダ と アメ リカ の 2 億 
S000 万 人 の 人 口 に 相当 し 、 そ の 989% は イン ド 人 種 で す 。 


外交 政策 に 門戸 を 開い た 明治 天皇 と その 顧問 た ち は 、 債 務 を 負っ た 後 、 ヨ ー ロ ッ パ で 借り た 資金 を 浪費 
し 、 介 入 の 口実 を 提供 し た エジプト と トル コ の 例 を 詳し く 考 えま し た 。 植 民 地 型 の 外国 人 。 明 治 下 で の 
日 本 の 経済 的 離陸 は 、 外 資 の 浸透 が 国 の 独立 を 危う くし た た め 、 外 資 な し で 迅速 に 行わ れ た 。 工業化 の 
成長 は 目 を 見 張る も の が あり 、 輸 出 は 倍増 し 、 ヨ ー ロ ッ パ の 保護 貿易 主義 を 引き 起こ し まし た 。 上 真 の 家 
族 夫 頭 制 で ある 財閥 は 、 大 規模 な 産業 と 商業 を 共有 し 、 軍 事 力 の カウ ンタ ー ウ ェ イ ト と し て 経済 力 を 主 
張 し て いま す 。 明 治世 代 は 、 責 任 あ る 政府 、 芸 術 と 文学 、 そ し て 一 般 的 な 日 本 文化 の 拡大 を 促進 する 経 
済 と 工業 の 発展 の すべ て の 面 で 注目 に 値 し まし た 。 ピ 明治 世代 の 男性 は 、 そ れ 自 体 が 強力 な 歴史 的 勢力 に 
よっ て 運ば れ た 近代 日 本 の 革命 に よっ て 形成 され た の で 素晴らし か っ た 。 残念 な が ら 、1912 年 に 60 歳 で 
亡くな っ た 明治 天皇 の 成功 は 長く は 続か な か っ た 。 


明治 後 の 昭和 天皇 の 昭和 天皇 時 代 は 、 四 方 八方 に 新た な 問題 が 発生 し 、 偏 狭 な 兵士 た ち が 解 決 策 を 押し 
付け て 国 を 減 亡 させ よう と し て いた 時 代 で し た 。 


東京 、1990 年 8 月 16 日 


骨 材 が 到着 し て か ら 3 週 間 が 経過 し まし た 。 東京 マイ ニン グ の 社長 兼 最 高 経営 責任 者 で ある ニ ヒ ス マ は 
、 ス リム で あり な が ら 丈 夫 で 、 フ ル ブ レ ザー と シル ク の ネクタイ を 誇らしげ に 身 に 着け て お り 、 革 張り 
の 椅子 に も た れ か か っ て 、 本 社 の 20 階 に ある オフ ィ ス の パノラマ の 窓 を 眺め て いま す 。 東京 都心 の 北 に 
ある 池袋 の サテ ライ ト 地 区 に ある 会 社 。 池 袋 は 首都 で 最も 重要 な 鉄道 の 交差 点 を 中 心 に 発展 し まし た 。 
あな た は その 中 心 に 冒険 する 必要 な し に 大 都市 が 提供 で きる すべ て を 見 つけ る で し ょ う 。 東京 の 中 心 部 
は 、 何 百 万 台 も の 車 や トラ ッ ク の 交通 に よっ て 引き 起こ され る 騒音 と 汚染 の 地獄 で す 。 プ ライ ベー ト ま 
た は 非 プ ライ ベー ト の へ リコ プター が 昼夜 を 問わ ず 市 内 中 心 部 を 飛行 で きる 世界 で 唯一 の 都市 で す 。 ノ 
イズ は 、 ピ ー ク 時 に 臨界 許容 し きい 値 に 達する こと が よく あり ます 。 専門 家 は 東京 市 議会 議員 に 警告 し 
て いる : も し 騒音 レベ ル が 過去 20 年 の 割合 で 続く な ら ば 、 世 紀 の 終 わり まで に 、 通 常 の 聴力 で 10 歳 は 見 


つか ら な い だ ろ う 。 そ の た め 、 ニ ヒス マ は ある 日 、 会 社 の 本 社 を さら に 北 に 移動 する こと に し まし た 。 
東京 マイ ニン グ は 、3$5 ヘ クタ ー ル を カバ ー し 、40 の 入り 口 が 毎日 20 万 人 以上 の 顧客 を 迎え る 世界 最大 の 
ショ ッ ピ ング コン プレ ックス の 1 つ で ある 西武 を 見 下ろ し て いま す 。 


日 本 の CEO は 、 彼 の 考え に 夢中 に な り 、 突 然 パ パラ マビ ュー を 離れ 、 目 の 前 に ある レポ ー ト を 新た に 見 
つめ 、 た め 息 を つき まし た 。62 歳 の ニ ヒ ス マ は 、 日 本 人 の 厳格 で 伝説 的 な 規律 の 完璧 な 例 で す 。40 年 前 
、 彼 が 東京 鉱業 に 参加 し た の は 、 そ れ が それ で ある と いう 理由 で 、jugyoin (従業 員 ) と し て で し た 。 生 
涯 雇用 制度 は 、 日 本 の 社会 経済 制度 の 家族 の 基盤 で あり 、 そ の 柱 は 相互 の 忠誠 心 と 、 よ り 効 率 的 な 方 向 
に すべ て の 力 を 団結 させ る 意志 で す 。 会社 で は 、 す べ て の 従業 員 が 団結 し て いる と 感じ し 、 そ れ ぞ れ の 声 
は 同じ 力 を 持っ て いま す 。 こ れ が 、 ロ ドン シャ (労働 者 ) と いう 言葉 が 決し て 使わ れ な い 理 由 で す 。 私 た 
ち は シ ャ イン (会 社 の メン バー) を 好み ます 。Nihisma は CEO で す が 、 何 より も 、 彼 の 特に 西洋 の 競争 
相手 が 恐れ て いる 衝動 的 な 活力 と 厳し さ の 恥 で す 。 彼 は 新しい 侍 と し て 知ら れ て いる 人 の 一 人 で あり 、 
他 の 人 の よう に 取引 する 人 は 戦争 を し ます 。 軍国 主義 政策 に 取っ て 代わ る 「 平 和 的 な 」 経 済 政策 。 す べ 
て の 武士 が 従わ な けれ ば な ら な い 行 動 の モデ ル で ある 武士 道 ( 崎 士 の 道 ) ほど 、 こ れ ら の 新しい 国際 罰 
易 の 王 の 魂 を 象徴 する も の は あり ませ ん 。 か つて は 好戦 的 だ っ た 武士 道 の 影 響 が 、 突 然 、 日 本 の 商業 芸 
術 の 教 証 の 1 つ に な り ま し た 。 日 本 の ビジ ネス リー ダー の ほぼ 3 分 の 1 は 、 彼 ら が 直接 の 侍 の 祖先 で ある 
と 言い 、 大 企業 の リー ダー の 50% 以 上 は 、 ニ ヒス マ を 含む 侍 の 世界 に ルー ツ を 持っ て いま す 。 


8 月 中 旬 の 今朝 、 ニ ヒス マ は 、 研 究 、 研 究 、 地 図 作成 お よび 分 析 サ ービス の 主任 化学 者 で ある 横井 教授 
の 報告 を も う 一 度 読み な が ら 、 管 理 者 と し て の 彼 の 長い キャ リア の 中 で 最も 重要 な 決定 を 下 し まし た 。 
東京 鉱業 サン プル の 。 研究 者 の 手 に よる 「 緊 急 か つ 機 密 」 の 手書き の 言及 が これ ほど 多く の 意味 を 帯び 
た こと は か つて な か っ た 。 横井 教授 は 行き ませ ん で し た 。 レ ポー ト の 結論 は 簡潔 で 雄弁 で あり 、 何 より 
も 数 時 間 前 に は 想像 も で きま せん で し た 。 


カナ ダ と ロシア の 骨 材 が ご ちゃ 混ぜ に 到着 し た の で 、 主 任 化学 者 は 日 常 の 分 析 を 自分 で 行う こと に よっ 
て この 混乱 に 何ら か の 秩序 を 置く こと に 決め まし た 。 ソ ビエ ト の 骨 材 は 、 日 本 の 検出 衛星 か ら の 赤外線 
写真 に よる と 、 ま だ 採掘 され て いな い 世 界 最大 の 鉱物 地域 で ある シベ リア 共和 国 の ヤク ー ト か ら 来 まし 
た 。 日 本 の 鉱業 カル テル は 数 年 前 か ら こ の 地域 に 関心 を 持っ て いま し た が 、 ソ ビエ ト の 指導 者 た ち は 常 
に この 地域 へ の アク セス を 拒否 し て きま し た 。 資 本 と 外貨 が 不足 し て いる た め 、 モ スク ワ 鉱 山 省 は 6 月 
初旬 に 現金 と 引き 換え に 砂金 掘り 許可 証 を 発行 する こと に 合意 し まし た 。2 週 間 後 、 探 査 チ ー ム は す で 
に 現場 に いま し た 。 最初 の 驚き で ある ロシア の 骨 材 は 、 希 土 類 族 の 鉱石 で ある イッ テル ビ ウ ム の 存在 を 
明らか に し まし た 。 私 た ち は 、 こ の 鉱物 の 素晴らし い 特 性 と 、 そ れ が 高度 な 技術 で 提供 する 並外れ た 可 
能 性 を 知っ て いま す が 、 材 料 の 不足 に より 、 す べ て の 商業 用 途 が 無効 に な り ま し た 。 日 本 の 測量 士 の 現 
場 記録 に に る と 、 サ ンプ ル は 、 サ 人 ハハ 共 和 国 南部 を 横断 する 山脈 で ある スタ ノヴォ イ 山 脈 内 の 1km あ た り 1 
つの 井戸 で ある 2Skm に わた る 25 の 異な る 試 鈴 孔 か ら の も の で し た 。 科 学者 の 検証 お よび クロ スチ ェ ッ ク 
され た 分 析 に より 、0.87 ト ロイ オン ス の グレ ー ド が 確認 され まし た 区]、25 サ ンプ ル に 見 られ る 純度 
。 し た が っ て 、 日 本 の 探鉱 者 は 、 ほ ぼ 純 粋 な イッ テル ビ ウ ム で 形成 され た 山脈 で ある 山 を 発見 し まし た 
。 和 驚異 的 な 発見 。 


*※ ト ロイ オン ス は 、 レ アメ タル と 貴金属 の 重量 を 測定 する た め に 使用 され ます 


LeandreEthiecr の サン プル の 分 析 は 、 本 当 に 頭痛 の 種 で ある こと が 判明 し まし た 。 実際 、 ケ ベッ ク の 骨 材 
は 、 す べ て の 鉱物 ファ ミリ ー の 特異 性 を 満た し て いま せん で し た 。 間 違い が ある か 、 地 球 上 で これ まで 
知ら れ て いな か っ た 新しい 鉱石 を 発見 し た か の どちら か で す 。 探鉱 者 の 幾何 学 的 調査 に よる と 、 こ の 新 
し い 材 料 は ビア ン ビ ル 湖 の ほとり に 数 キロ メー トル に わた っ て 広がり ます 。 も ちろ ん 、 こ の 鉱石 が 何 に 
使用 で きる か を 知っ て いれ ば 、 並 外れ た 採掘 の 可能 性 が あり ます 。 現 時点 で 考え られ る 唯一 の 方 法 は 、 
ヌー ボー ケベック の イン パク タイ ト が ジル コ ニ ウ ム と イリ ジウ ム か ら 形 成 さ れ て いる こと で す 。 これら 
の 2 つの 希少 材料 の 内 容 は 、 こ こ で も 過剰 で あり 、 数 千 度 の 激しい 融合 に よっ て 融合 し て いま す 。 お そ 


らく 地球 外 起 源 の 別 の 未知 の 物質 へ の ケル ビン 。 科 学者 は 、 彼 が 今 書い た も の を 読み 直し た と き 、 彼 の 
報告 の この 段階 に いま し た 。「 強 烈 な 融合 .… 強 烈 な 融合 .… ど うし て だ ろう 」 と 彼 は 独り 言 を 言っ た 
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モン トリ オー ル 、90 年 8 月 16 日 


約 300 万 人 の 市 民 を 抱え る モン トリ オー ル の 地域 集落 は 、 北 米 で 9 番目 に 大 き な 集 落 で ある ケベック 州 で 
最初 の 都市 コミ ュ ニ ティ を 形成 する だ け で な く 、 モ ント リオ ー ル を 世界 で 2 番目 の フラ ンス 語 圏 の 都市 
に し ます 。 ア メリ カ の フラ ンス 文明 の 発祥 地 で ある モン トリ オー ル は 、 明 ら か に 北米 で 国際 的 な 性 格 を 
帯び て いま す 。 高層 ビル の 森 が それ を 支配 し 、 ほ っ そり し た 外観 を 与え て いま す 。 モ ント リオ ー ル 島 は 
、 ア メリ カ で 最も 重要 な ビジ ネス セン ター の 1 つ で す 。200 以 上 の 大 企業 が 本 社 を 置き 、12 の 銀行 、15 の 
大 規模 保険 会 社 、 い くつ か の 証券 会 社 、 証 券 取 引 所 、 カ ナダ の 3 つの 主要 な コン サル ティ ング エン ジニ 
アリ ング グル ー プ (Lavalin-SNC、Monenco、TritonSysteme) が あり ます 。 世界 で この 種 の 企業 の トッ プ 
15 に 入っ て いま す 。 大 モン トリ オー ル 地 域 は ケベック 州 の 領土 の 39% 弱 を 占め て いま す が 、 ケ ベッ ク 州 
の 人 口 の 半分 以上 と 製造 業 の 生産 の 7096 以 上 (9.000 社 ) が 含ま れ て いま す 。 


大 西洋 か ら 660km、 セ ント ロー レン ス 川 の ほとり に 位置 する モン トリ オー ル 港 は 、 カ ナダ 中 西部 と アメ 
リカ 中 西部 を 含む 後背 地 へ の 優れ た 玄関 口 です 。 こ の 広大 な 「 後 背 地 」 に は 、1 億 人 の 人 口 が あり 、 膨 
大 な 生産 能力 と 消費 能力 を 備え て いま す 。 モ ント リオ ー ル に は 、 国 営 で 世界 で 最も 強力 な 水力 発電 会 社 
の 1 つ で ある SocietedelenergiedelaBaie James (SEBJ) と Hydro-Quebec の 本 社 も あり ます 。。 


リチャード ・ ペ ピン (3$0 歳 ) は 、 ケ ベッ ク 州 で 最大 の 国営 企業 で ある Hydro-Quebec の 責任 者 で す 。 マ イ 
ク で 満た され た 巨大 な オー ク 無 垢 材 の テー ブル の 前 に 座っ て いる 大 統領 は 、 記 者 会 見 で 、 消 費 に 対応 す 


る た め に すべ て の 水力 発電 の 拡張 作業 が 2 年 前 に 進め られ る こと を 発表 し まし た 。600 億 に 隣接 する 開発 
計画 。 グ ラン デ 川 を 利用 し た 後 、 ケ ベッ ク 州 は 、 安 価 な 電力 の 豊富 さ に 基づい て 、 新 し い 重 工業 部 門 を 
装備 する こと を 決定 し まし た 。 西側 世界 で 最大 の アル ミニ ウム 生産 施設 を 見 つけ る の は ケベック で す 。 
電気 の 大 口 消費 者 、 と り わ け ア ルミ ニウム 製 錬 所 は 、 ケ ベッ ク に 来る こと に 興味 を 持っ て いま す 。 実際 
、 セ ント ロー レン ス の 海岸 を 一 種 の 「 ア ルミ ニウム の 谷 」 に 変え て 電気 を むさ ぼり 食う こと が ケベック 
の 願い で す 。 ニ ュー イン グラ ンド と ニュ ー ヨ ー ク の アメ リカ の 州 へ の 数 キメ ガワ ッ ト の 売買 契約 は 、 ハ 
イド ロ ・ ケ ベッ ク の 生産 能力 を 大 きく 危う くし ます 。 原子 力 へ の 恐れ 、 火 力 発電 所 か ら の 石炭 の 汚染 、 
そし て アメ リカ 人 の 募 大 な エネ ルギー 需要 、 約 5.200 メ ガワ ッ ト は 、 お そら く こ の 地球 上 で 数 十 の 大 胆 な 
も の の 1 つ で ある 開発 プロ グラ ム を 先取 りす る の に 役立っ て いま す 。 数 十 億 の 投資 と 収入 。Grande 
Baleine プ ロジ ェクト は 、21 世 紀 の ケ ベッ ク 州 の 産業 戦略 の 要 で す 。 そ れ が 完了 する と 、 ケ ベッ ク は カナ 
ダ で 生産 され る 電力 の 半分 、 つ まり 北米 で 生産 され る 水力 発電 の 4 分 の 1 を 生産 し ます 。 当 時 の 水路 図 は 
、 信 じ ら れ な い ほ どの 地域 の 浸水 し た 領域 を すべ て の 人 が 見 る こと が で きる よう に 表示 され ます 
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ニュ ー ケ ベッ ク 州 ラバ レイ ン に 投稿 。 


グラ ン デ バレ イン プロ ジェ クト は 、 ハ ド ソ ン 湾 に 流れ 込む 雄大 な 川 と 同じ くら い 巨 大 で 、 そ の 名 前 が 付 
けら れ て いま す 。 グ ラン デバ レイ ン 川 、 プ チバ レイ ン 川 、 ナ スタ ポカ 川 、 ブ ー タ ン 川 は 、 水 を 貯め る た 
め の 4 つ の 巨大 な 貯水 池 を 形成 する よう に 注 回 され ます 。GB1、GB2、GB3、 生 産能 力 : 3.060 メ ガワ ッ 
ト の 名 前 で 知ら れ て いる 3 つの 発電 所 に 保持 され た 水 を 送る た め に 、 い くつ か の 堤防 と ダム が 建設 され 
ます 。3.000 平 方 キロ メー トル を 超え る 地域 は 、 ハ イド ロケ ベッ ク に よる と この 巨大 な 水力 発電 複合 施設 
の 影響 を 受け 、 プ ロジ ェクト に 反対 する クリ ー イ インディアン に よる と 3,.000 平 方 キロ メー トル に な り ま す 
。 グ レー ト ホ エ ー ル 有川 の 河口 に ある 村 、 ヴ ァ マ ゴ オ ステ ュ イ バン ド の クリ ーー 族長 に と っ て 、 流 域 は 植生 


と 野生 生物 が 集中 し て いる 谷 を 破壊 し ます 。 臨 界 開 値 を 最大 9 悟 超 える 水銀 レベ ル の 上 昇 は 、 魚 に 悪 影 
響 を 及ぼ し 、 そ れ が 今度 は 何 千 年 も の 間 そ の 領土 に 住ん な で いた アメ リカ 先住 民 を 汚染 し ます 。 言う まで 
も な く 、 こ の 種 の 主要 な プロ ジェ クト に 必然 的 に つなが る 社会 問題 の 行列 。 同 じ 価値 観 を 共有 し な い 文 
化 に 直面 し 、 肉 体 的 お よび 道徳 的 な ゲッ トー に 留まる こと を 余儀 な くさ れ た クリ ー は 、 原 因 を 切望 し て 
、 目 分 自身 に 対し て 暴力 的 に な り 、 ア ルコ ー ル 依存 症 、 コ カイ ン な ど に 目 を 向け まし た 。 麻 楽 は 、 家 族 
の 紛争 、 児 童 の 性 的 虐待 、 自 殺 の 印象 的 な 増加 を も た らし ます 。 自 殺 を 含む 暴力 的 な 死 の 割合 は 、 ケ ベ 
ッ ク や カナ ダ の 他 の 場所 で 観察 され た も の の 数 倍 で す 。 伝 統 的 な 食事 へ の アク セス が 減少 する と 、 栄 状 
失調 の 症例 が 増加 し ます 。 こ こ で 間 題 に な っ て いる の は 、 社 会 的 構造 の 完全 な 解体 と 家族 の 崩壊 で す 
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東京 、90 年 8 月 16 日 


ニ ヒ ス マ は x 回 目 の レ ポー ト を 読ん で お り 、 あ る 帝 怖 、 不 安 、 計 り 知れ な い 喜 び を 感じ る た びに 。 彼 は 
今 、 こ の 発見 が 惑星 の エネ ルギー チェ ス 高 を 混乱 させ る 国際 的 な 科学 的 影響 を も た ら す こと を 他 の 何 よ 
り も 知っ て いま す 。 し か し 何より も 、 彼 は 日 本 が 今 の と ころ 唯一 の 秘密 の 保持 者 で ある こと を 知っ て い 
ます 。 


数 日 前 、 科 学者 の 横井 は 東京 郊外 の 高炉 を 訪れ 、 骨 材 の 激しい 融合 を 進め る こと が で きま し た 。 単 純 な 
好奇 心から 、 彼 は ニュ ー ケ ベッ ク の 溶解 ガラ ス を 使っ て ソビエト イッ テル ビ ウ ム を 単 一 の 型 で 溶かす こ 
と に 決め まし た 。 研究 室 に 戻っ て 、 彼 は 地球 上 の この ユニ ー ク な 合金 の 隠さ れ た 特性 を 発見 する た め に 
いく つか の 複雑 な 科学 実験 を 試み まし た 。 い くつ か の 失敗 、 数 日 間 の 努力 の 後 、 合 金 は つい に その 秘密 
の 1 つ を 明らか に し まし た : 室温 で の 超 伝 導 、 工 業 国 の すべ て の 研究 者 の 夢 、 高 度 な 技術 へ の 応用 は か 


な り の も の で あり 、 日 本 に と っ て の 信じ られ な い ほ どの 技術 的 進歩 は すでに 基礎 研究 の 多く の 分 野 で 優 
れ た リ ー ダ ー。 


これ まで 、 電 流 の ブレ ー キ と し て 機能 する 材料 の 抵抗 に より 、 伝 送 さ れ た 電気 の か な り の 部 分 が 失わ れ 
て いま し た 。 エ ネル ギー 損失 は か な り の も の で あり 、 お そら く 生 産 お よび 輸送 段階 で 509%% の 損失 で す 。 
横井 が 発見 し た 新 素 材 は 、 電 気 を 遅く する こと な く 使 用 する こと が で きま す 。 電気 、 冷 蔵 庫 、 ボ ー ト 、 
地下 鉄 で 動く も の は すべ て 、 半 分 の エネ ルギー と 2 倍 の サイ ズ の モー ター で 走る こと が で きま す 。 ス 一 
パー コン ピュ ー タ ー は 、 速 度 、 出 力 、 体 積 が 数 世代 に わた っ て 飛躍 し 、 レ ー ル 上 で 「 浮 揚 」 し 、 飛 行 機 
と ほぼ 同じ 速 さ で 摩擦 な く 回 転 する 磁気 懸垂 鉄道 が 収益 を 上 げ ま す 。 さ ら に 、Nihisma は 、 発 見 され た 
材料 が 液体 水素 を 電気 に 変換 する セル の 製造 を 可能 に し た こと を 今や 知っ て いま し た 。 日 本 は 今や 世界 
の すべ て の エネ ルギー 生産 を 管理 する こと が で きま す 。 発見 の 大 き さ を 踏ま え 、 東 京 鉱業 の 最高 経営 責 
任 者 (CEO) は 、 白 光石 井 の 臨 時 会 議 を 招集 し まし た 。 
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ジェ ー ム ズ ベ イ の の クリー インディア ン に と っ て 、 グ レー ト ホ エ ー ル プロ ジェ クト は 、 貯 水池 の 大 量 の 水 
の 下 で 5$、000 年 以上 の 歴史 を 湧 死 さす る こと に 相当 し ます 。 何 千年 も の 間 、 ク リー ズ は 広大 な 領土 を カ 
バー する 小さ な モバ イル コミ ュ ニ ティ に 住ん で いま し た 。 セ ント ロー レン ス の 谷 に 続い て 、 北 中 部 か ら 
ニュ ー イ ング ラン ド ま で 、 捕 獲 、 狩 猟 、 釣 り の ルー ト が 伸び て いま し た 。 そ の 後 、 狩 猟 採集 民 の 世俗 的 
な 半 人 遊牧民 の 伝統 が 普及 し まし た 。1760 年 の ハドソン 湾 会 社 の 設立 は 、 自 立 し た 経済 か ら ヨ ー ロ ッ パ 型 
の 市 場 経済 へ と 移行 し まし た 。 商社 の 設立 後 、 こ れ ら の 集団 か ら 人 遊牧 民 の ウイ ルス を 根絶 する た め に 、 
定住 化 の 大 規模 な 動き が 動き 始め まし た 。 教 会 や 政府 部 門 は 、 こ れ を 彼ら を 育て 、 そ れ に よっ て 西洋 文 
明 の 楽園 へ の アク セス を 得る 絶好 の 機会 と 見 な し まし た 。 こ れ ら の 部 族 に 宣言 され た 最初 の 宣教 師 の 一 


人 : 「 キ リス ト に 住む 人 々 、 農 業 に よっ て 生き る 人 々 」。 保護 区 の 創設 に よる テン ト か ら 家 へ の 移行 、 
ー 種 の カナ ダ 式 の グラ グ 、 そ し て アメ リカ イン ディ アン の 子供 た ちの た め の 9 月 か ら 6 月 まで の 学校 へ の 
出席 の 義務 は 、 先 住民 の 文化 変容 の 決定 的 か つ 決 定 的 な 要因 で す 。 教 育 、 は い 、 し か し あま り 多 く は あ 
り ま せん 。 な ぜ な ら 、1932 年 まで 、 法 律 は アメ リカ 人 が カナ ダ の 大 学 に 通う こと を 禁じ て いた か ら で す 
。 ア メリ カイ ン デ ィ ア ン の 文化 変容 は 、 森 林 と 保護 区 の 違い に よっ て 測定 され ます 。 


その よう な 道徳 的 な 攻撃 は 、 白 人 の 到着 以来 」、 す べ て に も か か わら ず 、 彼 ら の 信念 、 彼 ら 自 身 の ア イデ 
ン テ ィ テ ィ 、 彼 ら の 起源 に 固執 し た カナ ダ の 最初 の 住民 を 深く マー ク し まし た 。 彼ら の アイ デン ティ テ 
ィ に 対す る この 認識 は 、 過 去 か ら 来 る だ け で な く 、 断 固 と し て 未来 に 向け られ た と いう 誇り を 彼ら に 与 
えま し た 。 ク リー 地域 の 中 心 部 に ある リ ビ エ ー ル ラグ ラン デ を 利用 し た ジェ ー ム ズ ベ イプ ロジ ェクト の 
フェ ー ズ 1 の 発表 で 、 2 プロ ジェ クト に 法 的 に 異議 を 唱え まし た 。 マ ロウ フ 裁 判官 の 
圧倒 的 な 判決 に より 、 ク リー 族 イ ン デ ィ ア ン の 土地 の 権利 が 確認 され 、 差 し 止め 命令 が 出さ れ 、 ダ ム の 
建設 が 中 止 さ れ ま し た 。 政 府 は 今 交 渉 し な けれ ば な り ま せん で し た 。 こ の よう に し て 、 ア メリ カ 先 住民 
の 甘い 復讐 で ある ジェ ー ム ズ 潮 意 定 が 生ま れ ま し た 。 こ の 500 ペ ー ジ の 協定 は 、 アボ リ ジ ニ の 人 々 に よ 
っ て 署名 され た 唯一 の 現代 の 条約 で す 。 合 計 2 億 2500 万 ドル で 、 彼 ら は 、 コ ミュ ニテ ィ に 隣接 する 土地 
(カテ ゴリ ー1 の 土地 ) を 除い て 、 フ ラン ス の ほぼ 2 倍 の 広 さ で ある 1.080,000 平 方 キロ メー トル の 領土 に 
対す る 権利 を 放棄 し 、 和 独占 的 な 狩猟 、 漁 業 、 捕 獲 を 続け まし た 。 カ テ ゴ リ II の 土地 の 権利 で あり 、 残 り 
の 地域 (カテ ゴリ IITL) で は 非 独 占 的 で す 。 


その 見 返り と し て 、 こ の 文書 は 自治 区 政府 を 認め て お り 、 住 宅 、 教 育 、 コ ミュ ニテ ィ 施 設 に 関す る 政府 
の 取り 組み の 長い リス ト が 含ま れ て いま す 。 ク リー 語 と 文化 は 学校 で 教え られ る よう に な り ま す 。 協定 
は また 、 イ ンド の バン ド が 組み 込ま れ 、 外 部 と の 合弁 事業 を 可能 に する 銀行 ロー ン の 目的 で 彼ら の 資産 
を 担保 と し て 使用 する こと を 許可 し まし た 。 こ の よう に し て 、 エ アク リー ベッ ク 、 ク リー ヤマ ハ 、 ク リ 


ー ハ ウジ ング コー ポレ ーション の よう な 企業 が 誕生 し まし た 。 こ れ ら の 企業 は 、 か つて すべ て を 処分 し 
、 社 会 扶助 で 生活 し て いた この 人 々 の 誇り で す 。 


協定 の 最も 革新 的 な 条項 の 1 つ は 、 ケ ベッ ク 州 政府 が 管理 する ハン ター と 漁師 (コミ ュ ニ ティ の 4396) 

の 保証 付き 収入 プロ グラ ム で す 。 こ の プロ グラ ム は 、 社 会 兵助 給付 に ほぼ 取っ て 代わ り ま し た 。 資格 を 
得る に は 、 ハ ンタ ー は 森 で 少な く と も 120 日 を 過ごす 必要 が あり ます 。 こ の ケベック の 世界 で 唯一 の 創 
造物 は 、 ア ボリ ジニ が 地域 社会 の 経済 的 利益 を 考慮 せ ず に 伝統 的 な 生活 様式 を 維持 する こと を 可能 に し 
まし た 。 ク リー ズ が 主 な サプライ ヤー で す 。 南 の 白人 の 利益 と 北 の 先住 民 の 間 の 平和 共存 が 可能 で ある 
こと を 示す プロ グラ ム 。 新婚 旅行 は 短命 だ っ た で し ょ う 。 ビ ッ グ ホエー ルプ ロジ ェクト で ある フェ ー ズ 
II で は 、 す べ て が 崩壊 し 、 む し ろ 湧 死 し ます 。 こ の ノー ザン テリ トリ ー の 肥 弱 な 生態 系 全体 が 破壊 され 
ます 。12 世 紀 前 の 捕獲 お よび 狩猟 場 ま た は ライ ン が 変更 また は 池 溢 し 、 数 百 種 の 水鳥 や 渡り 鳥 の 営巣 地 
も 破壊 され ます 。 ゲ ー ム が 減る と 、 美 し い 保 証 所 得 ブ プロ グラ ム が 不 十分 に な り 、 貧 困 と 社会 兵助 に 戻り 
ます 。 平 和 共 存 は 終わ り ま し た 。 再 び 、 ク リー ズ は 戦場 を 取り 戻し まし た 。 


NS 
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白光 石井 クラ ブ は 、 間 違い な く 地 球 上 で 最も 強力 な 金融 グル ー プ で す 。 財閥 と 呼ば れる すべ て の 大 き な 
産業 カル テル と すべ て の 大 き な 銀 行 が そこ に 表 さ れ て いま す 。 す で に 194$ 年 、 第 二 次 世界 大 戦 の 終わ り 
に 、 マ ッ カ ー サ ー 慣 軍 は この 金融 癌 頭 制 を 解体 し よう と 無駄 に 試み まし た 。 


経済 が 支配 する 国 で は 、 権 力 の 大 部 分 は 当然 、 大 ボス 、 工 業 日 本 の 経営 者 に 属し て いま す 。 主 要 な オリ 
エン テー ショ ン が 来る の は 彼ら か ら で あ り 、 彼 ら は 最も 重要 な 注文 書 を 持っ て いる も の で す 。 昭 和 の 日 


本 は 軍 の 一 族 に よっ て 統治 され て いま し た が 、 今 日 で は 現代 の 財閥 の 統治 者 に よっ て 統治 され て いま す 
。 ほ ぼ す べ て の 財閥 は 、 素 晴らし い 系 列 の 屋根 の 下 に まとめ られ て いま す 。 


系 列 は 、 世 界 の 金融 シー ン で 日 本 経済 の 最も 手ごわい 武器 を 表し て いま す 。 系列 は カル テル の カル テル 
で あり 、 数 千 の 企業 を 管理 する 日 本 最大 の 財閥 の 会 合 で す 。 日 本 に は 、 三 菱 、 三 井 、 住 友 、 美 間 、 三 和 
、 大 地 、 カ ン ゴ の 7 つの 系 列 が あり ます 。7 つ を 合わ せ た 累 積 資産 は 4 兆 2.980 億 ドル で 、 こ れ は 日 本 の 国 
民 総 生産 の 159%%6 に 相当 し 、200 万 人 の 日 本 人 を 雇用 し て いま す 。 東京 証券 取引 所 の 年 間 取 引 量 の 789%% は 
、 こ れ ら の 7 つの 系 列 に 由来 し て いま す 。 資本 金 は 2.5 兆 と 推定 され 、 カ ナダ 経済 全体 の 5 倍 で す 。 


繰り 返し に な り ま す が 、 系 列 の 構造 を 完全 に 理解 で きる の は 軍隊 と の 類似 性 だ け で す 。 系 列 は 日 本 経済 
の 空母 で す 。 各 平面 は 、 さ ま ざ ま な 事業 部 門 の さま ざま な 会 社 を 表し て いま す 。 空 母 は 駆逐 艦 の 護衛 で 
ある 財閥 に よっ て 守ら れ て いま す 。 海軍 と 同様 に 、 従 業 員 の 規律 (シャ イン ) は 不可 欠 で す 。 各 従業 員 
は 、 ゴ ルフ ボー ル 、 テ レビ 、 家 電 製 品 、 食 品 、 保 険 、 飛 行 機 の チケ ッ ト 、 ト イレ ッ ト ペ ー パ ー を 購入 し 
、 貯 金 を 会 社 や 銀行 が けい れつ を 形成 する シス テム に 預け る こと を お 勧め し ます 。 日 本 だ け で な く 、 私 
た ち は 日 本 人 を 買う だ け で な く 、 私 た ち が 働 いて いる 系 列 の 中 で 購入 し ます 。 外国 の 競争 へ の 別れ 、 系 
列 は それ ら の 間 に ほ と ん ど 通 行 不能 な 壁 を 形成 し ます 。 


経済 の 空母 で ある 7 系 列 の 最高 司令 部 は 、 ク ラブ 白光 石井 の 手 に 委ね られ て お り 、 主 要 な 国際 戦略 が 決 
定 さ れ て いま す 。 内 部 的 に は 、 ク ラブ 会 員 は 困難 が 生じ た 場合 に 互い に 助け 合う 義務 が あり ます 。 た と 
えば 、 エ クソ ン (売上 高 873 億 ) の よう な アメ リカ の ヘビ ー 級 が 三菱 オイ ル (売上 高 : 52 億 ) を 飲み 込 
む の に 十分 患 か で ある 場合 、 彼 は 彼 に フェ ザー 級 で は な く 、 は る か に 筋肉 質 な 「 巨 大 な 家族 」 に 直面 す 
る で し ょ う 彼 。 仮 説 に より 、 三 菱 の 家族 が エク ソン と の 取引 を 解決 で き な か っ た 場合 、 彼 ら は より 拡張 
され た 「 家 族 」、 つ まり 白光 石井 クラ ブ の 家族 に 頼る こと に な り ま す 。 こ の 典型 的 な 日 本 の 金融 行動 は 
、 経 済 学 者 に よっ て 呼ば れ て いま す : 株 式 持ち 合い の 戦略 。 こ の 戦略 は 攻撃 的 か つ 防 御 的 な 武器 で あり 


、 外 国 の ライ バル に 切望 され て いる 会 社 の 資本 の 大 部 分 を 市 場 か ら 遠 ざけ る こと が で きま す 。 こ の 首都 
は 、 株 主 や 信頼 で きる 友人 の 財閥 、 つ まり 三菱 石油 が 所 属す る 系 列 系 列 の 財閥 に 「 突 然 」 持 ち 込ま れ て 
いる 。 


グロ ー バ ル 戦 略 の 観点 か ら 、 系 列 は 惑星 産業 全体 を 、 ソ ー セ ー ジ を 食べ る よう に 、 全 体 を むさ ぼり 食う 
まで 、 次 々 と 削減 され る 多く の ター ゲッ ト に カッ ト し まし た 。 あ る 産業 目標 か ら 別 の 産業 目標 へ の 移行 
は 、 世 界 ラ ンク に 到達 し 、 最 も 外国 の 競争 相手 を 排除 し た 後に の み 行わ れ ま す 。 こ の 戦略 は 、 そ れ 自 体 
が イン テリ ジェ ンス 主導 型 で す 。 各 系 列 に は 、 要 約 を 作成 する た め に 印刷 また は 編集 され た すべ て の も 
の を 毎日 実行 する 翻訳 者 の サー ビス 全体 が あり ます 。 系列 の 幹部 が 利用 で きる 情報 の 統合 ネッ トワ ー ク 
は 、 世 界 で も 類 を 見 な いも の で あり 、 非 常に 効果 的 で す 。 情報 の の お か げ で 、 白 光石 井 ク ラブ は 遠く 
か ら も 上 か ら も 支配 し 、 政 府 の 上 に 共同 の 力 を 持っ て いま す 。 そ の イン スピ レー ショ ン と アド バイ ス は 
、 実 際 に は 大 臣 の 内 閣 に その 主 な 任務 を 指示 し 、 彼 は それ に 反対 する こと は で きま せん 。 東京 鉱業 の 最 
高 経営 責任 者 (CEO) で ある ニ ヒ ス マ が 臨時 会 合 の た め に 緊急 に 召喚 する の は 、 日 本 人 自身 に は ほとん 
ど 知 られ て いな い 最 高 経済 局 の これ ら の 指導 者 た ち で す 。 


1 
シベ リア 
ソビエト 連邦 の ヨー ロッ パ の 土地 の 隣 に ある シベ リア は 、 ロ シア 人 の 東 の 冒険 で す 。 長 い 間 、 タ イガ 、 
沼地 、 砂 漠 に 囲ま れ た この 過酷 な 広大 さ の 中 で 、 複 数 の 世界 が 交差 し て いま し た 。 ウ ラル か ら サ ハリ ン 


まで 、 バ シキ ー ル 人 と ヒル ギ ズ 人 、 タ ター ル 人 と オス ティ アッ ク 人 、 ブ リヤ ー ト 人 と タン グー ス 人 が 順 
番 に 出会っ た 。 有 名 な コサック イェ エルマー ク は 、1582 年 に 、 タ ター ル 人 を 東 に 追い や る こと に よっ て ロ 


シア の 征服 を 開始 し まし た 。 ロ シア の 前 進 は 太平 洋 地 域 で 1860 年 に 終わ っ た 。 ウ ラジ オス トク の 港 は 同 
じ 年 に 設立 され まし た 。 


ロシア 帝国 は 、 土 地 を 農民 の 入植 者 に 譲り 渡し 、 伐 採 者 や 鉱夫 と し て 安価 な 労働 力 を 提供 し た 囚人 を 大 
量 に 強制 送還 する こと に よっ て 、 そ の 存在 を 強化 する た め に 働き まし た 。 フ ラン ス は 1 世紀 前 に ヌー ベ 
ルフ ラン ス を 植民 地 化す る た め に 同じ こと を し て いま す 。 商人 、 金 鉱夫 、 コサック 、 人 身 売 買 業 者 の 国 
際 的 な 世界 が 、 首 都 の や ヤ コル スト の カバ キ 、 一 種 の 毛皮 、 金 、 雑 貨 店 の カウ ンタ ー に 混ざり 合っ て いま 
し た 。 鉱物 資源 の 発達 は 、 世 紀 の 初 め に シベ リア 横断 鉄道 の 建設 を 早め まし た 。 カ ナダ と 同様 に 、 鉄 道 
は ソビエト の 経済 発展 の 中 心 で あり 、 移 民 に よる 領土 の 浸透 を 支持 し て いま し た 。 カ ナダ の アメ リカ 先 
住民 と イヌ イッ ト の よう に 、 植 民 地 化 と 工業 化 は バシ キー ル 人 、 タ ター ル 人 、 オ ステ ィ ア ッ ク 人 な どの 
人 口 に 大 混乱 を も た らし まし た 。 今日 、 バ シキ ー ル の ライ ダー や オブ 盆地 の オス ティ アッ ク の 漁師 の 素 
晴らし い 伝統 は ほとん ど 残 っ て いま せん 。 


ヤク ー ト 自治 共和 国 の イッ テル ビ ウ ム 鉱 床 は 、 地 理 的 に は スタ ノヴォ イ 山 脈 の ヤク ー ト 首都 の 南 に 位置 
し て いま す 。 ヤ クー ト は ロシア に と っ て 、 ニ ュー ケベック が ケベック に 対し て 1.000 を 掛け た も の で ある 
た め 、 そ の 土壌 の 表面 積 と 天然 資源 は 計り 知れ ませ ん 。 こ の シベ リア 自治 共和 国 は 、 フ ラン ス と 同じ 大 
き さ で 、 世 界 で 8 番目 の 川 で ある レナ 川 に よっ て 2 つ に 切断 され て お り 、 ソ ビエ ト 帝 国 の 宝石 で す 。 日 本 
人 、 ア メリ カ 人 、 ヨ ー ロ ッ パ 人 が うら や まし い 、 そ し て 正当 な 理由 の ある 粗い ダイ ヤ モ ン ド 。 


第 一 に 、 世 界 の 既知 の 埋蔵 量 の 8 分 の 1 を 含む 海 で ある 天然 ガス は 、 ア ラブ 世界 全体 の 半分 に 相当 する 石 
油 埋 蔵 量 で あり 、 北 米 の 埋蔵 量 を は る か に 上 回 っ て いま す 。 世界 最大 の 石油 会 社 が ソビエト 国家 で ある 
こと を 多く の 人 が 知り ませ ん 。 ヤ クー ト タ イ ガ に は シベ リア の 材木 の 半分 が あり 、 地 球 上 で 毎年 伐採 さ 
れる 材木 の 量 の 15 倍 で す 。 ダ イヤ モン ド 鉱 床 は 1.000 万 カラ ッ ト と 推定 され て いま す 。 こ れ は 世界 の 埋蔵 
量 の 229%% で す 。 金 、 金 の 山 、 世 界 の 埋蔵 量 の ほぼ 239%%。 コ ンピュータ 産業 に 欠か せな い 貴 重 な 素材 で あ 


る 雲母 。 ヤ クー ト だ け で も 、 全 世界 で 千年 の 石炭 消費 を 確 保 する こと が で きま す 。 ア スベ スト 、 タ ング 
ステ ン 、 モ リブ デン 、 亜 鉛 、 鉛 、 マ ン ガ ン 、 ニ ッ ケ ル 、 鉄 、 銀 、 ウ ラン の 膨大 な 埋蔵 量 、 つ まり 、 ま だ 
見 通し が 立て られ て いな い が 地 質 学 的 歴史 が 類似 し て いる 地域 を 数 えな い 世 界 最大 の 鈴 石 埋蔵 量 。 ロ シ 
ア の 伝説 に よる と 、 神 は シベ リア に 到着 する と 、 手 を 凍ら せ 、 自 然 の 富 の 袋 全 体 を こぼし た と の こと で 
す 。 西側 の 政府 や 産業 家 が ソビエト 経済 (ベレ スト ロイ カ ) を 再 構築 する 計画 の 成功 を 望む と き 、 彼 ら 
全員 が いつ か 流用 する こと を 夢見 て いる の は 実際 に は ヤク ー ト の 天然 資源 で す 。 シ ベリ ア は 、 タ ター ル 
人 の 名 前 の 由来 で ある 「sib」 (眠る ) 、「jr」 (土地 ) 、 文 字 通り 「 眠 る 土地 」 に 想起 され る よう に 、 

人 を 寄せ 付け な い 遠 く 離 れ た 土地 、 政 治 的 反対 者 の た め の 選 命 地 で す 。 「 大 手 エ ンジ ニア リン グ 会 社 が 
彼ら を 目覚 め さ せ る の を 手伝う で し ょ う 。 


XIl 
東京 、 日 本 、90 年 9 月 2 日 


地球 上 で 最も 強力 な 金融 グル ー プ の 名 前 は 、 昇 る 太陽 の 皇帝 が 「 世 界 の 八 隅 」 を 支配 する 神聖 な 権利 を 
持っ て いる と いう 白光 石井 の 古代 帝国 の 教義 に 由来 し て いま す 。 第 二 次 世界 大 戦 の 終わ り で 永遠 に 疎外 
され た 神 の 権利 。 昭 和 天 皇 は 、 ワ シン トン の 命令 に より 、 す べ て の 称号 また は 神 権 を 放棄 し 、 一 般 市 民 
の 地位 に 追い や っ た 。 一 方 、 ホ ンダ 、 ト ヨタ 、 三 菱 、 三 洋 、 ソ ニー な どの 日 本 の 業界 の 大 手 銀 行 や 日 本 
の 銀行 (世界 最大 の 銀行 の 9 社 ) が 最高 の 地位 を 占め て いる こと は 、 今 日 で は 広く 受け 入れ られ て いま 
す 。 そ し て も ちろ ん 「 世 界 の 八 隅 」。 西側 は 、 彼 ら が 皇帝 を 奪っ た 帝国 の 権力 が 日 本 の 主要 な 産業 と 金 
融 の コン グロ マリ ッ ト に よっ て 本 国 に 送還 され 、 現 代 の 経済 的 現実 に 適応 し た こと を 理解 する の が 遅 す 
ぎました 。 白光 石井 クラ ブ の 集会 は 、 神 聖 な 皇帝 会 議 で ある 御前 ハイ ギ の 古く か ら の 儀式 に 従っ て 行わ 
れる の で は な いで し ょ うか 。 軍事 戦 略 に つい て 話す 代わ り に 、 経 済 戦略 に つい て 話し 合い ます 。 こ れ は 
同じ こと で す 。 円 は 弾薬 で あり 、 財 閥 は 歩兵 と 銀行 家 、 実 業 家 と ブロ ー カ ー、 新 し い 侍 で す 。 


白光 石井 クラ ブ の 慣習 に よる と 、 臨 時 会 議 を 招集 し た 男 だ けが 発言 権 を 持ち 、 他 の 会 員 は 全員 沈黙 が 必 
要 で す 。 プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン の 終わ り に 、 そ れ ぞ れ が 一 人 で 小さ な 独房 に 引退 し 、 熟 考 し て 瞬 想 し ます 
。 最 終 的 に 会 議 の 目的 に つい て 話し 合う こと が で きる の は 、 メ ン バ ー 全 員 が 戻っ て きた と きだ け で す 。 
修道 院 の 沈黙 の 中 で 、 ニ ヒス マ は 神経 質 に 彼 の スピ ー チ を 始め ます 。 


-「 エ ネル ギー の 征服 は 人 類 の 歴史 で す 。 先祖 代々 の 火 の 征 服 か ら 人 間 の 最大 の 征服 が 生ま れ ま し た 。 

初め て 、 そ れ を エネ ルギー 源 に 変え る た め に 環境 が 割り 当て られ まし た 。 こ の 日 か ら 、 す べ て 人 間 の 文 
化 は 、 こ の エネ ルギー を 変換 、 保 存 、 伝 達 、 防 御 す る 人 間 の 努力 か ら 生 まれ ます 。 こ れ ら の 努力 か ら 、 
水車 、 タ ー ビ ン 、 蒸 気 エ ンジ ン 、 風 車 、 ガ スエ ンジ ン 、 原 子 分 裂 な どの 素晴らし い 発明 が 生ま れ ま す 。 
凶悪 な 戦争 も 起こ り ま す 。 ロ ー マ 帝 国 は 、 ア ジア と アフ リカ の 栄養 の ある 領土 を 略奪 し 、5 世 紀 に 所 有 
され て いた 地味 な 政権 を 持つ ギリ シャ より も 多く の エネ ルギー を 割り 当て まし た 。 し か し 、 ロ ー マ は 詩 
も 、 彫 像 も 、 オ リ ジ ナ ル の 建築 も 、 科 学 的 作品 も 、 オ デ ッ セ イ 、 パ ル テ ノ ン 、6 世 紀 と 3 世紀 の ギリ シャ 
の 彫刻 家 の 作 品 、 そ し て 科学 に 匹敵 する 哲学 も 生み 出し ませ ん で し た 。 ピ タゴ ラス 、 ユ ー ク リッ ド 、 ア 
ルキ メデ ス 、 ヒ ー ロ ー。 し た が っ て 、 ロ ー マ 人 の 壮大 さ 、 豪 華 さ 、 そ し て 量 的 な 力 は 、 彼 ら の 並外れ た 
エン ジニ アリ ング スキ ル に も か か わら ず 、 比 較 的 重要 で は あり ませ ん で し た 。 一般 的 な 技術 の 開発 で さ 
え 、 ギ リ シ ャ の 数 学者 の 仕事 は より 重要 で し た 。 だ か ら こ そ 、 人 集団 的 幸福 の 効果 的 な 理想 は 、 エ ネル ギ 
一 生産 の 増加 だ け に 基づく こと は で きず 、 消 費 の 絶え 間 な い 増 加 に 基づく こと は で きま せん 。 西側 全 体 
が この 苦い 教訓 を 犠牲 に し て 学ん で いま す 。 「」 


-「 二 島 は 、 こ の 発見 に つい て の 過度 の 陶酔 感 に 対し て 、 神 経 質 に 警告 し 続け な けれ ば な り ま せん 。 ご 
存 知 の よう に 、 国 際 的 な 科学 界 全 体 が 、21 世 紀 の 燃 料 で ある 液体 水素 の 変換 に 懸命 に 取り 組ん で いま す 
。 溶け た 水素 は 太陽 に 栄養 を 与え ます が 、 酸 素 と の 結合 は 私 た ち に 水 を 提供 し ます 。 こ れ は まさ に 、 前 
世紀 の 終わ り 以 来 、 私 た ち が 創 造 す る こと を 可能 に し た この 合金 水素 - 酸 素 の 単純 さ で す 。 水 の 電気 分 


解 に よる 液体 水素 。 宇 宙 で 最も 単純 で 最も 豊富 な この 要素 の 複数 の 利点 を 考え る と 、 エ ネル ギー の 可能 
性 は 現実 的 で 魅力 的 で す 。 し か し 、 水 素 の エネ ルギー 利用 は 、 ほ と ん どの 場合 、 実 験 段階 すべ て の 問題 
は 、c 変 換 セ ル を 作成 で き な い と いう 事実 か ら 生 じ ま す 。 消費 エネ ルギー、 い わ ば クロ シン の 観点 か ら 
見 た 水素 の 効率 gs ルー プ 。 私 た ち は 液 体 水素 を 簡単 に 生成 で き 、 そ の エネ ルギー を 消費 する こと は で き 
ませ ん .… 少 な く と も 今日 まで 。 横 井 教 授 だ けが その 秘密 を 知り 、 発 見 し た 合金 を 大 量 に 入手 で きる お か 
げ で 、 こ の 変換 バッ テリ ー を 手 に 入れ る こと が で きま す 。 科学 的 に 素晴らし いと 同時 に 政治 的 に 危険 な 
この 発見 の 結果 に つい て 考え させ て くだ さい 。 こ こ で 私 た ち は 政 治 的 問題 と 道徳 的 問題 の 両方 に 直面 し 
て いま す 。 慕 大 な エネ ルギー 源 を 賢明 か つ 賢 明 に 利用 する た め に は 、 詳 細 を 検討 し 、 昭 和 天 皇 の 前 に 成 
し 遂げ る こと を 約束 し た 望ま し い 目 的 の た め に 必要 な 出来 事 を も た ら す こと さえ 私 た ち 自 身 に 負っ て い 
ます 。- ひ と 、 彼 の 死 の 前 日 。 で すか ら 、 今 日 、 天 皇 の 最後 の 願い を 叶え る こと が 可能 で あり 、 そ れ を 
実現 する こと で 、 昭 和 か ら 「 平 和 の 状態 」 と し て 知ら れる 平 志 時 代 へ の 移行 が 可能 に な り ま す 。 


た め 息 も ささ や きも せ ず に 、 全 員 が 独房 に 退 い た .… 全 員 が 笑っ て いた 。 数 年 後 、 歴 史家 は この 期間 を 呼 
び ま す 。 「 ユ リ の 一 過 性 の 時 代 」 o 


XX 
PostealaBaleine、 ニ ュー ケベック 


バン ド の グラ ンド カウ ン シ ル に 集まっ た クリ ー の スポ ー ク スパ ー ソ ン に と っ て 、 グ レー ト ホ エ ー ル プロ 
ジェ クト へ の 反対 は 、 先 住民 と し て の 生存 を 脅かす だ け で な く 、 こ の 生態 学 的 災害 が 北米 で 最も 重要 で 
ある た め 、 断 定 的 で す 。 北 は 、 疑 わし い 長 期 輸 出 契約 の 下 で アメ リカ 人 に 電力 を 供給 する た め に 大 部 分 
使用 され ます 。 彼ら は 、 彼 ら の 人 口 の コン トロ ー ル の 衰 失 、 風 土 病 の アル コー ル と 麻薬 の 問題 に 取り 組 
ん で いる 若者 の 退化 を 長 々 と 主張 し た 。 こ れ ら の 問題 は 、 北 の 人 々 に 固有 の も の で な けれ ば 、 彼 ら の 生 


活 様式 に 大 き な 文 化 的 変化 が 課せ られ て いる の を 見 て いる 8000 人 の 分 散 し た 人 々 の 国 に と っ て 壊 減 的 な 
も の に な り ま す 。 マ タ ガ ミ -LG2 道 路 の 建設 以来 、 何 百 も の 「 白 い 野 論 人 」 が 彼ら の 先祖 の 領土 に 侵入 し 
て きま し た 。4X4 キ ャ ラバ ン は 、 騒 音 の 行列 と 放棄 され た ビー ル 千 で 、 こ の 壊れ や すい 生態 系 全体 に 広 
が っ て いま す 。 マ ス 、 ウ ォ ー ル アイ 、 パ イク で 満た され た 19 立 方 フィ ー ト の クー ラー を 備え た すべ て の 
地形 トラ ッ ク 。 湖 は 彼ら の 主 な 両親 の 数 時 間 で 彼ら 自身 が 奪わ れ て いる の を 見 て きま し た 。 北 部 の 観光 
開発 の 悪影響 : 一 部 の アメ リカ 先住 民 も 有罪 で ある 密猟 産業 は 、 領 土 の 価値 を 破壊 する 危険 性 が あり ま 
す 。 


し か し 、 最 も 危険 な も の は まだ 来 て いま せん 。 水路 流域 が フラ ンス の 大 き さ を カバ ー す る ジェ ー ム スズ 湾 
の 開発 全体 は 、 す で に 「 環 境 フ ラン ケン シュ タイ ン 」 と 呼ば れ て いる 大 運河 プロ ジェ クト と 比較 し て 、 
北部 開発 の 氷山 の 一 角 に すぎ ませ ん 。 


米国 は 、 壮 水 層 、 米 国 中 西部 の 地下 水面 の 遷 に より 、 比 較 的 近い 将来 、 深 刻 な 水 供給 の 問題 を 抱え る 
こと に な り ま す 。 し た が っ て 、 大 運河 プロ ジェ クト は 、 ジ ェ ー ム ズ ベ イ を 広大 な 淡水 の 海 に 変え る こと 
で 構成 され て いま す 。 こ れ を 行う に は 、 マ ニ ト バ 州 の チャ ー チ ル と ニュ ー ケ ベッ ク の 間 の 160 キ ロメ ー 
トル の 堤防 に よっ て ジェ ー ム ズ ベ イ と ハドソン ベイ を 分 離し ます 。 こ の よう に し て 貯蔵 され た 淡水 は 、 

その 後 、 湖 の グレ に 運ば れ 、 そ こ か ら カ ナダ や 米国 の 他 の 地域 に 運ば れ ま す 。 そ こ に た どり 着く た め に 
、 水 は ハリ カー ナ 川 を た どり ます 。 ハ リカ ー ナ 川 の コー ス は 、270km に わた っ て 次 々 と 続く 8 つの 階段 状 
の 貯水 池 に よっ て 「 逆 転 」 し ます 。 そ の 後 、 水 は 運河 に よっ て ケベック 州 バ ルド ー ル 近く の オタ ワ 川 の 
上 流 に 排出 され 、 そ こ か ら テ ミス カマ ング 湖 を 通っ て 南 に 流れ ます 。 オ ンタ リオ 州 の マタ ワ の 近く で 、 

水 は 再び ニ ピ シン グ 湖 に 流れ 込み 、 次 に フレ ンチ リバ ー を 通っ て ヒュ ー ロ ン 湖 に 流れ 込み ます 。 水 を 輸 
送 す る た め に ポン プ 場 が 必要 と する 数 百 メ ガワ ッ ト は 、NBR フ ェ ー ズ の ダム か ら Hydro-Quebec に よっ て 
供給 され ます 。 五 大 湖 か ら は 、 パ イプ ライ ン 、 水 道 橋 、 排 水路 の 大 陸 横 断 ネ ットワーク を 通じ て 水 が 再 
分 配 さ れ ま す 。 大 運河 に は 、8 年 間 で 1.000 億 ドル の 投資 が 必要 で す 。 ハ ド ソ ンズ ベイ と ジェ ー ム ズ ベ イ 


を 隔て る 堤防 の 建設 と 五大 湖 へ の 水 の 移 動 、 お よび 米国 へ の パイ プラ イン の 追加 の 同額 に 500 億 ドル 。 
クリ ー 族 に よる と 、 大 運河 プロ ジェ クト で は 、 も は や 社会 経済 的 影響 に つい て で は な く 、 文 化 的 虐殺 に 
つい で 話し ます 。 


XIV 
東京 、 日 本 、90 年 9 月 2 日 


1 時 間 の 隔離 と 瞬 想 の 後 、 白 光石 井 グ ルー プ は 改革 し 、 慣 習 に 従っ て 、 集 まっ た メン バー の 学部 長 、 三 
三 の 社 長 が 話し まし た 。 


-「 ご 列席 の 皆様 、 こ の 1 時 間 の 反省 に より 、 私 た ち が 持 つ 秘 密 の 経済 的 、 政 治 的 、 戦 略 的 範囲 を 測定 す 
る こと が で きた と 思い ます 。 ニ ヒス マ 氏 の 発言 の 正確 さと 非常 に 正当 な 警告 に 感謝 し ます 。 。 私 の 最初 
の 懸念 は 、 皆 さん ご 存 知 の と お り 、 経 済 的 な 性 質 の も の で す 。 現在 、 私 が 誤解 し な い 限 り 、 水 素 の 生産 
は 石油 の 3 倍 の コス ト で す 。 酒 井本 教授 に よる と 、 こ の 発見 を どの よう に 行う こと が で きる で し ょ うか 
。 儲かる?」 


-「 答 え は ドイ ツ か ら 来 て お り 、 環 境 グ ルー プ は ゆっ くり と 国立 エネ ルギー 研究 所 の 所 長 に 答え まし た 
。 水 素 は 純粋 な 環境 保護 製品 で す 。 自 動車 か ら の CO2 汚 染 は も うな く 、 水 素 は クリ ー ン な 燃料 で す 。 石 
炭火 力 発電 所 の 放棄 も あり ませ ん 。 よ り 多 く の 地 球 上 の チェ ル ノ ブ イリ と ツリ ー マ イ ル 島 、30 年 以内 に 
、 原 子 力 発電 は 使用 され な く な り ま す 。 液体 水素 は 海上 で 簡単 に 輸送 され る だ け で な く 、 そ れ を 生成 す 
る た め に 必要 な の は 、 要 する に 大 量 の 水 と 電気 だ け で す 。 こ の 発見 は 、 生 態 学 的 お よび 経済 的 な 奇跡 で 
す 。 変 換 バ ッ テ リ ー の お か げ で すべ て 水素 に 変換 され た 、 地 球 の 産業 と 家 を 想像 し て みて くだ さい 。」 


-「 し か し 、 な ぜ ド イツ は トヨ タ の 大 統領 を 取り 戻し た の で すか ?」 


-「 こ れ は 最も 重要 な 側面 で す 。 ドイ ツ 国 民 は 世界 で 初め て 石油 の コス ト に 汚染 の コス ト を 追加 し た い 
と 考え て いま す 。 必要 に 応じ て グリ ー ン GNP。 こ れ か ら は 、 消 費 に 伴う 天然 資源 と 商品 の 価格 が 決定 さ 
れ ま す 。 環境 被 害 の 費用 と 除 染 プロ グラ ム の 費用 が 含ま れ ま す 。 す べ て の 先進 国 は 近い 将来 ドイ ツ の 例 
に 従わ な けれ ば な り ま せん 。 こ の グリ ー ン サー チャ ー ジ は 水素 を 後押し し ます 。 強力 な 競争 力 、 数 十 億 
の 利益 が 見 込ま れ ま す 。 日 本 だ け の た め に 、 こ の 発見 は 、2010 年 の 電力 需要 を 満た す た め に 、40 の 原子 
力 発電 所 を 建設 する 必要 が ある た め 、 大 幅 な 節約 に な り ま す 。21 世 紀 最 大 の 市 場 で ある 隣国 で ある 中 国 
を 見 て くだ さい 。 首都 で ある 北京 (北京 ) の 1 平方 キロ メー トル ご と に 冬季 に 平均 39.2 ト ン の ほこ り を 受 
け 取 る 多く の 石炭 、 私 は 1 平方 キロ メー トル あたり 39.2 ト ン と 言い まし た 。」 


-「 財 政 的 お よび 環境 的 利益 は 問題 な い が 、 東 京 銀行 の CEO は 政治 的 側面 に つい て は どう だ ろう 。 こ の 
発見 は 、 石 油 生産 の 少な く と も 509% の 純 削 減 を 意味 し 、OPEC と 石油 多国 籍 企業 は そう する だ ろう か る? 
」 


-「 そ う で す 、 酒 井本 さん が 再開 し まし た の で 、 注 意 が 必要 で す 。 こ れ ら の 考慮 事項 に つい て は 、 後 ほ 
ど 説 明 し ます 。 現時点 で は 、 別 の 問題 が あり ます 。」 


- " 間 題 ! "心配 ニ ヒ ス マ 
-「 乗 り 越 えら れ な いわ け で は あり ませ ん が 、 サ イズ を 考え て み ま し ょ う .……- か な り 繊 細 で す 。」 
-「 政 治 的 な 性 質 の も の で すか ?」 鉱 業 の ボス に も う 一 度 尋 ね る 


-「 政 治 経済 学 は 堺 本 を 鋭く 切り 用 く 。 つ まり 、 鉱 業 権 を 意味 する 。 ヤ クー ト 共 和 国 は ほとん ど 問 題 を 
起こ さ な い 。 そ の 外国 為替 の 必要 性 は 私 た ち が そ れ ら を 簡単 に 手 に 入れ る こと を 可能 に する だ ろう 。 大 
き な 困 難 は ケベック か ら 来 る 。」 


-「 な ん て 難し い ! 」 ニ ヒス マ は 夢中 に な る 


- 「 数 百 万 立方 メー トル の 水 が 堺 本 を ゆっ くり と 言っ た の で 、 誰 も が よく 理解 で きま す 。 3 年 以内 に 、 カ 
ナダ の 鉱床 は 、 グ レー ト ホ エ ー ル 流域 の 中 心 に ある 地理 的 位置 に よっ て 、 山 の 水 に 沈め られ ます 。 選択 
、 ジ ェ ー ム ズ ベ イ 複 合 施設 の 建設 は す ぐに 停止 する 必要 が あり ます 。 さ も な けれ ば .…」 


-「 カ ナダ は 良い 貿易 相手 国 で あり 、 困 惑 し た 銀行 家 は 言っ た 。 私 た ちの 浪 易 は 年 間 200 億 ドル に の ぼり 
、 こ の 国 に 大 規模 な 投資 を し て いる の で 、 す べき で は な い .…」 


-「 何 も な い ! 堺 本 を も う 一 度 断ち 切る 、 水 素 に よる 利益 と 比較 し て 、 少 な く と も 年 間 3000 億 ドル の 市 
場 に つい て 話し て いる .…」 


-「 私 た ちの 採掘 予測 に よる と 100 年 」 は Nihisma が 誇らしげ に 続け まし た 。 巨 大 な 預金 "…。 


-「 そ こ に ! この 作戦 の 背後 に ある 究極 の 目標 を 忘れ ず に 、 昭 和 天 皇 へ の 約束 。 現 時 点 で は 、 行 動 計 画 

を 立て る 前 に も っ と 知る 必要 が あり ます 。 し た が っ て 、 カ ナダ の 大 使 館 に 提供 を 義務 付け る こと を 提案 
し ます 。 こ の 水力 発電 プロ ジェ クト と ケベック 州 の 社会 経済 的 状況 に 関す る 完全 な レポ ー ト を 提供 し ま 
す 。 プ ロジ ェクト に 賛成 また は 反対 する 勢力 に 関す る レポ ー ト も あり ます 。 最 後に 、 実 現 の た め に 提携 
する カナ ダ の 産業 コン グロ マリ ッ ト を 見 つけ る 必要 が あり ます 。 こ の 仕事 の た め に 藤 浜 師匠 を 解放 し て 
くれ ませ ん か 」 酒 井本 は 目 の 前 の 男 を 見 つめ な が ら 尋 ね た 。 


-「 も ちろ ん 三菱 社長 に 答え た 」 


-「 国 際 的 な 先見 の 明 の 達人 で ある この 偉大 な 未来 派 の サー ビス か ら 私 た ち が 大 い に 恩 恵 を 受け 、 彼 が 
私 た ち に 次 の 30 年 を カバ ー す る 書類 と 完全 な 行動 計画 を 準備 する こと を 理解 する で し ょ う 。 新しい も の 
を 作成 で きる の は 良い こと で す 1 つ は 、 エ ネル ギー 源 で あり な が ら 、 必 要 な 場所 に 輸送 で きる 必要 が あ 
り ま すね 。」 


会 議 の 終わ り ま で に 、 白 光石 井 ク ラブ の すべ て の メン バー に と っ て 、 国 立 エ ネル ギー 研究 所 の 所 長 で あ 
る 酒井 本 博士 が 運営 の 主導 権 を 握っ て いた こと が 明らか に な り ま し た 。 自 分 の 家 で は 、 み ん な 満足 し て 
KN まし た 。 


XV 
ヤク ー ト 、 ソ 連 


言う まで も な く 、1 平 方 キロ メー トル あたり の 地質 学者 が 最も 多い の は ヤク ー ト で す 。 ほ と ん どす べ て 
が 処女 で あり 、 ほ と ん どす べ て が 奪わ れ 、 搾 取 さ れる べき で ある が 、 共 和 国 は 債務 が 停滞 し て お り 、 天 
か ら の この 贈り 物 を 披露 する こと が で き な い 。 領土 の 広 さ 、 達 成す べき 仕事 の 大 き さ 、 投 資 額 、 対 外 援 
助 が 不可 欠 で す 。 毎 日 、 ヤ クー ト の 指導 者 た ち は た ゆま ず 同 じ 質 問 を し ます .…… ど う や っ て ?.……… 20 
9 で 2 を し で まだ と どの まう に ? 


棚 に 眠っ て いる 開発 計画 に 必要 な イン フラ スト ラク チャ を 確立 する に は どう すれ ば よい で すか ? それ ら 
を 機能 させ る 方 法 は ? 資格 の ある 人 員 を どの よう に 採用 する か 、 そ し て 特に それ を 消費 する 人 々 に こ 
ら の 大 量 の 冨 を どの よう に 出荷 する か ? 


1960 年 か ら 、 シ ベリ ア の 産業 開発 は 、 探 鉱 者 と 経済 理論 家 の 間 の 数 年 間 の 争い の 後に 始ま り ま し た 。 資 
源 と エネ ルギー が 存在 する 場所 に 産業 を も た ら す こと が より 有益 で ある こと が 最終 的 に 決定 され まし た 
。1890 年 か ら 1904 年 の 間 に 和 皇帝 の 下 に 建設 され た 最初 の シン ベリ ア 横 断 鉄道 は 、 モ スク ワ と 、 太 平 洋 の 遠 
い 海 事 共 和 国 の 首都 で ある 極東 の 漁業 と 戦争 の 港 で ある ウラ ジオ スト ク を 結ぶ こと を 目的 と し て いま し 
た 。 当 時 、 戦 略 的 、 軍 事 的 、 行 政 的 懸念 が 支配 的 で あり 、 経 済 的 利益 は 二 次 的 で し た 。 こ の 9,175 キ ロメ 
ー ト ル の ルー ト は 、 南 シベ リア の 植民 地 化 を 強化 し 加速 する の に 役立つ 重要 な 手段 で し た 。70 年 後 、 ソ 
ビエ ト 国 民 の 経済 的 希望 は 再び BAM に か か っ て いま し た 。 バ イカ ル ・ ア ムー ル ・ マ ギ ス トラ レ 、 つ まり 
、 長 さ 3.200km の 新しい 鉄道 路線 に よる シベ リア 横断 鉄道 の 北欧 分 割 で 最も 多く の 鉄道 に 到達 で きる よ 
うに な り ま し た 。 ヤ クー ト の 重要 な 鉱床 。 土木 プロ ジェ クト の た め に ソ連 が これ まで に 行っ た 最大 の 投 
資 。 ソ ビエ ト に よる 宇宙 征服 の 最初 の 努力 に 匹 散 する ほぼ 100 億 ドル 。BAM の お か げ で 、 誰 も 入っ た こ 
と が な く 、 搾 取 の 準備 が で き て いる 何 百 万 ヘクタール の 未 使用 の 土地 が 開か れ ま し た 。 


ケベック ジェ ー ム ズ ベ イプ ロジ ェクト と 同様 に 、 ソ ビエ ト 世 紀 の プ ロジ ェクト は エン ジニ アリ ング を 前 
例 の な い 高 さ に 引き 上 げ ま し た 。LG2 ダ ム が 現代 技術 の 芸術 作品 で ある よう に 、BAM。 鉄道 の 一 部 の ト 
ン ネ ル は 15km の 長 さ に 達し 、 マグニ チュ ー ド 10 の 地震 と 、 摂 氏 100 度 を 超え る 温度 差 を 防ぐ 必要 が あり 
ます 。 す べ て 、 人 、 機 械 、 資 材 を 運ぶ 必要 が ある 絶対 真空 で す 。 


アメ リカ の 資本 は ジェ ー ム ズ ベ イ に 資金 を 提供 し まし た 。 円 、BAM。 そ の 代わ り に 、 今 で は 何 千 も の 日 
本 の コン テ ナ が シベ リア 横断 鉄道 を ロン シン ア 、 東 ヨー ロッ パ 、 西 ヨー ロッ パ 、 さ ら に は 米国 の 東海 岸 に 運 
ん で お り 、2< っ 3 週間 節約 で き 、 コ スト も 30% 安 く な っ て いま す 。 日 本 は 、 ロ シア と 中 国 な し で は 成 し 得 


な いこ と を 長い 間 知っ て いま し た 。 し た が っ て 、 日 本 は 、 ア メリ カ 人 を 心配 し な いよ うに 慎重 か つ 慎 重 
に 、 ア ジア 大 陸 の 2 つの 大 国 の 間 を 冷静 に ナビ ゲー ト す る こと を 余儀 な くさ れ て いま す 。 こ の 政治 的 な 
か くれ ん ぼ ゲ ー ム は 、 有 名 な 千島 列島 と サッ カリ ン 、 日 本 が 1943 年 に 戦争 の 略奪 品 と し て ソビエト に 譲 
Ss 
ト 核 弾頭 は 、13 分 以内 に 東京 や 他 の 日 本 の 軍事 目的 や 工業 団地 を 攻撃 する こと が で きま す 。 


XVI 
日 本 


白光 石井 クラ ブ は 第 二 次 世界 大 戦 の 終わ り に 設立 され まし た 。1945 年 に 戦争 を 終結 させ た 昭和 天皇 の 演 
説 の どこ に も 「 降 伏 」、「 敗 北 」、「 降 伏 」 と いう 言葉 が 出 て こない こと を 覚え て いる 、 ま た は 気づい 
= 西洋 和信 よ は ほとん どい ませ ん 。 皇帝 は 単に 戦闘 を 止め な けれ ば な ら な いと 指定 し て いま し た 。 当 時 、「 
徴 慢 な 」 ア メリ カ 人 の 勝利 者 は 、 長 崎 の 原爆 と 菊 タ ブー と いう 、 ヤ ン キ ー ス に 対す る 敗者 の 社会 的 結束 
を 永遠 に 固め る 2 つの 大 き な 間 違い を 犯し まし た 。 白 光石 井 グ ルー プ の 創設 は 、 こ の 無礼 な アメ リカ に 
対す る 日 本 の 財閥 の 反応 と な り ま し た 。 


1943 年 8 月 6 日 と 9 日 、 日 本 の 広島 と 長崎 の 都市 は 文字 通り 「 石 器 時 代 に 戻さ れ た 」。 こ れ は 当時 の 米 空 
軍 の 偉大 な 上 司 で ある カー チ ス ・ ル ・ メ イ 将 軍 の お 気に入り の 表現 で あっ た 。 ハ リー・ ト ルー マン は 大 
統領 職 を 通じ て 、 広 島 と 長崎 の 破壊 に より 23 万 人 の 命 が 救 われ た と 主張 し た 。 そ れ で も 、 ド ワイ ト ・ ア 
イ ゼ ン ハ ワ ー 将 軍 で さえ 、 上 司 に 「 日 本 は すでに 敗北 し て お り 、 爆 弾 の 使用 は 完全 に 不要 で ある 」 と 伝 
えた 。 で は 、 な ぜ 日 本 の ホロ コー スト な の か ?8 か 月 前 の 1943 年 2 月 13 日 、 ウ ィ ン ス トン ・ チ ャ ー チ ル は 
ドレ ス デ ン の 全 減 を 命じ し まし た 。 そ れ で も 、 後 に イギリス の モス キー ト 機 の 航空 写真 が 示し た よう に 、 
ドレ ス デ ン に は ドイ ツ 軍 の 施設 が まっ た く あ り ま せん で し た 。 で は 、 な ぜ ド イツ の ホロ コー スト な の か 


? し か し 、 何 より も 、 日 本 が 広島 の 爆弾 に よっ て すでに 「 ノ ッ ク ア ウト 」 さ れ て いた の に 、 な ぜ 長 崎 の 
第 二 の 原 子 爆弾 な の か ? ド レス デン 、 広 島 、 長 崎 は 、 実 際 、 破 壊 が ソビエト を 軍事 的 に 印象 づけ る こと 
を 意図 し 、 冷 戦 の 始ま り を 「 非 公式 に 」 マ ー ク し た 唯一 の モル モッ ト 都 市 で し た : チャ ー チ ル - ト ルー 
マン タン デム に よっ て 考案 され た 外交 戦略 。 こ の 強力 な 爆発 物 の 秘密 は 、 同 盟 国 に 有利 な 外交 バラ ンス 
を 完全 に 変え まし た 。 し た が っ て 、 私 た ち が そ れ ら を 使用 する 能力 を 持っ て いる こと を ロシア 人 に 示す 
こと は 残っ た 。 広島 と 長崎 は これ を 劇 的 に 示し た 。 


この よう に 、194$ 年 9 月 27 日 は 日 本 の 無敵 の 2600 年 の 終わ り を 示し まし た 。 そ の 日 、 黒 い ジ ャ ケッ ト 、 

縮 模 様 の ズボン 、 シ ルク ハッ ト を 身 に 着け た 小さ な 男 が 、 倒 れ た 皇帝 が 新しい アメ リカ の 「 将 軍 」、 連 
合 軍 の 最高 司令 官 で ある マッ カー サー 慣 軍 に 会 い に 来 まし た 。 地 球 最大 の 新聞 で ある 朝日 新聞 の 表紙 に 
掲載 され た 、 会 議 を 不 減 に する 写真 は 、 日 本 人 を 失望 させ た 。 マ ッ カ ー サ ー は 、 ポ ケッ ト に 手 を 入れ 、 
ネクタイ を せ ず 、 シ ンプ ル な シャ ツ と ベー ジュ の ズボン を 着 て 、 肩 に か ろう じ て 届 く 和 皇帝 の 隣 に 立っ て 
いま す 。 巨大 な マッ カー サー の ずさん な ドレ ス と 二 人 の 男 の コ ント ラス ト は 、 日 本 の 新聞 の 編集 者 だ け 
で な く 、 ほ と ん どす べ て の 読者 を スキ ャ ンダ ル さ せま し た 。 し た が っ て 、 日 本 の 報道 機関 が 天皇 の 写真 
を 公開 する こと を 禁じ て いる 菊 タ ブー は 、 連 合 軍 の 最高 司令 部 で ある SCAP の 命令 に 違反 し た 。9 月 28 日 
の 夕方 、 白 光石 井 ク ラブ が 初め て 結成 され 、 そ の メン バー は 、 こ の 屈辱 が いつ か 復讐 され る こと を 天皇 


に 誓 っ た 。 


XVll 
の ペッ ジ 


ケベック の 電力 会 社 プ ロジ ェクト は 、 原 子 力 の 期限 を 数 十 年 延期 し まし た 。1970 年 の 選挙 で は 、 野 党 は 
断固 と し て 原発 を 支持 し 、 与 党 は 断固 と し て 水力 発電 を 行っ た 。Bourassa が 勝ち まし た 。 そ れ 以 来 、 歴 


史 は ブラ ッ サ 首相 が 正しい こと を 証明 し て きま し た 。20 年 前 、 石 油 は エネ ルギー 消費 量 の 709% を 供給 し 
て いま し た 。 今日 、 そ の シェ ア は 439% に 低下 し て いま す 。 ブ ラッ ク ゴ ー ル ド は 主 に 電気 に 取っ て 代わ ら 
れ 、 現 在 で は エネ ルギー 需要 の 40% を 満た し て いま す 。 ケ ベッ ク 州 は 、 電 気 を 大 量 に 利用 する こと で 、 
エネ ルギー の 自律 性 を ほぼ 2 倍 に し 、 現 在 は 80%% に 近づい て いま す 。 水力 発電 は 経済 的 に 収益 性 が 高い 
こと が 判明 し た だ け で な く 、 何 より も 、 原 子 力 産業 は 、 こ の 新しい エネ ルギー 技術 の 信頼 性 を 大 きく 損 
な う 落 と し 穴 が 散ら ば っ て いる 真 の 十字 架 の 道 を た どり 続け て いま す 。 


Bourassa の エネ ルギー 信条 は 、 ケ ベッ ク の エネ ルギー 信条 の 基礎 で す 。 強力 で 健全 な 経済 だ けが 、 ケ ベ 
ッ ク の 人 々 の 集合 的 で 自律 的 な 未来 を 保証 し ます 。 政治 的 安定 、 資 格 の ある 利用 可能 な 労働 力 、 ク リー 
ン で 安価 な エネ ルギー、 投 資 家 の た め の 減 税 は 、 ア メリ カ と ヨー ロッ パ の 製造 業者 に ブラ ッ サ を 繰り 返 
す の が 好き で す 。 し た が っ て 、 国際 競争 の ゲー ム に ケベック 社会 を 関与 させ る アメ リカ 人 と の 自由 連 易 
協定 の 重要 性 。 唯 一 の 欠点 は 、 ア ボリ ジニ の 問題 、 そ て その アキ レス 臓 で す 。 もう一度 、Grande Baleine プロ 
ジェ クト を 再開 する こと に より 、 南 部 の 白人 と 北部 の 先住 民族 の 2 つの 民族 グル ー プ の 間 で 緊張 が 高 ま 
っ て いま す 。 特 に 今 、 水 力 発電 プロ ジェ クト に 対す る ネイ ティ ブ ア メ リカ ン の 反対 が 国境 を 越え まし た 
。 ヨー ロッ パ 人 と アメ リカ 人 は Bourassa の プロ ジェ クト に つい て ます ます 聞い て いま す 。 トマ ホー ク の 
前 と 同じ よう に 広報 活動 を 行う クリ ー。 


今後 、 先 住民 メデ ィ ア 戦略 全体 は 、 カ ナダ の 国境 を 越え て 、 ニ ュー ヨー ク 、 ワ シン トン 、 ロ ンド ン 、 パ 
リ で 展開 され ます 。 彼ら の スロ ー ガ ン : 「 ク リー ー の 倒 土 は も う 売 り に 出さ れ て いな い 」。 ハドソン 湾 か 
ら ニ ュー ヨー ク の ハドソン 川 に 彼ら を 連れ て 行っ た カヌ ー 遠 征 は すでに 報 わ れ ま し た 。 会 員数 SS 万 人 の 
強力 な 生態 系 組織 で ある 全米 オー デュ ボン 協会 は 、 ケ ベッ ク 州 政府 の 水力 発電 プロ ジェ クト が 世界 で 唯 
ー の 生態 系 を 危険 に さら し て いる と 主張 し 、 迅 速 に 対応 し まし た 。 そ れ は 、 ハ イド ロ ・ ケ ベッ ク と 米国 
北東 部 の 州 と の 間 の すべ て の 売買 契約 の モラ トリ アム を アメ リカ の 裁判 所 に 求め る こと に よっ て 、 激 し 
い 法廷 闘争 を 繰り 広げ る つも り で す 。 オ ー デ ュ ボ ン は 、 年 間 予 算 が 3.S00 万 人 の タフ な 対戦 相手 で あり 、 


200 人 の 環境 保護 論者 の チー ム で 構成 され て いま す 。 ま た 、 ア メリ カ の 教育 チャ ン ネ ル PBS に よっ て 放送 
され る 一 流 の テレ ビ 番 組 も 制作 し て いま す 。 


彼 の 介入 は 、 ア メリ カ 市 民 が ケベック か ら の 電力 需要 の 増加 の 源 で ある と いう 事実 に 基づい て いま す 。 
対象 と な る の は この アメ リカ 世論 で す 。 数 か 月 後 、 全 米 オ ー デ ュ ボ ン 協 会 は 、 バ ー モ ント 州 の 緑の党 、 
メイ ン 州 の ノー サン クス グル ー プ 、 グ リー ン ピ ー ス 、 地 球 の 友 、 ケ ベッ ク 野 生生 物 連 帳 な どの 印象 的 な 
圧力 団体 の トッ プ に な り ま し た 。 : 全部 で 34 以 上 の 認め られ た 組織 が 、 ブ ラッ サ 首 相 の プロ ジェ クト に 
対し て 強力 な ロビ ー 活 動 を 形成 し て いま す 。 参 加 す る 日 本 は 言う まで も あり ませ ん 。 


XVIl 
東京 、90 年 11 月 4 日 


横井 教授 の 発見 か ら 3 ヶ 月 、 前 回 の 白光 石井 クラ ブ の 会 合 か ら 2 ヶ 月 が 経過 し まし た 。 マ スタ ー 藤 浜 は そ 
れ 以 来 働い て いま す 。 レ ポー ト 、 分 析 、 記 録 、 お よび 統計 は 、 テ ィ ッ カー で 驚異 的 な スピ ー ド で 到着 し 
ます 。1 か 月 で 、 モ スク ワ と オタ ワ に ある 日 本 大 使 館 の 付属 品 は 、 ソ ビエ ト 連 邦 と ケベック の 両方 の す 
べ て の 社会 的 、 経 済 的 、 政 治 的 活動 を カバ ー す る 印象 的 な 量 の デー タ を 蓄積 し まし た 。 関 係 省庁 の 楽 局 
で これ ほど 多く の 日 本 人 を 見 た こと が あり ませ ん で し た 。 日 本 の エン ジニ ア 、 エ コノ ミスト の 軍隊 は 、 
トウ モロ コン 畑 の イナ ゴ の 群れ の よう に 剥が れ 、 何 百 も の レポ ー ト 、 技 術 研究 、 統 計 が あり まし た 。 こ 
の すべ て の デー タ は 、 東 京 に 返送 され た 後 、 日 本 の 先見 の 明 の 達人 に よっ て 監督 され た 20 人 の コン ピュ 
ー タ ー 科 学者 の チー ム に よっ て 編集 され まし た 。 


藤 浜 の 秘密 は 国家 の 秘密 で も あり ます 。 そ れ は 、 地 球 上 に 存在 する も の を 何 世 代 に も わた っ て 凌 焦 す る 
ほど 強力 な フォ トニ ッ ク コ ンピュータ で す 。 フ ォ ト ニク ス は 、 従 来 の 電子 機器 や チッ プ で は な く 、 光 で 


信号 を 操作 お よび 変換 する レー ザー ベー ス の テク ノロ ジー で す 。 二 径 3 イン チ の 各 デ ィ ス ク に は 、350 個 
の 光学 デバ イス が 含ま れ て いま す 。 そ の 各 デ バイ ス を 使用 し て 、 例 と し て 、 ブ リタ ニカ 百科 事典 の 全文 
を ボス トン か ら ワ シン トン に 1 秒 で 送信 で きま す 。 未来 派 の 「 不 可 診 性 」 の 大 部 分 は 、 こ れ ら の 光学 デ 
バイ ス に か か っ て お り 、 数 分 で これ まで に な い 精 度 の レポ ー ト を 提供 し ます 。 地 元 の 専門 用 語 で 呼ば れ 
る レポ ー ト : 累積 的 な 影響 の 研究 。 累 積 的 影響 調査 は 、 そ の 名 前 が 示す よう に 、 単 一 の 要素 の 分 析 に 限 
定 さ れ ま せん 。 そ れ ど ころ か 、 そ れ は 与え られ た 環境 、 そ れ 自 身 の ダ イナ ミク ス と その 進化 の グロ ー バ 
ル な 知識 を 表現 し ます 。 し た が っ て 、 水 素 の 生産 - 消 費 シ ステ ム の 世界 的 な 管理 に 関す る 累積 的 影響 の 
研究 で は 、 次 の よう な パラ メー タ が 考慮 され まし た 。 地 球 上 の 淡水 の 分 布 に 関連 する 世界 的 な 経済 的 お 
よび 政治 的 状況 、 発 電 、 国 際 輸 送 ル ー ト 、 北 - 南 の 関係 な ど 。 


藤 浜 の 研究 は 世界 地図 上 に 次 の よう に 描か れ て いま す 。 ロ ン ア と ケベック の 採掘 権 を 取得 し た 後 、2 つ 
の 北部 テク ノボ ポー ル が 採掘 現場 に 建設 され ます 。 ソ ビエ ト の イッ テル ビ ウ ム は BAM を ウラ ジオ スト ク の 
港 に 運び 、 北 西 航路 を 経由 し て ハドソン 湾 に 向かう 巨大 な 鉱石 運搬 船 に 乗り 出し ます 。 ド ロッ プ オ フ ポ 
イン ト は 、 ポ ステ アラ バレ イン の 深海 港 で あり 、 鉱 石 を 転換 パイ ル に 加工 する た め の プ ラン ト と 連携 し 
て 建設 され ます 。 軽 鉱石 運搬 船 は 、 流 通用 の 変換 電池 が 入っ た 箱 で いっ ぱい に な り ま す 。 モ ント リオ ー 
ル で は 、 水 素 変換 複合 体 が セン トロ ー レ ンス 川 か ら 淡 水 を 淫 み 上 げ ま す 。 ヤ クー ト の レナ に あり ます 。 

サン モー リス 、 モ ン モ ラン シー、 サ グ ネ 、 モ ワ ジ ー、 ロ メイ ン な ど 、 セ ント ロー レン ス に 流れ 込む すべ 
て の 主要 な 河川 で は 、 ポ ンプ と 水素 の プラ ント が 、 セ ティ ル 港 に つなが る パイ プラ イン ネッ トワ ー ク で 
接続 され ます 。 これ は 液体 水素 の 巨大 な タン クロ ー リ ー を 供給 し 、 そ れ が 今度 は 南北 アメ リカ と アフ リ 
カ に 供給 し ます 。 ヤ クー ツク か ら は 、 シ ベリ ア の すべ て の 主要 河川 か ら 供給 され る 水素 を 接続 し て 輸送 
する 2 つの 重要 な パイ プラ イン ネッ トワ ー ク が 残さ れ ま す 。 ネ ットワーク は モス クワ に 行き 、 ヨ ー ロ ッ 
パ に 供給 し ます 。2 つ 目 は 、 ウ ラジ オス トク 港 の 南 に あり 、 タ ンカ ー に よっ て 日 本 、 ア ジア 、 イ ンド ネ 
シア 、 オ ー ス トラ リア に 供給 され ます 。 最 終 的 に は 、 地 球 上 の すべ て の 主要 な 河川 を 使用 し て 現場 で 水 


素 を 生成 する こと が で きま す が 、 広 大 な 水路 流域 の お か げ で 、 世 界 の 淡水 の ほぼ 409% を 占め る カナ ダ の 
ソ連 と ブラ ジル が あり ます 。 ア マゾ ン は 、 水 素 の 世界 最大 の 生産 者 に な り ま す 。 


-「 で も それ は すご い ! 」 藤 浜 師匠 と 彼 の プロ ジェ クト を 聞く た め に 集まっ た 白光 石井 クラ ブ の メン バ 
ー の 前 で 三菱 の 社長 が 叫ぶ 。 そ し て 、 そ れ は 私 た ち に いく ら か か り ま すか ?「」 


-「 私 た ちの 予測 は 8000 億 ドル に の ぼり ます .… も ちろ ん 30 年 に 渡っ て 一 定 の ドル で 」 と 未来 派 は 冷静 に 答 
えま す 。 


-「 そ れ は た くさ ん あり ます 、 控 え め な 声 を 観察 し まし た 。」 
-「 こ の エネ ルギー 源 を 制御 する た め に 酒井 本 は ほとん ど 決 まっ て いな い 。」 


-「 で も 、 藤 浜 師匠 に 、 三 洋 社長 に 心配 そう に 聞い て みた ら 、 な ぜ モ ント リオ ー ル を 世界 の 水素 の 首都 
に する の か 、 ケ ベッ ク で 唯一 の 転換 電池 工場 な の か 、 要 する に 、 ケ ベッ ク で こん な に た くさ ん の 雇用 を 
生み 出す の か 。 こ こ 日 本 で バッ テリ ー を 作っ て み ま せ ん か ?」 


落ち 着い た マス ター 藤 浜 は 、 対 話 者 に 非常 に 詳細 な ファ イル を 渡し ます 。-「 分 析 後 に わか る よう に 、 

この 累積 的 な 影響 調査 は せ 、 カ ナダ が 地球 の 淡水 の 埋蔵 量 の 4 分 の 1、 シ ベリ ア に も う 4 分 の 1 を 持っ て いる 
こと を 示し て いま す 。2 つ の 人 口 の 少な い 地 域 が 地球 上 の 淡水 の 半分 近く で 共有 され て いま す 。 深海 の 
港 で ある 9 月 - イ ルズ は 、 セ ント ロー レン ス 水 路 、 ア メリ カ 中 西部 、 大 西洋 か ら 南 北ア メリ カ と アフ リカ 
の 両方 の 港 に 簡単 に 行く こと が で きま す 。 こ れ に 加え て 、 カ ナダ と アメ リカ の 自由 貿易 条約 に より 、 最 
後に 、 モ ント リオ ー ル 東部 の 社会 経済 的 衰退 に より 、 こ の 労働 者 階級 の 地域 は 労働 力 の 貯蔵 庫 に な り ま 
し た 。 重要 な 仕事 で ある モン トリ オー ル 東 部 は 、 ケ ベッ ク の 3 番目 の 世界 で す 。 影響 調 査 こ れ ら の 地域 


が 放棄 され て いる 東部 の 地域 で は 409%% 以 上 、 モ ント リオ ー ル の 人 口 の 209% が 貧困 線 以 下 の 住 ん で いる こ 
と を 教え て くれ る 、 土 地 が た め に 取得 する こと が で きる パン の 一 ロロ 。 我々 は の 最貧 都市 を 作る し よう と 
し て いま す カ ナダ 、 最 も 繁栄 し て いる 。「」 


-" し か し 、 な ぜ ?" 再び 三洋 社長 を 主張 する 。 


- 藤 浜 氏 は 「 附 属 書 1 に は 、10 年 以内 に 既存 産業 を 営む た め の 熱 練 労 働 者 が 260 万 人 不足 する と いう 統計 
が あり ます 。 世界 経 済 の シェ ア を 拡大 する た めで す 。 市 場 で は 、 新 た な 労働 力 の 貯蔵 庫 を 見 つけ る こと 
が 急務 で す 。 い つの 日 か 中 国 が 存在 する で し ょ う が 、 現 在 、 私 た ちの 関係 は あま り に も 多く の 論争 の 主 
題 に 緊張 し すぎ て いま す 。 一 方 、 奇 跡 の 分 析 1960 年 代 以 降 の ケベック は 、 国 際 レ ベル で の 私 た ちと 非常 
に よく 似 て いま す 。 お そら く 、 私 た ち 2 人 が 、 あ る 日 軍事 的 敗北 を 喫し 、 何 より も 勝利 者 に 屈辱 を 与え 
られ た か ら で し ょ う 。 私 を 信じ て くだ さい 。 最近 の ケベック 社会 の 研究 か ら 、 心 理 的 に は 、 日 本 人 と ケ 
ベ サ ー の 間 に は 、 モ ント リオ ー ル と トロ ント の ビジ ネス マン の 間 よ り も 類似 点 が あり ます 。 こ の 部 屋 の 
誰か が カナ ダ の ナシ ョ ナリ ズム に つい て 聞い た こと が あり ます か ?」 


-「 あ な た は お そら く 正 し いで し ょ う 、 東 京 銀行 の 社長 は 括 い まし た 。 そ れ で は 、 私 た ちの 仕事 を どの 
よう に 行う の か 教え て くだ さい 。 こ の 驚く べき 発見 の 発表 と 水素 生産 の 国際 プロ ジェ クト が 不 均衡 、 地 
震 、 他 の 大 国 の 中 で も 経済 的 な 津波 。 ロ ン ア 人 と アメ リカ 人 は 、 私 た ちの 唯一 の 利益 の た め に 水素 カー 


ド を プレ イ す る こと を 決し て 許し ませ ん 、 そ れ は マス ター で は あり ませ ん か ?」 


-「 あ な た は 絶対 に 正しい 」 と 藤 浜 は 落ち 着い て 再開 し た 。 こ れ が モン トリ オー ル が その よう な 戦略 的 
重要 性 を 持っ て いる 理由 で あり 、 そ れ は その 主要 な 資産 で あり 、 米 国 へ の 近 さ で す 。 日 本 か ら 13 分 以内 
に ある サッ カリ ン の ソビエト ミサ イル は 、 ソ ビエ ト の クマ が 目覚 め た 場合 、 我 が 国 で は 脆弱 すぎ る 場所 
で す 。 ケ ベッ ク で の 設置 を 修正 する こと に より 、 私 た ち は 自 動 的 に アメ リカ の 核 シ ー ル ド の 保護 下 に 半 


か れ ま す 。 対立 が あれ ば 、 ロ シア 人 と アメ リカ 人 が 法案 を 提出 する で し ょ う 。 つ まり 、 カ オス に 対処 す 
る 最善 の 方 法 は 、 そ れ を 引き 起こ すこ と で す 。 「」 


-「 こ の 素晴らし い プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン を あり が と う 、 藤 浜 師匠 、 酒 井本 は 言っ た 。 あ な た は 今 、 去 る 
こと が で きる 、 あ な た は 自由 な 手綱 を 持っ て いる 。」 


素直 に 、 未 来 主義 者 は 集会 を 去り ます 。 し ば らく 沈黙 し た 後 、 酒 井本 博士 は 各 メ ン バ ー に 、 ア メリ カ で 
最初 の フラ ンス 語 を 話す 日 刊 紙 「 ラ ・ プ レッ セ 」 の 最初 の ペー ジ の 日 本 語 訳 を 世界 で 2 番目 に 与え まし 
だ 。 


ラ ・ プ レッ セ 、1990 年 11 月 5 日 
ジョ ー ジ ・ カ ー マ イ ケル の 事故 死 。 


カナ ダ で 最も 強力 な 軍 産 複合 体 で ある TritonSysteme は 、 マ タ ペ デ ィ ア 渓谷 の Causapscal 近 く の 飛 行 機 の 
墜落 事故 で 偶然 に 亡くな っ た 大 統領 兼 大 株 主 の GeorgeCarmichael 氏 を 亡くし まし た 。 カ ー マ イ ケル 氏 は 
、 彼 の 双子 の エン ジン の 指揮 下 で 一 人 で 、 狩 猟 遠足 か ら マ タネ 野生 生物 保護 区 に 戻っ て いま し た 。 現在 
現場 に いる 運輸 省 の 検査 官 に よる と 、 調 査 は 困難 で ある と 予想 され て お り 、 航 空 機 は 衝撃 の 力 で 完全 に 
月 壊し た 。 目撃 者 の 不在 ………………….………… 8 


派遣 を 読ん だ 後 、 白 光石 井 ク ラブ の メン バー は 、 カ ー マ イ ケル の 死 が 本 当 に 偶然 で あっ た か どう か を 酒 
井本 に 尋ね る こと を 敢えて し な か っ た 。 偶然 を 利用 する こと は 非常 に 多く 、 偶 然 が うま くい く こ と が 多 
い の で .………… 三菱 の 社長 だ けが 会 議 を 閉じ る た め に 話し まし た 。-「 ケ ベッ ク と モン トリ オー ル が この 作 


戦 全体 の 戦略 的 要 と な る の で 、 こ の 作戦 は 現在 、「jys de Heisi」 と いう 名 前 で 知ら れ 、 呼 ば れ て いる こ 
と を お 勧め し ます 。 ユ リ は ケベック の 花 の エン ブレ ム で す 。」 


その 日 以来 、 白 光石 井 ク ラブ の 会 議 室 を 飾る 菊 の 花束 の 真ん中 に 、 壮 大 な ユリ が 常設 され て いま す 。 
XX 
90 年 11 月 6 日 、 ケ ベッ ク 州 タ ド ウゥ サッ ク 


鮮やか な 色 の モン ター ニャ の ヘッ ドバンド で 抑え られ た 背 が 高く て 細い 黒い 髪 の マ リー・ カ ー マ イ ケル 
は 、 有 名 な リゾ ー ト 、 タ ドウ ゥ サッ ク 近 く の 人 金髪 の 砂浜 の 大 き な ビ ー チ に 横たわっ て 、 生 き て いな いこ と 
が わか っ た 別 の ベル ー ガ の 白く て 脂っこい 肉 を 確実 で 専門 家 の 手 で 切り ます ホエー ルウ ォ ッ チン グ 用 で 
、 セ ント ロー レン ス 川 の ほとり の サ グ ネ ー 川 の 河口 に あり ます 。 


サ グ ネ の 高 さ で は 、 セ ント ロー レン ス の 深 さ は 20km の 距離 で 300 メ ー ト ル か ら 30 メ ー ト ル に 低下 し ます 
。 下 か ら 、 大 西洋 か ら 大 量 の 塩水 が 到着 し 、 急 な 壁 に ぶ か つかり 、 途 方 も な い 混 合 を 引き 起こ し ます 。 表 

面 で は 、 サ グ ネ の 塩分 が 少な い 水 が 海 に 向かっ て 強い 流れ で 流れ 、 プ ラン クト ン の 発達 を 加速 する 栄養 
富 な 粒子 を その 通路 で 忘れ て いま す 。 潮汐 に 加え て 、 さ ま ざ ま な 乱気流 や その 他 の 二 次 的 な 水平 お よ 

び 垂 直 の 流れ が 絶え ず 水 を か き 混ぜ 、 し た が っ て 非常 に 酸素 化 さ れ て いま す 。 何 世紀 に も わた っ て 、 タ 
ドウ ゥ サッ ク は 繁殖 を 必要 と する 大 型 の クジ ラ 類 の 待ち 合わ せ 場 所 に な り ま し た 。 ど れ く らい 長く ? 現 在 
、 カ ナダ と 米国 で は 400 万 を 超え る 公式 の 化合 物 が 使用 され て お り 、 そ の うち 33.000 が 一 般 的 に 使用 され 
て いま す 。 数 十 年 で 、 こ れ ら の 汚染 物質 は 五大 湖 を 巨大 な トイ レ に 変え 、 そ の 廃棄 物 は 大 西洋 と 呼ば れ 
る 超 下 水道 に 直接 接続 され た セン トロ ー レ ンス 川 と 呼ば れる 大 き な 排 水路 に 消え まし た 。15、000 年 前 
に 氷河 が 後退 し て 形成 され た 五大 湖 セ ント ロー レン ス 水 路 シ ステ ム は 、 数 十 年 で 、 地 球 上 で 最も 汚染 さ 


れ た 地域 の 1] つ で ある わずか 3 世代 の 空間 に な り ま し た 。 シ ロイ ルカ の 腹 は これ の 反 央 で き な い 証拠 で す 


Oo 


も う 一 度 、 生 物 学者 に よっ て 行わ れ た 剤 検 は 、 い くつ か の 有害 な 有機 製品 (PAH、BAP、PCB、 マ イレ 
ックス 、DDT) の 重金属 (水銀 、 カ ドミ ウム 、 コ バル ト 、 ク ロム 、 亜 鉛 、 銅 ) と クロ ルデン な どの 農薬 
の 存在 を 確認 し ます 、 リ ン デ ン と ディ ルド リン 。 い つも の よう に 、 セ タ セ アン の 病理 学 的 研究 は 次 の よ 
うに 読ま れ ま す : 勝 肝癌 、 肺 動脈 盗 、 皮 膚 災 、 肝 臓 線維 症 、 守 孔 性 胃潰瘍 、 お よび いく つか の 腫瘍 。 


他 の クジ ラ 種 と は 異な り 、 ベ ルー ガ は 一 年 中 セン トロ ー レ ンス に 住ん で いる 唯一 の も の で す 。 そ の 食事 
は 非常 に 多様 で す が 、 そ の 瞬間 の 最も 豊富 な 獲物 に 焦点 を 当て た 日 和 見 主義 的 で す 。 月 に よっ て 異な り 
ます が 、 メ ニュ ー は タラ 、 カ ラフ トシ シャ モ 、 ニ ギ ス 、 ワ カサ ギ 、 エ ビ 、 ウ ナギ で 構成 され て いま す 。 
毎年 秋 に 、 オ ンタ リオ 湖 の ウナ ギ は 、 約 6.000 の 産業 と 6000 万 人 以上 の 個人 の 国内 お よび 産業 排出 物 の 化 
学 ブ イヤ ベー ス に よっ て ひど く 汚 染 さ れ 、 自 分 た ち で サル ガッ ソ 海 に 向かっ て 川 を 下り ます 。 そ こ で 再 
現し ます 。 シ ロイ ルカ が タ ド ウゥ サッ ク 地 方 を 横断 する と き 、 ベ ルー ガ は 88 キ ログ ラム の ウナ ギ を 消費 す 
る だ け で 十分 で す 。 こ れ は 年 間 の 食料 必要 量 の 2% 未 満 で す 。 マ リー・ カ ー マ イ ケル に と っ て 、 こ の 開 
いた 下水 道 か ら シ ロイ ルカ を 救う こと は 、 絶 減 危 恨 種 の 長い リス ト に 含ま れる 次 の 種 で ある 人 類 を 救う 
こと も 意味 し ます 。 


彼 の 人 生 は 、 自 身 の 排 江 物 に よっ て 窒息 死 し た 人 間 の 「 ジ ャ ンク ボン ド 」 の 社会 の 怠慢 と 怠 必 に 対す る 
た ゆま ぬ 個 人 的 な 闘い で す 。 旗 、 宗 教 、 家 族 は 彼女 に 帰属 意識 を 与え ませ ん 。 彼女 に と っ て 、 伝 統 的 な 
価値 観 の 概念 に は 、 何 百 万 人 も の 人 間 の 奴隷 制 と 死 の 実業 家 の 野 論 さ も 含ま れ て いる 必要 が あり ます 。 
彼女 は 生涯 を 通じ て 、 嫌 悪 感 を 示す た め に 「Python シ ステ ム 」 と 呼ん だ Triton System の 父親 、CEO、 大 
株 主 に 反対 し まし た 。 彼女 の 母親 が 亡くな っ た と き 、 彼 女 は 父親 と の すべ て の 家族 と 感傷 的 な 
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断固 と し て 断ち 切り 、20 歳 で 家 を 出 て 、 カ リフ ォ オル ニア で 海洋 生物 学 の 研究 を 始め まし た 。 3 年 後 、 彼 
女 

は カナ ダ に 戻り 、 ク ジラ 類 に 関す る 博士 論文 を 執筆 する た め に タ ド ウサ ッ ク に 定住 し まし た 。 そ れ 以 来 

、 彼 女 は カナ ダ に 留まり まし た 。 


ある 朝 、 そ の よう に 、 警 告 な し に 、 彼 の 3 年 の 夜明け に 、 電 報 は 彼 の 平和 な 生活 を 混乱 させ まし た 。 公 
証人 と し て 認め られ た 事務 所 の 名 前 で 署名 され た この 電報 は 、 彼 女 が この 状況 を 忘れ る た め に 正確 に 生 
態 学 に 避難 し た カナ ダ 最 大 の 軍 産 複合 体 の 唯一 の 相続 人 で ある こと に 気付 いた こと を 彼女 に 伝え て いま 
す 。 し ば らく の 間 、 彼 女 は 運命 に つい て 何 か を 理解 する の か 、 そ れ と も 父親 が 最後 に 彼女 を 怒ら せな か 
っ た の か 、 真剣 に 考え まし た 。 


葬式 は 地獄 で し た 。 3 日間 、 彼 女 は すべ て の カナ ダ の ポリ ティ コ 軍 隊 と 肩 を こす り ま し た .…… 恐 怖 。 公証 
人 へ の 彼 の 訪問 は 彼 に 彼 の 帝国 の 範囲 と 彼 の 個人 的 な 財産 を 教え まし た 。 彼女 は この 数 の 雪 月 に 手 を 振 
っ た 。 唯一 の 慰め 、 飛 行 機 の チケ ッ ト と 彼 を 東京 会 議 に 招待 する 通知 を 伴う この お 悔やみ の 電文 は 、 三 
菱 社 の 支援 の 下 で 、 世 界 で 最も 権威 の ある 科学 機関 か ら の 最も 偉大 な 科学 者 が 集まる で し ょ う 。 一 週間 
、 先 見 の 明 、 砂 漠 を 再び 咲か せ 、 あ ちこ ち に ダム を 建設 し 、 自 然 保 護 に つい て 話し ます 。- "ああ 、 助 か 
っ た ! " 彼女 は 手紙 を 読ん で 、 私 が 物事 か ら 頭 を 離す た め に 必要 な こと を 完全 に 言っ た 。 
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東京 会 議 、 日 本 、12 月 90 日 


この 国際 会 議 が 進む ほど 、 そ れ は 高く 評価 され まし た 。 最 後に 、 マ リー・ カ ー マ イ ケル は 友好 的 な 領域 
に いる こと に 気づき 、 あ ら ゆ る 国籍 の さま ざま な 同僚 と 話し 合っ た 。 彼女 は 鯨 類 の 保護 に 関す る セミ ナ 
ー で 強い 印象 を 残し まし た 。 こ の 研究 の 性 質 を 説明 し た 後 、 彼 女 は 絶滅 危 恨 種 の 海洋 生物 の 生存 に 対す 
る 活気 に 満ち た 起訴 に 身 を 任せ まし た 。 彼女 が 国際 的 な 科学 界 の 仲間 か ら 受 けた 拍手 喝 来 は 、 彼 女 を 最 
高 の 程度 に 興奮 させ た 。 そ の 時 、 東 京 海洋 学研 究 所 所 長 の 中 島 正 樹 が 、 世 界 的 に 有名 な 先見 の 明 の リー 
ダー で ある 藤 浜 師匠 と の 意外 な テテ アテ テ を 彼 に 提供 し た 。1 か 月 前 に セン トロ ー レ ンス の シロ イル カ 
の 世話 を し て いた 彼女 は 、 現 在 、 産 業 帝国 の 首位 に 立っ て お り 、 現 代 日 本 の 著名 人 の 1 人 に 会 う 準 備 を 
し て いま す 。 


会 議 は 、 多 く の 点 で 私 た ち を 完全 に 逃れ る 千年 の 歴史 を 反映 し た 調和 の と れ た 壮大 な 日 本 庭園 で 行わ れ 
まし た 。 海洋 学研 究 所 の 所 長 を 伴っ て 、 藤 浜 師 匠 が 入場 し まし た 。 男 は 尊敬 を 命令 し ます 。 い つも の 挨 
拶 の 後 、 鎌 倉 時 代 (185-1392) の 建築 に 触発 され て 、3 人 全員 が パビリオン 内 で 引退 し まし た 。 武 士 の カ 
ー ス ト が 生ま れ た 時 期 と その 谷 理 規定 : 偽 教 と 禅 に 基づい た 萩 岳 、 そ の 名 誉 の 規定 : 武士 道 。 


-「 お 父さん の こと は よく 知っ て いた 、 と 藤 浜 は 厳粛 に 言っ た 。 彼 の 力 は 、 彼 に 外交 環境 が 閉ざさ れ て 
いな い ほ ど だ っ た 。 世界 最大 の 武器 商人 の 一 人 に と っ て は ご く 普 通 の こと だ 」 こ の 最後 の 発言 は 、 ケ ベ 
ッ ク 人 を や や 昔 立 た せま し た 。 彼女 は 彼 を 邪魔 し たよ うと し て いた 、 そ し て 彼女 自身 を 拘束 し た 。 


「 第 三世 界 へ の 武器 販売 の 増加 は 、 日 本 人 を 継続 する た め に 、 他 の 皿 張 を 発表 し 、 交 戦 者 が イラ ン と 
イラ ク の 紛争 の 長期 的 か つ 大 規模 な 戦争 を 行 うこ と が で きる よう に な っ た た め 、 最 高 点 で 私 を 心配 し て 
いま す 。 -1 か 国 が いずれ か の 側 の 戦争 努力 に 参加 し 、21 か 国 が 2 人 の 敵 に 兵器 を 供給 し まし た 。 ク ウェ 
ー ト と イラ ク の 紛争 中 、 連 合 箇 に よる スト ライ キ の 力 は その カカ を ボ し まし た が 、 人 命 に どの よう な 犠牲 
を 払っ て いま す 。 関係 国 の 数 を 見 る と 、 こ れ ら は いわ ゆる 「 地 域 的 」 紛 争 で ある と 主張 する の は 誤り で 
す 。 私 は あな た に 読ん で も らい た い 累 積 的 影響 調査 を 用 意 し まし た 。 こ の 文書 は 、 よ り 多 く の 国 が 経済 


的 相互 依存 の レベ ル は 、 彼 ら が 互い に 対立 する こと が より 困難 に な り ま す 。 終わ り 、 私 た ち は 国 際 投 資 
基金 を 創設 する こと を 考え て いま す 。 そ の 目的 は 世界 中 の 科学 者 に 反対 を 与え る こと で す 。 平和 な 性 質 
の 巨大 な プロ ジェ クト に 取り 組む た め の 幸 運 。 と り わ け 、 マ レー シア の クラ 運河 の 建設 と イン ド の ブラ 
マ プ ト ラ の ダム の 建設 を 考え て いま す 。 これ ら の プロ ジェ クト は 、2000 年 の アジ ア の チェ ス 盤 で 圧倒 的 
な 地位 を 確保 する 一 方 で 、 開 発 の 過程 で マレ ー シ ア と イン ド を 豊か に する の に 役立ち ます 。 こ れ ら の 開 
発 プ ロジ ェクト に ご 参加 いた だ きた いと 思い ます 。 

-「 相 続 人 の 笑顔 に 答え る 人 は 少な く あ り ま せん 。 あ な た は マス ター を 知っ て いま す 、 私 は あな た の 仕 
事 を 通し て 評判 で あな た を 知っ て いま す が 、 あ な た が 誰 で ある か を 知っ て いる 人 は ほとん どい ませ ん か 


ィ 」 


-「 私 は 、 彼 の 国 が 韓国 に 植民 地 化し 、 満 州 に 侵入 し 、 真 珠 湾 で アメ リカ 艦隊 を 沈め 、 私 の 頭 に 2 つの 原 
子 爆弾 を 受け 取り 、 敵 対 行為 の 終わ り に 署名 し 、 経 済 全体 を 再建 し 、 斜 面 を 回 復 する の を 見 た 古い 先見 
の 明 が ある と し まし ょ う 地 球 上 で 最も 裕福 な 国 の 」 つ に な る まで 。」 

- "それ だ け ! " 彼女 は 装備 し た 。 


-「 私 は 知っ て いる 」 と 彼 は 気さく に 再開 し 、「 あ な た は 現在 、 巨 大 な 軍 産 複合 体 の 先頭 に いる こと に 
非常 に 不快 感 を 覚え て いる 」 と 語っ た 。 


し ば らく 沈黙 し た 後 、 未 来 主義 者 は 海洋 学研 究 所 の 所 長 に 動い て 、 す ぐに 話し まし た 。 


-「 業 界 を 離れ る 前 に 、 私 た ち が 提 供し て いる 代替 氷 で ある 冒険 に つい て 考え て いた だ きた いと 思い ま 
す 。 あ な た は あな た の 会 社 を 売り 、 こ れ ら の 数 百 万 人 と と も に 海洋 研究 セン ター を 設立 し た いと 考え て 
いま す 。 私 は 間違っ て いま すか ?」 


-「 そ れ は 可能 性 だ 」 と 漢 然 と ケベック 人 に 答え た 。 


-「 さ て 、 中 島 は 続け まし た 。 一 方 、 こ の 売却 は 、 あ な た の 還 事 会 社 が 新しい 所 有 者 の 手 に 軍隊 を 維持 
する と いう 事実 を 変え る こと は あり ませ ん 。 代 わり に 、 あ な た が それ ら を 私 た ち に 与え る こと を お 勧め 
し ます 。 彼ら は 土木 工学 に 戻り 、 産 業 と 死 の ロビ イス ト を 弱体 化 さ せま す 。 私 た ち は あ な た の コン ソー 
シア ム と あな た の 株 の ブロ ッ ク を 現在 の 価格 、 つ まり 13 億 ドル 近く で 買い 戻す こと を 提案 し ます : あ な た 
は あな た の 研究 セン ター の 海洋 研究 を 構築 し 、 そ し て 大 気 と 海 の 間 の 熱 と 汚染 物質 の 相互 作用 の 現象 に 
関す る 共同 研究 プロ ジェ クト で 、 私 た ちの 研究 所 と の 提携 を 保証 し ます 。 これ が 地球 の 未来 を 演じ る 場 
所 で ある こと を お そら く ご 存 知 で すか ?」 


-「 炭 素 循環 に つい て 話し て いる の で すか ?」 
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炭素 循環 は 地球 上 の 生命 の 本 質 的 な メカ ニズム の 1 つ で あり 、 最 近 の 研究 に より 、 海 洋 の 慕 大 な 浄化 の 
可能 性 が 明らか に な り ま し た 。 自 動車 時 代 か ら 年 間 300 万 トン の 鉛 を 大 気 中 に 放出 し て きま し た 。 前 世 
紀 の 産 業 革命 の 開始 以来 、 海 は 私 た ち に 放出 され た 鉛 の 半分 を 取り 除き まし た 。 北大 西洋 だ け で も 、 私 
た ちの 半球 を 循環 し て いる 鉛 の 609% を 受け 取り まし た 。 海 に 吸い 上 げ ら れ て 、 大 気 中 の 鉛 は 海洋 生態 系 
の 底 に 永遠 に 固定 され る こと に な り ま す 。 そ れ は 堆積 物 に 永久 に 閉じ 込め られ 、 中 和 さ れ ま す 。 こ の 空 
気 と 水 の 相互 作用 の お か げ で 、 私 た ち は さ ら に 深刻 な 生態 学 的 災害 か ら 救 わ れ ま し た 。 ソ 連 の チェ ル ノ 


ブイ リ 原 発 事故 か ら 3 週 間 後 、200 メ ー ト ル の 深 さ で 放射 能 が 現れ 始め ます 。 表 面 プ ブラ ンク トン は 、 表 面 
で 吸収 され た 放射 能 を 底 に 排出 する こと で 浄化 の 役割 を 果たし て きま し た 。 一 週間 後 、 放 射 能 は ほぼ 正 
常 な レベ ル に 戻り まし た 。 


-「 こ の 提案 は 確か に 非常 に 興味 深い も の で す が 、 コ ン ソ ー シ ア ム を 鎮圧 する と いう あな た の 言葉 を 尊 
重 す る と いう 保証 は あり ます か ?」 


-「 も ちろ ん 、 彼 が 受け 入れ る な ら 、 新 会 社 の 社長 で ある チャ ー ル ズ ・ ハ ウ モ ント 、 あ な た の 家族 の 親 
友 、 素 晴らし い キ ャ リア の 外交 官 、 そ し て 私 が 間違っ て いれ ば あな た の 名 付け 親 に 名 前 を 付け ます ! 」 


-「 取 引 の 規模 を 考え る と 、 こ の 保証 は 明らか に 不 十分 で す 」。 
- "あな た は 何 を し た いで すか ?" 海洋 学研 究 所 の 所 長 が 心配 し て いる 。 


-「 誠 意 を 示し て くだ さい 。 そ れ だ け で す 。 世 界 最大 の 水生 動物 の 殺し 屋 で ある 日 本 が 突然 緑 に 変わ っ 
た と は 信じ られ ませ ん 。」 


-「 私 た ち に 何 を 期待 し ます か ?」 藤 浜 も 心配 で す 。 
-「 あ な た の 政府 が 人 鯨 類 の 殺害 と 流し 網 で の 釣り に 終止 符 を 打っ た と いう だ け で す 。」 
ドリ フト ネッ ト フ ィ ッ シン グ で は 、 ト ロー ル 船 の 後ろ に 長 さ 3$~ て 60 km、 深 さ 10 て 1S m の 網 を 残し 、 そ 


の 経路 に ある すべ て の も の を 拾い ます 。 寺 ニニ 百 の 既知 の ボー ト が この 釣り を 練習 し て いま す 。 ボ ー ト ご 
と に 平均 30 キ ロメ ー ト ル の 網 を 割り 当て る こと に より 、 漁 期 の 6 か 月 間 、 北 太平 洋 で は 毎晩 36.000 キ ロメ 


ー ト ル の 流し 網 が 使用 され ます 。 非 営利 種 の 何 干 も の 毒 が 毎晩 不 必要 に 死に 、 何 百 も の 潜水 鳥 が 亀 絡 に 
れ て いる こと に 気づき ます 。 


-「 し か し 、 韓 国人 、 中 国人 、 マ レー 人 も この 種 の 釣り を し て いる こと を よく 知っ て いる の に 、 な せ ぜ 私 
た ち だ けが この 種 の 釣り を し て いる の か 」 と 監督 は 神経 質 に 言っ た 。 


-「 藤 浜 マ スタ ー は そう は 言わ な か っ た 」「 だ か ら 、 こ の 犯罪 を 永久 に 禁止 する 国連 で の 国際 的 措置 の 
採用 を 促進 する 」 と いう 模 男 を 示す の は 私 た ち 自 身 の 責 任 で す 。 


-「 も うす ぐ 答 え が 出 る 」 と 、 最 後 通 際 に 慣れ て いな い 藤 浜 が 乾い て 答え た 。 
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ソ連 に は 何 百 万 人 も の 科学 者 ロエン ジニ ア が いま す 。 そ れ は 否定 で きま せん が 、 研 究 の 状況 は 悲惨 で す 
。 ペレス トロイカ 以来 、 全 体 主義 の スタ ー リ ン 主 義政 権 が 経済 を 減速 させ た だ け で な く 、 科 学 的 お よび 
技術 的 発展 も 減速 させ た こと が ます ます 明らか に な っ て いま す 。 こ の イデ オロ ギー 的 テロ に 対す る 恐怖 
の 風潮 は 、 科 学界 に 妄想 的 な 壊 導 を まき 、 そ の 結果 、 強 人 迫 観念 の 復活 、 デ ー タ の 改ざん 、 他 人 の 仕事 の 
流用 、 共 著者 と し て の 自分 を 押し 付け る 傾向 が 生じ て いま す 。 そ し て 状況 は 続き ます : その よう な そし 
て その よう な ディ レク ター は 最終 的 に 個々 の 宿泊 施設 を 取得 する た め に 彼 の 処分 で 他 の 手段 を 持っ て い 
な い 部 下 に よっ て 書か れ た 彼 の 論文 を 持っ て いま す 。 


し た が っ て 、 ヤ クー ト の 遠い 土地 は 、 首 都 の 腐っ た 宇宙 か ら 逃 げ る 科学 者 の た め の 避 難所 に な り ま し た 
。 世界 で 最も 人 を 寄せ 付け な い 地 域 の 中 心 部 に ある ヤク ー ツ ク で 唯一 の 工科 大 学 に 2.000 人 以上 の 教授 が 
いる こと を 他 に 説明 する に は どう すれ ば よい で し ょ うか 。 研究 者 や エン ジニ ア に 与え られ る 遠隔 性 ボー 
ナス は 、 い くつ か の 目的 の た め に あり ます 。 モ スク ワ の 3 倍 の 賃金 、 黒 海 の 療養 所 で の 無料 滞在 バウ チ 
ャ ー、 ソ 連 を 通る 無料 の 観光 旅行 、 そ し て 時 に は 海外 へ の 旅行 。 


し た が っ て 、 こ の 居心地 の 良い 作業 環境 は 、 創 造 的 な 爆発 や 制御 され た 愚行 に 有利 で す 。 完全 に 空調 さ 
れ 、 夏 に は 太陽 の 下 の 花 の よう に 開く ガラ ス の ドー ム の 下 の 都市 の プロ ジェ クト は すでに 存在 し ます 。 
地熱 発電 所 は 、 特 に アバ チン ス キー 火山 の 側面 に 掘削 され た 回 収 井戸 に よっ て 、 ハ ムチ ャ ッ カ 間欠 泉 の 
火山 地域 に 計画 され て いま す 。 ソ ビエ ト の 専門 家 が 大 き な 期 待 を 寄せ て いる オホーツク 海 の 10 万 キロ ワ 
ッ ト の 実験 的 潮 力 発電 所 。 

XXIl] 


スイ ス 、 チ ュー リッ ヒ 、91 年 1 月 20 日 


チュ ー リ ッ ヒ は スイ ス の 銀行 活動 の 発祥 地 で す 。 現 代 経済 は 、1753 年 の 非常 に 早い 時 期 に 、 最 初 の スイ 
ス の 銀行 が 設立 され て 現れ まし た 。 外 国 の 資金 が 非常 に 低い レー ト で 土地 の 抵当 に 注ぎ 込ま れ 、 置 か れ 
た た め 、 ス イス の 資本 は 十分 に 雇用 され て いま せん で し た 。 そ の 後 、 チ ュー リッ ヒ の 住民 は 、 外 国人 が 
スイ ス で 安全 を 求め る と き に 、 海 外 で リス ク を 冒す こと を 決定 し ます 。 こ の 大 胆 な 精神 の お か げ で 、 
Banque deLeu と チュ ー リ ッ ヒ の 国際 金融 セン ター と し て の 役割 が 生ま れ ま し た 。 


腰 浜 師匠 は 約束 を 守っ て いた 。 東京 を 離れ て スイ ス に 向かう 前 に 、 日 本 の 大 手 新聞 の 英語 版 で ある 朝日 
新聞 は 、 北 太平 洋 で の 流し 網 漁 の 終了 を 発表 し まし た 。 し た が っ て 、 チ ュー リッ ヒ の 日 本 領事 館 で 予定 
され て いる チャ ー ル ズ ・ ハ ウ モ ント と の 藤 浜 の 会 談 は 、 幸 運 な スタ ー ト か ら 始 まり ます 。 


相続 人 と の イン タビ ュー の 後 、 チ ャ ー ル ズ ・ ハ ウ モ ント は 説得 する の に それ ほど 時 間 は か か ら ず 、 彼 の 
好奇 心 は 彼 の 個人 的 な 興味 を 上 回 り ま し た 。 彼 は すでに 、 国 際 投 資 基金 の 創設 と 関連 する 土木 プロ ジェ 
クト に 伴う 外交 上 の 課題 を 予見 し て いま し た 。 さ ら に 、 こ の キャ リア の 元 外 交 官 は 、 日 本 人 の 非 軍 事 主 
義 者 の 分 析 を 完全 に 共有 し まし た 。 外交 官 と し て 、 彼 は カナ ダ の 立場 の 促進 と 防衛 に 重要 な 貢献 を し 、 
し た が っ て カナ ダ に 国連 の 複数 の フォ ー ラ ム や 委員 会 内 の 「 平 和 維 持 者 」 と し て の 重要 な 役割 を 与え ま 
し だ 


- 領 事 館 の 居間 で 外交 官 を 迎え な が ら 、 藤 浜 は 「 あ な た の 存在 に 満足 し て いる 」 と 優し く 言 っ た 。 
-「 私 も 同様 に 光栄 で す 」 と 外交 官 は 丁寧 に 答え ます 。 


-「 あ な た が すでに 分 析 し た 未来 主義 者 を 再開 し 、 ト リト ン シ ス テム の 社長 を 任命 する と いう 私 の 提案 
を あら ゆる 方 向 に 向け た と 思い ます 。 私 は あな た の 話 を 聞い て いま す 。」 


-「 確 か に 、 外 交 官 と し て 、 私 は 最初 に 、 こ れ ら 2 つの プロ ジェ クト 、 ク ラ 運 河 と ブラ マ プ ト ラダ ム が あ 
な た に と っ て 非常 に 重要 で ある 理由 を 自問 し まし た 。 世 界 地図 を 見 て 、 あ な た の 戦略 を 理解 し まし た 。 
ブラ マ プ ト ラダ ム は 大 い に 役 立つ で し ょ う 。 イ ンド を 豊か に する 。 貯水 池 の 水 か ら の 港 光 に よる 農業 は 
その 完全 な 効率 に 達し 、 電 力 は 産業 開発 に 利用 で きる よう に な る の で 、 イ ンド 人 の 生活 水準 は 急速 に 上 
時 まる で も よう 。 .] 


ハウ モン ト は 、 日 本 人 の 反応 を 知覚 し よう と する ポ ボーズ を マー ク し ます 。-「 続 け て 、 そ れ は と て も 面 
白い 」 と 未来 派 は 冷静 に 言っ た 。 


-「 そ れ で 、 生 活水 準 の 上 昇 は 消費 者 市 場 の 上 昇 を 言う と 言う ハウ モン ト を 再開 する 。 日 本 の 商業 戦略 
全体 が ここ に 凝 縮 さ れ て いる 。 資本家 の 利益 の 概念 が あな た の も の で ある こと を 理解 し て いる 西洋 の 経 
済 学 者 は 少な すぎ る 。 、 何 より も 重要 な の は 世界 市 場 の シェ ア の 増加 で あり 、 会 社 の た めで は な く 国 の 
た め に 本 当 の 利益 が あり ます 。 今 、 突 然 の イン ド の 富 か ら 誰 が 利益 を 得る で し ょ うか ? イ ンド の 産業 部 
門 は 明らか に 不足 し て いま す 。 消費 財 や 新 技術 の 需要 に 応え る こと が で き な い 。 イ ンド と 国境 を 接する 
すべ て の 国 が 同じ 状況 に ある 。 需要 を 満た すこ と が で きる 唯一 の 国 は 、 も ちろ ん 、 日 本 で ある イン ド の 
近く と 遠く に ある 。 ク ラ 運 河 で は 、 輸 送 コ スト が 慕 大 に な り ま す 。 有 要約 する と 、 投 資 基金 が ダム に 資金 
を 提供 し 、 ト リト ン シ ス テム が 管理 契約 を 取得 し 、 プ ロジ ェ ッ ト が イン ド を 豊か に し 、 日 本 が イン ド 市 
場 に Kr を 介し て 製品 を 池 沙 させ ます 。 チ ャ ネル 。 言う まで も な く 、9 億 5000 万 人 の 市 場 で あり 、 中 国 に 
次 ぐ 世 界 第 2 位 の 潜在 的 市 場 で す 。 日 本 の 産業 を 20 年 間 全 速力 で 動か し 続け る の に 十分 な 時 間 、 イ ンド 
が その 技術 的 後進 性 に 追い つく の に 必要 な 時 間 。 さ あ 、 マ スタ ー、 あ な た が 私 に 説明 する 番 で す 。 こ の 
戦略 は 一 種 の 経済 的 植民 地主 義 の よう に 聞こ えま せん か ? 「」 


-。 「 こ れ は 、 日 本 人 が 皮肉 を 込め て 採用 し た と いう 非常 に 大 き な 言葉 で す 。XX 世 紀 の 歴 史 は 、 結 局 の 
と ころ 、 西 側 の 植民 地 化 を 知っ て いた 第 三世 界 の 国々 が 、 し か し 、 植 民 地 主義 は 経済 学 に は 適用 で き な 
い 政 治 的 概念 で ある こと に 注意 する 必要 が あり ます 。 自 由 市 場 経済 で は 、 国 境 は ます ます 少な く な り 、 
むし ろ 外 国 投資 に つい て 話し ます 。 こ こ で は 、 政 治 的 植民 地主 義 が 経済 的 に 、 植 民 地 主義 が 商業 的 お よ 
び 産 業 的 イン フラ スト ラク チャ ー を 生み 出し 、 今 日 で は 侵略 者 の いな い 第 三世 界 の 国々 に 利益 を も た ら 
し て いる こと を 私 は 単に 観察 し て いま す 。 


-「 一 方 、 植 民 地主 義 の 日 本 は 、 カ ナダ の アメ リカ 先住 民 保護 区 を ヤッ ピー の た め の 一 種 の クラ ブ メ ッ 
ド に 委ね る 韓国 人 に 対す る 残虐 行為 を 認め た と ハウ モン ト は 言う 。 


藤 浜 は その 発言 を 装っ て いる 。-「 私 は これ ら の 国々 の 独立 を 支持 し 続け て いま す 。 歴史 的 に 、 韓 国 に 
お ける 日 本 の 存在 の 無知 に も か か わら ず 、 港 洲 シ ステ ム 、 道 路 建 設 な どの 現代 韓国 の すべ て の 産業 イン 
フラ は 日 本 の 存在 に よっ て 準備 され て いま し た 。」 。 


-「 私 が あな た を よく フォ ロー し て いる な ら 、 あ な た は 政治 的 植民 地主 義 は 間違い で し た が 、 経 済 的 植 
民 地 主義 で は な か っ た と 私 に 言い ます 。」 


-「 正 直 に 言う と 、 こ れ は 20 世 紀 の ほ と ん どの 帝国 主義 国 が 犯し た 歴史 的 誤り で ある と 付け 加え まし ょ 
う 。 帝国 主義 勢力 が 穫 権 プロ ジェ クト を 実行 する た め に 武装 すれ ば する ほど 、 そ れ は 衰退 し まし た 。 内 
部 。 こ れ は 、 満 州 の 日 本 、 ベ トナ ム の 米国 、 ア フ ガ ニス タン の ソ連 の 場合 で し た 。 


-「 ベ トナ ム 戦 争 に お ける アメ リカ の 存在 の た め に 、 地 球 上 の あな た の 経済 的 リー ダー シッ プ を 強化 し 
た 歴史 的 な 誤り 。」 


-「 私 た ち は お 互い を 完全 に 理解 し て いる 、 未 来 派 は 言う 。「 あ な た の 過去 を 無視 する こと は それ を 追 
体験 する こと を 非難 する こと だ 」 と 言っ た の は イギリス の 歴史 家 ト イン ビー で は な いか 。 ベ トナ ム で の 
経験 か ら 正 し い 教 訓 を 学ば な か っ た 。 国 際 外 交 の 優れ た アナ リス ト 、 あ な た は 日 本 の 産業 の 台頭 が 経済 
大 国 と し て の 米国 の 衰退 に 対応 し 、 そ れ が すべ て ベト ナム 戦争 か ら 始 まっ た こと を 知っ て いる 。、 ワ ン シ 
ント ン 政 府 は 消費 財 の 生産 を 削減 せ ず に 武器 を 生産 し よう と し まし た 。 そ の 結果 、 大 量 の 武器 の 生産 に 
お 金 が 必要 だ っ た た め 、 ハ イ テ ク 研究 を 締め くく り ま し た 。 今 日 、 ク ウェ ー ト と イラ ク 紛 争 、 米 国 は ア 
ラブ 諸国 の 賃金 で 伴 兵 の よう に 振る 舞う こと に よっ て その 豪 退 の 程度 を 示し た 。10 倍 クウ ェ ー ト と サウ 
ド し か し 、 米 国 は 経済 的 に 無能 で あり 、 リ スク を 冒し て いた だ ろう 。 サ ダム ・ フ セイ ン と 対 財 する 前 例 
の な い 不 況 。「」 


-「 あ な た の 推論 を 続け させ て くだ さい 」 と 、 国 際 的 な 政治 状況 の その よう な 分 析 に 参加 する こと を 明 
ら か に 喜ん で いる カナ ダ 人 は 尋ね ます 。 


-「 お 願い 」、 藤 浜 同意 


-「 ソ 連 の 同じ シナ リオ が ハウ モン ト に コメ ント し て いる 。 ア フ ガ ニス タン で の 戦争 は 彼 に 多大 な 犠牲 
を 払っ た 。 紛争 か ら の ソビエト の 撤退 は 、 長 期 的 に は 彼 の 国 の 安全 と その 超大 国 の 地位 を 確認 し た ゴル 
バチ ョ フ に よる この 宣言 と 一 致す る ソビエト の 外交 政策 は すべ て 揺らい で お り 、 西 側 は 技術 の 面 で ます 
ます 距離 を 置い て お り 、 物 事 の 進め 方 、 ソ 連 は 10 年 後に は 第 三世 界 の 国 の よう に 見 える で し ょ う 。 中 央 
し た が っ て 、 ソ ビエ ト 大 統領 の 目的 は 、 経 済 の 近代 化 に 多大 な 財源 を 投入 する た め に 、 武 力 競 争 の 休戦 
を 獲得 する こと で す 。 軍事 費 と 多額 の 外国 債務 に よる 人 金融 危機 の 超大 国 。 一 方 、 日 本 の 流れ 星 平 和 と 自 
由 貿 易 は 依然 と し て 日 本 に と っ て 不可 欠 で あり 、 経 済 大 国 と し て の 日 本 は 望ん で お ら ず 、 何 より も 軍事 
戦争 で 遊ぶ こと は で きま せん 。 ロ ガン ス 。 し た が っ て 、 彼 は 非 軍事 化 カ ー ド し か 持っ て いま せん 。「 
」 


-「 も ちろ ん 、 藤 浜 氏 は 、 私 た ちの 申し 出 を 受け 入れ れ ば 、 こ こ に 来る で し ょ よう 。 ト リト ン シ ス テム を 
、 軍 事 コ ン ソ ー シ ア ム の 民間 目的 で の 再 転換 が より 有益 で ある こと を 示す 国際 的 な 例 に し た いと 思い ま 
す 。」 


-「 そ し て 、 あ な た は 私 に 何 を 期待 し ます か ?」 
- 私 た ち は 相 続 人 か ら TritonSystem を 購入 し 、 そ れ を 土木 コン ソー シア ム に 変換 し ます 。Kra 運 河 と イン ド 


の ダム の 契約 の 準備 を し ます 。 こ れ ら の 巨大 な 契約 は 、 移 行 を 行政 評議 会 に 受け 入れ させ る の に 役立ち 
ます 。 。 今 の と ころ それ だ け で す 。 「」 


-「 そ し て 、 資 金 調達 は どの よう に 実行 され ます か ?」 


-… 私 た ち は こ の た め に チュ ー リ ッ ヒ に 集まっ て いま す 。 こ こ ス イス に 口座 が 開設 され 、 取 引 に 含ま れる 
すべ て の 金額 が 入金 され ます 。 ま ず 第 一 に 、 あ な た は トリ トン シス テム の 再 構築 に つい て の 噂 を 流し ま 
し た 、 ブ ロー カー は この 種 の 金融 ゴシップ を 嫌い ます 。 し た が っ て 、 彼 ら は クラ イア ント に Triton 株 を 

売却 する よう に アド バイ ス し よう と し て いま す 。 こ の 自発 的 な 売り の 動き は パニ ッ ク を 引き 起こ し 、 株 
価 を 下げ ます 。 も ちろ ん 、 私 た ち は 過 半数 の 株 主 で ある マリ ー・ カ ー マ イ ケル に 人 為 的 な 切り 下げ 前 の 
価格 を 保証 し ます 。 パ ニッ ク を 増やす た め に 2 日 間 沈 黙 し ます 。3 日 目 に 、 コ ン ソ ー シ ア ム の 崩壊 を 回 避 
する た め に 、FII に 代わ っ て 、 利 用 可能 な すべ て の 株 式 ブ ロッ ク を 買い 戻し ます 。 こ れ は 、 ス イス の 銀行 
が カバ ー す る 取引 で す 。4 日 目 は 、 取 締 役 会 と メデ ィ ア を 招集 し て 公開 会 議 を 開き 、 リ スト ラ 、 資 金 調 

達 計画 、 契 約 を 発表 し ます 。 3 日 間 で 、FII は 株 式 の ほぼ 909% を 取得 し 、109%6 は 小さ な 貯蓄 者 の 手 に 残り 

ます の ゅ 


-「 こ の 取引 全体 は 、 私 が あな た に 抱か な けれ ば な ら な い 信 頼 に 基づい て いま す 。 私 が 受け 入れ た と し 
て も 、 あ な た は 私 の 揺るぎない 自信 を どの よう に 保証 し ます か ?」 


-「 こ の 華やか な 会 話 は きっ と すぐ に 食欲 を そそ る 藤 浜 だ っ た の で 、 素 晴らし い 「 ふ で ぐ 」 を 用 意 し まし 
Pe 


外交 官 の 血 は 、 イ ンタ ビュ ー の 開始 以来 初め て 、 彼 の 額 に 冷た い 汗 を か いて 凍っ た 。 


-「 な る ほど 、 こ こ で すべ て が 再生 され ます 。 外 交 官 を 失望 させ て くだ さい 」。 


藤 浜 は 答え ず に 外交 官 の 前 に 「 ふ ぐ 」 の 皿 を 置く 。 


「 ふ ぐ 」 は 日 本 の 美食 の 真髄 で あり 、 最 も 軽 蔵 さ れ て いま す 。 さ ら に 、 和 皇室 の 法令 に より 、 天 皇 が それ 
を 消費 する こと は 禁じ られ て いま す 。 こ れ は 、 エ キソ ゾ チック な 魚 料理 を 愛す る 昭和 天皇 の 不幸 だ っ た と 
言わ れ て いま す 。 こ の 日 本 の 珍味 は 、 暴 力 的 な 毒 、 テ トラ トキ シン が 含ま れ て いる た め 、 専 門 家 の 手 に 
よっ て の み 準 備 す る こと が で きま す 。1 ミ リグ ラム が 多 す ぎる と 死に ます 。 既知 の 解毒 剤 は あり ませ ん 
。 真 っ 直ぐ に 、 二 人 の 男 は 永遠 に お 互い を 見 つめ て いま し た 。 


翌日 、 ロ イ 銀 行 の 本 社 で 、2 人 の パー トナ ー が 合意 に 署名 し ます 。 し た が っ て 、 こ の 合意 は 、 国 際 投 資 

ファ ンド が 、 そ の 名 前 が 示す よう に 、 い か な る 形態 の 取引 も 行使 で き な い 持ち 株 会 社 に な る こと を 規定 
し て いま す 。 そ れ は 、 他 の 会 社 ま た は TritonSysteme の よう な 会 社 の 株 式 の み を 保有 する こと が で きま す 
。 し た が っ て 、FII は それ 自体 を 回 避 し 、 株 式 が 無記名 形式 で 発行 され る た め 、 外 国 所 得 へ の 問い 合わ せ 
や 、 所 有 者 を 見 つけ よう と する 外国 政府 に よる すべ て の 大 臣 の 問い 合わ せ か ら 完 全 に 保護 され て いる こ 
と に 気付 きま す 。 FI は 、 カ ナダ 政府 が 介入 する こと な く 、Triton シ ステ ム を 掌握 で きる よう に な り ま し 
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邪悪 な 異 言 は 、 正 し いか 間違っ て いる か に か か わら ず 、 お 互い に ロビ ー 活 動 を する こと は 世界 で 最も 古 
い 職 業 の 1 つ で あり 、 そ の すべ て が 特別 な 接触 を 維持 し よう と し て いる と 主張 し て いま す 。 す べ て の 社 


会 的 また は 感傷 的 な 生活 は 、 こ の 活動 に よっ て 特徴 づけ られ ます 。 こ の 活動 は 、 単 純 に 、 ど ちら か 一 方 
が 特定 の 方 向 に 行動 する こと を 目的 と し て 、 個 人 また は グル ー プ 間 の 良好 な 関係 を 維持 する こと か ら 成 
り ま す 。 私 た ちの も の 。 政治 的 に は 、 こ の 同じ 活動 は 、 基 本 的 に 、 特 定 の 利益 の 勝利 を 目的 と し て お り 
、 合 意 に 基づい て 、 ま た は 状況 に 応じ て 、 一 般 的 な 利益 を 損なう こと を 目的 と し て いま す 。 


Savin &Co は 、 お そら く ワ シン トン と 米国 で 最も 評判 の 良い ロビ ー 活 動 会 社 で す 。 ア メリ カ の 反 商 工 会 
議 所 の 関係 の 専門 家 で ある その CEO で ある ボブ ・ サ ビン は 、 長 年 に わた っ て 、 非 常に 多様 な 連絡 先 の 最 
も 印象 的 な ネッ トワ ー ク の 1 つ を 作成 し まし た 。 そ の た め 、 彼 の 会 社 は 、 NASA の 契約 と イス ラ エ ル と 
パレ スチ ナ の 危機 に 対す る 中 絶 の 議論 。 ビ リヤ ー ド に 情熱 を 注ぐ ボブ ・ サ ビン は 、 ロ ビー 活動 の すべ て 
の 戦略 を この ゲー ム に 基づい て いま す 。 


圧力 団体 で ある ロビ ー が 、 プ レー ヤー の 藤 浜 が 代表 する 白光 石井 クラ ブ だ と 想像 し て みて くだ さい 。 こ 
れ は ビリ ヤー ドキ ュー、 ロ ビ イ スト の ボブ サビ ン を 使用 し て いま す 。 藤 浜 選手 が 杖 (ボブ ・ サ ヴィ ン ) 
の 助け を 借り て グリ ー ン カー ペッ ト (政治 チェ ス 盤 ) で 走る 色付き の ボー ル は 、 役 人 、 政 党 、 閣 僚 評 議 
会 、 下 院 議員 、 そ の 他 の 圧力 団体 で あり 、 プ レス 。 白 い ボ ー ル (社会 政治 的 ダイ ナミ ズム ) は 、 そ の 積 
み 重 ね に よっ て ゲー ム の 動き を 決定 し ます 。 プ レー ヤー ( 藤 浜 ) が 杖 (ボブ サビ ン ) を コン トロ ー ル す 
る 能力 と 白 の 軌道 (社会 政治 的 ダイ ナミ クス ) に 応じ て 、 彼 は ポケ ッ ト の 中 で 色付き の ボー ル を 導き ま 
す (到達 する 目標 、 こ こ で 停止 ジェ ー ム ズ ベ イ は 動作 し ます ) 。 ゲ ー ム の 芸術 で は 、 プ レー ヤー が 白い 
ボー ル を 適切 に 方 向 付け る た め に 不可 欠 な 要素 ( 青 ま た は 悪魔 ) を 杖 に 提供 する 必要 が あり ます 。 こ れ 
は 素 積 的 な 影響 の 研究 の 役割 に な り ま す 。 


ボブ ・ サ ビン は 現在 、 藤 浜 か ら 提供 され た 数 十 の 十分 に 封印 され た レポ ー ト を 手 に 持っ て お り 、 ア メリ 
カカ 石炭 協会 、 原 子 力 産業 協会 、 全 米 オ ー デ ュ ボ ン 協 会 、 ノ ー サ ンク ス な どの 事前 に 確立 され た 受信 者 リ 
スト に 送信 する 必要 が あり ます メイ ン 、 バ ー モ ント ヴェ ー ル 、 ク リー ズ 大 評議 会 、 グ リー ン ピ ー ス 、 ワ 


シン トン ポス ト 、 ニ ュー ヨー クタ イム ズ 、 グ ロー ブ & メ ー ル 、 モ ント リオ ー ル プレ ス 、 ロ ンド ン の ヨー 
ロッ パ 人 、 パ リ の 世界 、 さ ら に は ヒン ドゥス タン の 太陽 か ら の グル ー プ ニュ ー デ リー と 他 の 主要 な アジ 
ア の 新聞 。 こ れ で すべ て が 整い まし た 。 ケ ベッ ク と その 王立 企業 で ある ハイ ドロ ・ ケ ベッ ク は 、 民 主 的 
に 選出 され た 州 と 政府 に 対し て これ まで に 行わ れ た 最大 の 司法 ゲリラ 戦争 の 影響 に 苦し むこ と に な っ て 
KN まし た 。 


XXV 
ソビエト 連邦 


人 錠 え 、3 世 代 に わた っ て 自分 た ちの た め に 作っ た 欄 の 中 に 閉じ 込め られ た ソビエト の 熊 は 、 今 や その 足 

を 西 に 伸ばし て いま す 。 最 前 線 の 超大 国 は 、 常 に その 人 口 を 適切 に 養う た め の 解 決 策 を 探し て いま す 。 

ゴル バチ ョ フ の 下 で 何 年 に も わた る ペレ スト ロイ カ の 後 、 数 十 年 の 停滞 に よっ て 強化 され た 政権 は 、 そ 
の 人 口 を 脅かす 角 伴 を 克服 する こと が で きま せん で し た 。 負え と 恥 は 何 百 万 も の ソビエト で す 。 ベ ルリ 
ン の 壁 の 崩壊 と 新しい ドイ ツ の 出現 に より 、 ソ 連 は 年 間 150 倍 ルー ブル 以上 と 推定 され る 貿易 を 失い ま 

し た 。 こ の 衰退 は 国 の 経済 の 悪化 を 強調 し て お り 、 す で に 世界 レベ ル で 最も 重要 な 企業 の 70%%6 が 、 こ れ 
ら の 新しい 市 場 を 獲得 する た め に 商業 戦略 を 再考 し まし た 。 し た が っ て 、 モ スク ワ は 、 推 定 1.500 億 ドル 
の 外国 為替 を 緊急 に 必要 と し て いま す 。 ワ シン トン と ロン ドン は 断固 と し て 拒否 し まし た 。 防衛 の た め 
に 予算 の 18 か ら 259% を まだ 飲み 込ん で いる 政府 を 支援 する こと に 疑問 の 余地 は あり ませ ん 。 し か し 、 覧 
急 事態 が 発生 し 、 国 は 反乱 の 危機 に 賞 し て いま す 。 何 百 も の 農村 地域 が 肉 と バタ ー の 配給 チケ ッ ト に 来 
て いま す 。 し か し 、 モ スク ワ の 上 市 街 で ある アル バー ト で は 、 果 物 や 野菜 が 違法 な 園芸 農業 者 の 棚 で 繁 
栄 し て いま す 。 老朽 化し た シス テム に 対す る 一 般 的 な 反応 : 闇市 場 は 貧し い 人 々 に と っ て は 脱税 は 金 持 
ち に と っ て は 何で ある か 


ロシア 人 が 望ん で いる の は 、 少 し の 自由 と より 良い 生活 条件 で す 。 民 主 主 義 が 彼ら に より 良い 存在 を 与 

える な ら 、 民 主 主義 に 行き まし ょ う 、 と 大 衆 は 答え ます 。 し か し 、 人 々 は 民主 主義 の 要求 と 自由 市 場 経 
済 の 影響 、 結 果 と し て 生じ る 劇 的 な 失業 率 に つい て 何 も 知 り ま せん 。 イ デオ ロ ギ ー 的 に も 経済 的 に も 、 
国 は 混乱 に 陥っ て いま す 。 ま すま す 、 共 和 国 は も は や 彼ら の 期待 を 満た さ な い 中 央 政府 に 反抗 し て いま 
す 。 し た が っ て 、 共 和 国 は 、 外 国 の パー トナ ー の 捜索 を 含め 、 安 全 を 維持 する た め に 独自 の 新しい 道 を 
選択 する 権利 を 主張 し ます 。 


この 主権 者 の 立場 は 、 自 治 共和 国 の ヤク ー ト が 所 属す る ロシア 連邦 の 普通 選挙 に よっ て 選出 され た 大 統 
領 で ある ボリ ス ・ エ リツ ィ ン に よっ て 承認 され て いま す 。 そ の プロ グラ ム は 特に 、 土 地 と 国有 企業 の 民 
営 化 の プロ セス を 加速 し 、 太 平 洋 岸 か ら バ ルト 海 沿岸 、 つ まり ソビエト 領土 の 4 分 の 3 に 広がる この 広大 
な 連邦 に 対す る クレ ムリ ン の 支配 を 締め る こと を 目的 と し て いま す 。 2 億 8900 万 人 の ソビエト 。 ボ リス 
エリ ツィ ン の 選挙 で の 成功 は 、 革 命 の 余波 で レー ニン に よっ て 設立 され た 政治 シス テム 全体 の 崩壊 を 
裏付け て いま す 。 こ の シス テム は 、 覚 えて お くべ き で す が 、 初 期 の 民主 主義 を 、 常 に 人 気 の あ る 意志 に 
取っ て 代わ っ た 党 の 全能 性 に 置き 換え まし た 。 


レー ニン が 就任 し た ば か り の 1918 年 11 月 、 普 通 選挙 に よる 選挙 で 約 4.000 万 人 の 有権者 が 制 吉 議 会 を 選出 
し まし た 。 レー ニン の ボル シェ ビ キ は 、 そ の 支配 的 な 地位 に も か か わら ず 、 投 票 の 249%6 し か 獲得 せ ず 、 
419 議 席 の うち 168 議 席 し か 獲得 し ませ ん で し た 。 そ の 結果 、 ソ ビエ ト 連 邦 で は 、 選 挙 は 常に 、 党 が 投票 
に 提示 し た 唯一 の 候補 者 を 国民 投票 する (99.9%% ま で ) と いう 投票 者 に 対す る 義務 で し た 。 数 十 年 後 、 
共産 党 が 戦っ た 候補 者 で ある エリ ツィ ン に 圧倒 的 に 投票 する こと で 、 ロ シア の 有権者 は この シス テム を 
打ち 砕き 、 今後 、 民 主 主義 と 有権者 の 個人 的 な 選択 が 不可 分 で ある こと を 示し まし た 。 


一 般 的 な 経済 の 衰退 と 民主 的 な 更新 の この 雰囲気 の 中 で 、 日 本 の 交渉 担当 者 は 、 ス タ ノ ヴ ォ イ 山脈 の 採 
掘 権 を ヤク ー ト 自治 共和 国 と 交渉 する こと に 問題 は あり ませ ん で し た 。 こ の ジェ スチ ャ ー は 間違い な く 


、 ソ ビエ トナ ン バ ー ワ ン の ミハイル ・ ゴ ル バ チ ョ フ に 対す る エリ ツィ ン の 立場 を 強化 する こと を 可能 に 
し ます 。 ミ ハイ ル ・ ゴ ル バ チ ョ フ は 、 経 済 改革 と クレ ムリ ン と 共和 国 の それ ぞ れ の 力 に 与え られ る ペー 
ス と 範囲 に 常に 反対 し て きま し た 。 今日 の メッ セー ジ は 明白 で す 、 ロ シア の 労働 者 は 彼ら の 第 二 の 昔 命 
に 着手 し 、 レ ー ニ ン を 二 度 目 に 埋め まし た 。 


XXVI 
ヌナ ビク 


1970 年 代 、 石 油 危 機 に 伴い 、 北 極 圏 の 石油 と 天然 ガス 資源 の 開発 が 始ま り ま し た 。 そ の 後 、 南 部 の 人 々 
の 行動 は 根本 的 に 変化 し ます 。19 世 紀 の ハ ンタ ー、 冒 険 家 、 宜 教師 は 、 鉱 山 労働 者 、 地 質 学 者 、 労 働 者 
に 取っ て 代わ られ まし た 。 北極 圏 の 大 ま か な 拡 大 が 始ま り ま し た 。 石油 掘削 、 鉱 業 、 原 子 力 船 か ら の 放 
射 性 物質 の 排出 に よる 廃棄 物 の 流出 は 、 今 日 、 北 極 圏 の 土地 と 水域 を 脅かし て いま す 。 カ ナダ の 研究 に 
よる と 、 極 北 北極 圏 の 144 頭 の クマ は 、 数 干 キロ 南 に ある DDT や その 他 の 農薬 を 含む いく つか の 有毒 物 
質 で 汚染 され て いま し た 。 周 極 海 は 、 海 に 投棄 され 、 大 西洋 と 太平 洋 の 海流 に よっ て 運ば れる 廃棄 物 に 
よっ て 脅かさ れ て いま す 。 化学 物質 は 、 北 極 圏 の 食物 連鎖 の あら ゆる つなが り 、 特 に 脂肪 や 肉 、 そ し て 
も ちろ ん イヌ イッ ト の 血液 や 母 乱 に 含ま れ て いま す 。 こ の 生態 学 的 犯罪 の 規模 は 、 イ ヌイ ッ ト が 近い 将 
来 、 汚 染 を 避け る た め に 鶏肉 と 牛肉 の 食事 に 切り 替え な けれ ば な ら な いよ うな も の で す 。 イ ヌイ ッ ト は 
8000 年 以上 前 に カナ ダ に 到着 し て 以来 、 ほ と ん ど 食 事 を 変え て いな いた め 、 こ の 新しい 食事 は 真 の 文化 
大 革命 を 意味 し ます 。 


か つて 詩 的 な 北極 圏 は 戦略 的 に な り ま し た 。 こ の 地域 は 、 地 球 上 で 最も 地政 学 的 な 場所 の 1 つ に な っ て 
いる と 言っ て も 過言 で は あり ませ ん 。 惑 星 の 軍 事 超大 国 が 向かい 合う 場所 。 極 和 冠 の 下 に は 、 世 界 の 他 の 


どこ より も 多く の アメ リカ と ソビエト の 実験 潜水 艦 が あり 、 恐 らく 核 弾頭 の 心配 な 集中 が あり ます 。 何 
百 も の 車 用 機 と 商用 線 が 毎日 その 空域 を 飛ん で いま す 。 


この 環境 災害 と 増大 する 軍事 化 と 戦う た め に 、 イ ヌイ ッ ト は 10 年 間 、 ア ラス カ の イヌ ピア ト と ユ ピ ッ ク 
、 シ ベリ ア の イヌ ビア ト 、 カ ナダ の イヌ イッ ト と イヌ イッ ト 、 そ し て 最後 に グリ ー ン ラン ド は 同じ 国 で 
す 。 領土 の 均質 性 と 文化 の 均質 性 は 、 イ ヌイ ッ ト が お そら く ア メリ カイ ン デ ィ ア ン の グル ー プ が 失敗 し 
た 場合 に 成功 し 、 他 の 先住 民 へ の 道 を 開い た こと を 意味 し ます 。 周 極地 域 の 約 105.000 の イヌ イッ ト は 、 
平和 と 安全 、 環 境 、 文 化 、 経 済 に つい て 話す こと に な る と 、 今 彼ら の 声 を 求め て いま す 。 彼ら は 今 、 彼 
ら の 基本 的 権利 を 、 周 極 星 の 法 制度 に よっ て 保証 され た 別個 の 人 々 と し て 見 た いと 思っ て いま す 。 彼ら 
は 、 自 分 た ちの 文化 を 保護 する た め の 前 提 人 条件 と し て 、 自 己 決定 の 権利 を 考慮 し て いま す 。 


XXVII 
ワシ ント ン 、91 年 2 月 10 日 


ボブ ・ サ ビン は 、 ア メリ カ の 首都 の 政治 的 慣習 を 心から 知っ て いま す 。 ワ シン トン に は 全部 で 536 人 の 
政策 立案 者 が いま す 。 大 統領 、100 人 の 上 院 議員 お よび 435 人 の 議会 代表 。 彼 ら の 社会 生活 、 政 治 哲学 、 
それ ぞ れ の 悪徳 と 美徳 は 、 も は や Savin &Co の ディ レク ター に と っ て 秘密 を 保持 し て いま せん 。 次 に 、 

298 の 議会 委員 会 と 小 委 員 会 が あり 、 各 リー ダー は 最も 優れ た メデ ィ ア 報道 を 引き 付け よう と し て いま 
す 。 酸 性 雨 、 中 西部 の 農民 の 破産 、 中 東 で の CIA の 役割 、 貯 蓄 貸 付 ス キャ ンダ ル 、 納 税 者 に 5.000 億 ドル 
の 巨額 の 費用 を か ける 、 ア メリ カ の 銀行 史上 最大 の 詐欺 な どの ホッ ト な トピ ッ ク を 取り 上 げ る こと で 可 
能 に な り ま す 。 誰 も が 自分 の 好き な 目的 を 持っ て いま す 、 誰 も が 自分 の 名 前 で 自分 の 法律 を 望ん で いま 
す 。20,000 人 の 議会 助手 の 軍隊 は 、 そ れ ぞ れ の 上 司 に 彼ら の 大 義 を 守る た め に 必要 な 議論 を 提供 し な け 
れ ば な り ま せん 。 テ ー ブ ル に 加え て 、 国 の 立法 生活 全体 が 麻痺 し て いる こと を 理解 する た め に 、 毎 日 議 


会 の ホー ル を 歩き 回 っ て いる 何 百人 も の ロビ イス ト 。 ボ ブ ・ サ ビン は 、「 国 会 議員 」 が 1 つの 連立 か ら 
別 の 連立 へ と 航海 する こと を 長い 間 知 っ て いま し た が 、 す べ て が 価格 の 問題 で す 。 た と えば 、 上 院 に 選 
出さ れる に は 、 平 均 し て 300 万 ドル を 費やす 必要 が あり ます 。 つ まり 、 任務 の 6 年 間 、 週 に 10.000 ド ル を 
調達 する 必要 が あり ます 。 し た が っ て 、 こ の 資金 調達 レー ス は あら ゆる 種類 の ロビ ー 活 動 の 喜び で あり 
、 ア メリ カ の 首都 の 「 民 主 的 な 」 ゲ ー ム で さら に 混乱 を 引き 起こ し ます 。 彼ら が そこ で 言う よう に 、 議 
会 の 批判 、「 議 会 の バッ シン グ 」 が アメ リカ の マス コミ の 国民 的 スポ ー ツ に な っ た の も 不思議 で は あり 
ませ ん 。 


ー 週 間 も 経た な いう ち に 、 藤 浜 が 開発 し た 戦略 は 、 議 会 の 活動 に 完全 に 浸透 し た 。 も ちろ ん 、 圧 力 団体 
を 代表 する 国会 議員 の 名 前 で 10.000 ド ル の 小切手 と と も に 、 さ ま ざ ま な 累積 影響 ファ イル が 関係 する さ 
ま ざ ま な 協会 に 送信 され まし た 。 こ の よう に 、 マ サチ ュー セッ ツ 州 の 石炭 採掘 国 の 代表 は 、 グ レー ト ホ 
エー ルプ ロジ ェクト が 実施 され た 場合 、 そ の 人 口 の 失業 の 憂慮 すべ き 見 通し に つい て 心配 し て いま す 。 
イリ ノイ 州 の 代表 は 、 ア メリ カ 人 原子 力学 会 に 代わ っ て ハイ ドロ ケベック を 擁護 し ます 。 全 員 が 議会 委員 
会 の 創設 を 強く 求め て いま す 。 


一 方 、 環 境 保護 団体 は 、 発 生 し た 法 的 費用 を カバ ー す る た め に 使用 され る さら に 大 き な 小 切手 を 受け 取 
り ま し た 。 司法 ゲリラ 戦 で 先住 民 グ ルー プ を 支援 する た め の 同 じ 戦 術 。 す ぐに 、 ア メリ カ と カナ ダ の 裁 
判 所 は 、 水 力 発電 プロ ジェ クト に 対す る 驚異 的 な 数 の 差し 止め 命令 と モラ トリ アム の 要求 に 押収 され ま 
じ に だ 。 


オー デュ ボン と シエラ クラ ブ は 、 ニ ュー ヨー ク 州 に 電力 輸出 契約 を 一 時 停止 し 、 公 聴 会 を 開く よう 求め 
た 。 メ イン 州 の ノー サン クス グル ー プ と グリ ー ン バー モン ト 州 は 、「 電 気 高 速 道路 」 に 関す る 公聴 会 を 
呼び か け ま し た 。 こ れ ら の 7 億 5000 万 キロ ワッ ト の 高圧 送電 線 は 、 彼 ら に よる と 、 そ れ ら の 近く に 住む 
人 々 の 高 率 の 白血病 の 原因 と な っ て いま す 。 


日 本 の 影響 報告 書 の 提案 で 、 ク リー 族 評 議会 は 、 土 地 の 不 適切 な 使用 に 対す る 固定 資産 税 と し て 数 百 万 
ドル の 法案 を 政府 に 送っ た 。 以 前 に 署名 され た 条約 に 関し て フェ ー ズ II の 合法 性 に 異議 を 唱え る すべ て 
の 人 に 加え て 、 こ の 税 に 対す る 法 的 な 異議 申し 立て は すぐ に ケベック 州 の 裁判 所 に 提出 され まし た 。 ケ 
ベッ ク 州 と ハイ ドロ ケベック 州 の 法 的 な 論争 は 、 こ の 訴訟 の 害 月 に よっ て すぐ に 埋もれ て し まい まし た 
。 カ ナダ と 米国 の 両方 で の これ ら の 訴訟 と 法 的 課題 に 対応 する た め だ け に 、 ケ ベッ ク 州 は 裁判 の 長 さ の 
た め に 防衛 を 確 保 する た め に 約 1 億 5000 万 ドル を 費やす 必要 が あり ます 。 


その 一 部 と し て 、 ア マゾ ン の 森 の キャ ッ チ フレ ー ズ に うん ざり し て いる 国際 的 な 報道 機関 は 、 ケ ベッ ク 
が な っ た 新しい ブラ ジル 北部 を むさ ぼり 食っ て いま す 。 こ の 1 週間 、 海 外 、 特 に ドイ ツ に ある ケベック 
の すべ て の 外交 官邸 は 、 文 字 通 り 緑 の デ モ 隊 に 襲わ れ 、 保 護 を 確保 する た め に か な り の 追加 費用 が 発生 
し まし た 。 こ れ ら の 予期 せ ぬ 出来 事 を カバ ー す る た め に 、 州 の 予算 に 巨大 な 穴 が 現れ て いま す 。 


XXVIHI 
ヌナ ビク 


1980 年 代 初頭 、6 年 間 の 討論 と 審議 の 後 、 イ ヌイ ッ ト 周 極 会 議 は 、 イ ヌイ ッ ト の 人 々 の 何 世紀 に も わた 

る 経験 の 刻印 が 記さ れ た 文書 を 採択 し まし た 。 そ し て 現代 世界 の 技術 さえ も 適切 で す 。 「 北 極 政策 」 と 
題 さ れ た この 文書 は 、 国 内 政策 の 観点 か ら 、 イ ヌイ ッ ト が 彼ら の 利益 が 危機 に 瀬 し て いる と き に 憲法 上 
の 議論 へ の 完全 な 参加 を 得 よ うと する こと を 明記 し て いる 。 ま た 、 環 境 保護 と 北極 圏 で 実施 され る 科学 
研究 の 基準 の 定義 と 相まって 、 持 続 可 能 な 経済 開発 を 通じ て 教育 か ら 社 会 福祉 に 至る まで の 北部 コミ ュ 
ニテ ィ の 問題 を 扱う 国内 フォ ー ラ ム や 国際 会 議 に も 参加 し て いま す 。 国 際 的 に は 、 北 極 圏 の 政策 は 、 非 


核兵器 地帯 と 国連 の 監督 下 で の 北極 圏 の 滞 進 的 な 非 軍事 化 の 計画 を 提案 し て いま す 。 最 後に 、 北 極 と 南 
極 が 世界 の 生物 圏 の 保護 区 に な り 、 そ の た め 、 北 の 産業 開発 は 制限 的 な 措置 の 対象 と な る こと 。 


1987 年 、 ケ ベッ ク 州 議会 は 、 地 球 上 で 最初 の イヌ イッ ト 地 方 政府 の 創設 と 憲法 を 採択 し まし た 。 現 在 ヌ 
ナビ ク と 呼ば れ て いる この 領土 は 、 北 緯 53 度 線 の 北 に 位置 し 、 カ ティ ヴィ ッ ク イ ヌイ ッ ト 政 権 に よっ て 
管理 され ます 。 こ の 政権 の メン バー は 、 普 通 選挙 に よっ て 民主 的 に 選出 され ます 。 ヌ ナビ ク の 14 の 村 は 
も は や 保護 区 で は な く 、 市 政 省 の 下 に ある 南部 の よう な 市 町 村 で す 。 


198$ 年 、 ス ヌナ ビク の イヌ イッ ト は 、 イ ヌイ ッ ト 周 極 会 議 ひ メン バー の 支援 を 受け て 、NATO 軍 と の 最初 

の 外交 戦闘 で ある ラブ ラド ー ル の グー スベ イ の 戦い を 開始 し まし た 。 NATO と の 義務 の 一 環 と し て 、 カ 

ナダ は 西ドイツ 、 オ ラン ダ 、 イ ギリ ス の 空軍 に 、 低 レベ ル の 戦闘 爆撃 機 の 訓練 飛行 に 、 多 く の 地 域 と 同 
様 の 地形 を 示す グー スベ イ の 地域 を 使用 する こと を 許可 し まし た 。 ソ 連 の 、 潜 在 的 な 敵 。 イ ヌイ ッ ト の 
生活 は 大 きく 混乱 し まし た 。 こ れ ら の 訓練 飛行 は 、 イ ヌイ ッ ト が 要求 する 非 軍 事 化 の 北極 政策 に 反し た 
。 ファ ント ム 4、E-2、F-18、 ト ルネ ー ド は 実際 、 時 速 9880 キ ロメ ー ト ル に 達する 速度 で 地上 30 メ ー ト ル を 
飛行 する こと が よく あり まし た 。 こ の 騒音 と 絶え 間 な い 行 き 来 に 悩ま され 、 カ リブ ー や 他 の ゲー ム は イ 
ヌイ ッ ト の 伝統 的 な 狩猟 場 か ら 逃 げ 出 し まし た 。 信仰 の 従順 に 直面 し て 、 後 者 は 国際 外交 の カー ド を プ 
レイ する こと を 決め まし た 。 国 際 人 権 連 盟 の 使命 の 報告 書 は 、 国 連 の 公民 権 お よび 政治 的 権利 に 関す る 
条約 の 第 2 条 に 基づい て 、「.… い か な る 場合 で も 、 人 々 は 生存 」。 北 極 圏 の 鎮静 化 が 進ん で いま す 。 


XXXIXX 


ワシ ント ン 。91 年 2 月 15 日 


ケベック 州 政府 と その 水力 発電 ダム プロ ジェ クト を 非難 する た め に 法 的 圧力 と 世論 が 動員 され て いる 一 
方 で 、 ボ ブ ・ サ ビン は この 臨 名 の 雇用 主 で ある 藤 浜 に 対す る 彼 の 任務 の 第 2 部 に 終止 符 を 打つ 。 彼 は 先 
住民 族 の カナ ダ 人 の 交渉 方 法 に 関す る 詳細 な 報告 書 を 書き 、 成 功 を 得る た め に 可能 な 限り 最良 の 道 を 提 
示し な けれ ば な り ま せん で し た 。 印象 的 な 一 連 の 法律 お よび 条約 文書 を 読み 、 ク リー と イヌ イッ ト の 交 
渉 哲 学 を 分 析 す る こと は 、 彼 の 最終 報告 書 に 含ま れる 推奨 事項 を 特定 する の に 役立ち まし た 。 


Savym に よれ ば 、 イ ヌイ ッ ト が クリ ー ズ より も 均質 で 構造 化 さ れ た グル ー プ を 形成 し て いる こと は 明らか 
で す 。 正 反対 の 交渉 方 法 が これ か ら 流 れ ま す 。 ア メリ カ の 首都 か ら 見 る と 、 ク リー の 交渉 担当 者 は 、 た 
と え 彼 ら の 要求 が 正当 で ある よう に 見 えて も 、 す で に 賭 名 され た 協定 を 尊重 し た く な いと いう 深刻 な 信 
頼 性 の 問題 を 抱え て いま す 。 ク リー ズ が ビッ グ ホ エー ルプ ロジ ェクト へ の 反対 を 利用 し て 、 他 の イン ド 
の バン ド の 他 の 土地 請求 に 関す る 政府 の 合意 か ら 得 て いる こと は 、 私 た ち に は 明らか な よう で す 。 た だ 
し 、 カ ナダ に は 660 を 超え る アメ リカ 先住 民 の バン ド が あり 、 こ れ ま で に 1.550 を 超え る 領土 紛争 が 登録 
され て いる こと を 知っ て お く 必 要 が あり ます 。 


さら に 、 交 渉 の 席 に いる イン ド の 代表 者 の 数 が 多 す ぎる 、 グ レー ト ホ エ ー ル プロ ジェ クト 外 の 主張 の 数 
が 多 す ぎる と 、 彼 ら は 単に 金銭 的 お よび 領土 的 補償 の 賭け 金 キ を 上げ よう と し て いる 利害 関係 者 に な り ま 
す 。 - 「2 列 の wampum」 交 渉 戦 略 と 呼ば れ ま す 。 ク リー ズ に よる 領土 の 各 後 退 は 、 人 金銭 的 補償 (第 1 ラン 
ク ) を 伴わ な けれ ば な ら ず 、 さ ら に 、 別 の アメ リカ イン ディ アン バン ド を 支持 する 国内 の 他 の 場所 (第 
2 ラン ク ) の 領土 補償 を 伴わ な けれ ば な り ま せん 。 


イヌ イッ ト の 交渉 哲学 は まっ た く 異 な り ま す 。 彼ら に と っ て は 、 す で に 承認 され て いる 協定 に 異議 を 唱 
える こと で は な く 、 イ ヌイ ッ ト の 企業 が 開発 プロ ジェ クト に 参加 し 、 利 益 に 参加 で きる よう に する 新 し 
い 協 定 に 署名 する こと の 問題 で す 。 イ ヌイ ッ ト の 交渉 哲学 全体 は 、 ク リー 戦略 に 従っ て 北部 開発 を 中 止 
する の で は な く 、 北 部 開発 か ら 利益 を 得る さま ざま な か 方法 を 交渉 する こと を 望ん で いる ヌナ ビク コミ ュ 


ニテ ィ の 起業 家 精 神 に 基づい て いま す 。 北 部 の 開発 プロ ジェ クト は 、 イ ヌイ ッ ト の 領土 で 成功 する 可能 
性 が 高く な り ま す 。 た だ し 、 北 部 の 開発 基準 を 尊重 し て いる 場合 は 、Savin 氏 は 結論 付け て いま す 。 


ク リー の 土地 で 数 キキ ロ も 溢 し た グラ ン デ バレ イン プロ ジェ クト と は 異な り 、 ビ アン ビル 湖 の 北岸 に 
ある 藤 浜 プロ ジェ クト は 、 北 緯 5$ 度 線 よ り 上 に ある 鉱山 、 製 造 工場 、 港 湾 施 設 か ら な る 小さ な エリ ア に 
の み 関 係 し ます 。 し た が っ て 、 イ ヌイ ッ ト の 領土 で 。 


XXX 
モン トリ オー ル 、91 年 2 月 17 日 


ヴィ ル マ リ ー 広 場 は 、 大 都市 の 金融 の 中 心地 で す 。20 年 以上 に わた り 、 モ ント リオ ー ル で 最初 の 超 高 層 
ビル の 1 つ で ある この 超 高 層 ビ ル は 、1960 年 代 の ケベック の 起業 家 精 神 の 誇り を 象徴 する も の も あれ ば 
、 カ ナダ 経済 に 対す る 外国 の 支配 の 象徴 で も あり ます 。 こ の 美しい 建物 は 、 ガ ラス の 壁 の 間 に オ フィ ス 
を 設立 し た 企業 の 経済 的 成功 の 象徴 と し て も 支配 され て いま す 。 


16 階 の トリ トン シス テム の 敷地 は 、 こ の 灰色 の 月 曜日 に 、 ジ ャ ー ナ リス ト の パッ ク に よっ て 侵略 され て 
いま す 。 こ の 会 社 の 歴史 上 初め て 、 取 締 役 会 が マス コミ に 公開 され ます 。 ドーナツ と コー ヒー は 、 何 と 
も 言え な い 騒 ぎの 中 で 途方 も な い 速 度 で 循環 し ます 。 記 者 会 見 の 始ま り は 元気 を 落ち 着 か せ た 。 


-「 紳 士 、 女 性 、 沈 黙 を お 願い し ます .………. こ の 記者 会 見 へ よう こそ 。 私 の 名 前 は コン ソー シア ム の 新 社長 
で ある チャ ー ル ズ ・ ハ ウ モ ント で す 。 トリトン ・ シ ステ ム が 最近 スイ ス の 持ち 株 会 社 に 買収 され た こと 
は ご 存 知 で し ょ う 。 し か し 、 会 社 の 財政 状況 を 調査 し た 後 、TritonSysteme の 企業 哲学 を 土木 工学 活動 に 
向け 直す こと を 決定 し まし た 。 こ の 選択 は 、 こ こ に いる 取締 役 会 に よっ て 全会 一 致 で 投票 され 、 受 け 入 


れ ら れ ま し た 。 主 な 目的 今日 の 記者 会 見 で は 、 会 社 の 再編 に つなが っ た 理由 を 説明 し ます 。 ご 想像 の と 
お り 、 ベ ルリ ン の 壁 の 崩壊 と 冷戦 の 終結 は 、 世 界 の 軍事 産業 を 驚か せ 、 カ ナダ は 8 和 隻 の 核 潜水 艦 の 建設 

と 、1300 万 ドル の 単価 で 387 ADATS (防空 / 対 タン クシ ステ ム ) を 供給 する と いう 米国 の 申し 出 の 撤回 
に より 、 私 た ち は 通 信 全 体 を 見 直す こと を 余儀 な くさ れ ま し た 。 新しい 投 資 ニ ッ チ を 見 つけ る た め に 、 

戦略 を 立て 、 分 散 を 加速 し ます 。」 


-「 不 況 で 深刻 な 貧困 状態 に ある 地域 で 数 百人 の 労働 者 が 失業 する 恐れ の ある 還 事 契 約 の 不足 に より 、 
私 た ち は 迅 速 に 行動 する よう に 命じ られ まし た 。 し た が っ て 、 ト リト ン シ ス テム は 軍事 市 場 か ら 撤退 し 
て いま す 。 す で に 、 私 た ちの 参加 を 発表 する こと が で きま す 。 Triton System は 、 イ ンド に Brahmaputra ダ 
ム を 建設 し 、 マ レー シア に Kra Sea Canal を 建設 し ます 。 こ れ ら の 2 つの プロ ジェ クト は 、 今後 10 年 間 の 従 
業 員 の 失業 を 保証 し ます 。 モ ント リオ ー ル は 切実 に 必要 と され て いま す 」。 


-「 質 問 ?」CEO を 冒険 し まし た 。 


-「 は い 、 サ ー ! - ピ エー ル ・ デ ュ ベ ・ デ ・ ラ ・ プ レッ セ - 軍 事 市 場 か ら の 撤退 は 、 政 府 に よる 北極 圏 の 軍 
事 化 プ ログ ラム で 計画 され た 8 億 ドル 以上 の 契約 を 奪い ます 。 それは 本 当 に 良い 決断 で すか ?」 


-「 確 か に 、 プ ログラム の 半分 未満 が 現実 的 で あり 、 私 た ちの 赤字 は その よう な 支出 に 従事 する に は 大 
きす ぎる と 信じ て いま す 。 さ ら に 、 イ ヌイ ッ ト 国 全体 が 北極 圏 の 軍事 化 の 増加 に 反対 し て いま す 。」 


-「 カ ナダ 北極 圏 を 防衛 せ ず に 去る べき か ?」 


-「 北 極 圏 の 防衛 は いつ も 私 を 笑顔 に し ます 。 納 税 者 に 100 億 ドル 近く の 経済 的 不条理 を も た ら す カナ ダ 
の 原子 力 潜水 艦 の 例 を 見 て くだ さい 。 す で に 、 ロ シア 、 ア メリ カ 、 英 語 、 フ ラン ス が 北極 圏 に 遂 延 し て 


いま す 。 カ ナダ の 潜水 艦 が さら に 数 隻 増 える と 混乱 が 増す だ け で す 。 こ れ ら の 潜水 艦 は ロシア の 潜水 艦 
より も は る か に 多く の 社会 プログ ラム を 台無し に する こと を 理解 し て くだ さい 。 む し ろ 、 国 際 外 交 の 経 
験 か ら 、 カ ナダ の 防衛 の 伝統 は これ まで 和解 外交 の 義務 の 対象 で あっ た も の は 、 対 立 の イデ オロ ギー の 
ー 部 で ある も の より も 優れ て いま す 。 大 国 に 、 イ ヌイ ッ ト の 人 々 の 立場 に 従っ て 、 北 極 圏 の 真 に 平和 な 
職業 を 保証 する 手段 を 共同 で 求め る よう に 強制 する もこ と 。 。 ソ ビエ ト と アメ リカ の リカ ン が 隠れ て 遊び 
た い 場 合 は 、 極 地 の 上 限 の 下 で 彼ら が 費用 を 負担 する こと を 求め ます 。 カ ナダ 人 は より 良い も の を 持っ 
て いま す や る こと 。 「」 


-「 軍 事 的 リス ク の 放棄 は 、 不 況 と 失業 を 再開 する 危険 な 前 例 を 設定 し ませ ん か ?」 


-「 そ れ ど ころ か 、 私 は あな た の た め に ここ に カナ ダ と 米国 の 研究 の いく つか の コピ ー を 持っ て いま す 
。 こ れ は 、 民 間 経 済 に 投資 され た 10 億 ご と に 、 軍 事 経済 の 22.000 に 対し て 39.000 の 雇用 が 創出 され る こ 
と を 明確 に 示し て いま す 。 一 日 中 。 ご 清 聴 あり が と う ご ざ いま し た 。 さ よう な ら 。」 


カナ ダ 政 府 の 本 拠 地 で ある オタ ワ に は 、 和 驚き が あり ます 。 国防 省 は 、 そ の 側 で メデ ィ ア 魚雷 全体 を 受け 
取っ た と ころ で す 。 カ ナダ の スタ ッ フ の 緊急 会 議 は 、 軍 の 失望 を 確認 し ます 。 彼 ら に と っ て 、 世 論 は 確 
か に トリ トン シス テム の 再 転換 に よっ て 獲得 され 、 市 民 の この 前 向き な 態度 は 北極 の 軍事 プロ ジェ クト 
の 追求 に お いて の み 政 府 を 揺るが すこ と が で きる こと は 明らか で す 。 


- こ の ニュ ー ス の 結果 を 知る と 、 国 防 相 は 握り こぶ し で 激しく テー ブル を 叩き ます 。-「 彼 は どう や っ て 
この 秘密 の 研究 を 手 に 入れ た の で すか ? た わ ご と 、 も ちろ ん 私 た ち は そ れ を 知っ て いま す が 、 そ れ は 屋 
上 か ら そ れ を 叫ぶ 理由 で は あり ませ ん 。」 


XXX] 


イン ド 、 ニ ュー デリ ー、91 年 2 月 18 日 


地球 の 反対 側 で は 、 ヒ ンド ウゥ スタ ン ・ サ ン の 編集 者 が 書留 郵便 で 、 ブ ラマ プ ト ラ ダム の 建設 、 プ ラス の 
経済 的 利益 、 投 資 家 の 要求 に 関す る 非常 に 詳細 な 影響 レポ ー ト を 受け 取り ます 。 初 め て 、 大 規模 な 金融 
コン ソー シア ム が メガ プロ ジェ クト の 実現 の た め の 政 治 的 条件 を 要求 し まし た 。 ダ ム の 建設 に 数 百 億 下 
ル を 投資 する 前 に 、 国 際 投 資 基 金 は イン ド 政 府 に 下層 カー スト の た め に 創出 され た 雇用 の 359%% を 保証 す 
る よう 要請 し 、 軍 事 予算 を 2 億 ドル 削減 し 、 こ れ ら の 金額 を 教育 に 再 投資 する 必要 が あり ます 。 と 職業 
訓練 。 ヒ ンド ゥ スタン ・ サ ン の 編集 者 は 、 彼 が 人 生 に スク ー プ を 持っ て いる と 確信 し て いま す 。 次 の 夜 
の 版 は 影響 力 が あり ます 。 


イン ド の 権利 の 公式 機関 で ね る ヒン ドゥ スタ ン ・ サ ン は 、 こ れ ら の 容認 で き な い 要求 に 激しく 抗議 し 、 
政府 が 一 般 的 な カー スト 制度 を 改ざん する こと に 同意 し た 場合 、 右 翼 政 党 に 連立 政権 と 内 閣 へ の 支持 か 
ら 撤退 する よう 要請 する 。 


西洋 社会 と は 異な り 、 イ ンド 社会 は 非常 に 階層 的 で あり 、 カ ー ス ト 制 度 に よっ て 社会 的 に 翻訳 され た 「 
純粋 」 と 「 不 純 」 の 間 の 対立 の 概念 に その 源 を 見 出し て いま す 。 「 ダ リッ ト 」 ま た は 抑圧 され た カー ス 
ト は 、 ヒ ンド ゥ ー 教 の 階層 シス テム の 最後 の カー スト で ある 「 ス ドラ 」 カ ー ス ト に 属し て いま す 。「 ス 
ドラ 」 カ ー ス ト 自 体 は 、 行 未 の アン タッ チャ ブル を 含む 12 の サブ カー スト に 分 か れ て いま す 。 下 層 カ ー 
スト は 8 億 3000 万 人 の イン ド 人 の 549%% を 占め て いま す 。 し た が っ て 、4 億 5000 万 人 の 人 間 が 、 自 分 自身 や 
家族 の より 良い 運命 を 期待 する こと な く 、 村 か ら 村 へ 、 そ し て 最も 暗い 悲惨 さ へ と 世代 か ら 世 代 へ と さ 
ま よ っ て いる と 非難 され て いま す 。 子供 達 。 無 知 で 惨め な 彼ら は 、 文 化 的 な 流れ や 社会 の 進化 か ら 遠 ざ 
けら れ 、 同 じ よ うに 、 高 位 カ ー ス ト か ら 来 る あら ゆる 形態 の 搾取 に 届け られ まし た 。 


イン ド は 、 宗 教 、 言 語 、 民 族 、 カ ー ス ト の 数 十 の グル ー ブ が 存在 する 文化 の モザ イク で あり 、 そ の 相互 
作用 に より 、 第 三世 界 の 多く で 未知 の 政治 的 ダイ ナミ クス が 生み 出さ れ て いま す 。 こ の 多様 性 の た め に 
、 創 設 者 た ち は 、 多 民族 社会 内 で の 紛争 の 危険 性 が ある 多様 な 人 々 の 正当 な 願望 を 満た すこ と が で きる 
政府 の 枠組 み (ウェ スト ミン スタ ー モ デル に 基づく 民主 主義 ) と イデ オロ ギー (世俗 的 で 社会 主義 者 ) 
を 賢明 に 選択 し まし た 常に 存在 し ます 。 


イギリス の 植民 地主 義政 権 が この 状況 に いく つか の 変更 を 加え る と いう 希望 が し ば らく の 間 あ り ま し た 
が 、 そ う で は あり ませ ん で し た 。 政府 が カー スト 制度 を 廃止 し 、 社 会 統合 を 奨励 し た の は 、1947 年 と イ 
ンド の 独立 まで で し た 。 今 日 、 タ ブー と 無知 の 壁 を 越え る こと に 成功 し た 人 々 は 、「 ダ リッ ト 」 が 彼ら 
の 場所 を 見 つけ る 新しい 社会 を 創造 する た め の 激 し い 社 会 的 お よび イデ オロ ギー 的 闘争 を 解き 放ち まし 
た 。 彼ら は 「 ダ リッ ト パ ン サー ズ 」 と 呼ば れ て いま す 藤 浜 が その 目標 を 達成 すれ ば 、「 ダ リッ ト パ ン サ 
ー ズ 」 は 社会 的 平等 に 向け て 大 き な 飛 躍 を 遂げ ます 。 イ ンド の 権利 は それ を 買う 余裕 が あり ませ ん 。 


対照 的 に 、 ハ サ ニ サ スロ タ は 新しい イン ド の 中 産 階級 を よく 表し て いま す 。 国 立 水 研究 所 の 研究 者 で あ 
る 彼 は 、 東 京 会 議 に ブラ マブ プ ト ラ ブ プロ ジェ クト を 提案 し た まさ に その 人 で す 。 イ ンド 北部 に 電力 を 供給 
する ダム の 素晴らし い 場 所 。 ブ プロ ジェ クト : ヒマ ラ ヤ の ブラ マブ トラ の 源流 近く の 山 の 高い と ころ に あ 
る サン ボボ ポ 川 を 往 回 させ 、 ネ パー ル の 山塊 を 通る 巨大 な トン ネル を 掘り 、 巨 大 な 無人 の 自然 の 峡谷 の 端 に 
ダム を 建設 し ます 。 保証 さ れ た 3 億 キロ ワッ ト の エネ ルギー 出力 は 、 数 百 の 工場 を 運営 し 、 デ リー と カ 
ルカ ッ タ を 照ら し 、 数 百 エ ー カ ー の 乾燥 し た 北部 の 土地 を 港 洲 する の に 十分 で す 。 歴 史上 最も 深刻 な 金 
融 危 機 を 経験 し て いる イン ド は 、 ア ジア で 最も 工業 化 の 速度 が 遅い 。 厳 格 な 管理 で 長い 間 有 名 な イン ド 
は 、1980 年 代 に 商業 銀行 か ら 多 数 の 融資 を 受け まし た 。 そ れ 以 来 、 イ ンド は 多額 の 債務 を 抱え る 国々 の 
中 で その 地位 を 占め て お り 、 そ の 信用 格付 け は 一 部 の 人 金融 市 場 で 格下 げ さ れ て いま す 。 前 回 の 国勢 調査 
の 最初 の 結果 は 、 教 育 と プラ イマ リ ケ ア に お ける 後進 性 、 大 き な 所 得 格差 の 存在 、 人 口 動態 政策 の 失敗 


、 そ し て 女性 の 進歩 を 浮き 彫り に し て いる 。 こ の 状況 は 、 エ リー ト の 繁殖 と 支配 的 な カー スト の 優勢 に 
有利 に 働き ます 。 


彼 の プロ ジェ クト が この 外国 の コン ソー シア ム に よっ て 選ば れ た こと を 知る と 、 プ ライ ド と 混ざり 合っ 
た 計り 知れ な い 喜 び が 彼 を 捕らえ ます 。 彼 の 国 の 発展 を 長い 間 妨 げ て きた 風土 病 と 世俗 的 な 悲惨 の サイ 
クル は 終わ り ま し た 。 何 千年 も の 間 何 百 万 も の 人 々 を 角 え させ て きた 後期 また は 完全 に 存在 し な い モ ン 
スー ン の 苦悩 は な く な り ま し た 。 社 会 の は し ご を 下る 必然 的 な 降下 は 終わ り ま し た 。HasaniSatrota は 歓 
喜 し て いま す 。 は い 、 彼 は これ ら の パイ ロン が 大 都市 の 中 心 部 で 電気 を 輸送 し て いる の を 見 る こと が で 
きま す が 、 何 より も 、 彼 は 水 、 こ の 保持 され 、 制 御 さ れ た 水 が 一 年 中 土地 を 港 洲 し て いる の を 見 ます 。 
地球 を 肥やす 水 、 そ こ か ら 湧 き 出る 要素 に 対す る 人 間 の 勝利 は 、 巣 を 作り な が ら 、 昆 虫 、 カ エル 、 鳥 の 
鳴き 声 の 行列 を も た ら す 緑 豊か な 植生 を 四方 八方 に も た らし ます 。 木 の て っ ぺん 。 何 二 ヘ クタ ー ル も の 
不毛 の 畑 が 、 ま る で 魔法 の よう に 、 最 も 美しい 縁 の ダウ ン で 覆 わ れ て いま す 。 今日 は ハ サ ニ を 喜ば せる 
日 で す 。 夢 と 現実 が つい に 出会っ た 。 さ っ そく 、 偉 大 な バ ガ ヴ ァ ン に 敬意 を 表し て 「 プ ー ジ ャ 」 を 祝う 
た め に バラ モン を 見 つけ に 行き まし ょ う 。 


XXXIl 
モン トリ オー ル 、 ケ ベッ ク 、91 年 3 月 6 日 


一 般 的 に 、 ジャー ナリ スト は Hydro-Quebec の 過失 を 捕まえ る の に 苦労 し て いま す 。 エ ンジ ニア 、 エ コノ 
ミス ト 、 環 境 保護 主義 者 の 軍隊 が 通常 答え を 持っ て いま す 。 ハ イド ロ ・ ケ ベッ ク の スペ シャ リス ト は 、 
この 1 週間 、 巧 み に 編成 され た プレ スキ ャ ン ペ ー ン に 必死 に 反応 し よう と し て 髪 を 引き 裂 い て きま し た 
。 有 藤 浜 の 累積 的 影響 報告 は 、 ケ ベッ ク 州 政府 の 閣僚 会 議 全 体 が 動揺 する ほど の 豊富 な 情報 、 統 計 、 お よ 
び 警 戒 すべ き 経 済 予測 を 提供 し ます 。 ニ ュー ス は どこ か ら で も 来 て いま す 。 


プレ ス の フロ ント ペー ジ 。 「 ビ ッ グ ホエー ル 、150 億 の イン フレ ジャ ンプ 」。 ジャー ナリ スト の ペン か 
ら 、 す べ て が 行き ます : 技術 研究 の 費用 、 弁 護 士 費用 、 金 利 。「 よ り 安 い 原 子 力 」 は 翌日 、 新 聞 Le 
Devoirr が 付け 加え ます 。 こ れ は 、 機 密 報告 の 信念 の 下 で 、 原 子 力 の コス ト は 今後 数 年 間 で し か 減少 で き 
な い が 、 ジ ェ ー ム ズ ベ イ の コス ト は 決し て 減少 し な いと 断言 し て いま す 。 十分 に 言う と 、 増 や すこ と し 
か で きま せん 。JournaldeMontreal-IOOP に よる 調査 で は 、 フ ェ ー ズ II の 天文 学 的 な コス ト に 関す る ケ ベ ッ 
ク 人 の 懸念 が 高まっ て いる こと が 確認 され て いま す 。 


狂人 の よう に 、 ハ イド ロ ・ ケ ベッ ク の 広報 担当 者 は 、 こ の 種 の ジャ ー ナ リズ ム の 復讐 を 食い 止め る た め 
に 、 矛 盾 し た 報告 と 研究 で 各 記 事 を 反撃 し ます 。 彼ら は 、 生 産 性 と 労働 力 の 合理 化 に 向け た 一 連 の 是正 
作業 を 発表 し まし た が 、 何 の 役 に も 立ち ませ ん 。 今回 新聞 LeSoleil が 発表 し た 新しい 調査 に よる と 、 グ 
ラン デバ レイ ン の 完成 後 、 州 内 の 各 ハ イド ロケ ベ コ ワ の 債務 は 7.000 ドル か ら 22.000 ド ル に 減少 する こと 
が 確認 され て いま す 。 こ の メデ ィ ア ゲリラ 戦は 、 支 流 の 1 つ で ヒラ ヒラ する 世界 で 唯一 の 200 の 淡水 アザ 
ラン の 人 口 の ニュ ー ケ ベッ ク の イヌ イッ ト に よる 報告 の TVA ネ ットワーク の テレ ビニ ュー ス 放 送 で ピー 
ク に 達する で し ょ う 。 グ ラン デバ レイ ン 川 の 。 


翌日 、 死 の 鐘 が 鳴り ます 。New York Times は 、「Bank's Boycot forSaveSeal」 の 見 出し を 付け て いま す 。 

オー デュ ボン は 、 ジ ェ ー ム ズ 湾 の 開発 に 関連 すか る アメ リカ の 銀行 と 金融 機関 の ボイコット に 他 な ら な い 
こと を 求め て いま す 。 何 千 人 も の アメ リカ 人 救済 者 の 圧力 だ けが 、 こ の 悲劇 か ら 、 こ の 生態 学 的 虐 殺 か 
ら こ れ ら の 封印 を 救う こと が で きる で し ょ う 。 「 ペ ッ ト 」 と 呼ば れる すべ て の も の に 対す る アメ リカ 人 
の 情熱 を 知っ て いる と き 、 私 た ち は オ ー デ ュ ボ ン の 打撃 が 致命 的 で ある こと を 理解 し て いま す 。 チ ェ ー 
スマ ン ハ ッ タ ン 銀 行 は 直ちに 資金 調達 か ら の 撤退 を 発表 し まし た 。Standart &Poor の す ぐに 格下 げ さ れ た 
Hydro-Quebec の Aa3 信 用 格付 け 。 本 当 の 金融 嵐 が ケベック を 襲っ て いま す 。 こ の ブラ ッ ク フ ライ デー で 

は 、 ケ ベッ ク 州 議会 の 雰囲気 は 硫黄 で す 。 辞任 ! 、 辞 任 ! 、 公 式 野党 は その 言葉 ビ だけ を 口 に し て いま す 


。 議 会 の 議長 は 、 選 出さ れ た 国民 の 代表 の 不協和音 の 無秩序 の 前 で 、 議 会 の 討論 を 次 の 月 曜日 に 延期 し 
ます 。 


XXXI1l 
ボス トン 、 土 曜日 の 午前 6 時 。91 年 3 月 7 日 


モン トリ オー ル の ドー バル 空港 の 滑走 路 か ら 、 そ の 名 前 を あま り よ く 身 に つけ た こと の な い 挑 戦 者 で あ 
る 政府 の 飛行 機 が 離陸 し ます 。Bourassa 首 相 、 彼 の 財務 大 臣 、Hydro-Quebec の 大 統領 に 搭乗 。 ボ スト ン 
に 到着 する と 、3 人 の 男性 は ファ ー ス ト ボ スト ン 銀 行 の 色 の リム ジン に 突入 し ます 。 時 の 始ま り 以 来 、 

ケベック と その 王立 企業 の 利益 は 、 フ ァ ー ス ト ボ スト ン 銀 行 の 「 リ ー ド マネ ー ジ ャ ー」 で ある ディ ッ ク 
マー シャ ル が 率い る 投資 銀行 の グル ー プ に よっ て 米国 で 代表 され て きま し た 。。 メ リル リン チ 、 ソ ロモ 
ン ブ ラ ザー ズ 、 ブ ルデン シャ ルイ ン シ ュ アラ ンス 、 ム ー デ ィ ー ズ の 代表 者 は 、 要 する に 、 他 の カナ ダ の 
金融 機関 より も ケベック 州 の 予算 に 重き を 置い て いる 男性 の レー ス に 出席 し て いま す 。 ア メリ カ の 主要 
な 投資 家 が ケベック に 支払 う 小 切手 に 署名 する と 、 彼 ら は それ ら を ディ ッ ク ・ マ ー シ ャ ル に 渡し ます 。 
半分 「 本 気 」 で 半分 アド バイ ザー の ディ ッ ク ・ マ ー シ ャ ル は 、 ケ ベッ ク の 経済 、 予 算 、 政 治 家 、 そ し て 
彼ら の 舞台 裏 の ゲー ム が 今 で も 秘密 を 守っ て いる 数 少な い ヤ ン キ ー ス の 1 人 で す 。 


ファ ー ス ト ボ スト ン 銀 行 の 大 き な 会 議 室 に 到着 する と 、 全 員 が ビ ピンク の 大 理 石 の テー ブル の 周り に 座っ 
て いま す 。 昼食 は すでに そこ で 出さ れ て お り 、 コ ー ヒ ー は 蒸し て いる 。 


-「 あ な た は 良い 旅行 を し まし た 」 と マー シャ ル は 雰囲気 を 和らげ る た め に 首相 に 尋ね ます 。 


Bourassa が 防御 し て いる と き 、 彼 は 攻撃 し ます 。-「 す ば らし い 、 さ て 、 問 題 の 核心 に 取り 掛か ろう 。 金 
の 卵 を 産む お ガチョウ が も う 産 まな いと 言わ れる た め に ここ に 来 な か っ た と いい の で す が 」。 


-「 私 の 親愛 な る 友人 の 話 を 聞い て マー シャ ル に 答え て くだ さい 。 あ な た は 現在 、 マ スコ ミ か ら の 、 環 
境 運動 か ら の 協調 的 な 反対 に 直面 し て いま す 。 あ な た は 28 の 法 的 手続 き に 関与 し て いま す 。 議 会 は あな 
た に 対し て 動員 され 、 ボ イコ ッ ト の 面 威 が 私 た ち を 攻撃 し て いま す 。 ジ ェ ー ム ズ ベ イ の フェ ー ズ II と フ 
ェ ー ズ II に 資金 を 提供 する こと は 現在 不可 能 で ある こと が 理解 で きま す 。470 億 ドル は リス ク が 高 す ぎ ま 
す 。 お そら く 、 ほ こり が 落ち 着く 3 年 後に は 」。 


-「3 年 後 ! 」Hydro-Quebecc の CEO で ある Pepin は 次 の よう に 述べ て いま す 。 「 手 遅れ で す 。 ケ ベッ ク が 現 
在 米国 に 電力 を 輸出 で きる の は 、 か な り の 余剰 が ある か ら で す 。 し か し 、 今 後 20 年 間 で 、 ケ ベッ ク の 国 
内 電力 需要 は 生産 され る エネ ルギー の レベ ル 、 し た が っ て それ 以上 の 余剰 は あり ませ ん 。20 年 以内 に 、 
この よう な 契約 輸出 を 提供 で きる よう に な る こと を 当然 の こと と 思っ て は な り ま せん 。 


-「 ビ ッ グ ホエー ルプ ロジ ェクト 」 は 、 財 務 大 臣 が 続け た 。「 プ ロジ ェクト が 実行 可能 で な く な っ た 場 
合 、 ダ ム の 建設 に は $ 年 、 輸 出 に よる ロー ン の 返済 に は 1$ 年 し か あり ませ ん 。 "。 


-「 私 は マー シャ ル が 言っ た こと を 知っ て いま す 、 私 た ち は 人 解決 策 を 見 つけ る た め に ここ に いま す 。 あ 
な た は ヨー ロッ パ の 金融 市 場 に つい て 考え まし た か ?」 


-「 首 相 が 怒っ て いる ヨー ロッ パ 人 に つい て 話し まし ょ う 。 欧州 議 会 は ケベック 州 政 府 が その 言葉 に 違 
反し た と 非難 し 、 ア メリ カイ ン デ ィ ア ン の 主張 を 認め 、 言 葉 を 失い ます 。 彼ら は 私 た ちの ヨー ロッ パ の 
友人 を 磨き ます 。 悲惨 な 経済 的 影響 。 悲 し いこ と に 、 地 球 上 で 最も 寛容 な 人 々 の 1 人 で ある ケベック 州 
は 、 こ の 和 驚く べき 決議 の 代償 を 払う リス ク を 負っ て いま す 。 し た が っ て 、 ケ ベッ ク 州 は 、 先 住民 の 権利 


の 認識 に 関し て 、 他 の どの 政府 に 対し て も か な り の 長 さ を 持っ て いま す 。 、 ブ ラッ サ を 訴え る た め に 、 
毛皮 の 捕獲 に 対す る 制裁 の 最も 熱心 な 推進 者 で あっ た アメ リディア ン の 防衛 に す ぐに 来る の は 、 こ の 同 
じ ヨ ー ロ ッ パ 議会 で す 。 ス トラ ス ブ ー ル の これ ら の 高貴 な 精神 は 、 こ れ ら の 同じ アメ リディア ン が 重要 
な も の を 奪わ れ て いる こと を 知っ て いま すか ? 収 入 源 、 彼 ら の 偉大 な 措置 の 犠牲 者 の 最前 線 で (を 計算 し 
まし た 。 こ れ ら の 代理 人 が これ ら の レゾ を 採用 する の に 十分 な タル ト で あっ た 場合 軸 か さ が 本 当 の 財政 
カカ が ある ロン ドン 、 パ リ 、 ベ ルリ ン に 勝て な いこ と を 私 た ち に 保証 する こと が で きる lutions。 


-「 記 録 を 立て る こと が で きま す 」 と メリ ルリ ンチ の 代表 は 尋ね ます 。 「」 


- 「 事 実 を 正 し な さい ! 焦っ て ブラ ッ サ を 叫ぶ 。 ど ん な 事実 ? 彼ら は 彼ら 自身 の ネオ ナチ の 厩舎 の 掃除 
の 世話 を する ほう が よい だ ろう と ドイ ツ 人 に 言い な さい 。 北 アフ リカ 人 は 嫌 な 次 元 に 達し た 。 南 アメ リ 
カ の イン ディ アン の 4 分 の 3 以上 を 信じ られ な い ほ どの 残忍 さ で 虐殺 し た スペ イン 人 、 オ ラン ダ の 奴隷 、 
わずか 半 世 紀 前 に 、 最 も 貧し いも の の 1 つ で ある 毒ガス で まれ な 勇気 で 攻撃 し た イタ リア 人 アフ リカ の 
国々 、 世 界 の ほぼ 半分 を 奴隷 に し て 搾取 し た イギリス 人 、 そ し て デン マー ク の 善良 な 社会 民主 党員 で さ 
え 、 彼 ら が グリ ー ン ラン ド で 何 を し て いる の か を 私 た ち に 説明 で きる か も し れ ま せん 。 こ の イン ド 人 が 
2 世紀 以上 暗殺 され た と いう 高貴 で 誇り 高い イン ド 人 の ロマ ンチ ッ ク な イメ ー ジ を 信じ 続け る ヨー ロッ 
パ バ の 後方 意見 を 理解 する た め の 時 間 と お 人 金 前 に ヨー ロッ パ 人 自身 に よっ て 。 私 は これ ら の 人 々 か ら 人 道徳 
的 な 教訓 を 教え られ る こと を 許す こと を 拒否 し ます 。 


-「 私 た ち は 日 本 人 に 会 い に 行き ます 、 と ハイ ドロ ・ ケ ベッ ク の 社長 は ブラ ッ サ に 息 を の お 時間 を 与え 
る た め に 言い ます 。」 


-「 あ る 条件 で は 、 財 務 大 臣 を 追加 し ます 。 月 曜日 の 朝 、 株 式 市 場 の 開場 時 に 何 が 起こ っ て も 、 あ な た 
が すでに 保有 し て いる 何 十 億 も の 債券 を 放棄 する こと に 疑問 の 余地 は あり ませ ん 。 ムーディ ー ズ は 、 ス 


タン ダー ト & プ アー ズ の 双 子 の 姉妹 と は 異な り 、 ケ ベッ ク の Aa3 格 付け を 維持 し ます 。 私 た ちの 側 で は 
、 ハ イド ロ も ケベック 財務 省 も ニュ ー ヨ ー ク 市 場 を テス ト し ませ ん 。 こ れ が 唯一 の 方 法 で す 。 


-「Aa3 の 評価 を 維持 し た ら 、 東 京 に 向かい ます か ?」 

-「 正 解 で す 。 月 曜日 か ら 、 日 本 の 金融 業者 は 東京 の ケベック オフ ィ ス を 通じ て 、 必 要 な すべ て の 文書 
を 受け 取り ます 。 ハ イド ロ ・ ケ ベッ ク の 財務 プロ ファ イル 、 ジ ェ ー ム ズ 湾 の 目論見 書 、 お よび 27 ペ ー ジ 
と 15 の 付録 の 契約 書 自体 の コピ ー で す 。 す で に フェ ー ズ 1 に 署名 し て いる の で 、 安 心 で きる は ず で す 」。 
-「 マ ー シ ャ ル は よく 言っ た 、 会 議 を 終わ ら せ る こと が で きる 」。 


-「 ち ょ っ と 待っ て くだ さい ! マー シャ ル は 大 蔵 大 臣 に 言い まし た 。 月 曜日 に ウォ ー ル 街 で 、 あ な た は 
あな た の 債券 を 売る つも り で すか ?」 


-「 月 曜日 の 朝 、 株 式 市 場 が 開か れる 午前 9 時 30 分 に 私 の 答え が 返っ て きま す 」 と 、 機 会 が あれ ば いつ で 
も 大 喜び し た マー シャ ル は 、 本 物 の 人 全員 に 見 せる た め に 冷静 に 言っ た 。 ケ ベッ ク の 財務 上 司 。 


XXXIll 
イン ド 、 ニ ュー デリ ー、91 年 3 月 7 日 土曜 日 午後 3 時 30 分 
イン ド 共 和 国 の 首都 で ある 7 つの 都市 の 都市 で も る ニュ ー デ リー は 、 日 陰 で 摂氏 40 度 の 沸騰 する 雰囲気 


の 中 に 住ん で いま す 。 そ の 600 万 人 の 住民 の 活動 は 妨げ られ て いな いよ う で す 。 い つも の よう に 、 タ ク 
シー、 人 力 車 、 オ ー ト バイ 、 車 が 街 の 中 心 で や る コン ノー ト サ ー カ ス に 押し 寄せ ます 。 タ ー バ ン の 商人 


、 ス ー ツ を 着 た 高官 は 、 近 隣 の 村 か ら の 物 有 を いや 農民 の 群衆 に 会 いま す 。 国 会 議事 堂 内 の 主要 な 交差 点 
の 1 つ で は 、 支 配 的 な カー スト か ら の 約 100 人 の 学生 が 公道 を 占め て いま す 。 彼ら は 集まっ た ジャ ー ナ リ 
スト に 、 政 府 が 彼ら に 対し て 「 不 当 」 で ある と みな す 下 層 カ ー ス ト を 支持 する 政策 を 放棄 し な い 限 り 、 
彼ら の 運動 を 続け る と 説明 し て いる 。 ブ ラマ プ ト ラ ダム は 危険 な 前 例 を 作る だ ろう と 彼ら は 言う 。 数 分 
で 、 右 側 の さま ざま な 政党 を 表す 数 十 の バナ ー で 大 勢 の 人 が 集まり まし た 。「 ダ リッ ト ・ パ ン サ ー ズ 」 
に よっ て 組織 され た 反対 デモ の 突然 の 到着 は 、 す で に デモ 参加 者 の 間 で あちこち で いく つか の 衝突 を 引 
き 起こ し て いま す 。 現場 に 呼ば れ た 、 棒 と 催涙 ガス の キャ ニス ター で 武装 し た 警察 は 、 デ モ 隊 を 解散 さ 
せる た め に この 人 間 の 海 を 通り 抜け よう と し ます 。 群衆 か ら 約 50 ヤ ー ド の と ころ に 突然 炎 の 柱 が 立ち 上 
が る 。 叫び声 の セッ ショ ン が 止ま り 、 す べ て の 頭 が 向き を 変え 、 誰 か が 「 学 生 が 火 を つけ て いる 」 と 叩 
び ま す 。 彼 の 仲間 は 、 道 路 の 交差 点 の 真ん中 に 建て られ た 大 き な テ ント に 向かっ て 急い で いま す 。 彼ら 
は 布 の 破片 を は が し 、 炎 の 柱 に 向かっ て 走り 、 そ れ を 囲み 、 火 を 窒息 させ ます 。 彼ら は 学生 の 体 を 拾い 
上 げ 、 近 くに ある 唯一 ひ プ レス カー の 後部 座席 に 彼 を 置き ます 。 ヒ ステ リー の 危機 に 賞 し て 、 学 生 は 彼 
の 席 か ら 運 転 手 を 引き 抜き ます 。 そ の うち の 1 人 は ハン ドル を 握り 、 重 度 の 火傷 の 治療 を 専門 と する 
Safdarjang の 病院 に 向かっ て 高速 で 出発 し ます 。 生 と 死 の 間 で 休ん で 、 彼 の 状態 は 重大 で す 。 下 層 カ ー 
スト の リハ ビリ に 反対 する 、 ヒ ンズ ー 教 徒 の 権利 の 他 の 15 人 の 共感 者 は 、 週 末 に この ジェ スチ ャ ー を 模 
條 し ます 。 


XXXIV 
ニュ ー ヨ ー ク 、1991 年 3 月 9 日 月 曜日 、 午 前 9 時 30 分 
ウォ ー ル スト リー ト ジ ャ ー ナ ル の 朝刊 で は 、「 世 界 で 4 番目 に 大 き な 借 り 手 で ある Hydro-Quebec」 とい 


う 見 出し が 付け られ て いま す 。 ケ ベッ ク 経 済 の 旗艦 の 未来 が 危機 に 河 し て いま す 。 債券 市 場 の 開放 に 伴 
い 、 少 数 の 小 規模 な 機関 投資 家 、 小 規模 な 年 金 基金 、 ま た は 小 規模 な 保険 会 社 が 、Hydro-Quebec と 


Quebec の 株 式 を 取り 下げ 、 彼 ら は 手 を 焼く と 信じ て いま す 。 こ の 流通 市 場 は 一 般 的 に Hydro-Quebec に ほ 
と ん ど 影 響 を 与え ませ ん が 、 ウ ォ ー ル スト リー ト ジ ャ ー ナ ル の 記事 は 投資 家 の 信頼 を 損ない ます 。 小 規 
模 保有 者 は 、 債 券 を 売却 する こと で 、Hydro-Quebec の 債務 の 市 場 価値 を 押し 下げ て いま す 。 大型 キ ャ リ 
ア は 心配 で す が 動 か な い 。 


正午 に 、 ク レイ ジー な 噂 が ブロ ー カ ー を 襲っ た 。 反対 派 か ら の 圧力 を 受け て 、 ブ ラッ サ は 辞任 する だ ろ 
う 。15 分 で 50 億 ドル の 債券 が 売却 され 、Hydro-Quebec は 最低 で あり 、 予 測 不可 能 で 甚大 な 下落 で す 。 タ 
イト ル の スタ ン ピ ー ド を 知ら され て 、 首 相 は ジャ ン ボ ジェ ッ ト を 安心 させ る た め に すぐ に ディ ッ ク マ ー 
シャ ル に 電話 を か け ま す 、 し か し 損害 は され ます 。 政府 に よっ て 保証 され て いる ハイ ドロ ・ ケ ベッ ク 債 
の 価値 、 そ れ は 災害 で あり 、 ケ ベッ ク は その 歴史 の 中 で 最悪 の 経済 危機 の 1 つ に 沈ん で いま す 。 


1 時 間 後 、 ド ラマ 。30 億 の 放棄 され た 債券 は 、1 人 の 買い 手 に よっ て 買い 戻さ れ 、 す ぐに 債券 の 価格 が 安 
定 し ます 。 破産 は か ろう じ て 回 避 さ れ 、 投 資 家 の 信頼 が 回 復 し ます 。Hydro-Quebec 株 は 、 通 常 の レベ ル 
で セッ ショ ン を 終了 し まし た 。 国 際 投 資 フ ァ ン ド は 株 式 市 場 で か な り の 偉業 を 達成 し た ば か り で す が 、 
何より も 、Hydro-Quebec 自 体 の 中 で 有利 な 位置 に あり ます 。 デ ィ ッ ク ・ マ ー シ ャ ル は 、 ケ ベッ ク 州 法人 
の 決定 に 発言 権 を 持つ 白光 石井 クラ ブ の 系 列 に よっ て 、 財 務 責 任 者 と し て の 地位 か ら 追 放さ れ た ば か り 
で す 。Bourassa 政 府 は 、 そ の 存続 を 彼 に 負っ て いま す 。 


XXXV 
ニュ ー デ リー、91 年 3 月 9 日 月 曜日 午後 6 時 


週末 は イン ド 政 府 に と っ て 嵐 で し た 。 支配 的 な カー スト か ら の 何 百人 も の デモ 参加 者 が 、 特 権 の 喪失 に 
抗議 する た め に 街頭 に 出 ま し た 。 支配 的 な カー スト は 最大 数 十 万 人 を 動員 し 、 し ば し ば 武装 し て いた 。 


イン ド 政 府 が 議会 の 仕事 を 再開 する 月 曜日 の 午後 か ら 、 権 利 は 、 与 党 連 立 の 少数 政府 で ある ジャ ナタ ・ 
ダル の 党 が 、 伝 統 的 な 価値 を 損なう 現代 技術 の 大 規模 な 移植 に よっ て 国 を 西欧 化し た いと 非難 し て いる 
。。 連立 政権 へ の 支持 を 撤回 する こと で 、 与 党 は 賛成 票 を 投じ 、 辞 任 し 、 選 挙 プ ロ セ ス を 開始 する 。 藤 
浜 が 切望 し て いる 未来 を 決め る の は 、 今 や イン ド の 人 々 次 第 で す 。 


XXXVI1 
モン トリ オー ル 、3 月 9 日 月 曜日 、91、 午 後 8 時 


東京 マイ ニン グ の 自家 用 機 が ミラ ベル 国際 空港 に 着陸 し ます 。 そ の 日 の 出来 事 に 圧倒 され た チャ ー ル ズ 
・ ハ ウ モ ント は 、 任 命 に 忠実 で す 。 


-「 あ な た は 私 に 会 う よ う に 頼ん だ 」 と ハウ モン ト は 言っ た 


-「 そ う で す 、 あ な た は 今 何 が 起こ っ て いる の か 不思議 に 思っ て いる に 違い あり ませ ん 、 未 来 主義 者 は 
皮肉 を 込め て 答え まし た 。 私 は あな た に 驚き の 訪問 を 支払 う の に ふさ わし いと 思い まし た 。 


空港 を 出 た ハウ モン ト は 、 彼 ら を 知ら ず に 、 現 代 日 本 で 最も 影響 カカ の ある 3 人 の 男性 が モン トリ オー ル 
の ヒル トン イン ター ナシ ョ ナル を 担当 し た こと を 知り ませ ん で し た 。 


XX 失 V]I 


ワシ ント ン 、3 月 9 日 月 曜日 、91、 午 後 9 時 


ロビ イス ト の 芸術 は 、 本 質 的 に 彼 が 表現 し な けれ ば な ら な い フ ァイル の 十分 な 知識 に 基づい て いま す 。 

し か し 、 ボ ブ ・ サ ビン は 、 彼 が 「 世 界 の 八 隅 」 に 配布 し た 累積 的 な 影響 の 研究 を 決し て 認識 し ませ ん で 
し た 。 並外れ た 分 析 感 覚 を 持っ た 彼 は 、 政 治 や 株 式 市 場 の 活動 を 追跡 する こと で 、 匿 名 の クラ イア ント 
が ハイ ドロ ・ ケ ベッ ク の 信用 を 失墜 させ 、 価 格 が 下落 し た こと を すぐ に 理解 し まし た 。 義 務 。 彼 は また 
、 こ の 情報 が いつ の 日 か 彼 に 、 将 来 の クラ イア ント の た め に 米国 国務 省 か らい くつ か の 恩恵 を も た ら す 
こと を 十分 に 知っ て いま す 。 こ れ が 政治 の 仕組 み で あり 、 あ る サー ビス が 別 の サー ビス を 引き 付け ます 


oO 


ボブ ・ サ ビン は 受話 器 を 手 に 取り 、 国 務 省 の 連絡 先 に 直接 アク セス で きる よう に コー ド 化 され た 番号 を 
ダイ ヤル し ます 。 


-「 こ ん に ち は ス ティ ー ブ ! いつ も 仕事 中 、 私 は それ を 知っ て いま し た 」。 

-「 こ ん に ち は ボ ブ ! どう し た の ?」 

- 「 興 味 の あ る こと を 少し 発見 し た 印象 が あり ます 」。 

-「 い つも 話し て いる 、 聞 いて いる 」 

-「 今 日 の 午後 、 ニ ュー ヨー ク で 金融 グル ー プ が 30 億 の ハイ ドロ ・ ケ ベッ ク 債 を 買い 戻し まし た 。 一 方 
、 地 球 の 反対 側 で は 、 イ ンド 政府 が 辞任 し て いま す 。 こ れ ら 2 つの 出来 事 の 間 に は 関連 性 が ある こと を 


私 は 知っ て いま す 、 私 は で きま す 現 時 点 で は 誰が 、 な ぜ か は わか り ま せん が 、 リ ンク が ある こと は 知っ 
て いま す 」。 


-「 そ し て 、 な ぜ あ な た は そん な に 確信 し て いる の で すか ?」 
-「 こ の リン ク は 私 だ か ら 」。 


-「 ス ティ ー ブ ・ ド レイ トン が 言っ た の に 興味 が あり ます 。 だ か ら 、 最 初 か ら 始 め て 、 私 は あな た の 言 
うこ と に 耳 を 傾け ます 。」 


-「1 か 月 が 経ち ま を し た 。 オ フィ ス で 小包 を 受け 取り まし た 。 書類 が 入っ た 箱 は 、 事 前 に 宛名 を 記入 し た 
封筒 に すべ て 慎重 に 封印 され て いま す 。 特定 の 順序 と スケ ジュ ー ル に 従っ て 配布 し た 封筒 。 ロ ビー グル 
ー プ 、 運 動 環境 保護 団体 、 メ ン バ ー 議 会 、 専 門 家 協 会 、 企 業 、 主 要 な 日 刊 紙 、 さ ら に は ネイ ティ ブ ア メ 
リカ ン の バン ド - 要 する に 、 封 筒 。 す べ て 、 郵 便 配達 員 を 演じ る た め に 50.000 ド ル か ら 30.000 ド ル の 個人 
小包 が 添付 され て いま す 。 2 週間 後 、 ケ ベッ ク 政 府 は 、 グ ラン デバ レイ ン の 開発 に 反対 し て 組織 され た 
史上 最も 美しい 司法 ゲリラ の 1 つ に 直面 し ます 。 ハ イド ロケ ベッ ク は 、 ニ ュー ヨー ク 証券 取 引 所 の 大 惨 

事 を 緩和 し 、 し た が っ て 、 ス イス で 登録 され た 国際 投資 基金 は 、 カ ナダ 最大 の 軍隊 で ある TritonSystem 

を 以前 に 買収 し た の と 同じ グル ー プ 金融 機関 で ある 銀行 免除 の 対象 と な り ま し た 。 オ ング ロマ リッ ト は 
現在 、 民 間 人 に 改宗 し て いま す 。 そ の 後 、TritonSysteme は 、 マ レー シア の KraCanal プ ロジ ェクト と イン 

ド の Brahmaputra ダ ム へ の 参加 を 発表 し まし た 。 そ れ で も クラ イア ント の 指示 に 従っ て 、 ニ ュー デリ ー の 
Hindustan SunJournal に ドキ ュ メ ント を 送信 し ます 。 新聞 は 、 イ ンド の 軍事 予算 の 2 億 ドル の 削減 を 含む 
、 ダ ム 建 設 の 要求 を 発表 し て いま す 。 権利 は パニ ッ ク に 陥り 、 政 府 は 辞任 し 、 選 挙 は まもなく 行わ れ ま 
す 。 す べ て が 適合 し ます が 、 理 由 と 目的 は わか り ま せん 。 「」 


-「 よ く や っ た ボブ 、 彼 は 見 事 に 言っ た 。 こ こ で は 何 も 見 た こと が な い 。 で も 、 ク ライ アン ト が 自分 で 
送っ た は ず の 封筒 を 送る の に 、 な ぜ 高 額 を 払う の か ?」 


-「 こ れ も 私 を ブロ ッ ク し た 場所 で す 。 何 時 間 も の 間 、 な ぜ だ ろう と 思っ た の で す が 、 突 然 、 す べ て が 
理解 で きま し た 。 し か し 、 明 ら か に 私 の クラ イア ント は 彼 の トラ ン ザ クシ ョ ン を 「 配 線 」 し た いと 思っ 
で UN まし だ た だ 。 
-「 そ し て 、 そ の クラ イア ント は そう な る だ ろう か ?」 ド レイ トン に 尋ね る 。 
-「 ス ティ ー ブ を 聞い て くだ さい 、 こ れ は 単なる 推測 で す が 、 投 資 さ れ た 巨額 、 採 用 され た 戦術 、 そ し 
て それ ら の 明らか な 非 論 理性 に よる と 、 リ ンク が ある の で 非常 に 明白 だ と 私 は 言い ます 、 こ れ は すべ て 
この 操作 全体 が 国際 投資 ファ ンド の 背後 に 隠さ れ た 日 本 の 系 列 」。 
-「 あ な た は そう 思う 」 と ドレ イト ン は 戸惑っ た 。 
ー 「 き っ と 、 ズ テ ディー ラブ 。 」 

XXXVIll 
モン トリ オー ル 、91 年 3 月 10 日 火曜 日 午前 10 時 


現在 チャ ー ル ズ ・ ハ ウ モ ント が 率い る コン ソー シア ム の 大 き な 会 議 室 で 、 チ ャ ー ル ズ ・ ハ ウ モ ント は 東 
京 鉱業 の 最高 経営 責任 者 、 東 京 銀行 の 社長 、 日 本 エネ ルギー 経済 研究 所 の 所 長 に 会 っ た 。 


一 言 も 言わ ず に 、 い つも の 挨拶 の 後 、 ト リト ン ・ シ ステ ム の 社長 は ゲス ト の 顔 を 注意 深く 精査 し ます 。 
朋 浜 は 沈 庄 を 破る 


-「 こ こ で は あな た の 完全 な 裁量 が 必要 で す 。 リ ー ク と それ は 惨事 で す 。 私 た ち は 今 、 非 常に 大 き な プ 
レー を し て いま す 」 o 


-「 こ の 会 話 は 秘密 の まま で ある と 約束 し ます 」。 


Nihisma は すぐ に 話し ます 。-「 ま あま あ で す 。 正直 に 言い まし ょ う 。 私 た ち は 、 世 界 の エネ ルギー 消費 
を 混乱 させ る 発見 を し た と 信じ て いま す 。 こ の 激変 が うま く 計 画 さ れ て お ら ず 、 適 切 に 構成 され て いな 
けれ ば 、 災 害 に な り ま す 。」 こ の 発見 を 所 有する た め に お 互い を 引き 裂く 」。 


Charles Haumont は 、1 時 間 以 上 に わた っ て 、 新 し い 金 属 の 特性 と その 高い 超 伝導 の 可能 性 に つい て 
Nihisma が 学ん だ 説明 に 忠実 に 耳 を 傾け ます 。 次 に 、 酒 井本 氏 は 、 環 境 上 の メリ ッ ト を 忘れ ず に 、 液 体 
水素 の 製造 と 変換 セル に 関連 する 慕 大 な エネ ルギー の メリ ッ ト に つい て 説明 し ます 。 東京 銀 行 の 社長 は 
、 モ ント リオ ー ル と ケベック 州 の 前 例 の な い 経 済 ブ ー ム を 忘れ る こと な く 、 製 品 の マー ケティング に 関 
連 す る 素晴らし い 経 済 的 利益 を 提供 し まし た 。 最 後に 、 藤 浜 は グレ ー ト ホエー ルプ ロジ ェクト を 阻止 す 
る 彼 の 計画 を 説明 する こと に よっ て この 長い プレ ゼン テー ショ ン を 終了 し ます 。 藤 浜 が 終わ っ た と き 、 
トリ トン シス テム の 社長 は 長い 間 考 えま し た 。 


-「 し か し 、 な ぜ 、 こ の 貴金属 は 以前 に ラッ クビ アン ビル で 発見 され な か っ た の で すか ?」 


-「 ビ アン ビル 湖 の 金属 自体 は 、 他 の 物質 と 接触 する と 導電 性 が 高く な る こと を 除い て 、 そ れ 自 体 に は 
価値 が あり ませ ん 」 と 東京 鉱業 の CEO は 説明 し ます 。 


-「 そ し て 、 あ な た が 肝 っ て いる 名 前 の この 他 の 物質 が 見 つか り ま し た か ?」 


-「 ソ 連 で は 、 ニ ヒス マ の 中 踏 の 前 で 藤 浜 が 言っ て お り 、 私 た ち は 鉱 業 権 を 所 有 し て いま す 」。 


-「 な る ほど .…… で は 、 イ ン デ ィ ー ズ に つい て 話し まし ょ う 。 こ れ と どの よう な 関係 が ある の で し ょ うか 」 


O 


-「 イ ンド は 私 た ちの テス ト ベ ッ ド で す 。 私 た ち は 、 第 三世 界 の 国 が ブラ マブ プ ト ラ ダム の よう な 印象 的 
な 経済 発展 の 見 返り に 重大 な 犠牲 を 払う 準備 が で き て いる か どう か を 検証 し た いと 思い ます 。 こ れ ら の 
国 の 液体 水素 」。 


- "あな た は 私 の こと が わか り ま すね る? る " 
-「 よ く な い 、 い や 」。 
辛抱 強く 藤 浜 は ブ プレ ゼン テー ショ ン を 再開 する 。 


-「 ベ ペル シャ 湾 危 機 以来 、 開 発 途上 国 へ の 援助 は 劇 的 に 減少 し まし た 。 開発 途上 国 の 収入 は 1981 年 より 
も 低く 、 石 油 価 格 か ら の 増加 を 追加 する と 、 こ れ ら の 国々 は さら に 限界 に 達し 、 経 済 は 完全 に ば ら ば ら 
に な り ま す 。 、 サ ービス 、 教 育 、 健 康 の 欠如 に よっ て 深刻 な 影響 を 受け た 人 的 資源 。 こ の 危機 に 直面 し 
て 、 私 た ち は も は や 単なる 観客 で あり 続け る こと は で きま せん 。 ロ シア 人 、 ア メリ カ 人 、 フ ラン ス 人 、 
イギリス 人 、 中 国人 が 売却 に 取り 組ん で いま す 軍 事 兵 器 に つい て は 、 危 機 後 の 期 間 に 取 り 組 むこ と を 決 
定 し まし た 。 代 わり に 、 個 人 の 起業 家 精 神 を 促進 し て 、 軍 事 費 に 没頭 し て いる 国 を 犠牲 に する こと で 、 
西側 の 戦略 全体 を 再考 し ます 。 軍事 支出 、 そ の 逆 が 起こ っ て いま す 、 私 た ち は 600 億 ドル 以上 に 達する 
支出 に つい て 話し て いる 。 私 た ち は こ の エス カレ ーション を 打破 し な けれ ば な ら な い 。 私 た ち は こ の 3 
番目 の 問題 に 気づい た ld 市場 は 非常 に 集中 し て いま す 。 ア ン ゴ ラ 、 キ ュー バ 、 エ ジ プ ト 、 エ チオ ピア 、 


イン ド 、 イ ラク 、 イ ラン 、 リ ビア 、 サ ウジ アラ ビア 、 シ リア 、 ベ トナ ム の 合計 12 か 国 が 、 過 去 10 年 間 に 
武器 輸出 の ほぼ 3 分 の 2 を 獲得 し て いま す 。90 年 代 に は 、 地 域 の 軍事 力 と し て の 役割 を 強化 し た いと いう 
多く の 開発 途上 国 の 願望 に よっ て 、 武 器 貿 易 が 復活 する で し ょ う 。 む し ろ 、 地 域 経 済 大 国 に し た い 」 と 


語っ た 。 
-「 あ な た は まだ チャ ー ル ズ を フォ ロー し て いま すか ?」 


-「 間 題 あ り ま せん 。 国 が 高 水準 の 経済 的 相互 依存 に 達する ほど 、 武 力 紛 争 に 突入 する の が 難し く な る 
と 私 に 言わ せよ うと し て いま す 」。 


-「 そ う で す 。 そ の た め に は 、 戦後 の ヨー ロッ パ で の ニュ ー デ ィ ー ル と マー シャ ルプ ラン で アメ リカ 人 
が 国内 で 行っ た こと を 世界 規模 で 再現 する 必要 が あり ます 。 準備 は で き て いま す 。 こ れ ら の 国 を 除い て 
、10 億 円 の 投資 が あり ます 。 イ ンド は 世界 最大 の 武器 輸入 国 に な り 、 今 後 も 大 量 に 購入 し 続け る で し ょ 
う 。 私 た ち は 、 カ ー ス ト 制 度 を 廃止 する こと に より 、 非 軍事 化し 、 人 権 憲章 を 施行 する こと を 条件 に 、 
イン ド を より 豊か に し ます 。 こ れ は 、 国 民 が 次 の 選挙 で 決定 し な けれ ば な ら な いこ と で す 。 イ ンド は 、 
民主 主義 、 人 権 、 非 軍事 化 、 開 発 の 4 つの D の 例 で ある 、 他 の 債務 国 の 模範 と な る 目標 で す 。」 


- 「 非 軍事 化 が 経済 成長 を 意味 する と 確信 し て いま すか ?」 


-「 あ な た は 歴史 を 忘れ 、194$ 年 に 連合 軍 が 私 た ち に 決し て 再 武装 させ な か っ た こと を 忘れ ます 。 私 た 
ちと ドイ ツ は 40 年 で 2 つの 大 き な 経 済 大 国 に な り ま し た 。 こ の 例 は あな た に 合っ て いま す 」。 


-「 ホ ー モ ント の 笑顔 を 完璧 に 言っ た が 、 発 見 が 発表 され た と き 、 ロ シア 人 と アメ リカ 人 は 決し て あな 
た を 操縦 させ な い だ ろ う 。 彼ら は あな た を 止め る た め に あら ゆる こと を する だ ろう か ?」 


-「 こ れ は まさ に 私 た ち が 彼 ら に 望ん で いる こと で あり 、 彼 ら の 古い 軸 権 反射 に 悩ま され る た めで す 。 

お そら くす ぐに 国務 省 か ら 質 問 さ れる の で 、 私 た ちの 戦略 を 彼ら に 説明 する 必要 が あり ます 。 し か し 今 
の と ころ 、 ケ ベッ ク に 戻り まし ょ う 。 来週 の 木曜 日 に 、 首 相 、 ハ イド ロ ・ ケ ベッ ク の 大 統領 、 そ し て ケ 
ベッ ク の 金融 機関 全体 に 迎え て も ら う よう に 依頼 し ます 。 その後 、 こ の 文書 を 彼ら に 提示 し ます 。 「」 


-「 こ ん な に 短い 時 間 で 会 議 に 出席 する よう に どう や っ て 説得 し ます か ?」 


-「50 億 の ハイ ドロ ・ ケ ベッ ク 債 が 危機 に 瀬 し て いる こと を 彼ら に 伝え て くだ さい 。 そ れ は あな た へ の 
すべ て の 扉 を 素早 く 開 く の に 十分 な は ず で す 」。 


XXXIX 
モン トリ オー ル 91 年 3 月 12 日 木曜 日 


Caisse de depot et place、 SocietegeneraledeFinancement、Mouvement Desjardins は 、 若 い ケ ベッ ク の 金融 エリ 
ー ト が 長年 に わた っ て 最善 を 尽く し て きた こと を 多く の 人 に 表し て いま す 。 企 業 の 主要 な 経済 的 決定 、 
買収 、 合 併 は 、 い ずれ か の 合意 な し に 行わ れる こと は ほとん ど あ り ま せん 。 ど ん な 主要 な ビジ ネス マン 
も 遅かれ 早かれ これ ら の 経済 的 な 偉人 に 対処 し な けれ ば な ら な いで し ょ う 。 それら の 間 で 、 彼 ら は 数 百 
の ケベック 、 カ ナダ お よび 外国 の 会 社 に 投資 され た 数 百 億 の 資産 を 所 有 し て お り 、 し ば し ば これ ら の 主 
要 な 株 式 を 保有 し て いま す 。 彼ら は 、 彼 ら が 適切 と 考え る よう に 、 彼 ら が 代表 を 置く 取締 役 会 の 構成 を 
形 作 り 、 ベ イス トリ ー ト で オン タリ オ 州 の 競争 相手 を 興奮 させ て きた あら ゆる 犠牲 を 払っ て ナシ ョ ナリ 
スト 政策 を 長い 間 実 践 し て きま し た 。 


ケベック 政府 の 共謀 に より 、 彼 ら は レジ ー・ デ ・ レ ン テ ス や 年 金 制度 な どの 印象 的 な 基金 を 管理 し 、 政 
府 の 融資 に 対す る 英国 の 金融 組合 の 管理 と 独占 に 終止 符 を 打っ た 。 最 も 高い 成長 を 示し て いる カナ ダ の 
S0 社 の うち 、509%% は 、 カ ナダ の 25% 未 満 を 占め る 人 口 の ケベック 州 出身 で す 。 こ れ ら 3 つの 大 き な 財 務 
の 戦略 は 明確 で す 。 外 国 の 買収 に 対抗 する た め に 大 規模 な ケベック コン ソー シア ム の 設立 を 促進 し 、 ケ 
ベッ ク の 特定 の 企業 を 団結 させ て 海外 市 場 に 参入 する こと が 不可 欠 で ある と 考え て いま す 。 一 方 、 国 際 
的 に は 、 日 本 の 系 列 と 比較 し て 、 国 際 金 融 の 世界 的 舞台 で ハエ の よう に 団結 し て いる 。 


今週 の 木曜 日 に は 、 全 員 が 出席 し 、 現 在 、 ハ イド ロ ・ ケ ベッ ク 本 社 の 大 き な 会 議 室 に 首相 と 財務 大 臣 の 
周り に 集まっ て いま し た 。 目 に 見 えて 緊 張 し て いる チャ ー ル ズ ・ ハ ウ モ ント は 、 彼 が 激しく そし て 速く 
打 た な けれ ば な ら な いこ と を 知っ て いま す 。 そ れ 以 上 の 前 文 な し で 、 チ ャ ー ル ズ ・ ハ ウ モ ント が 発言 権 
を 握り ます 。 


-「 ご 存 知 の よう に 、 私 は ここ で メイ ン 州 の 会 社 に 0 億 の 債券 を 保有 する 投資 持株 会 社 を 代表 し て いま 

す 。 皆さん は ご 存 知 で す が 、 私 た ちの 介入 が な けれ ば 、 非 常に 深刻 な 事態 が 続く こと も 知っ て いま す 。 

私 は 今日 ここ に あな た を 集め まし た 。 ま ず 、 私 た ちの 意図 に つい て あな た を 安心 させ 、 次 に 未来 に つい 
て 、 大 文字 の 「A」 で 未来 に つい て 話し ます 。 私 が 今 あ な た に 手渡 し て いる この 文書 で は 、 あ な た は 次 
の 30 年 を カバ ー す る 巨大 な 投資 計画 を 持っ て いま す 。 あ な た は それ を 分 析 し て 私 た ち に あな た の 答え を 
与え る た め に 4 日 が あり ます 。」 


-「 首 相 は 、 迅 速 な 決定 に 慣れ て いな いた め 、4 日 間 は ほとん ど 言 われ て いま せん 」。 
-「 ド キュ メン ト を 読む と 、 そ れ が 何で ある か が す ぐに わか り ま す 。 今 の と ころ 、 明 ら か な セキ ュ リ テ 


ィ 上 の 理由 か ら ド キュ メン ト で 指定 され て いな いこ と を 説明 し まし ょ う 。1 か 月 以内 に 、 投 資 グ ルー プ 
が ハウ モン ト 氏 は 、 ポ ケッ ト か ら 小 石 を 取り 除く こと で 、 エ ネル ギー の 世界 に 革命 を 起こ す プ ロ セ ス を 


発表 し まし た 。 こ の 材料 は 、 エ ネル ギー の 生産 を 混乱 させ る で し ょ う 。 首相 、 ハ イド ロケ ベッ ク の エン 
ジニ ア が すべ て を 説明 し ます 。 知 っ て お くべ き 重 要 な こと は 、 液 体 水 素 を エネ ルギー 源 に 変換 で きる よ 
うに な っ た こと で す 。 ド キュ メン ト で 分 析 さ れ た 息 を の む よ う な 経済 的 メリ ッ ト こ の 新しい 材料 の 成分 
の 1 つ は 、 イ ヌイ ッ ト 地 域 の ラッ クビ エン ビル に あり ます 。 未来 の グラ ン デ バレ イン 流域 の 中 心 に あり 
ます 。 私 た ち だ けが 材料 を 生産 で き 、 あ な た だ けが 私 た ち に 不可 欠 な コン ポー ネン ト の 1 つ を 提供 で き 
ます 。 あ な た は グレ ー ト ホエー ルプ ロジ ェクト を 止め な けれ ば な り ま せん 。 そ の 見 返り に 、 私 た ち は 投 
資 を 形成 し て いま す 。 国 際 投 資 フ ァ ン ド 、 ケ ベッ ク 州 投資 信託 銀行 、 ソ シン エ テ ジ ェ ネ ラル デフ ァ イ ナ ン 
ス 、 ハ イド ロケ ベッ ク 、 デ ジャ ル ダ ン グル ー プ が 関与 する コン ソー シア ム 。 私 た ちの グル ー プ は 、 水 素 
プロ ジェ クト の 実現 に 2.500 億 ドル を 投資 する こと で 、35% の 株 式 を 保有 し 、 世 界 の エネ ルギー の 首都 で 
ある モン トリ オー ル を 作り ます 。 


-「 誰 が プロ ジェ クト を 管理 し ます か ?」 興 味 の ある 首相 に 尋ね る 。 


-「 こ こ モ ント リオ ー ル に 設立 され た 会 社 で 、 私 が 新 社長 に 就任 し た TritonSysteme。 数 千 人 の 雇用 が 創出 
され 、 モ ント リオ ー ル の 東部 は 貧困 か ら 抜 け 出し ます 。 必要 な 金額 、 約 2.300 億 ドル が すべ て 投入 され ま 
す 。 北米 で 最も 重要 な 金融 機関 の 1 つと な る MouvementDesjardins へ の 信頼 、 ボ ン バ ル ディ ア 、 ユ ニ ゲ ス 
コ 、 ノ ベル コ 、 ソ コナ フ は 、 国 際 舞 台 の 中 心 に 位置 し ます 。 大学 、 ポ リ テ ク ニッ ク 、 高 等 ビジ ネス 研究 
は 、 民 間 の 研究 契約 に よっ て 多額 の 助成 を 受け て 、 必 要 な スキ ル を 提供 する た め に 全速 力 で 運営 され ま 
す 。 こ れ は ユニ ー ク な 冒険 で す 。 。」 


-「Hydro-Quebec の 役割 は どう な り ま すか ?」 社 長 に 聞く 


-「 私 た ち は あ な た の 北欧 の 専門 知識 を 頼り に し て いま す 。 こ れ は 世界 で も 珍し いこ と で す 。 永久 凍土 
層 、 本 物 の 北欧 の テク ノボ ポー ル 、 鉱 物 港 に 鉱山 村 を 建設 する 必要 が あり ます 。 弁 護 士 が 訴訟 に つい て 交 


渉 し ます 。 著名 する 必要 が あり ます 。 文書 に 含ま れ て いる 推奨 事項 に 従っ て muit と 合意 し 、 人 金銭 的 補償 
を 交渉 し 、 何 より も 、 パ ー ト ナー と し て 開発 に 関与 する 必要 が あり ます 。 発 見 が 発表 され る 1 か 月 前 に 
、 こ れ で すべ て で す 。 紳士 、 良 い 読 書 ! 」 


ハウ モン ト を 去る こと に よっ て 、 こ の よう に 彼 が ちょ うど 悪魔 の 印象 を 与え た こと を 知っ た 。 彼 が 彼ら 
に 仕え た ば か り だ っ た の は か な り の 電気 ショ ッ ク で し た 。 出席 し た メン バー は 後に 、2300 億 の 数 字 を 聞 
いた 首相 が ズボン を 濡らし た と 言う で し ょ う .…… お そら く 喜 ん で 。 


XXXX 
イン ド 、 ニ ュー デリ ー、91 年 4 月 28 日 


イン ド は 過剰 の 国 で す 。 そ こ に ある も の は すべ て か な り の 割合 を 占め て いま す 。9 億 5000 万 人 の 人 口 は 
月 に 100 万 人 の 割合 で 増加 し て いま す 。 人類 の 6 分 の 1 は イン ド に 住ん で いま す 。 実行 (Do) 言語 や 方 言 
の 数 百人 の zens は 、 一 般 的 に そこ に 話さ れ て いま す 。 そ こ に は いく つか の 宗教 が 共存 し て お り 、 何 千 も 
の 寺院 が 建て られ て いま す 。 イ ンド は 、 私 た ち が 例 外 な くす べ て の 動物 を 愛し て いる 世界 で 唯一 の 国 で 
す 。 四 、 シ ラミ 、 ナ ン キ ン ム ン に 捧げ られ た 、 す べ て 大 理 石 の 寺院 の 建設 が 完了 し まし た 。 そ の 費用 : 
100 万 ドル ギ 。 人口 に よっ て 完全 に サブ スク ライ ブ さ れ た 合計 。 西洋 入 に と っ て この 完全 に 当惑 する 雰 
囲 気 の 中 で 、 イ ンド の 選挙 運動 は 実に 非 現実 的 で あり 、 ボ ン ベ イ 、 カ ルカ ッ タ 、 ま た は ニュ ー デ リー の 
大 都市 を 歩き 回 る 何 千 も の カラ フル な デモ 、 旗 や 動物 の 行列 に よっ て 中 断 さ れ ま す 。 


ここ で 、 彼 ら の 特権 へ の この 侵入 に 立ち 向かう の は 、 市 役所 の 従業 員 と 支配 的 な カー スト の 役人 で す 。 
そこ に は 、 出 て 行き た いと 願う 何 千 人 も の 人 々 が 置き 去り に され まし た 。 壮 大 な 会 議 に は 数 十 万 人 の 聴 
衆 が 集まり 、 反 対 デ モ 隊 が 介入 し 、 戦 い が 勃 発し 、 群 衆 を 解散 させ る た め に 警察 に よっ て 発砲 され ます 


。 分 散 し た デモ 隊 は さら に 遠く に 集まり 、 す べ て が 再び 始ま り 、 負 傷 者 と 死者 が 出 ま す 。 女 性 は ひっ く 
り 返 っ た 路面 電車 の 死骸 の 上 で 歌い 、 踊 り ま す 。 西洋 に 身 を 包ん だ ヒン ズー 教徒 が 任務 に 就く 。 首 都 の 
給水 さえ 抗議 者 に よっ て 遮断 され て 、 輸 送 は 中 断 さ れ ま す 。 過 去 数 日 間 、 い くつ か の 町 が 夜間 外出 禁止 
令 と 軍 の 管理 下 に 置か れ ま し た 。 選挙 運動 の 終わ り に 、 死 者 数 は 数 万 人 に 達する で し ょ う 。 


それ で も 、 こ の 明らか な 無 牧 序 に も か か わら ず 、 国 の 寺院 や モス ク で は 、 さ ま ざ ま な 政党 の 政治 的 メッ 
セー ジ が 聞か れ 、 分 析 さ れ 、 冷 静 に 分 析 さ れ て いる で し ょ う 。 こ れ ら の 選挙 は 、 イ ンド だ け で な く 世 界 
に と っ て も 重要 で す 。 私 た ちの 小さ な 青い 惑星 に お ける イン ド の 人 口 統計 学 的 な 重み を 考え る と 、6 人 
に 1 人 が イン ド 人 で あり 、 こ れ ら の 9 億 5000 万 人 が まもなく 10 億 人 を 超え る と 考え る と 、 イ ンド の 選挙 熱 
が 最初 に 悪 塞 を も た ら す 可能 性 が ある こと が わか り ま す ア ジア の 残り の 部 分 に そし て 次 に 人 類 の 残り の 
部 分 に 。 毎 年 、 イ ンド に は 1.700 万 の 新しい 口 が あり ます 。 こ れ ら の 新生 児 が 成長 する に つれ て 、 国 に は 
177.000 の 新しい 学校 、33 万 の 新しい 教師 、250 万 の 新しい 家 が 必要 に な り ま す 。 現状 で は 、 イ ンド に は 
現在 、 こ の 手ごわい 課題 に 立ち 向かう た め に 必要 な も の が あり ませ ん 。 イ ンド は 世界 で 10 番 目 の 産業 生 
産 国 で あり 、 米 国 と ソ連 に 次 ぐ 技 術 労働 力 の プー ル が あり 、 そ れ に も か か わら ず 、 イ ンド 人 の 3 分 の 1 か 
ら 2 分 の 1 が 国 の 貧困 ライ ン の 下 に 住ん で いま す 。 世界 で 最も 低い - だ か ら 、 来 る 大 惨事 を 簡単 に 想像 す 
る こと が で きま す 。 


4 月 28 日 、 左 国民 戦線 連立 党 は 圧倒 的 多数 で 圧倒 的 な 勝利 を 収め 、 今 後 は 世界 最大 の 民主 主義 の 運命 を 
リー ド す る こと に な り ま す 。「 ダ リッ ト パ ン サー ズ 」 は 、 高 給 の 仕事 を 尊重 し 、 尊 重 する 権利 を 持ち ま 
す 。 軍事 予 算 は 削減 され ます 。 ブ ラマ プ ト ラ の ダム の 建設 は よ う や く 始 まる こと が で きま す 。2 番 目 の 
緑 の 革 命 が 進行 中 で す 。 日 本 の 未来 派 の 予測 に よる と 、 確 実 な 港 浅 源 の お か げ で 、 穀 物 と 米 の 収量 は 急 
速 に 2096 増 加 し ます 。 発 電 さ れ た 電力 は 産業 の 発展 を 後押し し 、 賃 金 は 上 昇 し 、 日 本 は そこ で 製品 を 販 
売 で きる よう に な り ま す 。 


XXXX] 
欧州 経済 共同 体 。91 年 4 月 30 日 


人 口 3 億 2000 万 人 の 12 の ヨー ロッ パ は 世界 最大 の 市 場 で あり 、2 億 6500 万 人 の カナ ダ と アメ リカ の 軸 と 1 
億 2000 万 人 の 日 本 が それ に 続き ます 。 旧 国 に は 、 文 化 や 科学 的 伝統 だ け で な く 、 経 済 の ダイ ナミ ズム も 
あり ます 。 彼ら の 共通 の 目標 は 、 古 い 歴 史 、 経 済 力 、 不 平等 な 規模 の 12 か 国 を 、 ア メリ カ 合 衆 国 に 似 た 
も の に 変え る こと で す 。 両社 は 、 ア メリ カ 人 、 特 に 日 本 の 有名 な 系 列 と 競争 で きる 巨大 な グル ー プ を 作 
る こと に より 、 す べ て の 税関 、 行 政 、 規 制 の 障壁 か ら 解放 され た 3 億 2000 万 人 の 消費 者 の 国内 市 場 を 共 
有 し た いと 考え て いま す 。 


残念 な が ら 、 夢 は 現実 か ら か け 離 れ て いま す 。 ヨ ー ロ ッ パ は まだ 大 部 分 が バベル の 塔 で あり 、 各 国 は 多 
か れ 少 な か れ 目 に 見 える 国境 の 後ろ に 避難 し て いま す 。 確か に 、 も は や 慣習 は あり ませ ん が 、 各 州 は 、 
その 規制 また は 技術 基準 を 通じ て 、 外 国 の 競争 を 排除 する 基準 を 課 そ うと する 産業 グル ー プ や 他 の 強力 
な アク ティ ブロ ビー の 利益 の た め に 国内 市 場 を 巧み に 擁護 し て いま す が 、 も っ と あり ます 。 再 統一 され 
た ドイ ツ の 力 を 取り 戻し た こと で 、 多 く の 人 が 新しい ゲル マン 番 権 の 誕生 を 恐れ る よう に な り ま し た 


O 


第 三世 界 の 経済 力 で ある FRG は 、 財 務 記 録 を 蓄積 し 続け て いま す 。 こ の 経済 的 ダイ ナミ ズム は 、「 コ ン 
ツェ ルン 」 シ ステ ム の 基礎 を 形成 する 強力 な 産業 お よび 技術 基 毅 に 基づい て いま す 。 こ れ ら の 産業 コン 
ソー シア ム は ヨー ロッ パ 中 に 存在 し 、 現 在 ソ 連 と 東 の 国々 を 攻撃 し て いま す 。 ド イツ の コン ツェ ルン は 
、 ア ジア の 日 本 の 系 列 の よう に 、 ポ ルト ガル の ウラ ル 山 脈 の より 統一 され た ヨー ロッ パ で の ドイ ツ の 番 
権 の 持続 可能 性 を 確保 し た いと 考え て いま す 。 東ドイツ を 統合 する こと に より 、 ド イツ の コン ツェ ルン 


は 、 社 会 主義 経済 の 一 種 の 共通 市 場 で ある COMECOM 内 で 特権 的 な 立場 に ある こと に 気づき ます 。 モス 
クワ - ボ ン 軸 は 和 恐ろしい です 。 


ドイ ツ の コン ツェ ルン の 最も 壮観 な 例 は 、 ダ イム ラー ベン ツ グ ル ー プ の 例 で す 。 ダ イム ラー ベン ツ グ ル 
ー プ は 、 自 動車 と 高度 な 民間 技術 を 中 心 に 800 位 マー ク の 売上 高 を 誇る 、 合 計 40 万 人 の 労働 者 を 抱え る 
ドイ ツ の 主要 産業 グル ー プ で す 。 と 軍隊 。4 月 30 日 、 コ ン ツ ェ ル ンダ イム ラー ベン ツ と 日 出 ずる 帝国 の 
最も 裕福 な 系 列 で ある 三菱 と の 同盟 の 発表 は 、 国 際 金 融 の 内 輪 の 中 で 数 メガ トン の 爆弾 の 影響 を 及ぼ し 
まし た 。 ド イツ 最大 の 産業 グル ー プ の 財務 力 に 関連 する 三菱 の 財務 力 は 、 確 か に あな た を めまい に させ 
ます 。 東京 に に っ て 、 西 ドイ ツ の グル ー プ と の 合併 は 二 重 の 関心 事 で す 。 三菱 は 直接 関与 する こと な く 
旧 大 陸 に 存在 し 、 今 後 は ヨー ロッ パ の 将来 に つい て アメ リカ 人 や ソビエト と 対等 な 立場 で 話す こと が で 
きる よう に な る で し ょ う 。 そ れ を 知ら ず に 、 ド イツ 人 は 国際 投資 基金 の すべ て の プロ ジェ クト に 間接 的 
に 資金 を 提供 する の を 手伝い ます 。 オ ラン ダマ ー ク と 円 の ワル ツ は まだ 始ま っ た ば か り で す 。 恐ろし い 
日 独 経済 学会 が 完成 し まし た 。 


XXXX1 
ヌナ ビク 、 ニ ュー ケベック 、 


イヌ イッ ト の 歓 迎 の 言葉 で ある サイ モ の 建設 は 巨大 な も の に な る で し ょ う 。 中 世の中 世 の 都 市 に 着想 を 
得 て 、 北 欧 の 環境 に 対す る コン パク ト さ に よっ て 物理 的 な 保護 を 提供 する 有 要 寒 の 外観 を 持ち ます 。 そ の 
中 心 に ある 巨大 な アト リウ ム は 、 光 と 太陽 エネ ルギー を 最大 限 に 活用 し ます 。 サ ン ル ー ム は そこ に 統合 
され ます 。 南 ウィ ング は 水 耕 温室 に 変換 され 、 野 菜 の 供給 と 自給 自足 が 可能 に な り ま す 。 東 棟 で は 、 レ 
クリ エー ショ ン 活 動 や 地域 医療 サー ビス の 範囲 が 集中 し 、 西 側 に は 約 500 戸 の 住宅 が 建設 され ます 。 地 
下 に は 、 ト ン ネ ル が 労働 者 の 現場 へ の 移動 を 可能 に し 、 下 水道 、 電 話 サ ービス 、 冷 暖房 室 、 お よび LG2 


を 離れ る 場所 に 接続 され る 電気 ネッ トワ ー ク な どの すべ て の イン フラ スト ラク チャ を 収容 し ます 。 北 ウ 
ィング に は 、 ミ ニ フ ー ド ショ ッ ピ ング セン ター や 様々 な ショ ッ プ 、 ブ ラッ スリ ー、 映 画 館 、 ナ イト クラ 
ブ が あり ます 。 毎週 日 曜日 、 ア トリ ウム は 宗教 的 奉仕 の 礼拝 堂 と し て 機能 し ます 。 


この 北欧 の テク ノロ ジー パー ク の 建設 に 必要 な ロジ ステ ィ ク ス は 巨大 で す 。 ビ アン ビル 湖 の 凍っ た 表面 
を 着陸 帯 と し て 使用 し て 、 冬 の 間 、 部 品 、 鋼 製 の 楽 、 掘 削 機 、 お よび 材木 で ユン クリ ー ト ブラ ント を へ 
ラク レス 平面 で 輸送 し ます 。 鉱山 で 使用 され る 重機 の 輸送 の た め に 、 テ クノ ポー ル と マタ ガミ を 結ぶ 
LG2 と ビア ン ビ ル 溢 の 間 の セク ショ ン の 建設 。 グ ラン デバ レイ ン 川 沿い の 鉄道 が 鉱山 と 港 の 村 ボ ポス テア 
ラバ レイ ン を 結び 、 ウ ラジ オス トク か ら の 超 鉱物 砕氷 船 が 到着 し ます 。 


Hydro-Quebec と TritonSystem の すべ て の エン ジニ アリ ング 部 門 が 混乱 し て いる 間 、 政 府 の 弁護 士 は 藤 浜 
の 勧告 に 従っ て 覚書 を 完成 させ て いま す 。 ま ず 、 イ ヌイ ッ ト は 世界 で ユニ ー ク な 企業 の ネッ トワ ー ク を 
通じ て サイ ト の 開発 に 統合 され ます 。 提供 さ れ た 契約 に 入札 で きる よう に する に は 、 南 部 の 「 白 人 」 企 
業 が 以前 に 提携 し て いる 必要 が あり ます 。 契 約 の 履行 に 関し て 同じ 性 質 を 持つ 「 先 住民 」 の 会 社 。 そ う 
する こと で 、 新 し い ア ボリ ジニ の 企業 は 、 成 長 に 必要 な 専門 知識 を より 迅速 に 習得 で きま す 。 イ ヌイ ッ 
ト は また 、 領 土 の 使用 に 対す る 金銭 的 補償 と し て 、 鉱 山 か ら の 収入 の 一 部 を 受け 取る 権利 が あり ます 。 
この よう に し て 集め られ た 金額 は 、 ヌ ナビ ク の 人 々 を 代表 する 法 的 権限 を 持つ カテ ィ ヴ ィ ッ ク 社 の 投資 
お よび 成長 計画 の 作成 を 担当 する デジ ャ ル ダ ン グル ー プ に 委託 され ます 。 デ ジャ ル ダ ン グル ー プ は また 
、 有 能 な マネ ー ジ ャ ー を 引き 継ぐ ため に 必要 な イヌ イッ ト の 人 員 を 訓練 する 必要 が あり ます 。 


イヌ イッ ト 周 極 会 議 と カテ ィ ヴ ィ ッ ク 協 会 に よっ て 承認 され た この 覚書 は 、 周 極 国 の 政府 と イヌ イッ ト 
の 人 ん 々 と の 間 の 将来 の すべ て の 交渉 の 模範 と 法学 と し て 役立ち 、 国 連 は それ を あら ゆる 紛争 の 国際 契約 
モデ ル と し て 採用 し ます 。 ア ボリ ジニ を 含む 。 


XXXXIl 
モン トリ オー ル 


ケベック で は 、 数 百人 の 労働 者 を 雇用 し て いる 大 規模 な 建設 現場 に つい て 話す と き 、 ケ ベッ ク 労 働 者 連 
盟 は 不可 欠 な 対話 者 に な り ま す 。 建設 労働 者 の 80% 近 く が グル ー プ 化 さ れ 、 こ の ブル ー カ ラー 組合 に よ 
っ て 代表 され て いま す 。 も と も と 大 規模 な 組合 AFL-CIO の アメ リカ の 経験 に 触発 され た 、FTO は 、 ケ ベ 
ッ ク の 工業 化 の 開始 時 に 有効 な 買 易 に よる 組合 組織 の 公式 を 利用 し て いま す 。 そ の 後 、 ケ ベッ ク の 新 し 
い 産 業 の 現実 と 現代 の 労働 法 に 適応 する た め に 、 そ の 構造 を 少し 変え て 、 産 業 ご と に 組合 組織 の 公式 を 
作成 し ます 。1960 年 代 か ら 、 こ の 労働 者 セン ター は 、 非 常に 強力 な 雇用 者 の 力 と バラ ンス の 取れ た 力 を 
確保 する こと を 目的 と し た 戦略 と 圧力 手段 を 定義 する こと に より 、 労 働 組合 の 行動 に 政治 的 拡大 を も た 
あじ た だ 。 


過去 に は 、 大 規模 な 建設 現場 が 労使 交渉 の 餌 と し て 使用 され る こと が 多く 、 そ の 結果 、 現 場 が 混乱 し 、 
作業 スケ ジュ ー ル が 大 幅 に 遅れ 、 数 百 万 ドル に 達する 可能 性 の ある 追加 費用 が 発生 し て いま し た 。 


カナ ダ の 日 本 大 使 館 か ら 非 常に よく 知ら され て お り 、 先 見 の 明 の ある 日 本 の 未来 派 は 、 非 常に 独創 的 な 
サイ ト 契 約 で ある 政府 に 提出 され た 文書 に 添付 され まし た 。 労使 関 係 は 、 す べ て の 当事者 を 拘束 する 単 
ー の 契約 に よっ て 管理 され ます 。 こ の サイ ト 契 約 は 、 プ ロジ ェクト イン フラ スト ラク チャ の 構築 期間 中 
有効 で あり 、 ス トラ イキ また は ロッ クア ウト の 可能 性 を 排除 し 、 賃 金 イ ン デ ックス メカ ニズム を 提供 し 
ます 。 非 常に 独創 的 な の は 、 給 与 が カナ ダ の 都市 の 10 の 最高 給与 平均 に 基づい て 計算 され 、 再 調整 が 3 
か 月 ご と に 行わ れる こと で す 。 そ の 見 返り と し て 、 政 府 は 、 今 後 10 年 間 、 現 場 で の 作業 の た め の 単 一 の 
作業 体制 を 確立 する た め に 、 既 存 の 法律 の 修正 を 採用 する 予定 で す 。 ま た 、 ケ ベッ ク 労 働 者 連盟 は 、 北 
部 の 先住 民 の た め に 現場 で の 仕事 の 20% を 確保 する こと を 約束 し て いま す 。 不況 と 国内 の 建設 現場 の 劇 


的 な 減少 に 大 き な 打 撃 を 受け た FTO は 、 ケ ベッ ク 州 で 最初 の 最大 の 建設 現場 で 10 年 間 の 組合 平和 に 著名 
は 宮 選 だ 


XXXXIll 
91 年 月 8 日 、 ケ ベッ ク 州 ケベック 市 


いよ いよ 大 事 な 日 が や っ て きま し た 。 衛星 を 介し た この 東京 - ケ ベッ ク 国 際 記 者 会 見 の 準備 は すべ て 整 
っ て いま す 。 最初 の 画像 は 、 三 洋 電機 の 円 形 劇場 に 集まっ た 国際 ジャ ー ナ リズ ムコ ミュ ニテ ィ に 、 室 温 
で の 超 伝 導 と 液体 水素 の 変換 セル の 作成 へ の 扉 を 大 きく 開く この 新しい 鉱物 の 素晴らし い 発見 を 説明 す 
る 藤 浜 を ホ し て いま す 。 突 然 、 焼 光 の 世界 地図 が 薄明 か り の 中 に 現れ ます 。 未 来 派 は 、21 世 紀 の こ の 燃 
料 で ある 液体 水素 の 生産 - 流 通 - 消 費 ネ ットワーク の 構築 の た め に 計画 され た さま ざま な 段階 に つい て 説 
明 し ます 。 


-「 ヤ クー ト の スタ ノヴォ イ 山 脈 か ら 、 イ ッ テ ル ビ ウ ム は BAM 鉄 道 で ウラ ジオ スト ク に 輸送 され ます 。 
そこ か ら 、 超 砕氷 船 が 鉱石 を ハドソン 湾 の ホエー ルポ スト 港 に 輸送 し ます 。 転換 セル プラ ント が 建設 さ 
れる 北西 航路 パイ プラ イン ネッ トワ ー ク は 、 ソ ビエ ト 連 邦 か ら ソ ビエ ト 連 邦 全 体 に 液体 水素 を 供給 し ま 
す 。 「 ヨ ー ロ ッ パ と アジ ア 」 重要 で は あり ます が 、 東 京 会 議 は 、 ブ ラッ サ 首 相 。 


藤 浜 の ロロ が 「AvousQuebec」 と 鳴る と すぐ に 、 ケ ベッ ク の コロ シア ム が 点灯 し 、Bourassa 政 党 の 活動 家 
が 現れ 、7.000 人 以上 が そこ に 集まり まし た 。 ス テー ジ で は 、 巨 大 な フル ー ル ・ ド ・ リ ゼ と 、 閉 回 路 テ レ 
ビ で 東京 に リン ク さ れ た 2 つの 巨大 な スク リー ン に 挟ま れ た 演 台 が あり ます 。 最 初 の 画面 で は 、 カ ナダ 
北極 圏 の 田舎 の 画像 、2 番 目 の 画 面 で は 、 産 業 用 ケベック の 現代 的 な 画像 。 突 然 、 壮 大 な クロ ス フ ェ ー 
ド で 、 ビ アン ビル 湖 の 北 の 風 景 が スク リー ン の 幅 全 体 に 現れ ます 。 ナ レー ショ ン は 、 さ ま ざ ま な モデ ル 


の 各 プ ブ プレゼンテーション で 印象 的 な 人 物 の 洪水 を 注ぎ 出し ます 。 画 面 1 : ハドソン 湾 の 海岸 に ある 北欧 

の テク ノロ ジー パー ク 、 壮 大 な 港 、 鉱 業 施設 。 ス クリ ー ン 2、 モ ント リオ ー ル 、 液 体 水素 ブラ ント 、 全 

部 で 6 つが セン トロ ー レ ンス の 銀行 に 広がっ て お り 、10 億 $ 億 の 投資 が ナレ ー タ ー に よる と 。123,.000 人 の 
雇用 、 モ ント リオ ー ル 東部 と 港湾 施設 の 完全 な 改修 : 20 億 人 。 未 来 モ デル の 登場 : 世界 の エネ ルギー 首 
都 、 モ ント リオ ー ル 。 最 も 異常 な 形容 詞 は あら ゆる 側面 か ら 融合 し ます 。 せん妄 は 群衆 を 捕らえ ます 、 

ジャ ー ナ リス ト は この 陶酔 的 な 記者 会 見 に つい て あま り に も 多く を 考え る こと が で きる だ け で す 。 シ ョ 
ー を 締め くく る た め に 、 首 相 は イヌ イッ ト と 組合 の 指導 者 を 伴っ て 突然 現れ ます 。 舞台 を 背景 に 、 彼 ら 
が 賭 名 し た 歴史 的 な 合意 が 円 形 劇場 を 照ら し ます 。 パ ル チ ザ ン の 間 の せん 妄 で す 。 ビ ジョ ン は 幻覚 で あ 
り 、 光 の ビー ム が サポ ー タ ー と ステ ー ジ を 通り 抜け ます 。 シ ョ ッ ト は 完璧 で す 。1 時 間 足 ら ず で 、 地 球 

上 の すべ て の メデ ィ ア は 、 こ の か な り の 発展 と この 並外れ た 発見 の これ ら の 印象 的 な イメ ー ジ を 取り 上 
げ ま す 。 グ ラン デバ レイ ン 水 力 発 電 プ ロジ ェクト は 確か に 死ん で 埋葬 され て いま す 。Saimo プ ロジ ェ ク 

ト を 長生 き さ せ まし ょ う 「! 長生 きす る 液体 水素 ! 


第 3 草 
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カナ ダ の 政治 史 は 、 ア ボリ ジニ 、 フ ラン ス 人 、 イ ギリ ス 人 の 3 人 の 創設 者 の 間 で 途切れ る こと の な い 一 
連 の 文化 的 離婚 で あり 、 す べ て カナ ダ の 「 三 角 関 係 」 を 形成 し て いま す 。 論争 の 骨 は 、 個 人 の 権利 と 集 
団 の 権利 で す 。 シ ステ ム に 建て られ た 偽善 。 植 民 地 の 初め に 、 フ ラン ス と イギリス の 政権 は 、 最 も 基本 
的 な 個々 の アメ リカ イン ディ アン の 権利 を 損なう た め に 、 領 土 に 白人 の 集団 的 権利 を 課す た め に 団結 し 
まし た 。 議決 権 な し 、 金 融 機関 と の 先住 民 の 破産 。2 世 紀 後 、 フ ラン コ フ ォ ン が フラ ンス の 言語 の 権利 
に つい て 民主 的 に 立法 する こと に よっ て ケベック の 政治 的 お よび 文化 的 自治 を 主張 する こと を 決定 し た 


と き 、 表 現に よっ て 侵害 され た アン グロ フォ ン の 個人 の 権利 の 神聖 な 原則 の 名 の 下 に 、 英 国 カ ナダ か ら 
抗議 の 抗議 が 起こ り ま し た ケベック 国家 の 集団 的 権利 の 。 カ ナダ の 政治 的 ゲー ム は 、 状 況 と 関係 者 の 利 
益 に 応じ て 、 個 人 また は 集団 の 権利 の 擁護 者 で ある と 宣言 する こと に あり ます 。 


この よう に 、 多 文化 主義 の 概念 に 基づい た カナ ダ の 政治 ゲー ム の マキ アヴェ リ の 繊細 さ は 、 こ れ ま で も 
、 そ し て これ か ら も そう で す 。 多 文化 主義 の アイ デア は 、 国 の フラ ンス 語 圏 の 主張 に 反応 し て 、 カ ナダ 
の マイ ノリ ティ の 間 で 生ま れ ま し た 。 そ の 目的 は 、 創設 者 で あり マイ ノリ ティ で ある こと を 嫌う グル ー 
に 9 で きれ ば フラ ンコ フォ ン に 対す る 偏見 や 人 種差 別 で 遊ぶ こと に よっ て 、 特 定 の マイ 
ノリ ティ の 地位 を 向上 させ る こと で す 。 ア ング ロフ ォ ン ・ カ ナディ アン ズ の 政治 的 ゲー ム 全 体 は 、 メ デ 
ィ ア に よっ て 煽 ら れ た 壮大 な 役割 の 逆転 に 基づい て お り 、 私 た ち が 容 認 し な い グ ルー プ を 克服 する と き 
、 そ れ は 抑圧 者 と し て 提示 され ます 。 以 前 は 、 白 人 は 「 忌 まわ し き 野 秦 人 」 か ら 身 を 守り まし た 。 
、 ア ング ロフ ォ ン は 「 人 種差 別 的 な カエ ル 」 と 戦い ます 。 明 日 は 、 カ ナダ の 香港 か ら 数 千 人 の 中 国人 が 
流出 し た 後 、 ブ リティ ッシュ コロ ン ビ ア 州 の 「 黄 色 」 に 変わ り ま す 。 、 主 に バン クー バー で 、 バ ンク ー 
バー の 新しい ニッ ク ネ ー ム が 明らか に な り ま し た 。 


ケベック 州 の 政治 情勢 は 独特 で す 。 こ の カナ ダ の 州 は 、10 年 以上 に わた っ て カナ ダ 憲 法 か ら 除外 され て 
いま す 。 実際 、 連 邦 政 府 は 、 ケ ベッ ク の 同意 な し に 、1982 年 に カナ ダ 憲 法 で ある ロン ドン か ら 本 国 に 送 

四 し まし た 。 後者 は 、 自 分 自身 、 事 実 上 、 憲 法 か ら 除 外さ れ て いる こと に 気づき まし た 。 カ ナダ の 首相 
に な っ た 、 謙 虚 な 出身 の 英語 を 話す オケ ベッ ク 人 で ある ブラ イア ン ・ マ ルル ー ニ ー が 、 数 年 後に 彼 の 党 が 
政権 を 握っ た と き に 救済 し た か っ た の は 、 こ の 不正 で す 。 彼 が カナ ダ に 受け 入れ させ よう と し て いる ミ 
ー チ 湖 協 定 は 、 と り わ け 、 ケ ベッ ク は 別個 の 社会 で ある と 規定 し て いま す 。 こ の 象徴 的 な 文 は 、 ケ ベッ 
ク で 受け 入れ られ る 最低 限 の も の で あり 、 カ ナダ の フラ ンス の 事実 の 保護 を 保証 し ます 。Meech は ケ ベ 
ッ ク の 結集 点 に な り ま す 。 英国 カナ ダ の 指導 者 の 何人 か の 善意 に も か か わら ず 、 ブ ライ アン ・ マ ルル ー 
ニー は 、 協 定 の 批准 の た め の 必 須 条 件 で ある 州 の 全会 一 致 に 勝つ こと が で きま せん で し た 。 ニ ュー ファ 


ンド ラン ド 州 の 首相 で ある クラ イド ウェ ルズ の 激しい 反対 と 、 マ ニ ト バ 州 の ネイ ティ ブ ア メ リカ ン の 国 
会 議員 の 反対 が 相まって 、 合 意 は 台無し に な り ま し た 。 イ ング リッ シュ カナ ダ は 、 ケ ベッ ク を カナ ダ 憲 
法 か ら 2 度目 に 除外 し まし た 。 


カナ ダ 人 は 、 国 際 的 な 信頼 性 の 壊滅 的 な 低下 の 矢面 に 立た され て いま す 。 そ し て 、 こ の 下向き の 動き は 
新しい も の で は あり ませ ん 。196$ 年 、 リ ンド ンジ ョ ン ソ ン 米 国 大 統領 は 、 こ の レス ター ビア ソン が 、 べ ベ 
トナ ム の 袋小路 か ら 抜け 出す た め の 既 製 の 解決 策 を 備え た 素晴らし い 外 交 官 だ っ た と し た ら 、 な ぜ 彼 は 
使用 し な か っ た の か を 思い 出す 機会 を 逃し ませ ん で し た 。 ケ ベッ ク の 分 離 主義 者 の 事件 を 解決 する た め 
の 同じ 才能 。 ピ エー ル ・ ト ルド ー も 同じ 扱い を 受け る 権利 が あり まし た 。「 オ ペレ ッ タ 社会 主義 者 」 は 
、「 結 婚 を 救う こと が で き な か っ た だ け で な く 、 国 を それ より も 悪い 状態 で 去っ た 」 ア メリ カ の コラ ム 
ニス ト を 繰り 返す こと に よっ て 自分 自身 を 楽し ませ た 。 カ ナダ の 外交 官 、 巡 回 大 使 、 大 臣 を 数 える ほぼ 
30 年 間 、 ({) カナ ダ の 危機 は 確実 に 解決 され 、 (2) 今回 の 危機 は 深刻 で あり 、 (3) カナ ダ は より 団結 
し て いる こと を 繰り 返し て いま す 。 こ れ ま で 以上 に 、 そ の (4) 最終 的 に カナ ダ 人 は 合理 的 に 反応 する 
で し ょ う 。 等 々 。 新 し い 説 明 を する た びに 、 彼 ら は 残し た わずか な 信頼 性 を も う 少 し 失い 、 最 後 の 説明 
が も は や 完全 に 有効 で な く な っ た 理由 を 説明 し 始め な けれ ば な り ま せん 。 国 連 平 和 維 持 軍 に 参加 する こ 
と を 除け ば 、 カ ナダ は 国際 舞台 で 提供 で きる も の は ほとん ど あ り ま せん 。 特 に 、 そ れ 自 体 を 改革 で きる 
社会 の 例 で は あり ませ ん 。 カ ナダ の 政治 家 は 、 緊 急 事態 に 対応 する 前 に 「 カ ナダ の ユー ゴス ラビ ア 」 に 
直面 する の を 待っ て いる よう で す 。 要 する に 、 す べ て の カナ ダ 人 が 残し た の は 、 国 際 的 な 側面 を 持つ 国 
、 つ まり 「 国 際 的 な バッ クベ ンチ ャ ー」 の 幻想 で す 。 


Saimo プ ロジ ェクト の 発表 、 数 十 億 の 投資 、 世 界 の 舞台 で の モン トリ オー ル の 場所 は 、 ア ング ロサ クソ 
ン 人 の 設立 の 金融 セン ター で ある ベイ スト リー ト の 人 金融 業者 を 震え 上 が ら せ ま し た 。 こ の 耐え 難い 観点 
か ら 、 ト ロン ト は も は や トロ ント で は あり ませ ん 。 金融 セン ター 全体 が 、 フ ラン ス 語 を 話す モン トリ オ 
ー ル に 向かっ て 東 に スラ イド する リス ク が あり ます 。 トロ ント は 、 カ ナダ の 大 都市 の 「 世 界 ク ラス 」 の 


都市 の 称号 を 失い ます 。 繁栄 に 惹か れ た 新しい カナ ダ 人 の 移民 は 、 独 特 の 社会 の フラ ンス 語 を 話す 市 民 
の 階級 を 危険 な ほど 膨らませ ます 。 ベ イス トリ ー ト は 、 日 本 人 や ドイ ツ 人 の よう な ケベック の 経済 発展 
モデ ル 、 つ まり 40 年 に わた る 経済 ナン ョ ナリ ズム の 集大成 を 反映 し た モデ ル が ある こと に 気づき まし た 
。40 年 、3 つ の 政党 、 同 じ 経 済 的 リー ダー シッ プ 、 こ れ は 英国 の カナ ダ の 設立 を 非常 に 悩ま せ て いる 継 
続 性 の コン セン サス で す 。 


カナ ダ が S$1 番 目 の ア メリ カ の 州 に な ら な いか と 心配 し て いる アン グロ フォ ン は 、 植 民 地 の 始ま り の 偉大 
な 冒険 守 の よう に 、 ケ ベッ ク 人 は 「 ラ ベル 州 」 で 近隣 の アメ リカ の 州 を 征服 し よう と 試み まし た 。 カ ナ 
ダ 人 が 米国 と の 自由 鋼 易 協定 を 心配 し て いる 間 、 ケ ベッ ク の 金融 業者 と 産業 家 は 国境 を 越え て 、 こ れ ら 
の 地域 を 偉大 な ヤン キー 市 場 の 出発 点 と し て 使用 し て いま す 。 す で に 、 こ れ ら の 地域 は 他 の 方 法 よ り も 
ケベック の 植民 地 の よ うに 見 えま す 。 モ ント リオ ー ル - バ ー リ ント ン 回 廊 は 、 経 済 成長 の 主要 な 分 野 と 
し て 浮上 し て いま す 。 こ れ が 、 カ ナダ 英語 で の 外国 人 排 惨 に 対す る ケベック の 反応 で す 。W カ ナダ 、 公 
式 の ニカ 国語 と フラ ンス 語 で どこ で も hile は 拒否 され 、 ア メリ カ 人 は フラ ンス 語 を 採用 し て いま す 。 フ 
ラン ス 語 は トロ ント より も プラ ッ ツ バー グ と バー リン トン で 多く 話さ れ て いま す 。 ア メリ カ の トレ ー ダ 
ー、 売 り 手 、 実 業 家 は いつ も の よう に フラ ンス の ビジ ネス を 採用 し て いま す 。 ア メリ カ 人 と ケベック 州 
の ビジ ネス マン は 、 い ずれ に せよ 、 市 場 の グロ ー バ ル 化 に 伴い 、 絶 え 間 な く 話 さ な け れ ば な ら な い の は 
1 つ で は な く 3 つ また は 4 つの 言語 で ある こと を 長い 間 理 解 し て きま し た 。 


世紀 の 変わ り 目 に 、 ケ ベッ ク 州 の 数 百 万 の ライ オン が ニュ ー イ ング ラン ド 州 と ニュ ー ハ ンプ シャ ー 州 の 
紡績 工場 に 流出 し た こと で 、 ケ ベッ ク 州 の 農村 部 が 出血 し まし た 。 こ の 間 、 イ ギリ ス の カナ ダ は 、 こ れ 
ら の 地域 で の フラ ンス の 存在 に 取っ て 代わ る と いう 未確認 の 目的 で 、 何 百 万 も の 移民 が 西 に 定住 する こ 
と を 許可 し まし た 。 か つて は 偉大 な 世界 の 産業 の 中 心地 で あっ た マン チェ スタ ー と ロー ウェ ル は 、 新 聞 
、 協 会 、 教 会 、 学 校 な ど 、 フ ラン ス の 知 的 生活 の 中 心地 で も あり まし た 。 ボ スト ン 近 郊 の ウー ン ソ ケッ 
ト に は 、 す で に ケベック 市 より も 多く の ケベック 人 が いま し た 。 彼ら の 経済 的 ダイ ナミ ズム を 使用 し て 


、 ド イツ 人 や 日 本 人 の よう な ケベック 人 は 歴史 を 書き 直し 、 い つの 日 か 彼ら を 逃れ 、 決 し て 手放す こと 
の な い 運 命 の すべ て の セク ショ ン を 取り 戻し て いま す 。 ト ロン ト は これ を 上 難しい 方 法 で 学ん だ ば か り で 
す 。 フォー トチ モ か ら バ ー リ ント ン ま で 、 中 心 は モン トリ オー ル で す 。 
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米国 国務 省 で は 、 そ れ は が っ か り で す 。 ク ラ 運 河 、 ブ ラマ プ ト ラ の ダム 、 北 欧 の テク ノ ポ リス 、 水 素 プ 
ラン ト 、 巨 額 の 予算 に 恵まれ た 国際 開発 基金 、 パ ニッ ク に 陥る 石油 会 社 、 も は や 何 も 理 解 し て いな い 猛 
烈 な 大 統領 、 そ れ は 多 す ぎる 。 本 当 の 騒ぎ が 起こ り 、 役 人 、 経 済 願 問 、 弁 護 士 の 軍隊 が 動員 され まし た 
。 誰 も が カー ペッ ト が 足元 に 滑り 込ん で いる と いう 漠然 と し た 印象 を 持っ て お り 、 誰 も が 理解 し た いと 
思っ て いま す 。 そ れ は 、 ア メリ カ の 先見 性 の リー ダー で あり 、 藤 浜 を マス ター する ヤン キー の カウ ンタ 
ー パ ー ト で ある ステ ィ ー ブ ・ ド レイ トン の 役割 に な る で し ょ う 。 国務省 の 大 き な 会 議 室 は 、 未 来 派 の 話 
を 聞く た め に 満員 で す 。 


彼 は 一 言 も 言わ ず に ステ ー ジ を 進み 、 ビ デオ シス テム を 起動 する メカ ニズム を 起動 し ます 。30 秒 で 、 雄 
弁 な メッ セー ジ を 含む この 短い ビデ オ は 部 屋 を 凍ら せま す 。 毎晩 、NHK テ レビ チャ ン ネ ル は 番組 を 終了 
し ます 。 日 本 の 国旗 の ビジ ョ ン に 続い て 、 赤 い 太 陽 を 重ね る 国旗 の 中 央 で 徐々 に その 場所 を 占め る 地球 
上 の 学術 的 な クロ ス フ ェ ー ド が 続き ます 。 毎晩 何 百 万 人 も の 日 本 人 が この 写真 を 見 て 寝 ま す 。 


-「 も っ と お 見 せ し ま し ょ うか ? ド レイ トン に 力強い 声 で 部 屋 に 広がる 休眠 状態 を 揺さぶる よう に 頼み 
ます 。 知 っ て お いて くだ さい 」 と 彼 は 43 年 前 に 第 二 次 太平 洋 戦争 が 始ま っ た と 辛抱 強く 言っ た 。 真珠 湾 
の よう に 、「 我 々 は 、 そ れ が 来 て 見 て いな い 。 あ な た の 軍艦 、 あ な た の F-15SS、 あ な た の 忘れ て 」 


Patriotes「 ミ サイ ル と 、 す べ て の 軍事 ハー ドウ ェ ア を 。 ど の よう な アメ リカ が 前 線上 の 経済 学者 や ビジ 
ネス マン の 軍隊 が ある 必要 が あり ます 。 あ な た を し まし た 2$ 年 足ら ず で 、 ほ ぼ す べ て の 技術 知識 を 合計 
90 億 ドル で 販売 し 、 こ れ を 32,000 の 技術 移転 契約 を 通じ て 販売 し た こと を 知っ て いま す 。 こ れ は 、 日 本 
人 が 支払 う 予定 の 貿易 黒字 の $ 分 の 1 で も あり ませ ん 。 今年 だ け で 私 た ちの 背中 。 日 本 人 は も は や コピ ー 
し ませ ん 、 彼 ら は 発見 し ます 。45 年 で 、 戦 争 に よっ て 荒廃 し 、 天 然 資源 の な い 国 は 、 ド イツ に 続い て 世 
界 の 階層 の トッ プ に 上 が る こと が で きま し た 。 あ な た は 知っ て いま すか 、 ド レイ トン 再び 息 を 呑む 、 私 
た ちの 歴史 の 中 で 初め て 、 米 国 は その 内 部 管理 を 管理 する た め に 他 の 国 に 依存 し て いま す 。 米国 財 務 省 
の 購入 に よる 日 本 資本 の 注入 な し で は 、 私 た ち は の 給与 を 支払 うこ と が で きま せん 。 私 た ちの 雇用 ees 
。 そ れ は 経済 的 に 植民 地 化 さ れ て いる と 呼ば れ 、 私 の 残忍 さ を 許 し ます 、 し か し それ は 真実 で す 。 ア メ 
リカ を 離れ て アジ ア に 定住 し 、 従 業 員 の 賃金 を 下げ 、 生 産 性 を 高め 、 組 合 が 存在 し な いこ と を 求め た 自 
社 を 見 て くだ さい 。 私 た ち は 、 こ の 赤字 の 大 部 分 が アメ リカ 人 に よっ て 私 た ち に 課さ れ て いる こと を 忘 
れ が ち で す 。 新た な 投資 を 犠牲 に し て 、 寛 大 な 配当 、 自 社 株 買い 、 合 併 を 好む 傾向 が 強 す ぎる 産業 リー 
ダー に 支払 われ た 天文 学 的 な 給与 を 非難 する 時 が 来 ま し た 。 す べ て の 理由 が その よう な 行動 に 適し て い 
ます が 、1 つ 確か な こと は 、 ド レイ トン を 継続 する た め に 、 短 期 的 な 管理 が 利益 を 生む こと は めった に 
な いと いう こと で す 。 それは 次 の パラ ドッ クス に 私 た ち を も た らし ます : アメ リカ の 産業 研究 の 約束 さ 
れ た 国 で ある カリ フォ ルニア で は 、 私 た ち は 日 本 に つい て の み 話 し ます が 、 日 本 で は 、 カ リフ ォ ル ニア 
に つい て は まっ た く 話 し ませ ん 。 ア メリ カ の 産業 イン フラ は 痴呆 に 苦し ん で お り 、 債 務 以 外 に 状況 を 改 
善 す る た め に 何 も さ れ て いま せん 。 企業 は 3.5 兆 ドル 以上 、 個 人 は ほぼ 同じ くら い の 借 金 を 負っ て いま す 
。 し た が っ て 、 ス レー ト の 合計 は 10.000 億 に 近く 、 こ れ は 2 年 間 の 生産 に 相当 し ます 。 こ れ に 、 人 金融 機関 
が 負っ て いる 23.000 億 ドル を 追加 する 必要 が あり ます 。 私 た ちの 経済 は 衰退 し て お り 、 ま すま す 国 際 的 
に な りつ つ あ る 経済 に 適応 し な けれ ば な ら な いこ と を 認め な けれ ば な り ま せん 。 一 般 的 な 状況 に つい て 
(語れ ん だけ で すず 。 
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ビザ ンチ ン の 城壁 の 頂上 か ら 、 ビ ザン チン の 戦士 が 炎 の 油 を 噴 材 す る こと に よっ て 加害 者 を 撃退 し た 時 
か ら 何 も 変わ っ て いま せん 。 ブ ラッ ク ゴ ー ル ド が 羨望 の 的 と な る の は 、 何 より も 先進 国 に と っ て は 素 晴 
らし い 進 歩 の 要因 で あり 、 輸 出国 に と っ て は 富 の 源 だ か ら で す 。 石油 は 、1 世 紀 で 、 宇 宙 で 最初 の 産業 
の 1 つ に な り ま し た 。 世 界 中 で 、 私 た ち は 掘 削 し 、 流 み 上 げ 、 処 理 し 、 輸 送 し 、 そ し て それ の た め に 殺 
し ます 。 世 界 最大 の 船 は 石油 タン カー で あり 、 最 悪 の 環境 災害 も 石油 に 関連 し て いま す 。 世 界 で 最も 裕 
福 な 企業 の 7 つ は 石油 会 社 で す 。 彼 ら は 7 人 の 姉妹 と 呼ば れ て いま す : エク ソン 、 シ ェ ル 、 テ キサ コ 、BP 
、 モ ー ビ ル 、 ガ ルフ 、 ソ カル - シ ェ ブ ロン 。 


何 十 年 に も わた っ て 、 こ れ ら の 石油 会 社 は 、 西 側 諸国 が 彼ら の 外交 特権 の 一 部 を 故意 に 放棄 し た こと を 
支持 し て 、 真 の 民間 並行 政府 の 出現 を 引き 受け て きま し た 。 彼 ら の 商業 的 野心 は 、 イ ラン の 革命 、 イ ラ 
ク の 紛争 、 ナ イジ ェ リ ア の 内 戦 な どの 外交 上 の 結果 に 満ち て いま す 。 石油 が 迫っ て いる と ころ は どこ で 
も 、 セ ブン シス ター ズ の 石油 外交 は 他 の どの 企業 より も 、 私 た ち が 住 む 世 界 の 変革 に 貢献 し て きま し た 
。 彼 ら の ガラ ス の 城塞 の 中 央 に 設置 され た 石油 の 首長 は 、 理 由 が な いわ け で は な い が 、 彼 ら 自 身 に 完全 
な 自信 を 持っ て いる よう だ 。 彼ら は 、 左 右 の すべ て の 政府 が 1 世紀 に わた っ て 生き 残っ て きた 企業 内 の 
取締 役 の 地位 を 占め て いま す 。 毎日 何 十 億 人 も の 人 々 と 遊ん で いる これ ら の 男性 は 、 狂 人 の よう に 配置 
し 、 見 通し を 立て て いま す 。 こ れ ま で 以上 に 大 き な 利 益 の 増加 だ けが 彼ら を 動か し ます 。 


超 国 家 的 取り 決め の ゲー ム の 専門 家 で ある これ ら の 企業 は 、 こ の 地域 で 事業 を 行っ て いる 州 の 能力 を 超 
えて いま し た 。 彼ら は また 、 エ ネル ギー を 生産 する だ け で な く 、 プ ラス チッ ク 、 肥 料 、 医 薬品 、 武 器 を 
製造 する た め に 、 石 油 化学 製品 、 上 炭鉱 、 原 子 力 発 電 所 を 含む 他 の 産業 部 門 に も 活動 を 拡大 し まし た 。。 
石油 は 彼ら を 世界 貿易 の 半分 の 支配 者 に し 、 そ し て 最も 注目 すべ きこ と に 、 ホ スト 国 が 彼ら の 主権 の 多 
く を 下請 け に 出し た 譲歩 の 管理 を 彼ら に 確実 に し た 。 


西側 に と っ て 、 唯 一 の 本 当 の 地理 は 国 の 名 前 や 国境 と は 何 の 関係 も あり ませ ん 。 サ ウジ アラ ビア は アラ 
ムコ の 領土 で す 。 ク ウェ ー ト は 湾岸 と BP の 略 で す 。7 人 の 姉妹 は 、 砂 漠 の 真ん中 に ある 町 全体 を 所 有 お 
よび 管理 し て いま す 。 彼ら は その よう な 国 や その よう な 他 の 国 の 経済 成長 を 決定 する 力 を 持っ て いま す 
。 し た が っ て 、 イ ラク と クウ ェ ー ト の 紛争 の 起源 の 1 つ 。 サ ダム ・ フ セイ ン の 考え で は 、 ク ウェ ー ト と 
サウ ジア ラビ ア が セブ ン シ ス ター ズ と 同盟 を 結び 、 石 油 の バレ ル の コス ト を 人 為 的 に 低く 抑え る こと は 
、 イ スラ エル と の 7 年 間 の 戦争 の 後 、 負 債 の ある イラ ク の 収入 に 大 き な 影 響 を 与え まし た 。' イ ラン 。 ク 
ウェ ー ト の 侵略 は 、 こ の 同盟 を 破り 、 上 昇 す る 石油 価格 を 回 復 す る こと を 目的 と し て いま し た 。 私 た ち 
は 残り を 知っ て いま す 。 西側 は 、 セ ブン シス ター ズ に よっ て 以前 に 考案 され た よう に 、 石 油 外交 の み を 
適用 し て いま す 


言う まで も な く 、 石 油 会 社 は 世界 最大 の 武器 産業 に 多額 の 投資 を 行っ て きま し た 。 私 た ち は 石 油 の た め 
に 戦い 、 ク ー デ ター を 適切 な ブラ ッ ク ゴ ー ル ド に 扇動 し 、 そ れ か ら 利 益 を 得 ま す 。7 人 の 姉妹 は 、 主 要 
な 軍事 産業 の ほぼ ば すべ て の 取締 役 会 に 出席 し て お り 、 そ の 逆 も 同様 で す 。 武器 商 人 の 私 的 な カル テル も 
非常 に 緊密 な 兄弟 関係 で す 。 米 国 自 身 が 行っ て いな い 商 業 活動 の 90%% を 行っ て いる 企業 は ご くわ ず か で 
す 。 地球 上 で 最も 成功 し た 産業 で あり 、3 位 は 麻薬 と 石油 で す 。 こ の 厳選 され た クラ ブ の 管理 者 は さま 
ざま な 出身 で す 。 ジ ョ ー ジ ・ カ ー マ イ ケル の よう な 元 軍 団 兵 だ け で な く 、 カ ナダ の ジョ ー ジ ・ ブ ル の よ 
うな 学者 や ポリ テク ニッ ク も 不思議 な こと に 殺害 され まし た 。 彼ら 全員 は 、 彼 ら が 一 般 的 に 招待 され て 
いる 政治 的 お よび 外交 サロ ン に 出席 し ます 。 成功 を 手伝っ て 、 彼 ら は 国 の すべ て の 首都 の 美しい 地区 に 
豪華 な イン スタ レー ショ ン と アパ ー ト を 持っ て いま す - 彼 ら が 豪華 な レセ プシ ョ ン を 与え る クラ イア ン 
ト と 、 西 洋 で は 、 裏 華 な 建物 の 控え め な オフ ィ ス 。 リ ヒ テ ン シ ュ タイ ン 、 バ ハマ 、 マ カオ な ど 、 世 界 中 
を 旅 す る すべ て の 人 が お 気に入り の 途中 降 機 で す 。 こ れ ら の 国々 は 武器 の 販売 に 関し て 非常 に 柔軟 な 法 
律 を 持っ て いる の で 、 取 引 は 平和 な 環境 で 行う こと が で きま す 。 大 規模 な 超 国 家 的 企業 の この 漠然 と し 


た 世界 で は 、 戦 争 で あろ うと な か ろう と 、 す べ て が 石油 に 浸っ て いま す 。 む し ろ 、 今 日 まで すべ て が 油 
に 浸 さ れ て いま し た 。 


日 ケベック コン ソー シア ム に よる サイ モ プ ロジ ェクト の 発表 は 、 市 場 が 開か れる と すぐ に 石油 株 の 株 式 
市 場 の 混乱 を 引き 起こ し まし た 。 募 大 な 金額 が 水素 に 送ら れ 、 石 油 会 社 に 損害 を 与え ます 。 石油 が 危険 
に さら され て いる わけ で は あり ませ ん が 、 ま だ 数 年 先 が あ め あります 。 む し ろ 、 セ ブン シス ター ズ が 心配 し 
て いる の は 、1 世 紀 ぶ り に 、 世 界 的 な エネ ルギー 管理 に 対す る 彼ら の 完全 な 独占 が 攻撃 され て いる と い 
うこ と で す 。21 世 紀 の エ ネル ギー は それ ら を 逃れ る 危険 に さら され て いま す 。 
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OPEC に グル ー プ 化 さ れ た 産油 国 は 、 予 想 よ り も 40 年 も の 間 、 石 油 の 価値 を 失っ た 世界 に 直面 し て いま 
す 。 あ る 朝 、 バ レル の コス ト は 509% 減 少し まし た 。OPEC 諸 国 は 初め て 、 経 済 や 産業 の 多様 化 を 考え た 
こと が な いこ と に 失望 し て 気づき まし た 。 昨 日 、 こ れ は すべ て 待つ こと が で きま し た 。 石油 は まだ 数 十 
年 の 間 豊 富 に あり ます 。 今日 、 水 素 の 突然 の 到着 に より 、OPEC は 明らか に 音楽 に 立ち 向かう 準備 が で 
き て いま せん 。 過去 に は 、 ア ラブ 諸国 の 突然 の 富 が 不適 切な 支出 の 乱 交 を 引き 起こ し て いま し た 。 全体 
的 な 計画 も 、 経 済 発展 の 概念 も 、 工 業 化 戦略 も 適切 に 調整 され て いま せん で し た 。 そ れ は すべ て 石油 と 
戦争 を 中 心 に 展開 し まし た 。 こ こ 10 年 間 、 ア ラブ 世界 は 金融 危機 に 見 舞 わ れ て お り 、 そ の 深刻 さ は 国家 
の 基盤 その も の を 攻撃 し て きま し た 。 マ グレ ブ と 中 東 の アラ ブ 諸 国 は 、 返 済 さ れる 債務 の 重み で 窒息 死 
し て いま す 。 セ キュ リティ と 防衛 費 は 、 石 油 収 入 の 3 分 の 1 以上 を 吸収 し まし た 。 ペ ル シ ャ 演 岸 戦 争 、 ア 
ラブ ・ イ スラ エル 紛争 、 チ ャ ド と 西 サ ハラ で の 紛争 は 彼ら を ほとん ど 減 ぼ し まし た 。 そ の た め 、 彼 ら は 
も は や 再び 紛争 に 巻き 込ま れる 余裕 さえ あり ませ ん 。 さ も な けれ ば 、 彼 ら は 第 三世 界 の 国々 に 特徴 的 な 


魚 鮭 と 産業 崩壊 の 状態 に 戻る で し ょ う 。 実際 、1982 年 以来 、OPEC 諸 国 は 、 預 金 よ り も 多く の 外国 銀行 
か ら の 借り 入れ を 行っ て きま し た 。1982 年 の 石油 価格 の 高騰 は 、 西 側 で 真 の 技術 革命 を 引き 起こ し まし 
た 。 石油 が 豊富 な OPEC と ソビエト 連邦 は 、 省 エネ の 高度 な 技術 を 特徴 と する この 運動 に は 参加 し ませ 
AX で し た 。 


日 本 で は 、 原 子 力 産業 が 石油 火力 発電 所 か ら 引 き 継 いで いま す 。 ア メリ カ で は 、 地 元 の 天然 ガス を 使用 
する こと で 、1 日 あたり 80 万 バレ ル の 石油 を 節約 で きま す 。 フ ラン ス で は 、 電 力 の 709%% が 原子 力 に よっ 
て 生産 され て いま す 。 液体 水素 が 市 場 に 登場 し た こと で 、OPEC は その 唯一 の 資産 で ある 世界 の エネ ル 
ギー 価格 の 管理 を 急速 に 失っ て いま す 。 水素 に より 、 世 界 は 石油 後 、OPEC 後 に 向かっ て 進ん で お り 、 

石油 は ます ます 追加 され 、 代 替 エ ネル ギー に な り ま す 。 一夜 に し て 、 中 東 は 主要 工業 国 の 外交 政策 の 焦 
点 で は な く な り ま す 。 OPEC は も は や 石油 で ゲー ム か ら 抜 け 出す こと が で きま せん 。 


慌て て 、 ア ラブ 諸国 は 緊急 に ジュ ネー ブ に 集まり 、 経 済 が 崩壊 する 見 通し に 直面 し 、 全 会 一 致 で 軍事 費 
を 大 幅 に 削減 し 、 ハ イ テ ク 産業 に 数 十 億 ドル を 再 投資 する こと を 決定 し まし た 。 こ の 決定 は 、 西 側 と ソ 
ビエ ト の 軍 産 複合 体 の 中 心 に 致命 的 な 打撃 を 与え ます 。 結 果 は 期待 され て いま せん 。 軍 産 複 合体 は 危機 
の 真っ 只 中 に あり ます 。 こ れ ら の 大 幅 な 削減 が 発表 され る と すぐ に 、 武 器 産 業 の 5 大 アメ リカ 人 で ある 
マク ド ネ ル ダ グ ラス 、 ジ ェ ネ ラル ダイ ナミ クス 、 ゼ ネ ラ ル エ レク トリ ッ ク 、 テ ネコ 、 レ イセ オン は 、 注 
文書 の 大 幅 な 削減 を 検討 し て いま し た 。 ヨ ー ロ ッ パ で は 、 レ イオ フ が 発表 され まし た 。 ダ ッ ソ ー か ら 

2.000 人 、 ト ンプ ソン CSF、CMM、SNIA か ら 3.000 人 、259% ダ ウン サイ ジン グ で す 。 黄金 時 代 が 過ぎ まし 
な 
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あら ゆる 世代 の 男性 と 女性 、 知 識 人 、 幹 部 、 芸 術 家 、 エ ンジ ニア 、 ヤ クト の 労働 者 は 、 共 和 国 の この 前 
例 の な い 経 済 ブ ー ム を 熱狂 的 に 祝い ます 。 ヤ クー ト 人 は 、 真 と 偽 を 区 別 する 方 法 を 長い 間 知 っ て いま し 
た 。 幻 想 の 希望 を 認識 し ます 。 モ スク ワ に よっ て 発表 され た その よう な 経済 発展 は 、 不 信 、 懐 疑 論 、 皮 
肉 を 引き 起こ し た で あろ う 。 し か し 、 ル ー ブ ル で は な く 円 へ の 投資 に つい て 話す と 、 す べ て が 可能 に な 
り 、 す べ て が 変わ る 可能 性 が あり 、 永 久 凍 土 の 北欧 の 植物 の よう に 希望 が 咲き ます 。 


その 間 、 政 治 局 の T エ テー ブル の 周り の クレ ムリ ン に 緊急 に 集まっ た 13 人 の 男性 は 心配 し て 疑っ て いま す 
。 こ の 例外 的 な 発見 の 発表 と 、 ヤ クー ト 自 治 共 和 国 に よる スタ ノヴォ イ 山 脈 へ の 採掘 権 の 停止 に 関す る 
契約 は 、 複 数 の 動揺 を 引き 起こ し まし た 。 ゴ ル バ チ ョ フ だ けが 穏やか に 見 えま す 。 そ れ で も 彼 は 、 誰 よ 
り も 、 政 治 局内 で の 危険 な 派閥 闘争 が 繰り 広げ られ て いる こと を 知っ て いま す 。 い くつ か は 、 大 統領 と 
書記 長 に よっ て 提案 され た ペレ スト ロイ カ と グラ ス ノ ス チ に 集結 する こと に は ほど 遠い で す 。 ゴ ル バ チ 
ョ フ は 、 ブ レジ ネフ と アン ドロ ポ ビ アン 時 代 の 有毒 な 遺産 で ある 保守 派 と 合意 し な けれ ば な り ま せん 。 
その 信条 は 、 規 律 と 集中 経済 に 帰着 し ます 。 予想 通 り 、 敵 対 行為 を 開始 する の は 、 政 権 の 本 質 的 な 第 2 
で あり 、 共 産 主義 の 正統 派 の 番 大 で ある リガ チョ ・ リ ガチ ョ フ で す 。 


-「 同 志 」 と リガ チョ フ 氏 は し っ か り と 語っ た 。 ス タ ノ ヴ ォ イ 山脈 は 、20 年 以内 に 主要 な エネ ルギー 源 
と な る 水素 製造 の 中 心 的 存在 に な り ま し た 。 し か し 、 ス タ ノ ヴ ォ イ 山脈 は 、 日 本 人 は も ちろ ん 、 ヤ クー 
ト で は な く ソ ビエ ト で す 。 


リガ チョ フ は 1 時 間 以 上 プレ ゼン テー ショ ン を 続け 、 続 いて 苦 々 し く 活 発 な 議論 を 行い まし た 。 保 守 派 
に と っ て 、 日 本 人 と の 契約 が 自治 共和 国 の 国境 を 外国 の 商業 的 侵略 に 広く 開放 し て いる こと は 明らか で 
ある 。 彼女 に と っ て 、 党 の 決定 は すべ て の 共和 国 の 義務 に な り ま す 。 し か し 、 国 際 舞 台 で は それ 以上 の 
も の が 人 危機 に 瀬 し て いま す 。 ゴ ル バ チ ョ フ は これ を よく 知っ て お り 、 最 大 限 に 恐れ て いま す 。 


-「 中 国政 府 は 、 ア イグ ネン と 北京 の 条約 に よっ て 私 た ちの 先祖 が 心から 獲得 し た シベ リア の 領土 を 適 
切 に する た め に 、 私 た ちか ら の 弱 さ の 兆候 を 待っ て いる だ け だ と リガ チョ フ を 起訴 する こと を 宣言 する 
こと に よっ て 、 私 は あな た に 何 も 教え ませ ん 。 情報 に 基づい て 、 マ ー ク は すぐ に 連続 し ます 。 ゴ ル バ チ 
ョ フ は 無力 に 正教 会 の 勝利 を 目撃 し ます 。」 


歴史 的 に 、 リ ガチ ョ フ は 正しい で す 。 過去 に 中 国 皇 畜 と ロシア 皇帝 の 間 で 1858 年 に アイ グ ネ ン で 、1860 
年 に 北京 で 署名 され た 条約 は 、 事 実 上 、 本 質 的 に 不平 等 条約 で す 。 和 皇帝 は 、 中 国 が 無防備 だ っ た 時 代 を 
利用 し て 、 ヨ ー ロ ッ パ の 帝国 主義 勢力 に 引き 渡さ れ 、 不 法 な 条約 に 署名 し 、 歴 史 的 に 中 国 に 属し て いた 
東 シ ベ リア の 領土 を 取り 戻し まし た 。 


シベ リア の 領土 を 支配 する た め の ロ シア の 旦 帝 と 中 国 の 皇帝 の 間 の 競争 は 数 世紀 に 及 ん だ 。17 世 紀 初 頭 
の ロシア 植民 地 化 の 初期 か ら 、 コ サッ ク は バイ カル 湖 か ら 非 常に 東 と 南 の 万 里 の 長城 、「 天 の 帝国 」 の 
国境 まで 偵察 襲撃 を 押し 進め まし た 。 満州 人 が 北京 に 定住 し た と き 、 敵 対 行為 は 再開 し た 。 皇帝 の 軍隊 
は 、 基 地 か ら 離 れ す ぎ て いた た め 、 敗 北 後 に 敗北 し 、 追 い 返 され まし た 。1689 年 、 古 い 木製 の 壁 の 要塞 
に 包囲 され た ロシア の ゴロ ビン は 、 軍 事 作戦 の メイ ン シ ア ター で ある アム ー ル 川 の 上 流 と 中 流 に ある す 
べ て の ロシア の 所 有 物 を 満州 に 譲渡 する ネル チン スク 条約 に 署名 し まし た 。 そ の 後 2 世紀 が 経ち 、 シ ベ 
リア 東部 に 中 国 の 支配 が 確立 され まし た 。1830 年 頃 、 歴 史 の 輪 が 再び 変わ り ま し た 。 イ ギリ ス と の アヘ へ 
ン 戦争 に 疲れ 果て た が 、 パ イ ピ ン の 反乱 に よっ て さら に 疲れ 果て た 中 国 は 侵略 され 、 そ の 首都 は 1860 年 
に フラ ンス と イギリス の 分 遣 隊 に よっ て 占領 され た 。 その後 、 ロ シア は 中 国 の 宮廷 の 極端 な 恥ず か し さ 
を 利用 し て 、 シ ベリ ア の 領土 の 大 部 分 を 切り 取っ た 。 弱体 化し て 無力 に な っ た 中 国 は 、100 万 平方 キロ 
メー トル 以上 を 奪っ た これ ら の 有名 な 不平 等 条約 に 署名 する こと を 辞任 し まし た 。 ロ シア 人 は 、 国 際 的 
な 報復 を 筑 れ て 、 こ れ ら の 領土 を 開発 し 、 強 化す る た め に 急い で いま し た 。 今日 も 違法 に 領土 を 占領 し 
、 認 め ら れ た 国際 法 を 損なう イス ラ エ ル に 少し 似 て いま す 。 


1920 年 9 月 、 十 月 革命 の 指導 者 で ある レー ニン 外交 クー デ タ ー は 、 中 国 と の 不平 等 条約 を 廃止 し 、 再 交 
渉 し な けれ ば な ら な いと 宣言 し た 。 ス ター リン が その 後 常に 認め る こと を 拒否 し た と いう 宣言 。 領 土 問 
題 は 1969 年 に 最高 潮 に 達し た 。 毛 沢 東 主義 文化 大 革命 の 圧力 の 下 で 、 中 ソ 国 境 で 軍事 事件 が 発生 し た 。 
ERC 受 で し た 。 そ れ 以 来 、 ソ ビエ ト は 中 国 の 硝 威 を 非常 

真剣 に 受け 止め て きま し た 。 中国 の 指導 者 の 心 の 中 で 、 唯 一 の 有効 な 条約 は 、1689 の ネル チン スク の 
生生 和 の 0 は 間 四 の 日 お の R 加 に 2U の 年 は あの 
と な が ら 中 国人 で あり 、 い つの 日 か 彼ら は メモ を 提示 する と 語っ た 。 リ ガチ ェ フ の 心 の 中 で 、 ゴ ル バ チ 
ョ フ に 反対 し て 、 中 国 は 、 特 に 中 国 以来 、 不 平等 条約 へ の 補償 と し て 、1860 年 の クー デ タ ー を 逆転 させ 
る た め に 90 年 代 の ソ連 の 経済 的 お よび イデ オロ ギー 的 弱 さ を 利用 で きる と 考え る べき で は あり ませ ん 。 

この 共産 主義 の 反逆 者 で ある ゴル バチ ョ フ は 、 天 安 門 広場 で の 虐殺 の 原点 で ある 彼 の 新しい 外交 政策 を 
許す こと は 難し い 。 


今週 の 水曜 日 の 夜 、 ゴ ル バ チ ョ フ と 彼 の 同盟 国 は 、 保 守 的 で 軍国 主義 の 細 に よっ て 政治 局 で 投票 され ま 
し た 。 投票 は リガ チェ フ の 論文 と 決議 を 確認 する : ヤク ー ト が 侵略 され 、 日 本 と の 契約 は 終了 し 、 ソ ビ 
エト 軍 は 中 ソ 国 境 で 強化 され る 。 マ イケ ル ・ ゴ ル バ チ ョ フ は 、 ソ ビエ ト の 公 的 生活 の 最高 機関 に 加入 し 
て 以来 初め て 、 辞 任 の 痛み に 関す る リガ チョ フ の 動議 に 賛成 し て 投票 する こと を 辞任 し な けれ ば な り ま 
せん 。 こ れ か ら は 、 内 外 の 政策 の 両面 で 、 ゲ ー ム は タイ ト に な り 、 機 動 の 余地 は あり ませ ん 。 


L 
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カナ ダ 議 会 の 議席 で は 、 嵐 が 吹き 荒れ て いま す 。 ニ ュー ファ ンド ラン ド の 首相 で ある クラ イド ウェ ルズ 
は 、 カ ナダ の 相手 と 電話 で 会 話し て いる が 、 激 色 し て お り 、 正 当 な 理由 が ある 。 世 界 市 場 へ の 水素 の 到 
着 は 、 ニ ュー ファ ンド ラン ド 沖 の ハイ バー ニア 石油 プロ ジェ クト の 終了 を 示し て いま す 。 ハ イ バ ー ニ ア 
油田 に は 、 約 9 位 バ レル の 回 収 可能 な 石油 が 含ま れ て いま す 。 こ れ ら の 水中 埋蔵 量 の 開発 は 、 商 業 漁業 
部 門 で 大 き な 危 機 に 直面 し て お り 、 失 業 率 が ほぼ 169% で ある 、 こ の 貧し い 州 の 本 当 の 生命 線 で す 。 巨 大 
な 石油 掘削 装置 の 建設 に より 、 今 後 $ 年 間 で ニュ ー フ ァ ン ドラ ンド で 約 10.000 人 の 雇用 が 創出 され る と 見 
込ま れ て いま す 。 ク ライ ドウ ェ ル ズ は 、 ケ ベッ ク 州 の モッ トー が 「Jemesouviens」 で ある と いう 難し い 
方 法 を 学ん だ ば か り で す 。 1982 年 以来 カナ ダ 憲 法 か ら 除 外さ れ た ケベック の 再 統 合 に 対す る クラ イド ウ 
ェ ル ズ の 反対 と 、 ヒ ベル ニア プロ ジェ クト の 掘削 プラ ッ ト フ ォ ー ム の 建設 に お ける ケベック 造船 所 の 除 
外 は 、 多 く の 人 々 の 口 に 苦い 味 を 残し まし た 。 ケ ベッ ク 人 。 聖水 の 中 の 悪魔 の よう に 奮闘 し て いる クラ 
イド ウェ ルズ は 、 つ い に イ ギリ ス 系 カナ ダ 人 の 金融 の ラン ド マ ー ク で ある ベイ スト リー ト で 同情 的 な 耳 
を 見 つけ まし た 。 こ の 水素 プロ ジェ クト は 、 経済 的 に 強い ケベック が ケベック 主権 の 成功 の 可能 性 を 高 
め る と いう アン グロ サク ソン の 論文 を 確認 する だ け で す 。 


カナ ダ 議 会 の 議席 で ある オタ ワ で は 、 ブ ライ アン ・ マ ルル ー ニ ー 首 相 が トロ ント の ロビ イス ト か ら の 強 
い 圧 力 に さら され て いま す 。 大き な 外交 ジェ スチ ャ ー を する こと に 慣れ て いな い ブ ライ アン ・ マ ルル ー 
ニー は 、 し か し 、 彼 の 習慣 に 反し て 、 怠 情 に 待機 し 、 出 来 事 の 順番 を 待つ こと が で き な い こと を 知っ て 
いま す 。 彼 は 、 サ イモ プロ ジェ クト が 現実 に は ほど 遠い こと を 日 本 人 に 理解 させ な けれ ば な り ま せん 。 
彼 の 顧問 は 、 日 ケベック プロ ジェ クト の 翌 点 は 海上 輸送 で ある と 彼 に 正しく 指摘 し て いる 。1 つ は ヤク 
ー ト に あり 、 も う 1 つ は ケベック に あり 、 北 西 航路 で 結ば れ て いま す 。 バ フィ ン 島 か ら ボ ー フ ォ ー ト 海 
まで 続く 北西 航路 に は 、 現 代 の 技術 が 一 年 中 作る 多く の 輸送 ルー ト が あり ます 。 こ れ は 彼 が 強く 打 た な 
けれ ば な ら な い 場 所 で す 。 


海 の 自由 の 概念 は 、 一 般 的 に 国 の コン サー ト で 受け 入れ られ て お り 、「res nullius」 (所 有 権 な し ) 、「 
res communis] (すべ て の 人 に 開か れ て いる ) 、 ロ ー マ 法 に 起因 する 表現 と し て 要約 で きま す 。 水中 天 
然 資 源 の 「 オ フシ ョ ア 」 開 発 を 可能 に する 新 技術 の 出現 、 伝 統 的 な 漁業 地帯 の 保護 、 世 界 の 軍事 戦略 に 
お ける 海洋 の 地政 学 的 重要 性 に より 、 各 国 は 沿岸 の 管轄 の 拡大 を 可能 に する 新しい 規則 を 導入 する こと 
を 余儀 な くさ れ ま し た 海岸 か ら 最大 12 マ イル 、 漁 場 で は 200 マ イル の 国 。909% の 氷 で 導 わ れ た 北極 海 の 
特定 の 環境 は 、 そ の 分 類 に 関す る 外交 上 の 違い の 場面 で す 。 


2 つの 主要 な 理論 が 衝突 し ます 。1 つ は 氷 が 永久 に 陸 と し て 扱わ れ 、 も う 1 つ は 海 と し て 扱わ れる と いう 
も の で す 。 カ ナダ は 、 北 極 諸島 の 島々 を 含む ノー ザン テリ トリ ー の すべ て が 、 バ ー ニ エ 大 尉 が 所 有 し て 
以来 、 カ ナダ の 管轄 下 に ある と 宣言 する こと に より 、 論 争 を 短く し まし た 。 北西 航 路 を 含む 北極 諸島 を 
取り 巻く 12 海 星 ま で の すべ て の 海域 は 、 カ ナダ の 主権 の 対象 と な り ま す 。 一 方 、 日 本 、 米 国 、 ソ 連 は 、 
カナ ダ が 主張 する この 主権 に 常に 反対 し て きま し た 。 彼ら に と っ て 、 北 西 航路 は 、 公 海 の 2 つの 部 分 、 
また は 公海 の 一 部 を 領海 の 一 部 に 接続 する 必要 が ある と 述べ て いる 1949 年 の コル フ 条 約 に よる 国際 海峡 
の 定義 の すべ て の 条件 を 満た す 。 州 の 、 そ し て 通路 の 使用 は 法律 で ある と 付け 加え ます 。 し か し 、 氷 の 
抵抗 の た め に 北西 航路 が 取ら れる こと は めった に あり ませ ん で し た 。 し た が っ て 、 こ の 一 節 は 一 年 の ほ 
と ん どの 間 実 行 不可 能 で ある た め 、 こ れ は カナ ダ の 主張 を 補強 し ます 。 


答え は すぐ に 来 ま し た 。 初 め て 、 水 上 艦 が 冬 に 北極 圏 を 航海 し 、 北 極 に 行く こと で 作 辱 に 加わ っ た 。 世 
界 で 最も 強力 な 砕氷 船 で ある ソ連 の アル クティ カ は 、 一 年 中 の 航行 が 可能 に な っ た こと を 示し た ば か り 
で す 。69 年 の アメ リカ の ボー トマ ン ハ ッ タ ン と 数 年 後 の 極 海 の 通過 の 連続 し た 交差 は この 事実 を 確認 し 
、 カ ナダ 人 を 大 い に 動 揺 さ せ まし た 。 ア メリ カ 人 は 、 マ ン ハ ッ タ ン に よっ て 引き 起こ され た 事件 を 利用 
し て 、 通 過 を めぐ る カナ ダ の 主権 に 異議 を 唱え まし た 。 カ ナダ は 、 カ ナダ 北極 圏 の 繊細 な 生態 系 を 保護 
する た め に 通過 する 船舶 を 監視 する こと を カナ ダ に 与え る 北極 海 汚染 防止 法 を 急い で 通過 する こと で 対 
応 し まし た 。 し た が っ て 、 カ ナダ は 望み 通り に 通過 を 制御 する こと が で きま し た 。 


日 本 の プロ ジェ クト が 日 の 目 を 見 る と 、 ス ー パ ー 多 石 運搬 船 は 毎年 通路 を 使用 し ます 。Mulroney の 顧問 
は 、 カ ナダ が 通過 儀礼 に 対し て 主権 を 行使 し な い 場 合 、 米 国 は この 拒否 を 国際 通過 儀礼 を 支持 する 主権 
の 放棄 と 解釈 する こと を 十分 に 知っ て いま す 。 ニ ュー ファ ンド ラン ド と ベイ スト リー ト か ら の 圧力 に 屈 
し 、 首 相 は 日 本 政府 に 、 こ の 種 の 航行 に 関連 する 事故 の リス ク が 高い た め 、 カ ナダ は 通路 で の 冬季 航行 
を 許可 し な いこ と を 合図 し た 。 同 じ よ うに 、 彼 は ケベック 人 に モン トリ オー ル の 有望 な 開発 が 深刻 に 危 
うく され て いる こと を 示し まし た 。 


NS 
ケベック 、91 年 5 月 11 日 


ブラ ッ サ 首相 は 情 然 と し て いる 。 傷 が 治る に は ほど 遠い ミー ク 溢 の 崩壊 に 続い て 、 首 相 は オタ ワ に 直面 
し た この 平手 打ち に 圧倒 され た よう だ 。 神聖 な 連合 を 提案 し 、 ケ ベッ ク の すべ て の 軍隊 を ケベック に 対 
する この 経済 的 クー デ タ ー と 戦う よう に 誘う こと に よっ て 首相 を 救助 する の は 、 公 式 野党 の 指導 者 で あ 
り 、 偉 大 な ナシ ョ ナリ スト で す 。2 人 の ケベック の 政治 指導 者 が 1 つの 声 で 話し て いる この 画像 は 、 ケ ベ 
ッ ク 人 を 幸せ に し ます 。 イ ング リッ シュ ・ カ ナダ は 、 彼 ら を ある 意味 で 彼ら 自身 に 送り 返す こと に よっ 
て 、 ケ ベッ ク の 人 々 に 変化 を 発明 する こと を 強い て いま す 。2 つ の 仮説 は すでに 除外 され て いま す 。 現 
状 、 つ まり 現在 の 連邦 主義 と 米国 へ の 併合 で す 。 2 つの 選択 肢 が 、 ペ ロト ン の 先頭 に 忍び 寄っ た よう で 
す 。 ケ ベッ ク に 特定 の 文化 的 主権 を 与え 、 経 済 同 里 また は 独立 を 伴う 、 新 た な 地方 分 権化 され た 連邦 主 
義 で す 。 


ケベック 経済 の 大 将軍 の 心 の 中 で は 、 次 の 世紀 の 世界 の エネ ルギー 首都 と し て の モン トリ オー ル の 発展 
を 妨げ る も の は 何 も な いこ と は 確か で す 。 こ の 支持 の 強 さ で 、 首 相 は 「 彼 の 銃 の 口 を 通し て 」 と 答え ま 


し た 。 ケ ベッ ク 州 は カナ ダ 憲 法 か ら 除 外さ れ て いる た め 、 法 的 に カナ ダ の 一 部 で は な く 、 こ れ は 10 年 以 
上 続い て いま す が 、 独 立 に 関す る 国民 投票 の 開催 を 提案 する こと に より 、 こ の 事実 上 の 状況 を 国民 に 確 
認 する 以外 に 選択 肢 は あり ませ ん 。 ケ ベッ ク の 。 


Lll 
ヤク ー ト 自治 共和 国 、91 年 5 月 11 日 


シベ リア 南東 部 の 軍事 化 の 増加 は 、 ソ ビエ ト 共 和 国 と スタ ノボ イ 山 脈 に 対す る 中 国 の クー デ タ ー の 可能 
性 に 対す る 予防 策 と し て 、 ク レム リン 当局 に よっ て ヤク ー ト の 指導 部 に 提示 され て いま す 。 ア リバ イ は 
完璧 で す 。 シ ベリ ア で は 「 黄 補 論 」 へ の 恐れ が 強い 。 毛 沢 東 が 1969 年 に アム ー ル に 大 群 を 打ち 上 げ 、 ア 
ムー ル の 支流 で ある オス リ 川 に ある ソビエト の ダマ ンス キ 一 島 に 侵入 し て 巨大 な 大 虐殺 を 引き 起こ し た 
と き 、 誰 も が この 血 に 負え た 狂気 の 行為 を 覚え て いま す 。 中 国軍 は 押し 戻さ れ 、 封 じ 込 め ら れ た 。 こ の 
血 な まで ぐさ い エ ピ ソ ー ド 以来 、 国 境 交渉 は 行き 詰まっ て いる 。 


シベ リア 共和 国 の 市 民 の 目 に は 、1930 年 代 に 機械 、 工 具 、 完 成品 、 技 術 顧 問 、 技 術 者 を 提供 する こと に 
よる ソビエト の 友好 的 な 支援 の お か げ で 、 当 時 は 無知 で 文言 の 人 々 で あっ た 中 国 が で きた の で す 。 彼 の 
共産 主義 革命 で 成功 する た め に 。 中国 の 利益 の た め の ソ ビエ ト の 人 々 の 犠牲 は 国境 問題 を ば か げ て いる 
。 それで も 40 年 前 、 関 係 は 強烈 で し た 。 シ ベリ ア と 北京 を 結ぶ 線路 の 交通 は 絶え 間 な く 続 いた 。 ウ ラジ 
オス トク に と っ て 最速 の ルー ト で も あり まし た 。 今日 、 そ の 直接 的 な つなが り は 断ち 切ら れ 、 買 易 は 以 
前 の レベ ル の 何 分 の 1 か に まで 落ち 込ん で いま す 。 良き 隣人 、 中 国人 は 敵 に な り ま し た 。 結果 : 約 80 万 
人 の 男性 、2,500 機 の 飛行 機 と 8.500 台 の 装甲 車両 を 装備 し た 50 の 師団 、 ア ル グ ン 、 ア ムー ル 、 ウ スリ ー 
、 そ し て 西 の 国 境 を 警備 する 軍隊 と 推定 され て いま す 。 カ ザ フ ス タン と 新 負 ウイ グル 自治 区 、 つ まり 、 
7.500 キ ロメ ー ト ル の 共通 の 国境 で す 。 


Llll 
北京 91 年 $ 月 11 日 


も ちろ ん 、 中 国人 に と っ て は 、 絵 の 読み 方 が 逆 に な っ て いま す 。 彼ら の 大 き な 幻 減 は 、 ソ ビエ ト の 援助 
の 時 代 に まで さか の ぼり ます 。 横柄 で 軽 蔵 的 な 、 い わ ゆ る エン ジニ ア は 、 中 国 が 現金 を 支払 わな けれ ば 
な ら な か っ た の で 、 中 国 で は 占領 国 の よう に 振る 舞い まし た 。 ソ ビエ ト の 援助 は 本 質 的 に 、 最 終 的 に 中 
国 を 衛星 化す る こと を 目的 と し て 、 中 国 に 対す る 経済 的 統制 を 目的 と し て いま し た 。 北京 が 策略 を 阻止 
する た め に 恒久 的 に 関係 を 断ち 切っ た と き 、 世 界 で これ まで に 試み られ た 最大 の 産業 妨害 活動 の 1 つが 
あり まし た 。 橋 は 川 に 半分 建て られ て 放棄 され まし た が 、 計 画 は 見 つか り ま せん で し た 。 ロ シア 人 が 泥 
棒 の よう に 去っ た と き に 解体 また は 自沈 し た 機械 が 不足 し て いた た め 、 工 場 は 停止 し まし た 。 ス ペア パ 
ー ツ は どこ に も 見 つか り ま せん で し た 。 そ れ は 中 国人 に と っ て か な り の 教訓 で し た 。 そ れ を 知ら ず に 、 
ソビエト は 彼ら に 彼ら 自身 だ け に 頼る よう に 教え まし た 。 中 国人 は それ を 決し て 忘れ ませ ん 。 


カナ ダ の 立場 は 中 国 の 指導 者 を あま り 心 配 し て いま せん 。 そ れ ど ころ か 、 今 世紀 の プロ ジェ クト を 妨害 
する 可能 性 の ある 外交 的 混乱 は 、 事 実 上 、 中 国 に ソ連 と の 国境 間 題 を 決定 的 に 解決 する た め に 必要 な 時 
間 を 与え る 。 


ソ連 と 中 国 の 間 の 争い は 、 イ デオ ロ ギ ー、 国 際 政 治 、 そ し て シベ リア と の 国境 と いう 3 つの 明確 な 事実 
に 関係 し て いま す 。 イ デオ ロ ギ ー は 現在 、 国 際 政 治 に 加わ っ て お り 、 本 質 的 に は 、 最 大 数 の 兄弟 国 の 影 
響 力 に 服従 する た め の 競 争 に 還元 され て いま す 。 


各国 の 「 コ ン サ ー ト 」 の 後半 、 中 国 は 、 ソ 連 を 犠牲 に し て 第 三世 界 で し か 受け 入れ られ な い 独 自 の 顧客 
を 獲得 する こと に よっ て 、 自 分 た ちの た め の 場 所 を 切り 開 こ うと し て いま す 。 中国 は スタ ノヴォ イ 山 脈 
を 占領 し て 水素 カー ド を 使用 する こと で 、 国 際 的 な 影響 力 を 高め 、 ソ 連 を 超え て 、21 世 紀 の 夜 明け に す 
べ て の 人 に と っ て 不可 欠 な パー トナ ー に な り た いと 考え て いま す 。 世 界 に お ける 共産 主義 の 拡大 は 今や 
水素 を 含み 、 そ れ は 北京 の 手 に 渡っ て 比類 の な い イ デオ ロ ギ ー 兵 器 と な っ た 。 北京 に と っ て 、 状 況 は 明 
ら か で あり 、 ス タ ノ ボ イ 山 脈 の 採掘 権 は ソビエト で も 日 本 人 で も な い が 、 不 平等 条約 に よっ て 不法 に 抽 
出さ れ 、 国 際 国 境 法 を 損なう 中 国 の 財 で ある 。 


LIV 
アラ ー ト 、 カ ナダ 北極 


カナ ダ 北 極 圏 の 戦略 的 重要 性 は 、 明 ら か に ソビエト 北極 圏 と の 隣接 性 に 由来 し て いま す 。1940 年 代 後半 
の 冷戦 の 開始 か ら 、 一 連 の 防空 対策 に より 、DEW ラ イン を 含む 前 方 警戒 所 の 3 つの ネッ トワ ー ク が 構築 
され まし た 。 北米 防衛 シス テム (NORAD) は 、 カ ナダ 人 に よっ て 409%6 支 払わ れ て いま す 。 た だ し 、 カ 
ナダ は 技術 情報 や 米国 の 監視 デー タ に ほとん ど ア クセ ス で きま せん 。 こ れ は 、 極 有 冠 の 下 で アメ リカ 人 と 
ソビエト の 間 で か くれ ん ぼ を する ゲー ム で 毎日 起こ る こと で す 。 カ ナダ は 自動 的 に ゲー ム か ら 除 外さ れ 
ます 。 毎日 、 そ れ は 沈黙 の 戦争 で す 。 ソ ビエ ト の 潜水 艦 は 、 海 上 に ある 何 千 も の ハイ ドロ フォ ン で 構成 
され た 高度 な 海上 防衛 シス テム を 突破 し 、 阻 止 し よう と し て いま す 。 今日 、 ノ イズ は 、 検 出 の 進歩 に よ 
り 、 原 子 力 潜 水 艦 の アキ レス 腫 に な り ま し た 。 非 常に 低い 周波 数 で 聞く こと の 出現 に より 、 数 十 キ ロメ 
ー ト ル 、 さ ら に は 数 百 キ ロメ ー ト ル ま で の 原子 力 潜 水 艦 を 検出 する こと が 可能 に な り ま し た 。 す べ て の 
戦略 的 な ナビ ゲー ショ ン 通 路 は 、 固 定 ハ イド ロホ ン の チェ ー ン で いっ ぱい で す 。 戦い に 勝つ 人 は 常に 、 


潜在 的 な 敵 に よっ て 放出 され る 低 周 波数 に 最も 敏感 な 「 耳 」 を 持ち な が ら 、 最 小 の ノイ ズ を 放出 する 人 
で す 。 


LV 
モス クワ 、91 年 $ 月 12 日 


黒人 を 訪ね 、 白 人 を 殺し た 。 日 本 の 野心 を 封じ に 込め る た め の カ ナダ の 外交 的 作戦 は 、 ソ ビエ ト の 熊 の 居 
眠り する 怒り を 呼び 起こ し ます 。 モ スク ワ に と っ て 、 カ ナダ の ポー ン を 使用 し て いる ワシ ント ン が 北西 
航路 の この 禁止 の 背後 に ある こと は ます ます 明白 に な っ て いま す 。 リ ガチ ョ フ に と っ て 、 禁 止 は 日 本 人 
だ け で な くす べ て の ソビエト 船 に も 適用 され ます 。 


-「 こ こ に 、 資 本 主義 の 正体 が あり ます 。 彼 は 、 私 た ちの 国 の 危険 な 経済 状況 を 利用 し て 私 た ち を 屈辱 
し 、 迫 する た め に 、 緊 急 に 集まっ た 政治 局 の メン バー に 叫び ます 。 ス タ ノ ボ イ 山 脈 は 私 た ちの も の で 
あり 、 私 た ち だ け で 水素 は ソビエト 経済 の 救済 に な り 、 ソ ビエ ト 連 邦 は その 一 部 と な り 、 そ の 一 部 と な 
る た め に は 、 ケ ベッ ク 鉱 石 に アク セス で きる よう に する た め に 北西 航路 の 国際 的 地位 を 積極 的 に 主張 し 
な けれ ば な り ま せん 。 


リガ チョ フ は 、 か つて シベ リア を 征服 し た 有名 な コサック に ちな ん で 名 付け られ た イェ エル マー ク 計 画 の 
採用 を 提案 し て いま す 。 もう一度 、 ゴ ル バ チ ョ フ は 、 政 治 局内 の 単 一 の 違い の 声 に よっ て 、 決 議 を 受け 
入れ る か 、 解 雇 に 直面 する こと を 余儀 な くさ れ て いま す 。 彼 の 考え で は 、 辛 抱 強く な る 方 が 良い で す 。 
予期 せ ぬ 出来 事 が 起こ り 、 彼 は 再び 状況 そ コ ント ロー ル で きる よう に な り ま す が 、 時 間 が な く な り 、 何 
より も 、 彼 は アメ リカ 人 が どの よう に 反応 する の か 疑問 に 思い ます か ? ヤ ー マ ッ ク 計 画 に 含ま れ て いる 


ソビエト の 対応 は 痛烈 で あり 、 ア メリ カ 人 が 空 や 海 を 支配 し て いる 場合 、 彼 ら は ソビエト に よっ て 支配 
され て いる こと を 初め て そし て 鍵 い の 余地 な く 実 放す る で し ょ う 。 


すぐ で に 、 ソ ビエ ト の 最新 技術 で ある ヤー マク 潜水 艦 の 浮上 を 命じ られ た 。 ヤ ー マ ク が バフ ィ ン 島 近く の 
北西 航路 を 覆っ て いる 太い 氷 の 層 を 突き 刺す と 、 地 獄 の よう な ラケット が すべ て の アメ リカ の ハイ ドロ 
フォ ン に 侵入 し ます 。 ア メリ カ の 汗水 艦 ス ポッ ティ ング セン ター の 点 減 す る ライ ト は すべ て パニ ッ ク に 
な り ま し た 。 ア メリ カ 人 は 驚い た こと に 、 ア メリ カ の 目 に 見 えな い 爆 撃 機 に 対す る ソビエト の 技術 的 反 
応 、 つ まり 完全 に 防音 され た 原子 力 潜 水 艦 を 発見 し まし た 。 ペ ンタ ゴン で は 、 そ れ は 稀 選 で す 。 水 中 リ 
スニ ング シス テム 全体 が 失敗 し 、 何 年 に も わた っ て 苦労 し 、 何 十 年 に も わた る 科学 的 研究 が 一 般 的 な カ 
ー ド ゲー ム の よう に 月 壊し まし た 。 ガ ラス が 割れ る 前 は 、 ど の レー ダー で も 音声 エコ ー は 記録 され て い 
ませ ん で し た 。 ア メリ カ の 専門 家 は 、 何 週間 も の 間 、Yermak の 技術 力 を 研究 する 必要 が あり ます 。 


LVI 
ワシ ント ン 、91 年 5 月 12 日 


-「 こ の 潜水 艦 に つい て 私 た ち は 何 を 知っ て いる の か 、 ブ ッシュ 大 統領 に 非常 に 腹 を 立て て 尋ね ます 。 
」 


-「 ご くわ ず か 」 と 、 陸 軍 の 衛星 謀 報 機関 で ある 国立 偵察 局 (NRO) の 所 長 で ある ゴー ドン 提 舞 は 答え 
た 。 コ ンド ル 衛 星 の 最 初 の 写真 は 、 ソ ビエ ト が 潜水 艦 か ら 潜 水 艦 に いわ ゆる 技術 を 適用 する こと に 成功 
し た と 私 た ち に 信じ させ ます 。 彼 の 聴衆 の 明らか な 困惑 に 、 彼 は 続け まし た 。 船体 の 形状 か ら 、 す べ て 
の 配管 、 電 気 シ ステ ム 、 エ ンジ ン 、 ポ ンプ は 、 す べ て の 騒音 と 振動 を 吸収 する 重い 液体 、 お そら く 水 銀 


に よっ て 外側 の 船体 か ら 完 全 に 隔離 され て いる と 推測 され ます 。 し た が っ て 、 潜 水 艦 に 浮か ぶ 潜 水 艦 の 
表現 。「」 


-「 そ し て 、 ム ルマン スク は 何と 言っ て いま すか ?」 北 極 圏 で 任務 に 就 い て いる すべ て の 潜水 艦 の 原産 
地 で ある ムル マン スク の 基地 。 


- 「 私 が 連絡 を 取り 合っ た イワ ノ フ 司令 官 に よる と 。 公式 版 : 科学 研究 」 


-「 な る ほど ! そし て 今 、 大 統領 が ホワ イト ハウ ス の 安全 保障 理事 会 の 理事 で ある バレ ッ ト に 目 を 向け 
る と 言っ た 、 あ な た の 分 析 ?」 


-「 カ ナダ 人 の 素晴らし い 外 交 的 失敗 」 は 怒っ て バレ ッ ト を 再開 し た 。 私 た ち は 、 私 た ち が 守 る こと が 
で き な い 領域 に 対す る 主権 を 宣言 し ませ ん 。 外 交 的 に 、 私 た ち は 立 ち 往 生 し て いま す 。 北西 航路 に 対す 
る カナ ダ の 主権 を 認め な いこ と に より 、 ロ シア 人 は 暗黙 の うち に それ を 使用 する こと を 許可 され て いま 
す 。 私 た ち 自 身 の 厳 格 な ガイ ドラ イン に よれ ば 、Yermak は 正常 で す 。 要 する に 、 そ れ が 彼ら の 法律 の 1 
つ に 違反 し て いる の で 反応 する の は カナ ダ 人 次 第 で す 。 独自 の 法律 を 施行 する こと は で きま せん 。 彼ら 
に は 巡査 の 仕事 を する こと が で きる 潜水 艦 も 、 そ の 名 に ふさ わし い 砕 氷 船 さえ も あり ませ ん 。 あ な た が 
私 に 尋ね れ ば 良い た わ ご と 。 「」 


-「 周 り に 潜水 艦 は あり ます か ?」 ブ ッシュ は ゴー ドン に 尋ね ます 。 
-「 オ ハイ オ は 、Yermak か ら 1.6 km (1 マイ ル ) 未満 の 場所 に あり ます 。」 


-「 了 了解 し まし た 。 彼 に 24 時 間 Yermak の 浮上 と 監視 を 命じ て くだ さい 、。 毎日 の レポ ー ト が 必要 で す 。 バ 
レッ ト は オタ ワ に 電話 し 、 オ ハイ オ と Yermak が 共同 で 北極 圏 の 科学 ミッ ショ ン に 参加 し て いる こと を 伝 
えま す 。Mulroney は 必要 あり ませ ん 。 ま だ も っ と 知り た い の で す 。 ス ミス 司令 官 、 あ な た に 。」 


スミ ス 大 尉 は 立ち 上 が る と すぐ に ビデ オモ ニタ ー に 近づき 、 そ の 夜 コ ンド ル 衛 星 か ら 受 信 し た 録画 
人 ME 本 の ト ツイ YY FRESH 人 RY 
方 イン チ す べ て を 見 る こと が で きま す 。 小 さ な 木 の 塊 が ちり ば め ら れ た ほとん ど 砂 漠 の 風景 が 画面 に 現 
れ ま し た 。 今 近づい た イメ ー ジ は ソビエト 軍 の キャ ンプ の イメ ー ジ で し た 。 ス ミス は 画面 上 の 画像 を フ 
リー ズ し まし た 。 


-「 大 統領 、 私 た ち は こ の よう に 中 ソ 国 境 で 18 の 種類 の 軍事 野営 地 を 発見 し まし た : キノ コ の よう に 発 
芽 し た 10 の ソビエト と 8 つの 中 国人 。 す べ て の 重 武 装 、 数 百 の 戦車 、 重 砲 、 水 陸 両 用 車 、 幸 いな こと に 
痕跡 は あり ませ ん 現時 点 で の 核兵器 の 。」 


-「 今 回 は し っ か り と 機動 し な けれ ば な ら な い 、 心配 し て いる 大 統領 を 観察 する 。 モ スク ワ の 私 た ちの 
大 使 は どう 思う ?」 


-「 彼 に よる と 、 バ レッ ト 、 ゴ ル バ チ ョ フ は も は や 政治 局 の マス ター で は な く 、 リ ガチ ョ フ の 強硬 派 が 
支配 権 を 握る だ ろう 。 ゴ ル バ チ ョ フ の 和解 的 な 外交 政策 の すべ て が 疑問 視 さ れ て いる 。 ペルシャ 湾 、 南 
か ら 北 へ の 硝 威 に 直面 し て ソ連 が 潜在 的 な 同盟 国 と な る 新しい 国際 秩序 を 最終 的 に 期待 する こと を 可能 
に し た オー プ ニ ン グ を 信じ る こと が で きま し た 。 リ ガチ ョ フ と 一 緒 に 、 そ れ は 冷戦 、 そ れ 以 下 で は な い 
。 ゴルバチョフ に 対す る クー デ タ ー の 可能 性 が 日 々 高まっ て いる ほど だ 。」 


-「 ゴ ル バ チ ョ フ を 失望 させ る こと に 疑問 の 余地 は な い 。 私 た ち は 皆 、 こ の 点 に 同意 する 。 私 た ち は 彼 
に 借金 、 巨 額 の 借金 を 負っ て いる 。 ニ ニカラグア 、 ア ン ゴ ラ 、 カ ン ボ ジア 、 韓 国 、 ア フ ガ ニス タン 」 彼 の 
協力 な し で 可能 で し た 。 こ の 血 な まぐ さい 発見 の 発表 以来 起こ っ た 激動 を も っ と 注意 深く 分 析 す る 必要 
が あり ます 。 国 務 省 の この 名 前 の ドレ イト ン の 報告 : 日 本 人 が カナ ダ と ソビエト 連邦 の 両方 で 危機 の す 
べ て の レベ ル に 存在 し て いる こと は 明らか で す 。「」 


-「 く そ 一 日 本 人 は バレ ッ ト に 夢中 に な る 。 シ ベリ ア で の 軍事 紛争 で 48 時 間 以 内 に 自分 た ち を 見 つけ た 
思う と 、 北 極 圏 と その 独立 を 主張 する 国 、 独 立 ケ ベッ ク で 2 隻 の 原子 力 潜水 艦 が 対 財 し て いる 。 も ち 
ろ ん 、 解 決 策 が ポケ ッ ト に な い 限 り 、 日 本 は その よう な 外交 的 お よび 軍事 的 危機 を 引き 起こ すこ と に 関 
心 が あ り ま せん 。 こ の 解決 策 が 私 た ちの 利益 と 両立 する か どう か は まだ わか り ま せん 。 い いえ 、 私 は そ 
れ が 好き で は あり ませ ん 、 こ の ドレ イト ン が この 日 本 の 汚い トリ ッ ク を 調査 し た こと を 望み ます 。」 


-「 ブ ッシュ は 非常 に よく 言っ た 。 モ ント リオ ー ル か ら 始 め る よう に 彼 に 言っ て くだ さい 。 チ ャ ー ル ズ 
・ ハ ウ モ ント は 良い キャ リア 外交 官 で あり 、 国 際 政 治 と その すべ て の 影響 を よく 知っ て いま す 。 日 本 の 
プロ ジェ クト 。」 


LVII 
国連 、 ニ ュー ヨー ク 


逆説 的 に 、 国 際 関 係 の 東西 の 二 極 化 は 、 古 い 植 民 地 帝 国 の 廃 壇 か ら 押 し 出さ れ 、 主 権 の すべ て の 法 的 属 
二 し 、 ブ ロッ ク の 論理 か ら 逃 れ よ うと し た 新しい 国家 の 星座 の 出現 を 支持 し まし た 。 国 連 で の 彼 

の 影響 力 の 高まり と 、 非 同 回 国 の 運動 の 中 で の 彼ら の 一 部 の 再編 成 は 、 彼 ら に 国際 生活 に お いて 一 定 
の 重み を 与え まし た 。 模 民 地 麗 の 山寺 の 最初 の 結果 は 、 国 際 社 会 の 次 元 の 壮大 な 割合 で 増加 する こと 


で し た 。 終戦 か ら 1973 年 まで 、 独 立国 の 数 は 2 倍 に な り 、 期 間 の 終わ り に は 140 ユ ニッ ト を 超え まし た 。 
脱 植民 地 化 か ら 生 まれ た 若い 国々 の 現場 へ の 参入 は 、 国 連 の 勢力 均衡 を 根本 的 に 変え た まし た 。 突然 、 国 
連 総 会 の 過半 数 は 、60 年 代 の 間 に 第 三世 界 の 陣営 に 落ち まし た 。 こ の 変化 は 、 国 連 の 役割 、 特 に 機能 を 
完全 に 変え た まし た 。196S$ 年 か ら 、 国 際 機 関 は 蒸気 が 不足 する 兆候 を 示し 始め まし た 。 


この 弱体 化 の 原因 は 複数 あり ます が 、 最 も 重要 な の は 間違い な く 財 政 問題 で す 。 こ こ 数 年 、 国 連 は 破産 
し まし た 。 組織 内 で の 権力 の 低下 を 見 て 、 い くつ か の 加盟 国 は 、 彼 ら の 利益 に 応じ て 「 ア ラ カ ル ト 」 で 
会 費 を 支払 うこ と を 決定 し まし た 。 い くつ か の 裕福 な 州 は 、 開 発 プ ログ ラム や その 他 の 国連 活動 に 必要 
な 資金 を 撤回 する こと に より 、 国 際 機 関 の 共同 責任 の 概念 を か な り 憶 体 化 さ せ て いま す 。 経済 的 恐喝 は 
シス テム に な り 、 そ の た め 機 関 の 存続 その も の を 危険 に さら し て いま す 。 私 た ち は 、 国 際 轄 の アイ デ 
ア を 打ち 出し た 夢想 家 の ウ ッ ド ロウ ・ ウ ィ ル ソン 、 自 国 に よっ て 否定 され た アメ リカ の 大 統領 に よっ て 
想像 され た 役割 か ら は ほど 遠い で す 。 ウィ ルソン プロ ジェ クト は 、 哲 学者 エマ ヌ エ ル カン ト の 「 永 遠 平 
和 の た め に プロ ジェ クト 」 に 触発 され 、 国 家 の 一 般 的 な 協会 を 通じ て 組織 され た 共通 の 平和 を 求め まし 
75。 


ソビエト の 撤退 と ペル シャ 溶 紛争 の 終結 以来 、 私 た ち は 安 全 保障 理事 会 の > つの 主要 な 常任 理事 国 が 率 
いる 経済 平和 の た め の 一 種 の 国連 コン グロ マリ ッ ト の 設立 を 目撃 し て きま し た 。 (米国 、 中 国 、 フ ラン 
ス 、 英 国 、 ソ 連 ) 。 こ の 新しい 驚異 の 世界 で は 、 小 国 、 貧 し い 人 々 、 そ し て 限界 的 な 原因 の た め の 余地 
は ます ます 少な く な る で し ょ う 。 安全 保障 理事 会 の 選ば れ た クラ ブ か ら 除 外さ れ て 、 ド イツ と 日 本 は 、 
惑星 の 開発 を ビッ グフ ァ イ ブ に 委託 する こと を 全く 望ん で いま せん 。 白光 石井 クラ ブ が これ を 処理 し 、 
「 打 ち 負 か され た 」 の 重み を 認識 せ ず に 世界 を 「 組 織 化 」 す る と いう 問題 は も は や あり ませ ん 。 


LVII 
モン トリ オー ル 、91 年 $ 月 13 日 


米国 国務 省 の 特定 の ステ ィ ー ブ ・ ド レイ トン が トリ トン ・ シ ステ ム の 本 社 に 現れ 、 即 時 の 任命 を 要求 し 
た と き 、 チ ャ ー ル ズ ・ ハ ウ モ ント は その よう な 要求 に 驚か な か っ た 。 そ れ ど ころ か 、 ハ ウ モ ント は 、 彼 
が カナ ダ の ワシ ント ン 大 使 で あっ た と き に 、 す で に 何 度 か アメ リカ の 未来 派 と 肩 を 並べ て いた 。 ホ ー モ 
ント は 、 彼 に 再び 会 えて 目 に 見 えて 幸せ で 、 と て も フレ ンド リー に 彼 を 迎え まし た 。 


-「 チ ャ ー ル ズ は 、 私 が 従う べき 手順 に つい て で きる だ け 早 く 大 統領 に 助言 し な けれ ば な ら な いこ と 、 
そし て 私 の 推薦 は この イン タビ ュー か ら 直 接 従 うこ と を 理解 する で し ょ う 。 だ か ら 、 公 平 に プレ ー し ま 
し ょ う 、 大 丈夫 で す 」。 


うな ずい て 、 ハ ウ モ ント は すぐ に 話し ます 


-「 国 際 投 資 フ ァ ン ド の 創設 と それ が 支援 する 巨大 な プロ ジェ クト に つなが っ た この 物語 の 中 で 、 藤 浜 
だ け で は な いこ と は 明らか で す 」。 


-「 私 た ち は 今 、 国 際 投 資 フ ァ ン ド は 政治 的 決定 へ の 経済 的 ファ サー ド に すぎ な いと ドレ イト ン が 言う 
と 確信 し て いま す 」。 


-「 こ の よう な 長期 的 な 予算 を 確保 する た め に は 、 藤 浜 は 日 本 の 金融 ・ 政 治 体制 全体 に 支え られ な けれ 
ば な ら な い 。 日 本 が 世界 的 な 力 の バラ ンス を 取り 戻 そ うと し て いる こと は 明らか だ 。 21 世 紀 、 基 本 的 に 
軍事 で は な く 経 済 に 基づい て バラ ンス を 取り 直し ます 。 日 本 の 巨人 の アキ レス 肛 は 、2 人 の 偉大 な 人 物 
に 直面 し た と き の 軍 事 力 の 弱 さ で す 。 し た が っ て 、 彼 は 自分 が 所 有する 唯一 の 武器 で ある 1943 年 、 米 国 
は 日 本 に 軍隊 を 放棄 する こと を 強制 する こと に より 、 政 治 、 経 済 力 の 悪影響 を 生み 出し た ば か り で し た 
。 彼ら の 還 事 費 は 世界 で 最も 低い も の の 1 つ で す 。 世界 で 3 番目 に 大 きい 防衛 軍 。 こ の よう に 数 十 億 円 が 


利用 可能 で あり 、 産 業 、 商 業 、 市 場 拡大 に 投資 され て いま す 。 米国 が 日 本 レベ ル で 軍事 費 を 投入 し た 場 
合 、 彼 ら は 年 間 1.000 億 以上 を 節約 し ます 。 日 本 は 、 非 軍国 主義 の 国家 政策 だ けが 成長 と 幸福 を 保証 す 
る こと が で き 、 他 の 政策 は 戦争 で 破産 する こと を 人 類 に 白黒 で 示し て いま す 。 こ れ は 間違い な く 戦 後 の 
素晴らし い 政 治 的 教 証 で あり 、 平 和 政 策 の 経済 的 利益 は 兵器 政策 の 経済 的 利益 を は る か に 上 回 っ て いま 
す 。 


-「 マ ッ カ ー サ ー は 、194$ 年 に 、 日 本 が 経済 を 戦場 に 変え る と は 思っ て いま せん で し た 」。 


-「 し か し 、 ス ティ ー ブ は 、 経 済 が 確か に 戦場 で ある こと を よく 知っ て いま す 。 も っ と 平和 だ と し まし 
ょ う 。 挑戦 は 破壊 する の で は な く 、 敵 を コン トロ ー ル する こと で す 。 私 た ち 西 洋 入 は 、 チ ェ ス の 論理 で 
日 本 の 経済 戦略 を 理解 し よう と し て いま す 。 チ ェ ス プレ イヤ ー は 、 運 と チャ ンス を 排除 し た 純粋 な 戦略 
の ゲー ム で ある 「so」 を プレ イ し ます 。 「go」 と 同様 に 、 勝 者 は 攻撃 する 場所 を 事前 に 定義 せ ず に 、 す 
べ て の 領域 を 同時 に 占有 する 必要 が あり ます 。 転 置 経済 に と っ て 、 こ の 戦略 は 、 ゲ ー ム や 商業 パー トナ 
ー の 支配 に よっ て 敵 を 中 和 す る こと か ら 成 り 立 っ つて いま す 。 こ の 角度 か ら 日 本 の 戦略 を 見 る と 、 日 本 が 
将来 の 商業 顧客 の 経済 を 水素 で 復活 させ た いと 望ん で いる こと は 明らか で す 。 最近 の イン ド と 同様 に 、 
軍事 予算 を 削減 する よう に 彼ら に 求め る こと に よっ て 、 そ れ は 国連 の 安全 保障 評議 会 の ビッ グフ ァ イ ブ 
に よっ て 支配 され て いる 武器 市 場 を 削減 し 、 再 を 早め る た め に 彼ら の 経済 を 抑圧 し ます 彼ら の 産業 の 民 
間 産 業 へ の 転換 」。 


-「 チ ャ ー ル ズ 、 私 は この 見 方 を 完全 に 共有 し ます が 、 そ れ が 大 惨事 で は な い に し て も 、 私 た ち は 軍 隊 
を 中 心 と し た 経済 か ら 民 間 人 に 一 夜 で 行く こと は あり ませ ん 」。 


-「 藤 浜 の 戦略 を 理解 する に は 、 歴 史 を 理解 する 必要 が あり ます 。 そ こ に 彼 の 「 天 才 」 が 描か れ て いま 
す 。 国 際 政 治 の 観点 か ら 、 彼 は 単に 軍縮 の た め に マー シャ ルプ ラン を 適用 し よう と し て いま す 。 リ コー 


ル 、 マ ー シ ャ ルプ ラン の 目的 と ニュ ー デ ィ ー ル は 、 戦 後 の ヨ ー ロ ッ パ に お ける 仙人 角 、 貧 困 、 失 業 、 絶 望 
と 戦う こと に よっ て 世界 経済 を 復活 させ る こと で し た 。 ア メリ カ の 産業 は これ ら の 新しい 市 場 の 拡大 か 
ら 多大 な 恩恵 を 受け た た め 、 ド ル は 徐々 に 主要 な 世界 通貨 と し て の ポン ド に 取っ て 代わ り ま し た 。 水素 
、 ク ラ 運 河 、 イ ンド の ダム な ど 、 こ れ ら すべ て の プロ ジェ クト は 、 要 する に 、 戦 後 の 戦 略 の カー ボン コ 
ピー に すぎ ませ ん 。 日 本 は 、 軍 縮 を 目的 と し た 戦後 の 米国 の 経済 政策 を 世界 規模 で 複製 し て いま す 。 素 
晴らし いで す 。 ス ティ ー ブ で は あり ませ ん か 。 そ れ は あな た を 真似 する だ け で な く 、 よ り 良 いで す 、「 
瞳孔 は マス ター を 上 回 り ま す 」。 


-「 確 か に 、 彼 ら の 戦略 は 単純 で あり 、 彼 ら の 目標 、 非 同 回 国 、 そ し て 第 三世 界 、 つ まり 私 た ちの 最大 
の 武器 市 場 、 数 十 億 の 危機 に 瀬 し て いる 。 彼 ら の 経済 の 再建 、 そ れ は 太平 洋 に お ける 私 た ちの 政策 の 悪 
影響 で あり 、 日 本 は 私 た ちか ら 受 け 取 っ た の と 同じ 楽 を 世界 に 投与 し て いま す 。 私 た ち は 彼ら が どこ に 
行き た い の か まだ わか り ま せん 。 


-「 も し 私 が ステ ィ ー ブ に 、 日 本 が 4$ 年 前 に あな た が 課 し た 降伏 の 条件 その も の を あな た に 逆らう こと 
に よっ て 、 ア メリ カ 合 衆 国 を 破産 か ら 救 お うと し て いる と 言っ た ら ど うな る で し ょ う 。 それは 行動 の 歴 
史 の 振り 子 で す 」。 


ドレ イト ン は 少し 微笑 ん だ 。「 私 が 正しく 理解 し て いれ ば 、 日 本 は 第 9 条 の 精神 を 植え 付け よう と し て 
いる と いう こと で す 。 その 憲法 か ら 地 球 全体 へ 」。 


* 第 9 条 : 日 本 の 軍事 化 努 力 は 国民 総 生 産 の 19% を 超え て は な ら ず 、 厳 格 に 防御 的 で な けれ ば な ら な い 。 
日 本 は 戦争 と 強制 力 の 使用 を 放棄 し ます 。 


-「 そ う で す 。 あ な た は 世界 で 最も お 世話 に な っ て いる 国 で あり 、 彼 が あな た の 主 な 債権 者 で す 。 あ な 
た が クラ ッ ク す る と 、 日 本 も 壊れ ます 。 あ な た は 、 日 本 が 主導 権 を 握る こと を 決定 し た こと を 除い て 、 
同じ チー ム の 2 頭 の 馬 で す 。 あ な た は アメ リカ 人 で す 。、 日 本 の 軍事 化 の 増加 は アメ リカ の 購入 を 意味 
し 、 し た が っ て あな た の 貿易 赤字 を 減ら す の で 、 彼 ら に 彼ら の 軍事 予算 を GNP の 69%% に 増やす よう に 頼 
むこ と に よっ て 太平 洋 の 保護 に お いて より 積極 的 な 軍事 的 役割 を 果たす よう に 彼ら に 絶え ず 頼 ん で くだ 
さい 。 日 本 は その よう な こと を 受け 入れ る こと が で きま せん 日 本 を 軍事 化 さ せる こと で 、 耐 え 難 い 内 的 
臣 張 が 生ま れ 、 戦 後 、 約 1 億 5000 万 人 の 日 本 人 の 609%% が 生ま れ た こと を 理解 する 必要 が あり ます 。 平和 
的 な 外交 政策 は 1 つ だ け だ と いう こと は 誰 も が 知っ て いま す 。 日 本 は 世界 経済 の 頂点 に 立つ こと が で き 
まし た 。 新しい 繁栄 に より 、 多 く の 日 本 人 は 外国 人 に 対し て 人 慢 で 敵対 的 に な り 、 ど こ で も 彼ら の 違い 

宣言 し まし た 。 し か し 、「 違 い 」 か ら 「 超 越 」 へ rity」、 た っ た 1 つの ステ ッ プ が あり ます 。 日 本 主義 
は 日 本 の 新しい 信条 に な っ て は な ら な い 。 し か し 、 日 本 社会 は 世界 に 開放 する の が 非常 に 難し く 、 他 人 
の 危険 に 悩ま され た り 、 取 りつ か れ た りす る こと が よく あり ます 。 これら の 恐れ の 鞭 積 は 、 過 剰 武装 に 
つなが り ま す 。 日 本 は 大 き な 内 部 紛争 な し に 再 武装 する こと は で きま せん 。 日 本 の 再 軍備 は 極右 に の み 
利益 を も た ら す こと が で きま す 。 そ の 瞬間 か ら 、 人 類 は 再び 最後 の 大 戦 の 恐怖 を 取り 戻す 危険 に さら さ 
れ て いま す 。 


-「 日 本 の 内 政 を より よく 保護 する た め の 日 本 の 外交 政策 の 基礎 と し て の 軍縮 ?」 
2 そ を で お し まい " 
-「 で も 、 チ ャ ー ル ズ は ク レイジー だ! 」 


-「 あ な た の 観点 か ら す る と 、 多 分 ! 、 予 算 上 の 理由 で アジ ア 太 平 洋 地 域 の 軍人 の 109% を 削減 する こと 
に よっ て 財政 的 に 解放 し 、 法 案 を 日 本 に 渡す こと は 明らか だ か ら で す 。D」 10 年 以内 に 、 フ ィ リ ピン に 


ある 2 つの アメ リカ の 基地 の うち の 1 つが 閉鎖 され ます 。 フ ィ リ ピン か ら の 部 分 的 な アメ リカ の 撤退 で さ 
え 、 沖 縄 と 横須賀 の 日 本 の 基地 の 重要 性 を 高め ます 。 戦 前 の 日 本 の 帝国 主義 を 記念 し て 、 こ の 地域 に お 
ける 米 軍 の 存在 を 、 日 本 の 力 の 増大 に 対す る バラ ンス 要因 と 考え て くだ さい 。 米国 の 撤退 は 、 彼 ら の 心 
の 中 で 、 以 下 を 含む 一 連 の 不安 定 で 潜在 的 に 対立 する 要因 を も た ら す で し ょ う 。 地 域 で の 還 事 競争 を 再 
開 す る こと に な る 2 つの 韓国 の 有名 な 統一 、 し た が っ て 日 本 の 再建 を 余儀 な くさ れ ま す 。 平和 地帯 で の 
経済 拡大 を 続け る た め に 、 日 本 は 理由 で な けれ ば な り ま せん 。 特 に 日 本 の 投資 が すでに か な り の 額 に な 
っ て いる 中 国 に 関し て は 、 脅 迫 す る の で は な く 、 急 いで いる 。 日 本 は 、 こ れ ら の 天然 資源 の 搾取 は 、 消 
耗 品 の 素晴らし い 源 で ある と ころ 、 中 国 と ロシア 東部 で 最初 に な り た い 嘘 将来 に 。 東 京 に と っ て 、 国 の 
経済 力 は 、 ア ジア に お ける 民主 主義 と 西側 外交 の 拡大 に 真 献 す る た め に 利用 で きる 最善 の 手段 で す 。 ペ 
ンタ ゴン 軍 へ の 攻撃 は あり ませ ん 」。 


-「 私 の 友人 の 誤り 、1943 年 以来 、 日 本 の 拡大 を 可能 に し た の は アメ リカ の 核 の 傘 の 保護 で ある 」。 


-「S0 年 近く の 間 、 日 本 に は その 名 に ふさ わし い 外 交 政 策 が な か っ た 。 日 本 で さえ 少し 恥ず か し い 思 い 
を し て いる 。 イ ギリ ス は 「 マ グ ナ カ ル タ 」、 フ ラン ス と アメ リカ 、 彼 ら の 自由 主義 革命 を 持っ て いる 。 
、 ロ シア と 中 国 、 彼 ら の 共産 主義 革命 。 日 本 は 今や 世界 の 他 の 国々 と 対等 な 立場 で 話す の に 十分 強い 。 
今度 は 「 作 られ た イデ オロ ギー」 を 日 本 に 輸出 し 、「 原 則 と し て 政治 的 安定 と 経済 的 繁栄 を 持ち 、 こ の 
日 本 の イデ オロ ギー は 第 9 条 の 文言 を 経て 、 国 家 の 国 家政 策 と し て の 侵略 戦争 を 排除 する 新しい 世界 秩 
序 を 作り 出す こと に より 、 世 界 経 済 再編 の 普遍 的 な モデ ル と な る 。 こ れ を 達成 する た め に 、 日 本 は 彼ら 
の 市 場 を 削減 する こと に よっ て 西洋 と 共産 主義 の 両方 の 武器 ロビ ー を 壊さ な けれ ば な り ま せん 。-「 チ 
ャ ー ル ズ が あな た の 言葉 を 聞い て いる の を 見 て 、 シ カゴ 訪問 中 の 日 本 の 首相 の 最後 の スピ ー チ を 覚え 
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いま す 。」 日 本 は 経済 的 に 非常 に 重要 な 国際 的 役割 を 果たす 準備 が で き て お り 、 創 造 を 提案 する こと 
さえ し ます 。 国 際 的 な 「 故 卿 」 の すでに 、 彼 は 国際 投資 基金 の 創設 に つい て 私 た ち に 警告 し まし た 、 国 
務 省 の 誰 も この 「 小 さ な 詳 細 」 に 気づい て いま せん で し た 。 


-「 国 務 省 が 来る と は 思わ な か っ た 細か い 点 が 他 に も いく つか あり ます 。 藤 浜 は 日 本 で 一 番 の 未来 主義 
者 で ある こと を 忘れ な いで くだ さい 。 彼 は 日 本 の 主要 な コン ソー シア ム の ほとん ど で 働 く よ う に 求め ら 
れ て いま す 。 あ な た に 引き 渡す の は 、 彼 が 三菱 社 の た め に 行っ た 先見 の 明 の ある 仕事 か ら 来 て いま す 。 
これ が 、21 世 紀 の こ の 新しい 世界 経済 牧 序 で ある 白黒 で す 。 現 代 に 適応 し た ロー マ の 勝利 に 他 な り ま せ 
ん 。3 つ の 経済 ブロ ッ ク 互 い に 協 力 し 合う : アメ リカ 大 陸 の ブロ ッ ク 、 西 ソビエト 連邦 を 構成 する 大 了 欧 
アフ リカ の ブロ ッ ク 、 東 ソビエト 連邦 を 構成 する アジ ア 諸 国 の ブロ ッ ク ブ ロッ ク 、 あ な た は 豊か な 力 の 
間 の 自由 貿易 地帯 の 存在 に 気付 く で し ょ よう ヨ ー ロ ッ パ で の ドイ ツ と ソビエト の 再編 や アジ ア で の 日 中 を 
含む 発展 途上 国 。 


各 ブ ロッ ク が どの よう に 機能 する か を 理解 する た め に 、 メ キシ コ 、 米 国 、 カ ナダ と の 北米 自由 貿易 の 例 
を 見 て み ま し ょ う 。 カ ナダ は 天然 資源 を 提供 し 、 メ キシ コ は 労働 力 を 提供 し 、 米 国 は 産業 イン フラ に 資 
金 を 提供 し て いま す 。 ヨ ー ロ ッ パ の ブロ ッ ク で は 、 カ ナダ の 役割 は 天然 資源 が 豊富 な アフ リカ に よっ て 
果たさ れ て お り 、 東 の 国々 が 労働 力 、 ヨ ー ロ ッ パ の 財政 を 提供 し ます 。 ア ジア の 同上 。 東 ソビエト 連邦 
と 中 国 が 資源 を 提供 し 、 そ の 他 の アジ ア 諸 国 が 人 的 資源 を 提供 し 、 す べ て 円 で 賭 わ れ て いま す 。 し か し 
、 こ れ ら の 3 つの 商業 拠点 は 、 保 護 賞 易 主義 的 措置 に よっ て 互い に 孤立 する こと を 必然 的 に 回 避 し な け 
れ ば な ら な いこ と に 注意 し て くだ さい 。 し か し 、 ヨ ー ロ ッ パ と 北米 の 要 寒 が 日 本 に 与え て いる 保護 貿易 
主義 の 合図 は 、 日 本 に その 戦略 を 見 直し 、 第 三世 界 市 場 に 目 を 向け る こと に よっ て 後部 を 保護 する こと 
を 強制 し ます 。 


-「21 世 紀 の 未 来 学 で は 、 今 日 、 中 ソ 国 境 に 8 近く の 装甲 師団 が あり 、 カ ナダ が 砕 の 危険 に さら され て 
いる こと を 除け ば 、 問 題 あ り ま せん 。 唯一 の 問題 は 、 日 本 人 は この 泥沼 か ら ど う や っ て 抜け 出す の か と 
いう こと で す 。 チ ャ ー ル ズ 、 藤 浜 と の 面会 を 手配 し て くれ ませ ん か ?」 


LVIV 
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テキ サス の 超 高 層 ビ ル に 湧 れ て 、 会 社 「22875」 は 控え め な スペ ー ス し か 占め て いま せん 。 こ の デジ タ 
ルコ ー ド の 背後 に 、 ア メリ カ の 多国 籍 企業 の 最大 の 政治 的 ロビ ー、 一 種 の アメ リカ ンス タイ ル の 白光 五 
井 ク ラブ が 隠さ れ て いる こと を 示す も の は 何 も あ り ま せん 。 こ の 番号 の 付い た 会 社 が 政治 と その 無数 の 
影響 を 専門 に し て いる と いう 違い が あり ます 。 ほ と ん どの 親 欧米 の クー デ タ ー は 、 米 国 大 統領 と あい ま 
いな 「 バ ナナ 共和 国 」 の 両方 の た め の リ ー ダ ー シ ッ プレ ー ス の ほとん ど が そう で ある よう に 、 こ の オフ 
ィ ス で 時 化し まし た 。 実際 、 そ の 「 外 交 」 は すべ て 、 見 事 に 運営 され て いる 国際 的 な 腐敗 シス テム の 政 
治 的 使用 に 基づい て いま す 。 こ の 選ば れ た グル ー プ は 、 腐 敗 し た 低 レ ベル の 政治 家 に よっ て 率い られ た 
友好 的 な 政府 を 通し て 人 人 々 の 効果 的 な 支配 以外 の 何 も 求 め て いま せん 。 彼ら の 目標 は 、 各 国政 府 に 対し 
て 並行 する 世界 政府 を 形成 する こと で す 。 


イン ド の 選挙 は 多国 籍 武器 会 社 に と っ て 苦い 敗北 で す 。 世界 最大 の 武器 購入 国 で ある 第 三世 界 の 国 が 初 
め て 、 経 済 発 展 の 戦略 と 引き 換え に 軍縮 政策 を 採用 し まし た 。 さ ら に 、 水 素 の 戦略 と アメ リカ 国外 で の 
その 独占 は 、7 人 の 姉妹 に と っ て 苦い 後退 で す が 、 と り わ け 、「22875」 の メン バー は 、 彼 ら の 政治 哲学 
に 完全 に 反対 する 強力 な 金融 グル ー プ の 存在 を 発見 し た ば か り で す 。 


Triton System の シェ ア が 急上昇 し 、 カ ナダ ドル が 上 昇 す る に つれ て 、 軍 産 複合 体 全 体 が 衰退 し て いま す 
。 ウォ ー ル スト リー ト ジ ャ ー ナ ル の 最新 の 株 式 市 場 ニ ュー ス を 読ん で 、 ボ ブサ ビン は 会 社 「2287S」 が 
何 を 見 つけ よう と し て いる の か を 知っ て いま し た 。 連絡 先 は すぐ に 確立 され まし た 。 


ボブ ・ サ ヴィ ン は 、 強 力 な 系 列 と 地平 線上 に 出現 する 新しい 日 本 の 外交 政策 に よっ て 管理 され る 国際 投 
資 フ ァ ン ド の 創設 以来 、 国 際 情 勢 の 分 析 に つい て 強力 な 聴衆 を 楽し ませ て きま し た 。 


-「 で も 、 東 京 が 第 三世 界 の 国々 に 興味 を 持っ つた の は いつ か ら で す か ?」 


-「 日 本 の 開発 援助 は 、 第 二 次 世界 大 戦 の 賠償 か ら 生 まれ まし た 。1930 年 代 、 日 本 が 1930 年 代 か ら 1940 
年 代 に 占領 し た 国々 に 対す る 賠償 政策 を 通じ て 、 日 本 人 の 定着 を 支援 する こと が 問題 で し た 。 日 本 が 本 
当 に 多様 化 を 図る ろう と し た の は 1960 年 代 の 終わ り に な っ て か ら で し た 。 今日 、 日 本 人 は 117 か 国 と 協力 
し て お り 、 現 在 、 ワ シン トン を 国 へ の 援助 の 主要 な 供給 者 と し て 廃止 し て いる た め 、 東 京 は 間違い な く 
この 再 転換 に 成功 し まし た 。 南 と 日 本 の 当局 は 、「 ミ ンカ ツ 」 と 呼ば れる この 世界 的 な 開発 戦略 を これ 
ほど 良い 方 法 で 止め る つも り は あり ませ ん 。 


-「 こ の いわ ゆる ミン カツ 協力 の 政治 的 目的 は 何で し ょ うか ?IBM の 社長 に 興味 を そそ られ た 質問 で す 。 
これ は すべ て 、 こ の よう な 小さ な 国 の 巨大 な 目的 の よう に 思え ます 」。 


- 「 気 分 を 害する こと は あり ませ ん が 、 訂 正 さ せ て くだ さい 。 不思議 な 理由 で 、 西 側 は 日 本 を 小さ な 国 

と 見 な し て いま す 。 実際 に は 、 そ の 領土 に は 数 十 の ベル ギー が 含ま れ て いる 可能 性 が あり 、 そ の 群島 は 
か ら 伸 びる 弧 の よう に 広がっ て いま す 。 ス コッ トラ ンド の 北 、 ア フリ カ の サハ ラ の 中 心 部 に あり ます が 
、 日 本 人 は 私 た ち が 彼 ら に つい て 抱い て いる 誤解 に 非常 に 慣れ て お り 、 西 側が 日 本 を 小さ な 国 に し た い 
と 思っ て いる な ら 、 彼 ら は それ を 言わ せま す 。 私 た ちの 判断 の 誤り は 言わ れ 、 西 側 自 身 が 作成 し た 神話 


を 維持 する た め の 和 驚く べき 才能 さえ 持っ て いま す 。 そ れ は 彼ら の 目的 に 完全 に 一 致す る こと を 行う 方 法 
で す 。 : 日 本 デイ ビッ ド は アメ リカ 人 ゴリ アテ Minkatsu の 戦略 は 、 列 島 の 人 々 の 成長 の エコ ー に 対応 す 
る た め に 、 本 質 的 で ノッ クア ウト され る 。 偉大 な 力 で 動作 する よう に 国 を 要求 する 日 本 の 主張 の た め に 
増加 し た 役割 国際 機関 に お ける 彼ら の 国 。 こ の 観点 か ら 、 グ ロー バル 開発 戦略 は 、 国 連 安 全 保障 理事 会 
の 議席 を 確保 し た り 、 世 界 銀 行 総裁 で 米国 と 競争 し た りす る な ど 、 非 常に 政治 的 な 目的 に 役立ち ます 


O 


-「 私 た ち が 交 渉 す る 準備 が で き て いる 非常 に 名 誉 ある 目的 は 、AT&T の ディ レク ター を 再開 し まし た 。 
し か し 、 な ぜ 軍 縮 を ミン カツ の 政策 の 優先 条件 に する の で すか ?」 


-「 日 本 に は 、 そ の 力 の イメ ー ジ を 海外 に 投影 で きる 軍事 的 手段 が な い 。 し た が っ て 、 フ ラン ス 、 イ ギ 
リス 、 ア メリ カ 、 ソ ビエ ト の よう な 海外 に 軍事 基地 を 置く 代わ り に 、 日 本 は それ 自体 を 聞い て も ら う た 
め の 他 の 手段 を 見 つけ な けれ ば な ら な い 。 日 本 は 21 世 紀 に 向け て 地球 全体 の 始ま り を 準備 し て いま す 。 
ブラ マブ プ ト ラ ダム 、 ク ラ 運 河 、 モ ント リオ ー ル 、 世 界 の 首都 水素 、 こ れ ら すべ て の プロ ジェ クト は 氷山 
の 一 角 に すぎ ませ ん 。 慣 来 の 日 本 の 作品 の 印象 的 な リス ト に は 、 ニ ジェ ー ル 川 の 両 岸 に 長 さ 500 キ ロメ 
ー ト ル 、 幅 10 メ ー ト ル の 3 本 の 木 の カ ー テ ン を 作成 し て 、 サ ヘル の 有名 な 緑地 帯 の 建設 を 追加 する 必要 
が あり ます 。 そ の 後 、 約 50 の 農業 農場 が 建設 され ます 。 ナ イジ ェ リ ア は 1 つ で ある こと を 忘れ な いで く 
だ さい 。 コ スタ リカ の 中 央 アメ リカ イス ム ス で の 新しい 運河 の 貫通 に 関す る プロ ジェ クト は どう で すか 
。 現在 の パナ マ 運 河 は も は や 対処 で き な く な る こと は 誰 も が 知っ て いま す 。 日 本 と 新興 工業 国 の 太平 洋 
か ら 供給 され る トラ フィ ッ ク は 増え 続け て いま す 。 日 本 は 、 経 済 の 将来 の 一 部 が 将来 の 運河 に 依存 し て 
いる こと を 知っ て いま す 。 こ れ ら すべ て の プロ ジェ クト に は 、 共 通 の 分 母 が 必要 で す 。 そ れ は 、 被 援助 
国 に お ける 非 軍 事 化 と 民主 主義 に よる 政治 的 安定 で す 。 そ の 見 返り と し て 、 資 金 調達 、 開 発 、 そ し て 何 
より も 未来 の エネ ルギー で ある 水素 の 安全 な 供給 。「」 


-「 あ な た の 分 析 を 正しく 理解 すれ ば 、 第 三世 界 の 開発 途上 国 へ の 援助 は 、 本 質 的 に 世界 市 場 の シェ ア 
を 拡大 し 、 そ れ が 保持 し て いる 独占 に 基づく 日 本 の 新しい 経済 戦略 に な りつ つ あ る 」 と エク ソン の 社長 
は 述べ た 。 水素 は 、 こ の 外交 政策 戦略 全体 の 中 心 と な る で し ょ う 。 」 


-「 イ ンド の 例 は 明らか で す 。 水 素 は 非 軍事 化 政策 を 採用 し て いる 国 で の み 利 用 可能 で ある と 想像 し て 
くだ さい 。 軍 産 複合 体 全体 が 石油 カル テル を 弱体 化 さ せな が ら 消 滅する リス ク が ある こと を 理解 で きま 
す 。 要 する に 、 日 本 の メッ セー ジ は あな た が 何 十 年 も の 間 第 三世 界 を 利用 し て きた こと 、 彼 ら は それ を 
発展 させ る で し ょ う 。 私 は 、 紳 士 た ち 、 戦 争 が あな た に 宣言 され た ば か り で あり 、 こ の 戦争 は 類 烈 に な 
る と 信じ て いま す 。 


-「 こ の 貴重 な 情報 を あり が と う 、 サ ビン 氏 は エク ソン の 社長 に 言っ た 。 あ な た は 今 去 る こと が で きる 
、 あ な た の 料金 は 続く だ ろう 」。 


最後 に 、 選 択 し た グル ー プ の メン バー だ けが 当惑 し て いる よう に 見 えま す 。 エ クソ ン の 社長 は 、 こ の 重 
い 沈 庄 を 破り ます 。 


-「 国 務 省 の 連絡 先 に よる と 、 状 況 は 危険 以上 の も の で あり 、 こ の 発見 の 発表 は 惑星 を 真 の 泥沼 に 陥れ 
まし た 。 カ ナダ の 立場 に 対す る 報復 と し て 、 ソ ビエ ト は 強力 な 潜水 艦 核 を 北西 航路 の 中 心 で ある 中 ソ 国 
境 は 、 数 十 の 装甲 部 隊 に 襲わ れ て いま す 。 


-「 中 国 へ の 援助 を シェ ル の CEO に 質問 する こと を 検討 で きま すか 。 こ の プロ ジェ クト を 絶対 に 止め な 
けれ ば な ら な いこ と は 明らか で す 。 中国 を 援助 する こと に よっ て 、 私 た ち は 2 つ の 偉大 な 共産 主義 勢力 
を 不安 定 に し ます 」。 


-「 悪 い 計 算 ! 中 国人 は 私 た ち に 提供 する すべ て の 保証 に も か か わら ず 、 水 素 を 決し て あき ら め ま せん 
。 私 の 意見 で は 、 エ クソ ン の 大 統領 は 続け ます 、 私 た ち が ス トラ イキ し な けれ ば な ら な い の は ソビエト 
連邦 で す 。 ポ リト ブロ 内 で 困っ て いる 」。 


-「 ゴ ル バ チ ョ フ を 倒し て リガ チョ フ に 置き 換え る こと は 、 ほ と ん ど 良 いこ と で は あり ませ ん 」。 


-「 ゴ ル バ チ ョ フ で も リガ チョ フ で も な い 。 世界 最大 の 石油 「 会 社 」 で ある ソビエト 国家 の ボス で ある 
エネ ルギー 大 臣 は どう だ ろう 。 私 た ちの 組織 に 新しい メン バー を 導入 し 、 そ の 加 回 を 促進 する 時 が 来 た 


っ の パワ ー 
LX 
トロ ント 、91 年 $ 月 14 日 


トロ ント クラ ブ は 、 カ ナダ の 英語 圏 の 施設 の 真 秋 を 結集 し て いま す 。 英国 系 カナ ダ 人 の 主要 企業 や 銀行 
の ほとん どの 上 層 部 に 掲載 され て いる その 影響 力 の ある メン バー は 、 人 金 の 卵 を 産む ガチョウ と 一 緒 に モ 
ント リオ ー ル が 交 げ る の を 見 る の は 難し いと 感じ て いま す 。 ベ イス トリ ー ト の トッ プ フ ァ イ ナン シー か 
ら 「hImprimatur」 を 受け 取ら な けれ ば 、 開 発 は 日 の 目 を 見 る こと が で きま せん 。 


1979 年 に モン トリ オー ル を 去っ た 風変わり な 英語 圏 の デビ ッ ド ・ ス ター ン は 、 数 年 で 尊敬 され 、 非 常に 
効果 的 な ロビ イス ト 、 ア メリ カ の サビ ン の カナ ダ の 対応 者 に な り ま し た 。 大 企業 や 企業 は 彼 に 連絡 する 
こと を 路 路 し ませ ん 。 彼 の 最大 の 戦い 、 し た が っ て 彼 の 名 声 は 、 パ ワー コー ポレ ーション に 関連 する ケ 
ベッ ク 州 投資 信託 銀行 に よる カナ ダ 太 平 洋 の 乗っ 取り を 防ぐ こと で し た 。 そ の 後 、 ア ング ロサ クソ ン 系 
カナ ダ 人 産業 の 旗艦 は 、 フ ラン ス 語 を 話す 一 族 で 揺らい で し まう 危険 を 冒し まし た 。 トロ ント の ハチ が 


動員 され 、 早 化 場 を 引き まし た 。 デ イビス ・ ス ター ン は 、 カ ナダ 議会 の ホー ル で 手 に 負え な い 戦 い を 繰 
り 広 げ 、 当 時 の カナ ダ 太 平 洋 大 統領 の 義理 の 息子 が 率い る 与党 に 、 こ の 取引 を 禁止 する 法律 を 可決 する 
よう 説得 する こと が で きま し た 。 デ ビッ ド ・ ス ター ン は 、 ト ロン ト の 金融 の 懐 に 英雄 と し て 歓迎 され ま 
し た 。「 新 し い ウ ルフ 」 と カナ ダ 太 平 洋 の 大 統領 は 叫び 、 ト ロン トク ラブ の 選 り 抜 き の メ ン バ ー を 紹介 
有志 し じ た 。 


ケベック で は 、 オ タワ に よる この クー デ タ ー は 口 の 中 に 灰 の 味 を 残し まし た 。 ケ ベッ ク の 金融 の 世界 は 
慎 慌 し まし た 。 こ の 悪名 高い 法律 は 、10 月 70 日 の 戦争 対策 法 の 経済 的 対応 物 に すぎ な いと 複数 の 人 が 考 
えま し た 。 今回 を 除い て 、「 逮 捕 さ れ た 暴動 」 は 、 ひ げ を 生やし た 革 命 家 の ギャ ング に よっ て 引き 起こ 
され た の で は な く 、 立 派 な ビジ ネス マン に よっ て 引き 起こ され まし た 。 、 不幸 は 彼ら が フラ ンス 語 を 話 
し て いる と いう こと で す 。 トロント の 金融 は 、 そ の 真 の 顔 、 そ の 真 の 性 質 を 示し た ば か り で し た 。 


-「 ご 存 知 の よう に 、 ト ロン トド ミニ オン 銀行 の 社長 を 始め まし た 。 北西 航路 の 禁止 は 私 た ちの すべ て 
の 問題 を 解決 する わけ で は あり ませ ん 。 水 素 プロ ジェ クト は 妥協 され て いま す 、 は い 、 し か し 私 た ち は 
国民 投票 で 終わ り ま す 。 あ な た の 番 で す 。 ス ター ン 氏 を 演じ る 」。 


-「 私 が 提案 し て いる 計画 は 非常 に 単純 で す 。 ご 存 知 の よう に 、 ケ ベッ ク 人 は 物質 的 お よび 経済 的 幸福 
を 損なう た め に 独立 の 冒険 を 試み る こと は 決し て あり ませ ん 。 ピ アス の 看板 の 低下 に 直面 し て 、 ケ ベッ 
ク 人 は 簡単 に 信仰 を 失い ます 。 今 日 か ら 、 こ こ に いる 誰 も が 、 独 立 し た ケベック 人 の 実行 可能 性 に つい 
て 一 般 的 な 不 確 実 性 を 生み 出す の に 十分 な だ け 、 ケ ベッ ク 経 済 を 不安 定 に し よう と し ます 。 


-「 ブ リン クス か ら の 別 の ショ ッ ト ! 」 


-「 な ぜ で すか ! 今回 は 、 ケ ベッ ク 州 外 の 資本 逃避 を 組織 し て パニ ッ ク を 引き 起こ す 代 わり に 、 カ ナダ 
市 場 で 借り 入れ て いる ケベック 州 の 機関 に プレ ミア ム を 課す こと で 、 ケ ベッ ク 人 が 持っ て いる 資本 を 探 
し に 行き ます 。 あ な た が そう する な ら 、 政 治 リ スク プレ ミア ム 。」 


-…「 ケ ベッ ク の 機関 に と っ て 何 百 万 も の 追加 の 利益 を 表す ケベック プレ ミア ム が 必要 で す 」。 


-「 そ の 通り で す ! 、 ケ ベッ ク 人 は 、 カ ナダ の 央 壊 が 他 の 州 や 他 の カナ ダ の 機関 を 引き 起こ す よ り も ケ 
ベッ ク に 害 を 及ぼ すこ と を 理解 する 必要 が あり ます 。 ケ ベッ ク は 憲法 上 の 不安 の た め に ロー ン に 割増 料 
金 を 支払 わな けれ ば な り ま せん 。 。」 


-「 経 済 的 考慮 より も 政治 的 考慮 に プレ ミア ム を 課す 場合 、 ケ ベッ ク が 海外 で 借り 入れ 、 ア メリ カ と ヨ 
ー ロ ッ パ の 市 場 で より 安い 資金 調達 を 見 つけ る こと を 妨げ る こと は で きま せん 」 と イー トン カナ ダ の 社 
長 は 尋ね ます 。 


-「 も ちろ ん 、 不況 を 人 為 的 に 長 引 か せ 、 レ イオ フ 、 破 産 、 工 場 閉鎖 を 増やす た め に 、 カ ナダ 銀行 の 金 
利 を 人 為 的 に 高く 保つ よう オタ ワ を 説得 する こと が で きた 場合 を 除い て 、 あ な た は 絶対 に 正しい で す 。 
この 経済 に 追加 する モン トリ オー ル か ら ト ロン ト へ の 本 社 の 移転 や 、 う まく 組織 化 さ れ た メデ ィ ア キャ 
ン ペ ー ン な ど 、 い くつ か の 警戒 すべ き 発 表 が 混乱 し 、 ヨ ー ロ ッ パ と アメ リカ の 市 場 が 私 た ちの よう に 反 
応 す る の が す ぐに わか り ま す 。 


-「 そ し て 、 マ ルル ー ニ ー 首 相 は この 政治 ボー カー ゲー ム を プレ イ す る こと に 同意 する と 思い ます 。」 


-「Mulroney は 世論 調査 で 非常 に 低い の で 、 ケ ベッ ク の 分 離 を 防ぐ た め に 何で も する 準備 が で き て いま す 
。Mulroney は 、 私 た ち が 再 び 選 出さ れる こと は な い に し て も 、 ゲ ー ム を プレ イ し ます 。 彼 は それ を 知っ 
て いま す 。 彼 の 政府 の 存続 は 私 た ちの 手 」 。 


-「 メ ディ アキ ャ ン ペ ー ン と は どう いう 意味 で すか ?」、 オ リン ピア & ヨ ー ク の CEO は 心配 し て いる 


-「 私 た ち は ク リス の 例 に 従い 、 ア メリ カ の 地 で ケベック の 主権 に つい て の 議論 を 開始 し ます 。 私 た ち 
は 国際 的 な 投資 家 を 押し 戻す こと し か で き な い 小さ な 外交 ゲリラ 戦争 を 作り ます 」。 


-「 そ し て 、 こ の キャ ン ペ ー ン は どう な る の だ ろう か ?」 と 、 困 惑 し た ブラ スカ ン の 社長 に 尋ね る 。 


-「 ケ ベッ ク の 主権 が 発生 し た 場合 に カナ ダ の 唯一 の 利益 の た め に 、 ケ ベッ ク の 水素 プロ ジェ クト 全体 
を 自分 た ち で 回 収 す る 予定 で す 。 カ ナダ が 去る こと に 同意 する 可能 性 は 低い と いう 情報 を ニュ ー ヨ ー ク 
タイ ムズ に 流し ます 。 ケ ベッ ク で は 、1898 年 と 1912 年 に カナ ダ 議 会 に よっ て 許可 され た 、 州 北部 の 広大 
な 領土 。 独 立 し た 場合 、 北 部 領土 は カナ ダ 軍 の 管理 下 に 置か れる 可能 性 が あり ます 。 し た が っ て 、 鉱 山 
を 回 収 し ます 。 ビ エン ビル 湖 と その すべ て の 可能 性 ケベック の 人 々 を パニ ッ ク に 陥れ 、 反 撃 す る 時 が 来 
Fc 際 
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モス クワ 


ゴル バチ ョ フ と ムロ ニー は 、 深 刻 な 民族 問題 に 取り 組ん で いる と いう 共通 点 が あり ます 。 た と え 両 国 の 
間 に 違 い が た くさ ん ある と し て も 、 カ ナダ は 民主 主義 体制 下 に あり 、 ソ 連 は その 一 部 と し て 共産 党 の 独 


裁 政権 下 で 長い 間 暮らし て いま し た 。2 つ の 連邦 の 間 に は 類似 点 が あり ます 。 ケ ベッ ク の よう な ほとん 
還 ト 共 和 国 で は 、 ナ ショ ナリ スト の 感情 は 大 多数 に よっ て 共有 され て いる よう で す 。 ど ちら の 

記 で も 、 連 邦 当 局 は 、 人 口 の 中 で か な り 信 用 を 失っ て いる 指導 者 に よっ て 代表 され て いま す 。 ど ちら 
の 中 央 同 回 国 は 、 少 数 派 に 対す る 偏見 の 主張 の た め に 慎 羽 し て いる 。 


最も 驚く べき パラ レル は 両 首脳 が それ ぞ れ の 国 の 分 離 独立 の 動き に 向け て 窒息 の 同じ 政治 哲学 を 共有 確 
認 す る こと で す 。 ど ちら の 場合 も 、 ソ 連 と カナ ダ の ケベック 州 の ヤク ー ト 自治 共和 国 の 濃縮 が 強い だ け 
中 央 政府 の 費用 で 行う こと が で きま す 。 メ ソ ッ ド の ソ連 の より 多く の 筋肉 の 変化 、 カ ナダ で も っ と 息 妙 
だ が 、 両 方 は 、 独 立 性 を 獲得 する 民主 的 な プロ セス を 停止 する 使命 を 持つ だ け 。 代 わり に 、 ソ 連 と カナ 
ダ 連 邦 は 確か に リニュ ー ア ル し 、 国 の 新しい 政治 の 現実 に 適応 され る に 値する こと を 理解 し 、 私 た ち は 
時 代 遅 れ の 概念 を 維持 を 主張 し ます 。 軍 と KGB の 間 で つか まえ 、 ゴ ル バ チ ョ フ は オー トノ ミズ ム 共 和 国 
で 弾圧 を 支持 する こと に よっ て 、 彼 の 政策 の 新 色 を 発表 し まし た 。 こ れ は 必然 的 に 必要 と する こと に カ 
を 使用 する こと は 、 軍 事 の 影響 力 を 高め 、 正 統 派 の 政治 局 は 、 す べ て の 変更 に 反対 し まし た 。 カ ナダ で 
は 、 ケ ベッ ク 州 に 対す る 財政 確立 と ケベック の 国民 投票 の 結果 を 尊重 し な い 英 語 科 Re 
喝 も 、 国 の た め に 結合 し 、 致 命 的 な 現状 維持 を 目的 と し て いま す 。 そ れ は 状況 が 当時 と 今回 の 合意 は 、 
も は や 人 々 の 支持 を 得 て い る 場合 の で 、 根 本 的 に 変更 され て いる 場合 は 特に 、 等 な が 5 の 生 天 は 
久 に 人 々 を 従事 で きる こと を 、 絶 え ず 変革 する た め に 呼び 出さ れる 、 今 日 の 世界 で は 考え られ ませ ん し 
か し 、 関 係 、 新 し い カ ナダ と ソ連 連 邦 協定 を 交渉 する と き 、2 つ の 一 元 化 政府 が 対立 を 好む よう で す 


O 
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モン トリ オー ル 、91 年 $ 月 19 日 


-「 言 うま で も な く 、 現 在 の 国際 情勢 は 大 統領 が 非常 に 正確 な 説明 を 待っ て いる よう な も の だ と ドレ イ 
RS お 書 る だ たり 5 


-「 そ れ は 確か に 私 の 意図 だ 」 と 藤 浜 氏 は 、 チ ャ ー ル ズ ・ ハ ウ モ ント の アメ リカ の 探鉱 者 に 会 いた いと 
いう 要求 に 応え た と 述べ た 。 よ ろ し けれ ば 、 最 初 か ら 始 め ま し ょ う 。 こ の 新しい 鉱物 と その 技術 的 応用 
の 並外れ た 可能 性 を 発見 し た と き 、 毒 の 贈り 物 が 手元 に ある こと に すぐ に 気づき まし た 。 過 去 は 未来 を 
保証 する の で 、 歴 史 、 特 に 石油 の 歴史 は 、 エ ネル ギー の 集中 が 大 き な 紛 争 と どの よう に 関連 し て いる か 
を 示し て いま す 。 石油 は 常に 音 で 流れ て きま し た 「 公 式 に 」 国 際 秩 序 を 擁護 し 、 既 存 の 秩序 を 維持 する 
と いう 口実 の 下 で の 軍用 ブー ツ の 。 こ の 根本 的 な 不平 等 は か な り の 不安 定 さ を 生み 出し ます 」。 


-「 そ れ で 、 ド レイ トン に 質問 する た め に 、 あ な た は 日 本 、 ケ ベッ ク と ヤク ー ト の 手 に 鉱石 、 水 素 と 転 
換 燃料 の 集中 が 再び 不当 な 世界 秩序 を 永続 させ る と 思い ます 」。 


-「 正 解 で す 。 既 存 の 命令 が 不当 で あり 、 法 律 が 所 有 者 の 側 に 確実 に 現れ る 場合 、 法 律 は 違反 され 、 強 
制 が 法律 に 取っ て 代わ り ま す 。 こ の 観点 を 示す た め に 、 私 た ち は 意 図 的 に カー ド を 再生 し まし た 。 私 た 
ち は 、 日 本 人 が 国 と 領土 の 対立 の 海 で 泳い で いる こと に すぐ に 気づき まし た : アポ ボリ ジニ の カナ ダ 人 の 
領土 権 、 ケ ベッ ク の 主権 、 北 西 航路 の カナ ダ の 主権 、 シ ベリ ア - ヤ クー ト の 主権 で ある シベ リア に 対す 
る ソビエト の 主張 は 、 ク リル ス 諸 島 と サッ カリ ン 諸 島 に 関す る 私 た ち 自 身 の 領土 主張 を 言及 する も の で 
は あり ませ ん 。 分析 で は 、 す べ て の 紛争 は 同じ 共通 の 分 母 で ある 古い 植民 地主 義 者 と 不当 な シナ リオ を 
持っ て いま す 。 関 係 者 が 紛争 の 原因 を 再 交 渉 す る こと に よっ て 理解 する 以外 に 選択 肢 が な い 紛 争 状況 こ 
の 素晴らし い デ ィ ス 水素 の カバ ー は 私 た ち に 本 当 の 挑戦 を も た らし ます 。 私 た ち は こ こ に 、 南 と 北 を 統 
合 す る た め に 補完 的 な 方 法 で 経済 を 配置 する 手段 を 持っ て いま す 。 代替 案 の 条件 は 明確 で す : 仲良 くし 
て 水素 を 共有 する か 、 そ れ の た め に 戦う か の どちら か で す 。 


-「 ゴ ル バ チ ョ フ は 共和 国 の 民族 主義 政党 と 交渉 する と 思い ます か ?」 


-「 賭 け 金 に 見 合う だ け の 価値 が ある な ら 、 彼 は 一 瞬 中 踏 し な い だ ろ う 。 そ し て ゴル バチ ョ フ は 、 共 和 
国 か ら こ れ に つい て 大 き な 抄 念 が な いこ と を よく 知っ て いる 。 唯一 の 障害 は 、 正 統 派 の 後衛 で ある 政治 
局 の 内 部 に いる こと で ある 。 だ か ら こ そ 、 私 た ち は 現 在 、 ヤ クー ト と 中 ソ 国 境 で これ ら の 事 演習 を 目 
撃 し て いま す 。 し か し 、 ゴ ル バ チ ョ フ に 交渉 する た め の 優れ た 理由 を 与え れ ば 、 彼 は 邪魔 を する 人 々 を 
排除 する 方 法 を 見 つけ る で し ょ う 。 


-「 し か し 、 ゴ ル バ チ ョ フ は 共和 国 に 独立 を 与え る こと に 決し て 同意 し な い だ ろ うか ?」 と ドレ イト ン 
は 続け ます 。 


-「 ソ 連 で は 独立 の 概念 は 何 の 意 味 も な い の で 、 私 た ち は む し ろ る 反対 の こと を 確信 し て いま す 。 生産 が 
本 質 的 に 農業 で あり 、 唯 一 の 顧客 が モス クワ で ある 独立 し た リト アニ ア は 何 が で きま すか ? その 生産 を 
販売 する 方 法 ? ヨー ロッパ 、 す で に 過剰 生産 中 の すべ て の 共和 国 は 、 い わ ば 囚人 で ある か 、 ソ 連 に 統合 
され て いま す 。 こ れ は 、 道 路 、 鉄 道 、 そ の 他 の 天然 資源 に も 当て は まり ます 。 最 も 反抗 的 な 共和 国 は 、 
西側 か ら わ ず か な 真 の 支援 を 得 た こと が あり ませ ん 。 ゴ ル バ チ ョ フ は 、 ヤ クー ト を 含む 共和 国 と の 新 し 
い 連 合 条約 を 再 交 渉 す る た め に 、 彼 の ゲー ム の ほとん どす べ て を 持っ て いま す 。 


-「 そ し て 、 最 近 ニ ュー ヨー クタ イム ズ に 掲載 され た この 記事 に つい て どう 思い ます か 。 独立 し た ケ ベ 
ッ ク は 、 前 世紀 の 変わ り 目 に 連邦 議会 に よっ て 与え られ た 領土 の 北 半 分 を 失う リス ク が ある と 断言 し て 
いま す 。」 


-「 こ の 理論 は 国際 法 に 反し ます 。 国 境 を 変更 で きる の は 、 関 係 国 の 同意 が ある 場合 、 カ ナダ を 含む 他 
の 州 が ケベック 州 の 主権 者 の 同意 な し に 国境 を 変更 し よう と する 場合 の み で す 。 国 連 法 の 最も 広く 受け 


入れ られ て いる 原則 の 1 つ に 違反 し ます 。 こ の 解釈 は 、 ソ ビエ ト 共 和 国 の 領土 の 完全 性 に も 適用 され ま 
す 。 ソ 連 と カナ ダ は 、 ひ どい 外交 上 の 誤り を 犯し 、 多 大 な 国際 的 信用 を 傷つけ ます 。」 


-「 し か し 、 現 時 点 で は 、 解 決 よ り も 紛争 の 道 を 進ん で いる の で 、 解 決 策 が あれ ば 知り た い の で す が 」 


-「 確 か に 解決 策 、 太 陽 の よう な 明る い 解 決 策 が あり ます 。 あ な た は 私 の 愛す る ドレ イト ン に 非常 に 沈 
甘 し て いる の で 、 状 況 に よっ て は と て つも な いよ うに 見 える か も し れ な い 質 問 を させ て くだ さい 。 太陽 
が 何で で き て いる か 教え て くだ さい 。」 


-「 太 陽 !、 ド レイ トン を 驚か せ て つぶ や く 。 溶 けた 水素 の 塊 だ と 思う 。」 


-「 確 か に 、 そ の 有益 な エネ ルギー が 差別 な が くす べ て の 人 の 普 遍 的 な 生命 の 源 で ある 溶融 水素 の 塊 。 し 
た が っ て 、 昇 る 太陽 の 私 た ち が 地 上 の 水素 に 同じ 普遍 性 を 与え よう と する の は 普通 で す 。 し た が っ て 、 
水素 が 源 で ある 場合 紛争 の 場合 は 、 水 素 を 紛争 か ら 取 り 除 きま し ょ う 。 和 首相 が 国連 を 訪問 し た ちょ うど 
1 か 月 以内 に 、 私 た ち が 所 有する すべ て の 採掘 権 を 、 発 明 特許 の 一 部 と し て 引き 渡す こと を 大 統領 に 伝 
えて くだ さい 。 国 連 が 率い る 国際 水素 委員 会 の 創設 を 通じ て 、 す べ て の 国 へ の 転換 セル 。 国 連 が 水素 の 
唯一 の 管理 者 と な り 、 私 た ち は そ れ を 私 た ちの 間 で 公平 に 共有 し ます 。」 


-「 あ な た は その よう に 、 地 球 全 体 に エネ ルギー の 管理 を 譲り 渡 そ うと し て いる 。 他 の 保証 な し に 数 千 
億 ドル の 利益 を 得る 」。 


-「 も ちろ ん 、 水 素 の 使用 を 希望 する 国 が 満た さ な け れ ば な ら な い 条 件 が あり ます 。 こ れ ら の 条件 は 、 
人 権 の 尊重 、 民 主 主 義 、 非 軍事 化 の よう に 要約 する こと が で きま す 」。 


-「 し か し 、 あ な た は 前 例 の な い 世 界 的 な 不況 を 生み 出す つも り で すか ?」 


-「 日 本 人 を 再開 する の で な けれ ば 、 世 界 規模 で 大 規模 な イン フラ プロ ジェ クト を 立ち 上 げ る 知恵 が あ 
れ ば 。 エジプト 人 や 中 国人 の ピラ ミッ ド や 万 里 の 長城 な どの 偉大 な 古代 文明 を 活気 づけ た 信仰 を 再発 見 
する 必要 が あり ます 。 私 た ちの 科学 者 に 巨大 な 平和 プロ ジェ クト に 取り 組む 機会 与え 、 ま た 「 ス ター 
ウォ ー ズ 」 が 軍事 産業 に と っ て 表す こと が で きる 経済 に と っ て も 有益 で す 。 不足 し て いる プロ ジェ クト 
で は あり ませ ん : 惑星 の 砂漠 化 、 負 僚 、 海 の 浄化 、 空 気 、 都 市 化 、 こ れ ら は 将来 の 大 き な 戦 いで す 。 習 
来 の 大 き な 勝 利 は 、 生 熊 学 的 、 市 民 的 、 平 和 的 で ある か 、 そ う で は な いで し ょ う 。 こ れ ら は 、 国 連 組 織 
を 待っ て いる 大 き な 課 題 で す 。 今後 の 人 類 の 進歩 は 、 条 件 に 依存 し ます 。 そ れ が 対象 と な っ て いる いや 
らし い 経 済 恐喝 の それ を 得る こと の 。 あ まり に も 多く の 加盟 国 は 、 彼 ら の 貢献 を 支払 うこ と を 拒否 。 解 
像 度 は 再び 行く た びに 、 彼 ら の 利益 が 投票 され ます 。 そ の 結果 、 国 連 は 数 年 前 か ら 破産 し て いる 」 と 語 
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-「 私 が あな た を 正しく 理解 し て いれ ば 、 ド レイ トン は 非常 に 興味 を 持っ て いる と 言っ た 。 国 連 は 水素 
か ら の 収入 の お か げ で 自給 自足 し 、 最 終 的 に は その 運営 を 妨げ る 経済 的 恐喝 か ら 解 放さ れる だ ろう 。 し 
た が っ て 、 恥 ず か し が ら ず に 国際 法 を 適用 する こと が で きる だ ろう 。 イ ラク に よる クウ ェ ー ト の 侵略 と 
米国 に よる パナ マ の 侵略 の 両方 、 な ら び に モロ ッ コ と イス ラ エ ル が 占領 し た パレ スチ ナ の 領土 に よる 西 
サハ ラ の 併合 また は 独裁 者 に よる 人 権 侵害 の 両方 を 非難 する 報復 措置 と し て 水素 を 使用 する こと に よっ 
KG 電 隊 


-「 こ れ は 確か に 私 た ち が 設 定 し た 目標 で す 。 藤 浜 氏 は 付け 加え ます 。 国連 は 、 法 的 秩序 と 国際 法 を 支 
持 す る 権限 を 与え られ た 唯一 の 組織 に な ら な けれ ば な り ま せん 」。 


- 「 彼 女 に も カカ が ある 限り 、 ア メリ カ 人 は 皮肉 を 込め て 言い ます 」。 


-「 思 いや り の ある 人 な ら 誰 で も 、 安 全 保障 、 外 交 、 軍 事 防衛 の 両方 の 技術 を 完全 に 改革 する 時 が 来 た 
こと は 明らか で す 。2 つ の 世界 大 戦は 、 も は や 自力 で 十分 な 力 を 持っ て いる 国 は な いこ と を すでに 示し 
て いま す 。 最 近 の 政治 史 は 、 彼 ら が 訓練 され て いる も の より も 大 き な 力 を 持っ て いる 場合 に の み 法 と 秩 
序 を 維持 で きる こと を 証明 し て いま す 。 彼ら に 対し て 、 彼 ら の 介入 は 戦争 と 同じ くら い 迅 速 で な けれ ば 
な り ま せん 。 侵略 者 に 対し て 自動 的 に 解き 放 た れる 即時 の 行動 方 針 は 、 強 力 な 国 で さえ 、 外 交 政 策 の 手 
段 と し て 戦争 を 使用 する 前 に 路 踏 する で し ょ う 。 一 方 、 国 連 に よる 力 の 使用 は 、 そ の よう な 政治 的 方 法 
に 従属 し な けれ ば な り ま せん 。 調停 、 調 停 、 禁 輸 措置 と し て 調停 の た め に 提供 する 上 で 何 も 新 し いも の 
は あり ませ ん 。。 紛争 の 決済 の た め の 戦争 以外 の 方 法 、 彼 ら は 歴史 の 中 で 存在 し て いる 。 よ り 類 繁 に 股 
関節 し か し 、 彼 ら の 雇用 は 純粋 に 自発 的 な も の で は な く 、 国 際 連 器 の 過ち で し た 。 国連 に よっ て 認可 さ 
れ た 私 た ちの 時 代 の 革命 的 な 事実 に な ら な けれ ば な ら な い 紛 争 を 解決 する 平和 的 な 手段 を 受け 入れ る こ 
と は 義務 で す 。 侵 略 戦争 は すべ て の 加 映 国 に と っ て 違法 に な ら な けれ ば な ら な い 」。 


-「 国 際 連 器 と その 後 の 国連 の 創設 以来 、 私 た ち は 同 じ 問 題 に 直面 し まし た 。 は い 、 わ か り ま し た が 、 
どう や っ て そこ に た どり 着く の で すか ? どう すれ ば 各国 に 彼ら の コミ ッ ト メ ント を 尊重 する よう 説得 で 
きま すか ? 」 と 尋ね ます 。 ド レイ トン 。 


-「 水 素 に よっ て 、 今 や 国連 が 唯一 の 管理 者 で す 。 方 程 式 は 単純 で す : 民主 主義 + 人 権 + 軍 縮 = 水 素 = 開発 
。 これ ら は 、 エ ネル ギー 源 と し て 水素 を 獲得 し た い 国 に 課せ られ る 条件 に な り ま す 。 し た が っ て 、 私 は 
あな た に 私 た ちの 首相 が 国連 に 提示 する スピ ー チ の コピ ビー を あな た に 与え ます 、 あ な た は 侵略 の 戦争 を 
放棄 する 国 に 加え て 、 現 在 の 軍隊 の 一 部 が 今後 団結 する べき で ある と いう 私 た ちの 条件 を 見 つけ る で し 
よう 国連 軍 内 で 、 そ し て 最後 に 、 加 盟 国 は 、GNP の わずか 29%% を 個人 の 軍事 予算 に 充て 、 さ ら に 19%6 を 国 
連 軍 の 維持 と 開発 に 充て る こと を 約束 し て いる 」。 


-「 し か し 、 そ れ は 考え られ な い ! 米国 が その 軍事 予算 の その よう な 削減 を 受け 入れ る と 信じ る こと は 
狂気 で ある 」 


-「 藤 浜 を し っ か り と 再開 し まし た 。 経済 学 に つい て 少し お 話し し まし ょ う 。 あ な た の 国 は 債務 が 非常 

に 多い た め 、 銀 行 が 米国 債 を 購入 し な いと 、 カ ナダ ほど 機能 する こと は で きま せん 。 念 の た め に 言っ て 
お きま す が 、 一 人 当たり の 債務 は 世界 最大 で す 。 も は や 日 本 で は な く 、 債 務 者 の 債権 者 で す 。 私 た ち が 
いな けれ ば 、 技 術 的 な 破産 に 陥っ て いま す 。 そ れ だ け で 十分 で す 。 財 政 状況 は それ 以上 に 良く あり ませ 
ん 。 ア メリ カ 人 と ソビエト は 戦争 と 兵器 を 現在 赤字 の 産業 活動 に し て いま す 。 国 防 総 省 だ け で も 年 間 

3000 億 ドル の 予算 で 産業 投資 の 40%% を 賭 っ て いま す 。 そ の 間 、 国 は あな た の 目 の 前 で 崩壊 し て いま す 。 
道路 と 都市 シス テム の 唯一 の 再開 発 は 、2010 年 まで に 1.000 億 の 予算 増加 に つなが る で し ょ う 。 道路 で の 
時 間 の 損失 と 空港 で の 混雑 が アメ リカ 製品 の 遅れ の 半分 の 原因 で ある こと を ご 存 知 で し た か 活力 。 あ な 
た の 貿易 収支 は 20 年 間 赤 字 に な っ て いま す 。 あ な た の 産業 構造 は 崩壊 し て いま す 。 国 の 債務 に 加え られ 
た 産業 、 個 人 、 金 融 機関 の 総 債務 は 、13,.000 億 以上 に 増加 し ます 。 こ れ は 、 す べ て の アメ リカ の 生産 の 2 
年 半 に 相当 し ます 。 私 た ち 日 本 人 に と っ て 、 米 国 大 統領 に な る 前 は 、 ジ ョ ー ジ ブッ シュ は 地球 上 で 最大 
の 債務 者 で あり 、 他 の 債務 者 と 同様 に 、 ジ ョ ー ジ ブッ シュ は 債権 者 に よる 財政 再編 を 受け 入れ る 必要 が 
あり ます 。 あ な た が 倒れ た 場合 、 私 た ち は 倒れ 、 あ な た が 倒れ な いこ と を 決定 し まし た 。 あ な た の 軍事 
予算 の 急速 か つ 深刻 な 削減 に より 、 今 後 $ 年 間 で 年 間 約 1.500 億 ドル を 投資 で きる こと が わか っ て いる か 
ら で す 。 民 間 経 済 を 再建 し 、 あ な た を 台無し に し て いる 軍国 主義 の 泥沼 か ら 抜け 出す た め に 。 資本 主義 
が 世界 で 勝利 を 収め て いる 一 方 で 、 そ の 母国 が 破産 し て いる こと に 注意 する こと は 非常 に 逆説 的 で す 。 
これ は あな た が あな た の 大 統領 に 伝え よう と し て いる こと で す 。 私 た ちの 提案 は テー ブル の 上 に あり ま 
す 。 今 それ を 研究 する の は あな た 次 第 で す 」。 


-「 し か し 、 そ れ は 経済 的 な 恐喝 、 真 珠洲 、 ク ー デ ター で す ! 」、Lies Drayton 


-「 ま っ た く 違 いま す 。 結 果 は 同じ で は あり ませ ん 。 真 珠 湾 は あな た を 破壊 する こと を 目的 と し て いま 
し た 。 今日 の 提案 は あな た を 救う こと を 目的 と し て いま す 。 私 た ちの 介入 を 攻撃 と 見 な す の で は な く 、 
繰り 返し ます 。 他 の 債権 者 の よう に 振る 舞い ます 。 ま だ 時 間 が ある うち に 、 私 た ちの 投資 を 節約 する た 
め に 債務 者 を 救っ て くだ さい 。 


LXIll 
モス クワ 、91 年 $ 月 26 日 


$ 月 26 日 、 モ スク ワ の 空港 税関 職員 は 、「 世 紀 の 契 約 」 で ロン ドン に 飛ぶ 予定 だ っ た 英国 人 の ボー ル ・ 
ピア ソン を 逮捕 し まし た 。 こ の 逮捕 は 、 す で に 「 ル ー ブ ル ゲー ト 」 と 呼ば れ て いる 最も 素晴らし い 政 治 
スキ ャ ンダ ル の 1 つ を 明らか に し ます 。 こ の スキ ャ ンダ ル は 、 ソ 連 が 流血 の な い 一 種 の 静か な 併合 に よ 
っ て 経済 的 独立 を 失う と 脅かさ れ た 秘密 の 「 ク ー デ ター」 の 試み に ロシア 共和 国 の エネ ルギー 大 臣 を 巻 
き 込 ん で いま す 。 


ポー ル ・ ピ アソ ン は 、 英 南ア フリ カ の 会 社 で ある ダブ ・ ト レー ディ ング ・ イ ンタ ー ナ ショ ナル を 装っ て 
、 ウ ラル 山脈 の チェ リャ ビン スク に ある 会 社 と 、 ル ー ブ ル で 支払 われ た 70 億 ドル で 消費 財 を 販売 する 契 
約 を 結び まし た 。 闇市 場 レート で (1 ドル あたり 20 ル ー ブ ル ) 。 こ の 1400 億 ルー ブル の 山 で 、 ダ ブ ト レ 
ー デ ィング は 、 ソ ビエ ト 政 府 が 民営 化す る 予定 の 工場 や その 他 の 企業 を 買収 する こと を 提案 し まし た 。 
この 完全 に 違法 な 契約 に より 、 エ ネル ギー 大 臣 と ダブ トレ ー デ ィング イン ター ナシ ョ ナル の 共犯 者 は 、 
ソビエト 経済 の 主要 セク ター を 管理 する こと が で きた で し ょ う 。 よ り 具 体 的 に は エネ ルギー 部 門 で の 活 
動 。 


鳩 の 取引 事件 は ゴル バチ ョ フ に と っ て 適切 な 時 期 に や っ て くる 。 こ の 「Rublegate」 に より 、 彼 は 、 財 務 
管理 を 含め 、 さ ま ざ ま な 共和 国 に よる 権力 の 乱用 に 対し て 攻撃 を 開始 する こと が で きま す 。 し か し 何 よ 


り も 、 そ れ は 大 統領 に 政治 局内 の 緊張 を 緩和 し 、 し た が っ て ヤク ー ト 共和 国 に 対す る 軍事 クー デ タ ー の 
期限 を 遅らせ る と いう 予期 せ ぬ 機会 を 与え を ます 。 し た が っ て 、 ゴ ル バ チ ョ フ は この 突然 の 余裕 を 利用 し 
て 、 ス タ ノ ボ イ 山 脈 の 日 本 人 に 対す る 採掘 権 を 終了 する 契約 を 非難 し 、 新 し い ソ ビエ ト の 起業 家 の 中 に 
は 、 西 洋 の パー トナ ー を 合弁 事業 に 引き 付け よう と し て いる 多く の 冒険 家 が いた こと を 強調 し た 。 し か 
し 、 堅 実 な 会 社 に 行く 代わり に 、 彼 ら は し ば し ば 即座 の 濃縮 を 求め る 疑わ し い パ ー ト ナー を 選び ます 。 
70 億 ドル の 市 場 を 悩ま せ て いる と いう 評判 の DoveTrading International の よう な 欧米 の パー トナ ー と の 交 
渉 は 、 信 じ ら れ な い ほ ど 軽 いか トリ ッ ク で す が 、 詳 細 は まだ わか り ま せん 。 と は いえ 、 ゴ ル バ チ ョ フ は 
、 ソ 連 の 中 央 政府 だ けが 合法 的 に そし て 必要 な 保証 を も っ て この 範囲 の 契約 を 交渉 で きる と いう 証拠 と 
し て それ を 見 て いま す 。 誰 も が 驚い た こと に 、 大 統領 は 、 政 権 を 打倒 する た め に ルー ブル で 市 場 を 池 溢 
させ た いと 思っ て いた 西側 に よる この 計画 を 阻止 する た め に 、S50 ル ー ブ ル と 100 ル ー ブ ル の 高額 紙幣 の 
流通 か ら の 撤退 を 発表 し まし た 。 


テキ サス 州 ヒ ュー スト ン の 会 社 22875? は 、 ソ 連 大 統領 を ルー ブル で 殴っ て 倒す こと は で き な い と いう 上 
し い 方 法 を 学び まし た 。 


LXIV 
ワン シン トン 、91 年 3 月 26 日 
-「 し か し 、 私 の 友人 、 国 務 省 は 、 そ の 陰 斉 に つい て 何 も 知 ら な いこ と を すでに 私 に 確認 し て いる こと 


を 保証 し ます 。 ブ ッシュ 大 統領 は 、 赤 い 電 話 で クレ ムリ ン の 彼 の 対応 者 に リン ク し まし た 。 こ れ は すべ 
て な し で 行わ れ ま し た 。 そ れ を 知っ て 、 私 は あな た に それ を 繰り 返し ます 。 


- 政 治 局内 で の 私 の 立場 が 不安 定 に な っ て いる こと を 除け ば 、 あ な た を 信じ た いと 思い ます 。 誰 が 背後 
に いる か は 関係 あり ませ ん が 、 こ の プロ ッ ト は リガ チョ フ の 立場 を 強化 し ます 。 彼 は 、 こ の すべ て が 私 
を 不安 定 に する CIA ス タン ト で ある こと を 大 臣 に 納得 させ る の に 問題 は な いで し ょ う 。 「」 


- " 何 か 困 っ て いま すか "? ブ ッシュ は 無知 を 装っ て 言っ た 。 


-「 友 達 に 会 いま し ょ う 、 か くれ ん ぼ の こ の 小さ な ゲー ム を や め ま し ょ う 。 あ な た の 大 使 ま で 、 政 治 局 
内 で の 私 の 困難 の 噂 を フィ ル タ リ ング させ た の は 私 な の で 、 あ な た は それ を よく 知っ て いま す 。 こ の ジ 
ェ ス チャ ー で あな た に 知っ て も らい た いと 思い まし た 。 私 は 現在 北極 園 で 直面 し て いる 対立 する 状況 に 
強く 反対 し ます 。 こ れ は すべ て 、 人 類 の エネ ルギー の 未来 と 私 の 国 の 経済 の 未来 を 表す シベ リア の 小石 
の 山 で す 。 あ な た は 私 が これ ら の 水力 発電 を 緊急 に 必要 と し て いる こと を 誰 よ り も よく 知っ て いま す 。 
ペレ スト ロイ カ を 続け る た め に ドル 日 本 人 が 開発 に 参加 し て いる と いう 事実 、 し か し この 参加 の 条件 は 
モス クワ を 通過 し ます 」。 


-「 私 が あな た を 正しく 理解 し て いれ ば 、 日 本 人 か ら の 良い 和解 の ジェ スチ ャ ー だ けが 緊張 を 下げ る こ 
と が で きま す 。」 


-「 論 理 的 に は そう で す が 、 私 は 政治 局 で 、 ス クル ー プ ル を 気 に し な い 元 スタ ー リ ン 主 義 者 の バン ド と 
戦わ な けれ ば な ら な いこ と を 忘れ な いで くだ さい 」。 


-「 す べ て は 今 あ な た 次 第 で あり 、 私 が あな た に カル トブ ラン シュ を 与え る こと を 知っ て いま す 。 ど ん 
な 犠牲 を 払っ て も あな た の 解雇 を 避け 、 あ な た が 望む こと を し な さい 、 し か し それ を し な さい 。 「 う ん 
ざり だ 」。 


-「 私 は それ を よく 覚え て いま す 、 私 は 本 当 に 私 の 最後 の 言葉 を 言い ませ ん で し た 、 私 を 信じ て くだ さ 
い 」 。 


- 「 旋 を 込め て 成功 を お 祈り し ます .… し か し 、 微 妙 な お 願い を させ て いた だ きま す 」。 


ーー ーー 


"行う I LM 


-「 国 連 で の 日 本 の 首相 の スピ ー チ に 続く 不安 定 な 状況 の た め に 、 彼 は 加盟 国 に 決議 を 提案 する こと に 
よっ て 日 本 の 本 当 の 意図 を 確実 に 発表 する で し ょ う 、 私 は それ を 望ん で いま す 、 そ し て あな た は それ を 
理解 する で し ょ う 、 ク レム リン で の あな た の 個人 的 な 状況 の 流れ を 前 面 に 押し 出し て くだ さい 。 私 た ち 
は いく つか の 信号 を 開発 する こと が で きま すか ? 


-「 言 い 換 えれ ば 、 共 産 党 書記 長 と ソビエト 連邦 大 統領 に 、 臨 時 の 政治 局 会 議 か ら の 情報 を 開示 する こ 
と に よっ て 、 ア メリ カ 人 の 利益 の た め に 防 謙 に 従事 する よう に 求め て いる の で す 。 あ な た は 同じ こと を 
し ます か ?」 


-「 賭 け 金 を 考え れ ば 、 そ う で す !」 

-「 了 了解 し まし た 。 日 本 の 提案 が わか り 次 第 、 エ ー ジ ェ ン ト の 1 人 に クレ ムリ ン の 南東 の 壁 に 向かっ て 立 
つよ うに 伝え て くだ さい 。3 階 の 左 か ら ]1 番 目 の 窓 の カー テン が 引か れる か どう か は わか り ま せん 。 カ ー 
テン が 完全 に 閉まっ て いる 場合 、 私 は 反乱 を 止め る こと に 成功 し まし た 。 カ ー テ ン の 半分 だ けが 描か れ 
て いる 場合 、 私 は まだ 時 間 が 必要 で す 。 窓 が 完全 に クリ ア さ れ て いる 場合 、 私 は 失敗 し まし た 。 


-「 幕 が 閉じ た ら 、 数 週間 以内 に モス クワ を 公式 訪問 する こと を 約束 し ます 。」 


-「 さ も な けれ ば 、 政 治 亡 命 の 私 の 要求 を 準備 し な さい 、 と ゴル バチ ョ フ は 皮肉 を 込め て 言っ て 、 会 話 
を 終え た 」 o 


LXV 
国連 、 ニ ュー ヨー ク 、91 年 6 月 12 日 


日 本 の 要請 に 応じ て 臨時 会 合 で 会 合 し 、 国 連 総 会 全体 が 日 本 の 首相 の 到着 を 待ち 焦 が れ て いる 。 彼 が 大 
広間 に 到着 する と すぐ に 、 す べ て の 代表 者 は 彼 に 丁寧 で ある が 冷た い 歓 迎 を し ます 。 ペ レス ・ デ ・ ク エ 
ヲ ラ 事務 総長 の 招待 で 、 首 相 は 演説 の た め に 予約 され た 表彰 台 に 登り ます 。 重い 沈黙 が アセ ン ブ リ に 侵入 
に ます 。 


- 「 今 日 、 私 は あな た の 前 に 私 の 国 の 新しい 外交 政策 を 提示 する た め に ここ に いま す 。 私 た ち 日 本 人 は 

常に 世界 経済 が 武器 産業 に 依存 し 続け る こと を 心配 し て きま し た 。 す べ て 、 あ な た は 3 倍 の 数 が ある こ 

と を 知っ て いま す 教 育 や 保健 サー ビス の よう に 軍需 産業 の 男性 。 科 学研 究 で さえ 軍 に 依存 し て いま す 。 

私 た ちの 武器 は ブー メラ ン で す 。 決し て 忘れ な いで くだ さい 。 市 民 経 済 が 日 本 は 、 す べ て の 国 が 彼ら の 
死 を 早め る こと に 彼ら の エネ ルギー の 大 部 分 を 捧げ る の を 見 る の で は な く 、 す べ て の 国 を 豊か な 集団 の 
ゲー ム に 参加 させ る た め に その 財政 力 を 使う 義務 が ある こと を 理解 し まし た 。 世界 秩序 それ は 私 た ち 次 
第 で す 核 大 虐殺 を 生き 延び た 人 々 の 経験 は 、 男 性 が 他 の その よう な 大 惨事 を 回 避 す る の を どの 程度 助け 
る こと が で きま すか ? この 質問 へ の 答え は 今や 人 類 の 運命 に か か っ て いま す 。 「」 


-「 第 二 次 世界 大 戦後 、 国 家 に 武装 を 強要 し た トラ ウマ は 過去 の も の で す 。 先進 国 が 洗練 され た 兵器 に 
よっ て 第 三 者 の 計り 知れ な い 願 望 か ら 身 を 守る こと が で きる と 考え る の は 恐ろし い 幻 想 で す 。 軍縮 の 時 


が 来 ま し た 。 し か し 、 成 功 す る た め に は 、 こ こ に 代表 され る 国々 の 社会 的 お よび 経済 的 発展 に 向け た 強 
力 で 堅固 な 政治 的 お よび 経済 的 構造 を 軍縮 に 与え る 必要 が あり ます 。 す べ て が 団結 し 、 そ の 行動 に 従属 
し て いる が 、 そ れ は 現在 の 場合 と は ほど 遠い 」。 


-「 し か し 、 こ こ で は すべ て 、 す べ て の 人 の 人 権 と 基本 的 自由 の 普遍 的 か つ 効 果 的 な 尊重 に 同意 し て い 
ます 。 残念 な が ら 、 国 連 総 会 は 、 民 主 党 の フォ ー ラ ム で 、 か わい らし い 官 僚機 構 、 統 計 局 の よう に 振る 
舞い ます 。 、 世 界 を 引き 裂く 力 の バラ ンス を 規律 する こと な く 無 関心 な 外交 官 の た め の ラ ウン ジ で 。 あ 
まり に も 頻繁 に 、 組 織 は 独裁 者 の 野 種 さ に 目 を つぶ る 。 そ れ を 隠す の に 役に立た ず 、 最 終 的 に 20 年 以上 
の 間 国 連 機 関 が そ れ を 認識 する 、IMF、IBRD、GATT、UNDP、WHO、FAO、 ユ ネス コ ユ ニ セ フ は 、 独 
裁 政 権 に お ける 貧困 撲滅 の 可能 性 に つい て 自分 た ち を 欺 き まし た 。 民主 主義 が 存在 する 世界 で は 、 平 和 
を 守り 、 仙 僚 、 病 気 、 無 知 の 惨劇 と 戦う こと は で きま せん 。 私 た ち は 今 、 民 主 主義 と 権利 が 脅かさ れ て 
いる と き は いつ で も 干渉 する 権利 を 要求 し て いま す 。 人 間 の ts。 こ の 意味 で 、 私 た ち は 欧 州 評議 会 の 立 
場 を 支持 し ます 。ch は 、 人 権 の 尊重 は 、 国 民 だ け で な く 国 際 社 会 に 対す る 国家 の 義務 で ある こと を 確認 
し ます 。 人権 が 危機 に 瀬 し て いる 場合 、 国 際 社 会 の 行動 は 、 国 家主 権 と 非 干 渉 の 原則 に 優先 し な けれ ば 
な り ま せん 。 し た が っ て 、 こ の た め に 、 国 連 は 憲章 の これ ら の 違反 を 修正 お よび 修復 する た め の 介 入手 
段 を 必要 と し て いま す 。 そ の 中 で 、 正 義 、 平 等 、 人 間 の 尊厳 の 尊重 に 基づい た 開発 援助 」。 


-「 北 と 南 が 同じ 船 に 乗っ て いる こと を 認識 する 時 が 来 た 。 し た が っ て 、 民 主 主義 の 連帯 が すべ て の ス 
トラ イブ の 独裁 と ファ シズ ム に 勝つ 必要 が ある 。 ま た 、 ナ ショ ナリ ズム が 国際 的 な 枠組 み で 表現 され る 
よう に する 必要 も ある 。 社会 政治 的 現実 を 自ら の 天才 に 適 店 させ る の は 明らか に 各国 民 の 責任 で す が 、 
これ は 国連 の 普遍 的 憲章 と 宣言 に 触発 され な けれ ば な り ま せん 。 超 国連 の ファ シズ ム を 通じ て 地方 の フ 
ァ シ ズム に 取っ て 代わ ら な いた め に 、 私 た ち は 国際 人 権 法廷 を 創設 する 。」 


-「 貿 易 が 人 々 の 関係 を 促進 する と いう の が 本 当 な ら 、 こ れ は 第 三世 界 に は 当て は ま ら な い 。 世界 人 口 

の 半分 が 住む 中 国 、 イ ンド 、 パ キス タン な ど 、 地 球 の 真 の 挑戦 を 形成 する 36 カ 国 は そう で は な い 。 国 際 
貿易 の 0.39% 以 上 を 占め る 」。 現在 、 南 部 の 世界 人 口 の 779% が 世界 の 収入 の 159% を 稼い で いま す 。 債務 は 
至る 所 で 増加 し て いま す : 金融 債務 、 社 会 的 債務 、 人 口 統計 学 的 債務 、 生 熊 学 的 債務 。 


-「 今 世紀 末 の 本 質 的 な 問題 は 、 第 三世 界 の 発展 で ある 。 こ の 問題 が 解決 され な けれ ば 、 私 た ち が 何 も 

議論 する 暇 が な く な る 日 が 来る だ ろう 。 そ れ は 爆発 する だ ろう 。 債務 は 今日 、 第 三世 界 の 民主 主義 を 破 
壊す る 主 な 要因 で す 。 非 軍事 的 リス ク は 現在 、 軍 事 的 問題 より も 危険 で す 。 そ う で な いふ り を 続け る こ 
と は 、21 世 紀 の 問 題 に 精神 構造 で 対処 する こと で す 。 19 日 。 環境 に 重き を 置く リス ク を 忘れ て いる 。 地 
球 規模 の 空間 を 必要 と する 経済 力 と 圧倒 的 な 数 値 的 優位 性 を 与え る 人 口 統計 力 に よっ て 及ぼ され る 巨大 
な 圧力 の 影響 下 で の 妊娠 の 危機 を 理解 する こと を 拒否 し て いる 。 南 部 の 貧し い 大 衆 に 、 社 会 的 お よび 政 
治 的 に 工業 国 を 崩壊 させ る こと が で きる 大 規模 な 移住 を も た ら す で し ょ う 。 答え は あり ませ ん 。 そ う で 
な けれ ば その よう な 人 危険 に さら され て いる 兵士 c 一 時 的 な 歴史 は 、 暗 い 明 日 へ の 強制 的 な 行進 で 開始 さ 
れ 、 未 来世 紀 は 中 世 の よ うに 見 えま す 。 


治 経済 学 の 破産 に 直面 し て 、 宗 教 的 狂信 は 多く の 国 に と っ て 唯一 の 可能 な 結果 に な り ま す 。 外 交 的 沈 
詩 の 際 謀 は 、 宗 教 的 狂信 の 荒廃 が 私 た ち に 緊急 に 介入 する よう に 促し た と き 、 文 明世 界 を 支配 し て いる 
よう で す 。 私 た ち は 今 、 宗 教 の 好戦 的 な 顔 を 積極 的 に 見 て 、 世 俗 的 な 政策 を 支持 し な けれ ば な り ま せん 
」 。 


-「 液 体 水素 を 燃料 に 変換 する こと を 可能 に する 新しい 材料 の 驚異 的 な 発見 に 関す る 我が国 の 発表 は 、 

多く の 希望 を も た らし まし た が 、 と り わ け 羨 望 の 的 で す 。 現在 の 国際 情勢 は これ を 示し て いま す 。 非常 
に 良い で す 。 石油 の 歴史 は 、 各 国 が どれ だ け 石 油 を 所 有 し よう と し て いる の か を よく 示し て いま す 。 こ 
の 間違い を 二度と 犯す こと は あり ませ ん 。 「 共 通 の 利益 」、「 世 界 の 安全 保障 」、「 未 来 の 「 共 有 」 の 


いずれ に つい て 話し て いる 場合 で も 、 私 た ち は し な けれ ば な り ま せん 。 世界 中 の 暴力 的 な 対立 に 終止 符 
を 打つ こと を 論理 的 に 要求 し ます 。 私 た ちの 相互 依存 の 受容 は 、 共 通 の プロ ジェ クト で 具体 化 さ れ な け 
れ ば な り ま せん 。」 


-「 し た が っ て 、 原 則 と し て 、 民 主 主 義 、 人 権 お よび 軍縮 は 、 質 的 お よび 量 的 の 両方 の 経済 的 お よび 社 
会 的 発展 の 保証 で ある 。 残念 な が ら 、 組 織 に 対す る 加盟 国 の 恥知らず な ブラ ッ ク メ ー ル は 、 決 議 お よび 
原則 の 適用 を 国連 の 適切 な 資金 提供 に する こと が 多 す ぎる 。 し た が っ て 、 国 連 の 財政 的 自給 自足 が 必要 
で あり 、 望 まれ て いる ]」。 


-「 し た が っ て 、 こ れ か ら 、 水 素 の 生産 を 可能 に し た 変換 セル の すべ て の 採掘 権 と 発明 特許 の 3096 が 、 
21 世 紀 の エ ネル ギー を 国連 組織 に 引き 継ぐ こと を 発表 し ます 。 こ れ ら の 慕 大 な 利益 の お か げ で 、 国 連 開 
発 プ ログ ラム は 世界 経済 を 強化 する 先頭 に 立ち 、 国 の 債務 を 削減 し 、 成 長 と 投資 に 有利 な 経済 環境 を 安 
定 さ せる で し ょ う 。 。 回 復 し た 道徳 的 権威 に 関連 する 国連 の 財政 的 自治 は 、 私 た ちの 運命 の 保証 人 と な 
る で し ょ う 。 一 方 、 人 権 憲章 に 関し て 、 武 装 解 除 を 促進 する 厳格 な 措置 を 採用 し た 民主 主義 国 の み が 、 
水素 の 慕 大 な エネ ルギー の 利点 を 利用 し ます 。 こ れ が 私 た ちの 願い で あり 、 私 た ちの 唯一 の 条件 で す 。 
民主 主義 と 権利 of 人 + 軍 縮 = 水 素 = 開発 、 こ れ ら は 「 パ ックス ・ ニ ッ ポ ニカ 」 と 新 世 界 秩序 の 基盤 で す 。 
その 見 返り と し て 、 日 本 、 ド イツ 、 イ ンド 、 ブ ラジ ル 、 ナ イジ ェ リ ア は 安全 保障 理事 会 の 常任 理事 国 と 
し て 認め られ ます 。 


- 「 今 日 、 私 た ち は 明 確 に 定義 され る べき 唯一 の メリ ッ ト が ある 分 岐 点 に いま す : ホモ サビ ピエ ンス また 
は ホモ デメ ンス 。 答え は あな た 、 国 連 加 盟 国 で す 」。 


LXVI 


ワシ ント ン 、91 年 6 月 13 日 


世界 中 で 、 日 本 の 首相 の 平和 主義 演説 は 爆弾 の 影響 を 及ぼ し まし た 。 自 発 的 な 身振り で 、 す べ て の 大 陸 
の 何 百 万 も の 市 民 が 通り に 出 て 、 彼 の 政府 に 日 本 の 決議 を 支持 する よう に 言い ます 。 世界 の すべ て の チ 
ャ ンス は 混乱 し て お り 、 そ れ ぞ れ が この 前 例 の な い 政 治 的 ジェ スチ ャ ー に 対す る 互い の 反応 を 知り た が 
っ て いま す 。 


-「 し か し 、 千 渉 す る 権利 に 関す る この 日 本 の 提案 は 、 国 連 憲 章 に 反する も の で は あり ませ ん か ?」 ブ 
ッシュ は 彼 の 国連 大 使 に 尋ね ます 。 


-「 実 際 に は 、 日 本 の 提案 の 微妙 な 点 は 、 こ の 和 干渉 の 権利 が 非 干 渉 に 関す る 憲章 の 規定 と 矛盾 し な いと 
NO うと で ずり 。 


-「 本 物 の 外交 官 の ジブ リッ シュ は バレ ッ ト を 叫び ます 。 も っ と 具体 的 に 言え ば 、 大 使 さ ん ?」 


- 「 日 本 は 現在 、 フ ラン ス が 作成 し た 安保 理 決議 668 の 根底 に ある 哲学 を 使用 し て いる と だ け 言 っ て お き 
まし ょ う 。 ク ルド 問題 に 関す る 歴史 的 決議 は 、 イ ラク に 対し て 拘束 力 の ある 方 法 で 、 国 際 機 関 に よる す 
べ て の 人 々 へ の 即時 アク セス を 要求 し て いま す 。 国連 は 、 ク ルド 人 の 1991 の 前 例 に より 、 た と え そ れ が 
主権 国家 の 境界 内 で 起こ っ た と し て も 、 世 界 の 平和 と 安全 に 対す る 脅威 と し て 、 深 刻 で 体系 的 な 人 権 侵 
害 を 監視 で きる こと を 認め て いま す 。 安全 保障 理事 会 の 介入 日 本 は 、194$ 年 に サン フラ ン シ ス コ の 会 議 
に 提出 され 、 却 下さ れ た この 趣旨 の フラ ンス の 提案 を 承認 し て いる だ け で す 。 非 干渉 の 名 の 下 に 、 民 主 
主義 の 不作 為 を 見 た と き の 歴 史 的 な 誤り 、 い くつ か 例 を 挙げ る と 、 カ ン ボ ジア 、 チ ベッ ト 、 ス ー ダ ン 、 
エチ オビ ピア で の 憲章 違反 の 重大 な 事件 で 。 


-「 人 権 の 尊重 の た め に 干渉 の 権利 を 求め な さい 、 し か し そこ か ら そ れ を 軍縮 に 適用 する た め に 」。 


-「 惑 星 の 完全 な 軍縮 を 達成 する た め の 最 良 の 方 法 は 、 侵 略 戦争 を 違法 に する こと で す 。 こ こ で も 、 日 
本 は 、1972 年 に 有名 な ブラ イア ンド ケロ グ 協 定 を 拒否 し た 民主 主義 の 別 の 歴史 的 な 過ち を 取り 上 げ て い 
る だ け で す 。 侵略 戦争 が すべ て の 国 に よっ て 非 合 法 化 さ れ て いた ら 、 ヒ トラ ー の ドイ ツ と 昭和 の 日 本 は 
第 二 次 世界 大 戦 に 挑戦 する こと は な か っ た で し ょ う 。 ク ウェ ー ト の サダ ム ・ フ セイ ン も 同様 で す 。 日 本 
の 行動 は すべ て 、 過 去 70 年 。」 


今日 覚え て いる 人 は ほとん どい ませ ん 。1927 年 8 月 に 、 飾 られ た パリ で 「 戦 争 を 非 合 法 化す る 」 こ と を 
目的 と し た 文書 が 署名 され た シー ン を 覚え て いま す 。 こ の パリ の 平和 条約 は 、 ブ リア ン ・ ケ ログ 協定 と 
し て よく 知ら れ て いま す が 、 侵 略 戦争 に 反対 する た め に 結束 し よう と し た 国々 に よっ て 真剣 に 受け 止め 
られ る こと は あり ませ ん で し た 。 侵略 国 に 対す る 象徴 的 な 非難 以外 の 制限 措置 を 含ま ず 、 こ の 協定 は 多 
く の 場 合 、 そ し て そもそも 日 本 自身 に よっ て 違反 され た 。1932 年 に 満州 に 侵攻 し た こと に より 、 日 本 は 
協定 の 精神 と 文言 に 違反 し た 。 満州 で の 紛争 は 、 国 際 連 盟 に と っ て 、 そ の 存在 の 中 で 最大 の 後退 で 終わ 
り 、 国 際 連 盟 は 、 大 国 の 侵略 に 対し て 意図 され た 保護 を 加盟 国 に 提供 する こと が で き な か っ た こと を 示 
また だ 。 


し か し 、 初 め て 、 公 式 文書 は 侵略 戦争 と 防衛 戦争 を 非常 に 適切 に 区 別 し ま し た 。 古代 ギ リ シ ャ の 歴史 と 
哲学 者 か ら イ ンス ピ レ ー シ ョ ン を 得 て 、 侵 略 戦争 は 外交 と 和解 の 試み に 頼る 前 に 宣戦 布告 され た 戦争 で 
ある こと が 確立 され て いま す 。 こ の 場合 、 国 際 協 定 に 拘束 され て いる 国々 に は 、 力 に よる 力 に 抵抗 する 
道徳 的 義務 が あり ます 。 そ れ は 、 自 衛 戦争 で す 。 し た が っ て 、 ブ リア ン 氏 は 、「 国 家政 策 の 手段 と し て 
の 戦争 を 放棄 する た め に 」 フ ラン ス に 参加 する よう に アメ リカ 人 に 彼 の 要求 を 策定 し まし た 。 


残念 な が ら 、 ケ ログ 米国 務 長 官 は 、 当 時 、 侵 略 戦争 を 米国 帝国 の 政策 か ら 排 除 す る こと が で き な か っ た 
た め 、 侵 略 戦争 を 外交 政策 の 手段 と し て 非 合 法 化す る 条約 に 含ま れる 侵略 戦争 と 防衛 戦争 の 区 別 を 受け 
入れ る こと を 拒否 し た 。 し た が っ て 、 還 国 主 義 者 た ち は 、 国 の 強 さ を 測定 する こと を 可能 に し た の は 富 
で は な く 兵 士 で ある と いう 現代 の 初め に マキ ャ ヴェ リ に よっ て 提唱 され た 考え に 依然 と し て 執着 し て い 
まし た 。 こ の よう に し て 兵器 は 主要 産業 と な り 、 第 二 次 世界 大 戦 が 続き まし た 。 


-「 あ な た は 最も 重要 な 惑星 産業 で その よう に あな た の 口座 を 解決 する こと が で きま せん か ?」 困 惑 し 
て スミ ス 大 尉 に 尋ね る 。 


-「 は い 、 明 日 の 朝 で は な く 、 近 い 将 来 、 水 素 プ ロジ ェクト の すべ て の 生産 段階 を 完全 に 完了 し 、 コ ン 
ソー シア ム か ら 民 間 人 へ の 転換 を 完了 する の に 必要 な 時 間 で ある 今 か ら 30 年 後 の こ と を 装 れ て いま す 
。 ご存知 の よう に 、 日 本 の 研究 者 た ち は 、 私 た ち が 「.… 


-…「 し か し 、 安 全 保障 理事 会 で 再び ブッ シュ に 大 使 に 尋ね る ブラ ジル 、 イ ンド 、 ナ イジ ェ リ ア は 何 を し 
て いる の か 」。 


-「 長 い 間 、 第 三世 界 の 国々 は 安全 保障 理事 会 へ の 代表 を 要請 し て きま し た 。 日 本 は この 要請 を 認め る 
こと に より 、 提 案 へ の 投票 中 に 国連 の 投票 の 過半 数 を 確保 し ます 。 こ れ は ドイ ツ と 日 本 か ら の も の で す 
。 普通 の こと で は あり ませ ん が 、 彼 ら は すでに 7 人 の グル ー プ の メン バー で あり 、 ど ちら も 共通 し て 反 
軍事 主義 憲法 と 数 十 億 円 の 投資 マー ク を 持っ て いま す 。 こ の 観点 か ら 、 ド イツ 、 日 本 、 第 三世 界 の 国々 
は 「 自 然 な 」 同 盟 国 に な りつ つ あ り ま す 。 、 そ の よう に 言え ば 。 一 部 の 市 場 シ ェ ア の 増加 に は 、 他 の 開 
発 と 武装 解除 に よる 開発 が 必要 で す 。」 


-「 し か し そう する こと で 、 日 本 人 と ドイ ツ 人 は GATT、 国 際 通 貸 基 金 、 世 界 銀行 の 活動 を 台無し に し て 
いる 。」 


-…「 あ あ ! ご 存 知 の よう に 、 開 発 は ガッ ト 、IMF、 世 界 銀 行 の 主要 な 目的 で は あり ませ ん で し た 。 開 発 
途上 国 は 、 こ れ ら の 機関 が 先進 国 に よる 買 易 シス テム と 北朝 鮮 と 多国 籍 企業 の 利益 に 有利 な 方 向 へ の 経 
済 。 新 し い 世 界 の 経済 牧 序 と は 正反対 で ある 。 そ れ ど ころ か 、 開 発 途上 国 は 常に 専門 的 な 国連 の 創設 を 
促進 する こと に よっ て その 影響 力 を 相殺 し よう と 努め て きた 。 国 連 賞 易 開 発 会 議 (UNCTAD) や 国連 開 
発 プ ログ ラム (UNDP) な どの 機関 。 水 素 に よっ て 生み 出さ れ た 慕 大 な 利益 が これ ら の プロ グラ ム に 活 
気 を 与え る よう に な っ た 今 、 あ な た は それ が 非常 に 天 の 恵 み で ある こと を 理解 する で し ょ う 。 そ の た め 
、 過 度 の 国 の 支配 的 な 位置 を 犠牲 に し て 団体 交渉 力 を 構成 し て いる 。 こ れ ら の 生物 の 中 に strialised。 今 
で は トン UNDP は すべ て の 指導 か ら 解 放さ れ 、 修 辞 的 お よび イデ オロ ギー 的 衝突 の 喧騒 が 薄れ つつ ある 
今 、 そ れ は 地元 の 懸念 に 近い 起業 家 精神 を 取り 戻す こと が で き 、 し た が っ て 国連 で ある この 「 普 遍 的 な 
共同 住宅 」 が 偉大 な 道 を 横断 する の を 助け る こと が で きま す 国 際 政 治 危 機 」。 


-「 国 連 機 関 を 強化 し て GATT を 損なう こと は 、IMF や 世界 銀行 も 多国 籍 企業 の 経済 力 を 弱体 化 さ せ 、 統 
制す る こと を 意味 し ます ね 」 


-…「 明 ら か に 、 こ れ ら の 企業 が 世界 哲 易 の 809%% を 提供 し て いる こと を 知っ た と き 、 実際 の 決定 は 取締 役 
会 内 で 行わ れ 、 そ の ほとん ど が 先進 国 に ある こと が わか り ま す 。 日 本 の 提案 は 正確 に 変化 する こと を 目 
的 と し て いま す 。 開 発 を 民主 主義 と 人 権 の 尊重 に 委ね る こと に よる ゲー ム の これ ら の ルー ル 。 これ か ら 
、 主 要 な イン フラ スト ラク チャ と 近代 化 契 約 の 資金 調達 は UNDP の 手 に 渡り 、 企 業 の 多国 籍 企業 は ゲー 
ム を プレ イ す る こと を 余儀 な くさ れ ま す 。 第 三世 界 の 債務 が 歴史 上 最も 素晴らし い 金 融 ビ ピット で ある こ 
と を 忘れ が ち で す 。 国 際 通 貨 基 金 と 世界 銀行 か ら 南 部 の 国々 、 特 に 南部 の デス ポッ ト へ の この 過度 の 財 
政 援助 は 、 主 な も の で し た 。 第 三世 界 を ゼロ か ら 作 り 上 げ 、 そ れ 自 体 の 能力 を 利用 する こと を 妨げ る こ 


と に よっ て その 発展 を 妨げ る 効果 。 彼 ら は 中 立 の 伝統 的 な 役割 を 放棄 する 必要 は あり ませ ん 。 し か し 、 
権利 が 侵害 され た 場合 、 政 治 に 頼る こと が 不可 欠 で す 。 政 治 問題 、 政 治 的 解決 へ 」 。 


-「 自 由 市 場 、 リ ベラ ル な 資本 主義 が 地球 全体 で 勝利 を 収め て いる 間 に 、 ゲ ー ム の ルー ル を 変え る の は 
良い こと で すか ?」.… 


-「 こ れ は まさ に 罠 で あり 、 日 本 人 が 私 た ち に 送っ て いる メッ セー ジ も あり ます 。 簡単 な 勝利 に 注意 し 
て くだ さい 。 自 由 主 義 資本 主義 は 、 そ れ が 生み 出す 不 均衡 を 規制 する 原則 を 保持 し て いま せん 。 南 北 間 
、 金 持ち の 間 の 大 陸 の 闘争 民主 主義 と 人 間 の 権利 は 西側 以外 の ほとん どの 文化 に 根ざし て いな いた め 、 
西側 は 狂信 と 角 鮭 に 触発 され た 爆発 に 長く 耐え る こと は で きま せん 。 野 栓 主義 に 直面 し て 日 本 人 に と っ 
て 、 メ ッ セ ー ジ は 明白 で す : 私 た ち は 民 主 主義 の 歴史 の 終わ り を 生き て いま す 、 そ れ で イデ オロ ギー と 
力 の 二重性 は 崩壊 し 、 私 た ち は 粉 砕 さ れ た 歴史 に 入り ます 、 そ の 歪み は 修正 され た 。 開発 だ けが デス ポ 
ッ ト の 足元 か ら 敷物 を 引き 抜く こと が で きる 。 し か し 、 債 務 の 負担 は プロ セス を 開始 する の を 妨げ る 。 
ボー な ぜ こ れ ら の 国 を それ ら の 西側 の 債務 者 より も 茂 し く 扱 う の か 私 た ち は シ ステ ム を 救う た め に 彼ら 
の 借金 を 返済 し て いま す 。 第 三世 界 の 債権 者 を 収用 する 国際 的 な 権限 が 不足 し て いま す 。 こ れ を 行う 唯 
ー の 方 法 は 、 国 連 を 通じ て 、 強 力 で 自律 的 で 尊敬 され て いる 組織 を 通じ て 、 統 一 され た 開発 の 観点 で 違 
い を ラン ク 付 け で きる 考え を 課す こと で す 。 


-「 日 本 の 決議 が 国連 で 敗北 し た 場合 、 私 た ち が 反 対 球 を 投じ て 拒否 権 を 課 し た 場合 は どう な り ま すか 


ィ 」 


-… 「 そ れ か ら 、 私 た ち は 歴 史 に よっ て 非常 に 厳し く 判 断 さ れ 、 前 例 の な い 国 際 的 な 信用 を 失う で し ょ う 
。 し か し 、 さ ら に 、 こ の 拒絶 は 、 日 本 が それ 自体 を 適用 する こと を 期待 し て いる と いう 合図 を 与え 、 そ 
れ は 発展 途上 国 の 巨大 な 発展 に の み 利 益 を も た らし ます 世界 銀行 と 競争 する 並行 国際 機関 、 国 際 通 貨 基 


金 を 創設 する こと に より 、 実際 、 日 本 の 国際 投資 基金 が 開発 の た め に 国連 プロ グラ ム に 取っ て 代わ る こ 
と を 妨げ る も の は 何 も あ り ま せん 。 た と えば 、 日 本 、 ソ 連 、 中 国 の 再編 を 想像 し て みて くだ さい 。 そ し 
て アジ ア の 第 三世 界 の 国々 は 均質 な ブロ ッ ク を 形成 し て いま すか ? 


-「 国 連 は 崩壊 し まし た 。 私 た ち は ケ ベッ ク に アジ ア 開 発 を 防ぐ た め に 水素 の 開発 を 断念 させ て いま す 

。 そう する こと で 、 そ れ は 将来 の 世界 大 戦 の 焦点 に な り ま す 。 方 程 式 は 単純 で 、 ケ ベッ ク 鍼 石 も 変換 バ 
ッ テ リ ー も あり ませ ん 。 、 水 素 な し 、 そ れ は 西 に 対す る 東 の 戦争 で す 。 私 た ち は 正 方 形 の 1 つ に 戻り ま 
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-「 そ う で す 、 大 統領 、 ホ モ ・ サ ビエ ンス また は ホモ ・ デ メン ス 、 そ れ が 問題 で す ! 」 ご 覧 の と お り 、 

現在 、 日 本 海 の 周り で 物事 が 大 きく 動い て いま す 。 こ こ 数 ヶ月 、 私 た ち は ペ ル シ ャ 湾 の 危機 に 夢中 に な 
り ま し た が 、 ア ジア の 友人 た ち は 前 例 の な い 産 業 開発 プロ ジェ クト を 開発 する 機会 を 得 ま し た 。 韓 国人 
と 日 本 人 は アジ ア で の ライ ディ ング と 競争 し て いる よう で す 。 現在 、 国 務 省 の 調査 に よる と 、 韓 国人 、 
日 本 人 、 中 国人 、 ソ ビエ ト 人 が 、 ト ウメ ンジ ャ ン 川 の 河口 に 国際 港 を 設立 する た め に 必死 に 交渉 し て い 
る こと が わか っ て いま す 。 


-「 な ん て 有川 だ ! 」 こ の 不思議 な 川 の 存在 を 知っ た 大 統領 の 和解 の 目 で バレ ッ ト を 叫ぶ 。 


- ト ルク メニ スタ ン は 、 地 理学 の 教授 に な っ た アン バ サ ダ ー を 続け 、 ソ 連 と 北朝 鮮 を 分 離し 、 日 本 海 に 
流れ 込む 川 で す 。 中 国 と ソビエト は 、 そ れ を 日 本 海 の 将 来 の 経済 圏 の 発展 の 主要 な 極 の 1 つ に し た いと 
考え て いま す 。 プ ロジ ェクト の 実現 に は 、 中 国人 と 日 本 人 だ けが 資金 を 調達 で きる イン フラ スト ラク チ 
ャ ー の 構築 が 必要 で す 。 こ れ に より 、 後 で ソ連 で の 設定 が 簡単 に な り ま す 。 こ の ゾー ン の 関心 は 、 ソ 連 
と は 異な り 、 発 電 所 、 水 処理 プラ ント 、 良 好 な 道路 網 、 そ し て と り わ け 資 格 の ある 労働 力 な どの イン フ 
ラス トラ クチ ャ が 整っ て いる こと で す 。 そ し て 安い 。 


-「 日 本 人 が 切望 し て いる の が 極東 ロン シン ア で ある の に 、 な せ ぜ 中 国 を 通過 する の か ?」 


-「 ソ 連 は 深刻 な 物流 上 の 問題 を 抱え て いま す 。 道路 と 鉄道 の ネッ トワ ー ク が 不 十分 で す 。 老 朽 化し た 
港湾 施設 と 産業 基盤 、 労 働 者 の た め の 住宅 の 欠如 は 、 富 を 享受 する 前 に 投資 する 数 十 億 の 代名詞 で す 。 
原材料 を トウ メン ジャ ン に 輸送 し 、 そ こ で 工業 製品 に 変換 し ます 。 日 本 の アイ デア は 独創 的 で す 。 水 素 
の お か げ で 、 こ の 地域 は 前 例 の な い 経 済 ブー ム を 経験 し ます 。 ソ ビエ ト の 原材料 は 、 国 境 問 題 が 発生 す 
る 自由 満 易 地 域 の 中 国人 労働 者 を 養い ます 。 そ れ で 、 大 統領 、 私 は あな た に ソ連 に 最も 特権 的 な 国 の 地 
位 を すぐ に 与え て 、 私 た ちの 会 社 が 巨額 の 投資 を し て 、 日 本 と 中 国 が すべ て を 食べ る 前 に 市 場 シ ェ ア を 
取り 戻す こと が で きる よう に する こと を 強く 勧め ます 。 


-「 シ ナリ オ は よく わか り ま す 。 し か し 、 日 本 の 決議 に お ける ソビエト の 立場 を 知ら な けれ ば 、 そ の よ 
うな 決定 を 軽視 する こと は で きま せん 。 特に そう で は あり ませ ん 」。 


LXVII 
北京 、91 年 6 月 13 日 


国連 で の 日 本 の クー デ タ ー は 、 中 ソ 国 境 紛 争 を 俗語 の 自慢 の レベ ル に まで 減ら し まし た 。 ロ シア 人 が 完 
全 に 住む 50 万 人 以上 の 住民 の 2 つの 都市 と 、 ア ジア 大 陸 で 最も 活発 な いく つか の 漁業 お よび 商業 港 か ら 
な る 広大 な 領土 を 回 復 す る こと は 確か に 愚 か で す 。 中 国人 は 、 彼 ら の 関心 は 彼ら 自身 を 不毛 な 非情 に 限 
定 す る こと で は な く 、 す べ て が 得 ら れる べき 交換 を 再開 する こと で ある こと を 理解 し まし た 。 し た が っ 
て 、 モ スク ワ に 駐在 する 中 国 大 使 は 、 ソ ビエ ト 連 邦 が 認め て いる こと を 条件 と し て 、「 不 平等 条約 」 に 


よっ て 生み 出さ れ た 事実 上 の 状況 を 基礎 と し て 、 国 境 を 決定 的 に 修正 する 新しい 条約 を ソ連 と 交渉 する 
準備 が で き て いる と 宣言 する 。 、 少 な く と も 原則 と し て 、 こ の 不平 等 の 性 格 。 


最後 に 、 中 国 は 、 ア ジア の 水素 開発 を 達成 する た め に 、 ソ ビエ ト 連 邦 、 中 国 、 日 本 を 結集 する 国連 の 支 
援 の 下 で コン ソー シア ム を 設立 する こと を 提案 し て いる 。 そ う で な けれ ば 、 数 年 前 に 開始 され た 目覚 ま 
し い 経 済 改革 を 犠牲 に する リス ク は あり 得 ま せん 。 中 国 経済 は 、 非 国営 企業 の イン スピ レー ショ ン を 受 
け て 、 再 び 世 界 で 最も ダイ ナミ ッ ク な 経済 の 1 つ に な り ま し た 。 一 方 、 国 営 部 門 は わずか な 成長 を 遂げ 
て いま す 。 中央 政府 は 、 民 間 企 業 が さま ざま な 製品 や サー ビス に 助成 金 を 支給 し 、 赤 字 の 国営 企業 を 支 
援 す る た め に 喜ん で 支払 う 税 金 を 切実 に 必要 と し て いま す 。60 年 前 の ソビエト 連邦 で の 強制 集団 化 の よ 
うに 、 政 府 が 経済 の 支配 を その 権威 の 下 に 戻す 動き は 、 悲 惨 な 名 困 と 数 千 万 人 の 死 を 引き 起こ す で し ょ 
う 。 さ ら に 、 輸 出 は 現在 の ブー ム の 最も ダイ ナミ ッ ク な 要素 で あり 、 外 貨 準備 の 増加 を 制限 する こと に 
加え て 、 中 国 に 強力 な 外貨 準備 を 確保 する と いう 安心 感 を 与え て いま す 。 要 する に 、 そ の 領土 で の 水素 
の 工業 開発 は 、 新 た に 獲得 し た 富 の 可能 な 限り 最高 の 投資 を 表し て いま す 。 


LXVII 
オタ ワ 、91 年 6 月 15 日 


北西 航路 の 禁止 は 、 カ ナダ が 存続 し た 場合 に カナ ダ が 被る で あろ う 国 際 的 な 信用 の 失墜 の リス ク に 耐え 
る こと は で きま せん 。 カ ナディ アン クラ ブ に 与え られ た 非常 に 重要 な スピ ー チ で 、 カ ナダ の 首相 は 国際 
関係 の 性 質 に お ける 深刻 な 激変 を 評価 し ます 。 こ れ ら の ショ ッ ク の 分 析 か ら 、 彼 は 、 私 た ち が 入 っ た 期 
間 が 戦後 の 年 、1945、1918、1871 ま た は 1]815 よ り も 国際 関係 の 性 質 に 深く 影響 する こと を 確信 し まし た 。 
朝 代 循環 か ら 主 権 国 家 に 基づく 体制 へ と 移行 する こと で 近代 国家 を 生み 出し 、 そ の 関係 を 変革 し た フラ 
ンス 革命 以来 、 前 代 未 聞 。 


-「 決 し て 忘れ な いで くだ さい 」 と 彼 は 注意 深い 聴 軍 に 言っ た 、「 ラ テン アメ リカ で は 民主 主義 は まだ 

脆弱 で あり 、 ア ジア は 際限 な く 妥 協 し た 安定 を 見 つけ よう と し て いる 、 ア フリ カ は 変化 の 小さ な 風 を 経 
験 し て いる が 、 そ れ だ け で は 十分 で は な い 。 そ の 苦痛 、 ヨ ー ロ ッ パ は その 建設 を 模索 し 続け て いま す 。 

ソ連 は 、 ペ レス トロ イカ か ら 人 危機 へ 、 そ し て 危機 か ら 混乱 へ と 移り 、 民 主 主義 より も 独裁 に 向かっ て い 
る よう で す 。 旧 ワルシャワ 協定 は 、 困 難 な 経済 的 お よび 政治 的 再建 に 取り 組ん で きま し た 。 湾岸 戦争 の 
衝撃 波 が アラ ブ 世 界 を 分 断 し 、 大 規模 な 人 口 移 動 が 戦略 的 問題 を 懸念 する よう に な り ま し た 。 ま た 、 大 
連邦 や カナ ダ も 例外 で は あり ませ ん 。 そ の た め 、 カ ナダ は 国際 組織 を 利用 し よう と する 日 本 の 提案 の 哲 
学 を 受け 入れ て いま す 。 新しい 世 界 秩序 の 構築 に お いて 可能 な 限り 」。 


-「 日 本 の カウ ンタ ー パ ー ト に 、 彼 が 擁護 する 大 義 に 対す る 揺るぎない 支持 を 強調 し た い 。 そ の 見 返り 

と し て 、 冬 の 北西 航路 の 使用 に 対す る 私 の 政府 に よる 留保 は 主 に この 地域 に 影響 を 与え る 上 厳し い 気 候 変 
動 。 環 境 リ スク は 非常 に 現実 的 で あり 、 北 極 早 を 襲う 冬 の 嵐 は 世界 で 最も 破壊 的 で あり 、 信 じ ら れ な い 
ほど の 暴力 で す 。 し た が っ て 、 鍼 石 運 搬 船 は 次 の よう に 建設 する 必要 が あり ます 。 国 際 情 勢 の 緊急 性 を 
踏ま え 、 我 々 は 、 世 界 の 主要 な 武器 供給 者 5 社 と 国連 安全 保障 理事 会 の メン バー と の 会 合 を 開催 し 、 武 
器 の 不安 定 化 物質 の 移転 を 制限 する 規則 を 採択 する こと を 提案 する 。 


賢い 政治 家 と し て 、 ブ ライ アン ・ マ ルル ー ニ ー は この スピ ー チ を 通し て 、 慕 大 な 日 本 の 投資 を 維持 し な 
が ら 、 海 外 で カナ ダ の イメ ー ジ を 回 復 す る こと が で きま し た 。 カ ナダ の 首相 は 、 ク ライ ドウ ェ ル ズ と ヒ 
ベル ニア プロ ジェ クト を 犠牲 に し て ベイ スト リー ト の 人 金融 業者 を 速 ざ け な け れ ば な ら な いと し て も 、 こ 
の 巨額 の 投資 を すぐ に 通過 させ る こと は で き な い こと を 何より も 知っ て いま す 。 カ ナダ は 崩壊 し つつ あ 
る 国 の イメ ー ジ を ます ます 投影 し て いる か ら で す 。 カ ナダ の 中 心 部 で ある オン タリ オ 州 と ケベック 州 は 
産業 化 が 進ん で お ら ず 、1988 年 以来 、25 万 人 の 製造 業 の 雇用 を 失っ て いま す 。 企 業 は 、 北 米 の 自由 皿 易 
協定 の 到来 と と も に 、 明 日 メキ シコ で 子会社 を 主 に 米国 に 静か に 海外 に 移転 し て いま す 。 す で に 、 ヨ ー 


ロッ パ は も は や カナ ダ を 投資 国 と は 見 な し て いま せん 。 消費 者 の 購買 力 は 大 幅 に 低下 し て いま す 。 政府 
も 貧し く な り 、 も は や 経済 機械 を 復活 させ る こと は で きま せん 


LXIV 
モス クワ 、91 年 6 月 26 日 


も っ と 心配 な の は モス クワ の 沈黙 で す 。 日 本 の 首相 に よる 国連 の 演説 か ら 2 週間 が 経過 し た 。 異常 な こ 
と に 、 そ れ 以 来 、 政 治 局 の 会 合 は 観察 され て お ら ず 、 激 し い 派 閥 闘争 が 醸成 され て お り 、 双 方 が 他方 を 
犠牲 に し て その 立場 を 強化 する た め に 時 間 を 必要 と し て いる こと を 示唆 し て いる 。 こ の 問題 に 関す る ゴ 
ル バ チ ョ フ の 唯一 の 声明 は 、 日 本 の 決議 と 中 国 の 国境 和解 案 を さら に 研究 する こと で あり 、 彼 は や が て 
彼 の 立場 を 明らか に する だ ろう と 述べ て いる 。 チ ェ ス プレ ー ヤ ー の よう に 、 ソ ビエ ト 大 統領 は 常に 相手 
の 一 歩 先 を 行く よう に チェ ス 盤 を 研究 し ます 。 し か し 、 ゴ ル バ チ ョ フ の 沈黙 は それ ほど 上 央 し く は あり ま 
せん 。 歴史 的 な 国連 の 投票 の 2 週間 前 に 、 ブ ッシュ 大 統領 に 具体 的 な 合図 が 送ら れ ま し た 。 Yermak は 、 
未知 の 目的 地 で ある 極 冠 の 下 で 再び 姿 を 消し まし た 。 


一 方 、 オ タワ で は 、 ブ ライ アン ・ マ ルル ー ニ ー が すぐ に ジョ ー・ ク ラー ク を 憲法 審査 和 要員 会 の 責任 者 に 
任命 し 、 連 邦 を 救 お うと 必死 に な っ て いま す 。 連邦 戦略 家 の 心 の 中 で は 、 新 し い 憲 法 上 の 合意 を 提案 す 
る こと に よっ て 、 ケ ベッ ク 国 民 投 票 の 開催 を 回 避 す る こと が 不可 欠 で す 。 し た が っ て 、 ジ ョ ー ク ラー ク 
は 、 ケ ベッ ク 州 の 住民 に 相談 し 、 国 民 投票 で 独立 プロ ジェ クト で は な く 、 こ の 新しい 連邦 と 州 の 合意 に 
焦点 を 当て る よう に 、 ブ ラッ サ 首 相 を 説得 する 必要 が あり ます 。 も う 1 つ の シナ リオ は 、 す ぐに Bourassa 
と の 交渉 を 開始 する こと で す 。 後者 は その 後 、 連 邦 主義 の 更新 が 正しい 方 向 に 進ん で いる と 主張 する こ 
と が で き 、 交 渉 を 継続 する 権限 を 取得 する た め に 国民 投票 の 代わ り に 選挙 を 呼び 出す で し ょ う 。 


LXX 
モス クワ 、91 年 6 月 30 日 


ゴル バチ ョ フ は 、 彼 の オフ ィ ス に 隣接 する ソビエト の テレ ビス タ ジ オ に 向かっ て 活発 に 歩い た と き 、 共 
通 の 国境 で の 緊張 に 終止 符 を 打つ 中 国 の 指導 者 と の 会 話 を ほとん ど 終 えて いま せん 。 ゴ ル バ チ ョ フ の 決 
定 が な され た 。 彼 は 、 保 守 的 な 勢力 が 実質 的 に 権力 を 独占 し て いる 冬眠 の 黒人 時 代 か ら で きる だ け 早 く 
現れ な けれ ば な り ま せん 。「 い わ ゆ る 民主 党員 」 に つい て の これ 以上 の 厳し い 言 葉 、KGB に 与え られ た 
権限 の 増加 、 軍 産 複合 体 と 共産 党 機 構 の 代表 者 の 利益 の た め の 壮 大 な 任命 は も う あ り ま せん 。 


すぐ に 、 通 常 の プロ グラ ミン グ は 事務 総長 の 人 々 へ の アド レス に 取っ て 代わ られ ます 。 彼 の 手段 は 確か 
で ある が 、 ゴ ル バ チ ョ フ は 、 新 た な 連合 内 で 発見 され た 将来 の 統一 の 名 の 下 に 、 現 在 の ソビエト 連邦 の 
自己 解散 を 熱心 に 発表 し て いる 。 し た が っ て 、 旧 帝国 の 解散 を 明確 に 示す た め に 、 大 統領 は 他 の 共和 国 
に 、 激 し い 経 済 関 係 を 伴う 主権 連合 の 概念 を 提案 し 、 国 の 新しい 名 前 さえ 提案 し た 。 今後 、 ソ ビエ ト 連 
邦 は 主権 社会 主義 国連 合 (UBSS) と 呼ば れる こと に な り ま す 。 ゴ ル バ チ ョ フ は また 、 国 連 の 管理 下 に 
ある スタ ノヴォ イ 山 脈 プ ロジ ェクト の 通過 を 受け 入れ る 決議 を 直ちに 可決 する こと を 提案 し て いま す 。 
この 決議 は 、 ス タ ノ ヴ ォ イ 山脈 の 操業 境界 内 に ある 鉱山 へ の 配送 契約 、 外 貨 の 使用 、 お よび 課税 に 関す 
る ソビエト 鉱山 エネ ルギー 省 の 特権 の 放棄 を 意味 し ます 。 そ の 見 返り と し て 、 国 連 は ソビエト 企業 に 鉱 
山 の 開 発 、 ア ジア 大 陸 で の 水素 の 生産 と 輸送 に 必要 な イン フラ の 建設 、 そ の 他 の 契約 の 5096% を 与え る こ 
と に よっ て ソ連 を 補償 する こと を 約束 し ます 。 509%% は 中 国 と 日 本 に 行き ます 。 


国際 的 に は 、 ゴ ル バ チ ョ フ は 驚い た こと に 、 彼 の 惑星 ポー カー の 動き を 開始 し まし た 。 西側 の ソビエト 
学者 が すでに それ を 呼ん で いる よう に 、「 大 交渉 」 は 、 根 本 的 に 新しい 条件 下 で 西側 を ソ連 の 救助 と 関 
連 付 ける こと に あり ます 。 必要 な 手段 と 引き 換え に 、750 位 ドル か ら 1300 倍 ドル の 間 で 、 西 側 は ソ ビ エ 
ト か ら 経 済 改革 の 実施 と 民主 化 に 関す る 正式 な 保証 を 監督 する 権利 を 得る で し ょ う 。 見 た こと な い 。 し 


か し 、 国 内 で は リス ク が 大 きい で す 。 国 の 発展 に 関す る 西側 に よる その よう な 精査 の 権利 は 、 超 大 国 の 
神話 を 食べ て いる 人 々 に よっ て 傷 唇 され て いる よう に 感じ る こと が で きま す 。 今回 は 、 ゴ ル バ チ ョ フ が 
すべ て を 演じ て いま す 。 リ ガチ ョ フ と の 政治 局内 の 対立 の 部 分 は 烈 に な る で し ょ う 。 西側 で は 、 米 国 
が 不況 に あり 、 ド イツ が 統一 の 代償 を 払っ て いる た め 、 必 要 な 金額 は 英 大 で す 。 し か し 、 私 た ち は 行 動 
し な けれ ば な り ま せん 。 必 須 か つ 迅 速 に 。 崩壊 、 さ ら に は 崩壊 の プロ セス が 加速 し て いま す 。 す べ て の 
経済 指標 は 自由 落下 し て いま す 。 


この 前 例 の な い 宣 言 に より 、 ゴ ル バ チ ョ フ は 、 中 央 集権 化 さ れ て お ら ず 、 共 和 国 の 選択 を より 尊重 する 
新しい ソビエト 連邦 の 概要 を スケ ッ チ し 始め な が ら 、 彼 の 党 の 警備 員 と 彼 の アカ ウン ト を 解決 し ます 。 
ブッ シュ 大 統領 へ の 電話 報告 の 中 で 、 ア メリ カ 大 使 は 、 ソ ビエ ト 大 統領 が 国 が 向かっ て いる 政治 的 停滞 
に 直面 し て 正しい 選択 を し た こと を 満足 し て 述べ て いま す 。 


-「 ゴ ル バ チ ョ フ 大 統領 の 意図 が 深刻 で あり 、 そ れ が 新た な 政治 的 策略 で な けれ ば 、 こ れ は この 危機 か 
ら 抜 け 出す た め の 重 要 な ステ ッ プ で ある と 彼 は 報告 する 。 ゴ ル バ チ ョ フ が クレ ムリ ン の 戦い に 勝つ か ど 
うか は まだ 分 か ら な い 」 と 述べ た 。 。 

LXXI1 
ケベック 、91 年 7 月 1 日 
ソビエト か ら 借 り た ブラ ッ サ 首相 は 、 補 償 と し て 、 ハ イド ロ ・ ケ ベッ ク と べ ・ ジ ェ イ ム ス ・ ソ シ エ テ ャ ・ 


デ ・ レ ネル ギ ・ デ ・ ラ ・ べ ・ ジ ェ ー ム ス が 北米 の エネ ルギー ネッ トワ ー ク と 北欧 の テク ノロ ジー パー ク 
の 建設 。 


ベイ スト リー ト の 金融 業者 は 、 ケ ベッ ク の 経済 的 不安 定 化 の プロ ジェ クト に 終止 符 を 打ち まし た 。 特 に 
、 カ ナダ の 国民 の 祝日 で ある この 7 月 1 日 に オタ ワ が 、 連 邦 政府 を 徹底 的 に 修正 する 憲法 案 を ケベック の 
人 々 に 提示 する こと を 約束 し て いる た めで す 。 - ケ ベッ ク 州 、 ア ボリ ジニ 州 、 お よび 英国 系 カナ ダ 人 の 
文化 的 、 政 治 的 、 経 済 的 発展 に 必要 か つ 不 可 欠 な 条件 が 明らか に な る 州 の 関係 。 皮肉 な こと に 、 英 国 系 
カナ ダ 人 と 先住 民族 の 社会 が 自己 決定 の 加速 され た プロ セス を 経験 し て いる の は 、 ケ ベッ ク の ナシ ョ ナ 
リス ト の 育 定 の お か げ で す 。 


現実 に は 、 ブ ラッ サ 首 相 は 、 カ ナダ の 安全 保障 の 幻想 が 粘り 強い た め 、 カ ナダ が 拒否 され た 場合 に 、 そ 
れ を 一 時 的 な 代替 案 に 早急 に 削減 する こと に よっ て 、 そ の 偉大 さと 目的 か ら 独立 を そら すこ と を 常に 模 
索 し て きま し た 。 寛大 さと 寛大 さか ら 、 彼 は 他 の 州 が 彼ら の 利益 に 反し て いる の で 深 さ が 変わ ら な いこ 
と を 知っ て いる に も か か わら ず 、 英 語 を 話す カナ ダ に 手 を 差し 伸 べ る こと に 最後 に 同意 し ます 。 彼 の 議 
会 の 過半 数 で 、 彼 は 新しい 憲法 上 の 合意 に 署名 し よう と する こと に よっ て 国民 投票 を 党 回 する こと を 好 
み ま す 。 カ ナダ の も う 一 つの 拒絶 と それ は それ に も か か わら ず 独 立 す る で し ょ う 。 こ れ が ケベック 州 首 
相 の 政治 哲学 で す 。 し た が っ て 、 ケ ベッ ク の サイ モ プ ロジ ェクト は カナ ダ 憲 法 の 生命 線 に な り ま す 。 


ケベック に 対す る この 新しい 、 よ り 自 律 的 な 提案 は 、 新 し い 連 合 条約 に お ける ソビエト 共和 国 の 立場 か 
ら は まだ ほど 遠い も の で す 。 ソ ビエ ト 共 和 国 は 、 主 権 へ の 願望 が 、 モ スク ワ の 封鎖 に よっ て 耐え られ た 
苦難 に よっ て 揺さぶら れ た こと は な く 、 住 民 の 生活 水準 を 低下 させ た た め 、 独 立 を 獲得 する で し ょ う 。 
要する に 、 彼 ら は 独立 の た め に 支払 う 代償 と し て 彼ら の 物質 的 な 快適 さ の 一 時 的 な 低下 を 受け 入れ る 準 
備 が で き て いま し た 。 物 語 の 皮肉 な こと に 、 ソ ビエ ト 共 和 国 は ケベック 人 に よっ て 提唱 され た 主権 協会 
プロ ジェ クト に 触発 され 、 完 成 さ せら れ ま し た 。 彼ら が 成功 し た こと 、 後 者 が 失敗 し た こと 。 


LXXII 


ニュ ー ヨ ー ク 、 国 連 。 91 年 7 月 7 目 


ペレ ス ・ デ ・ ク エラ に と っ て 、 国 連 当局 を めぐ る 新しい 世界 秩序 は 正しい 方 向 に 進ん で いる よう で す 。 
絡 MSN 交渉 の 時 が 来 ま し た 。 中 国 は ゴル バチ ョ フ は 彼 の 新しい 連合 条約 、 カ ナダ 、 ケ ベッ ク 州 が 交 
、 第 三世 界 諸国 は 、 民 主 化 ヒ ト 化 と 日 本 の 要件 に 準拠 する 彼ら の 体制 を 武装 解 際 され て いる 最後 の チ 
1 の 5 た 1 だ の 彼 に と っ て 、 人 
と 支援 を 受け る 権利 の 概念 は 、 国 際 法 の 通常 の 発展 を 反映 し て いま す 。1948 年 の 世界 人 権 宣言 は 、 一 種 
の 神 の すべ て を 見 通す 目 の よ うに な り ま し た 。 人権 の 違反 は 今 は 較 限 委 が 四 還 き で be 
きま す 。 し か し 、 私 た ち が 人 間 に 負 え を 許す な ら ば 、 人 権 を 守る こ と は 何 の 利益 に な る で し ょ うか 


電 


で すか ら 、 難 民間 題 は 、 た と え そ れ が 世界 と 同じ くら い 古 いと し て も 、 世 紀 の 終 わり に 壊滅 的 な 割合 に 
達し つつ あり ます 。 こ の 悲し い 現 実 か ら 逃 れ ら れ な い 大 陸 は 地球 上 に あり ませ ん 。 千 ば つや 内 戦 の た め 
に 第 三世 界 の 国々 に 散ら ば っ て いる 数 千 万 人 の 難民 に 、 西 に 移動 し て いる 共産 主義 政権 の 崩壊 か ら 生 じ 
た 新しい クラ ス の 西側 の 経済 難民 が 追加 され て いま す 。 失業 と 貧困 に 牽引 され た ヨー ロッ パ 。 彼ら の 数 
は 非常 に 多い の で 、 ヨ ー ロ ッ パ の 政府 は 、 こ れ ら の 新しい 到着 が も た ら す 問題 に 直面 し て 、 も は や 単純 
な 移住 に つい て 話す こと が で きま せん 。 


つい に 財政 的 懸念 か ら 解放 され た ペレ ス ・ デ ・ ク エラ 国連 は 、 貧 困 、 負 僚 、 病 気 の 限 界 を ます ます 押し 
上 げ る こと に より 、 物 理 的 お よび 社会 的 環境 の 開発 、 衛 生 状態 に 力 を 込め て 取り 組む こ BS 
に な り ま す 。 静 か に 、 私 た ち は 人 権 か ら 人 権 へ の 転換 へ の 薄 進 的 な 変化 を 目の当たり に し て いま す 。 

方 、 国 連 は 加 回 国 の 合計 に 過ぎ ず 、 ペ レス デ ク エ ラ は 彼ら が それ を 承認 する 範囲 で の み 行 動 す る こと が 


で きま す 。 投 票 ま で あと 3 日 で 、 今 日 私 た ち に と っ て 非常 に 単純 に 見 える コン セプト が よう や く 実 現す 
る まで に 何 千 年 も か か っ た と 言い ます 。 あ と 23 日 .…。 


LXXIHl 
モス クワ 、91 年 7 月 10 日 


これ で 、 ゴ ル バ チ ョ フ と リガ チョ フ の スタ ンド オフ の 準備 が 整い まし た 。 後者 は 大 統領 声明 に 激怒 し 、 
軍 の 狂信 者 と KGB の 助け を 借り て 大 統領 を 倒す 準備 を し て いる 。 リ ガチ ョ フ の 全体 的 な 戦略 は 、KGB が 
1981 で ポー ラン ド で すでに 成功 裏 に 実行 し た プロ ッ ト に 基づい て いま す 。 当 時 、 ポ ー ラ ンド は 劇 的 な 食 
糧 不 足 を 経験 し てこ おり 、 ワ ル シ ャ ワ は 海外 で 物 移 い を し て いま し た 。 何 百 万 も の 角 え た ポー ラン ド 人 が 
彼ら の 家 に 注ぐ の を 見 る こと へ の ヨー ロッ パ 人 の 恐れ は 、 緊 急 食糧 援助 計画 の 作成 を 可能 に し まし た 。 
KGB は 、 食 糧 援助 の 到着 と 配布 を 管理 し 、 東 ドイ ツ で の 対外 援助 を 阻止 する こと を 決定 し まし た 。 田舎 
に 捨て られ 、 時 に は EEC か ら 発 砲 さ れ た 食品 を 積ん だ いく つか の トラ ッ ク や ワゴン か ら 、 証 言 が た くさ 
ん あり ます 。 全 体 の 作戦 は 、 連 帯 運動 の 信用 を 失墜 させ 、 そ れ を 沈黙 させ る こと を 目的 と し て いま し た 
。 数 日 後 、 ヤ や ルツ ェ ル スキ は 、 国 が 自分 自身 を 見 つけ た 経済 的 混乱 に よっ て 正当 化 さ れ 、 戒 厳 令 を 宣言 
し まし た 。 国境 で 持ち こたえ られ た 食料 は 党 の 栄光 に 分 配 さ れ 始 め た 。 


し か し 、 ゴ ル バ チ ョ フ の 和解 演説 以来 、 西 洋 の 食糧 援助 は 激化 し て いま す 。 ヨ ー ロ ッ パ を 席巻 する 空腹 
の 大 群 の 災害 映画 は 、 外 国 か ら の 援助 を 加速 させ まし た 。 ソ ビエ ト が ここ に 何 百 万 人 も 到着 する の を 見 
る より も 、 家 で ソビエト を 助け る 方 が 良い の で す が 、 ソ ビエ ト 地 域 は まだ ソー セー ジ の 影 を 見 て いま せ 
ん 。 そ の 間 、100 万 トン の 商品 が 港 に 取り 残さ れ て お り 、 肉 を 積ん だ 100 台 以上 の 貨車 が モス クワ 近く の 
駅 で 腐っ て いま す 。 あ と 数 日 で 、 ゴ ル バ チ ョ フ は 文字 通り 人 錠 え て いる 人 々 の 同意 を 得 て 、 熟 し た 果実 の 
よう に 落ち る で し ょ よう 。 


LXXIV 
91 年 7 月 17 日 D-day 


モス クワ の 米国 大 使 館 の 貿易 委員 で ある ビル ・ ホ ワイ ト は 、 政 治 局 の 待ち 合わ せ 場 所 で ある 最高 会 議 
プレ シディ ウム ビル の 南東 壁 の 3 階 に ある 最後 の 窓 を じっと 見 つめ て いま し た 。 し た が っ て 、 半 開き の 
カー テン は 、 会 議 が まだ 進行 中 で ある こと を 示し ます 。 


ワシ ント ン に いる 間 、 ジ ョ ー ジ ・ ブ ッシュ は ニュ ー ヨ ー ク の 国連 本 部 に 向け て ホワ イト ハウ ス を 離れ る 
準備 を し て いま す 。 そ こ で は 、 彼 自身 が その 重要 性 を 考慮 し て 、 彼 自身 が 彼 の 国 を 代表 し て 投票 セッ シ 
ョ ン に 参加 し ます 。 歴史 的 。 ほ ぼ す べ て の 国家 元首 が 出席 し ます 。 国 連 の 規則 に よる と 、 投 票 は 加盟 国 
の 英語 の アル ファ ベッ ト 順 に 行わ れ ま す 。 し た が っ て 、 ジ ョ ー ジ ・ ブ ッシュ は ソビエト 大 使 の 前 で 投票 
し ます 。 し か し 、 ア メリ カ の 大 統領 が ソビエト の 意図 を 知ら ず に 日 本 の 決議 に 彼 の 国 を コミ ッ ト す る こ 
と は 不可 能 で し た 。 コ ンド ル 衛 星 か ら の 最新 の 報告 が ちょ うど 千島 列島 の 近く で 、Yermak 潜 水 艦 を 再び 
検出 し た の で 、 な お さら そう で す 。 


日 本 列島 の 北 に ある 根室 海峡 で は 、 第 二 次 世界 大 戦は まだ 終わ っ て いま せん 。 こ の 海峡 は 、 北 海道 と 日 
本 、 そ し て 北方 領土 を 隔て て いま す 。 ソ ビエ ト は 、 日 本 が 降伏 し た 後 の 1943 年 9 月 に 彼ら を 占領 し 、」 世 
紀 後 、 中 国 に 損害 を 与え る シベ リア の 占領 に 勝っ た の と 同じ シナ リオ を 採用 し まし た 。 そ れ 以 来 、 日 本 
は これ ら の 北部 の 領土 を 主張 し 続け てい ます 。 千島 列島 南部 は 、 太 平 洋 と オホーツク 海 の 間 の 戦略 的 な 
位置 を 占め て いま す 。 こ れ は 、 ソ ビエ ト の 誘導 ミサ イル 潜水 艦 艦隊 の 基地 が 位置 する 場所 で す 。 


衛星 監視 を 担当 する NRO の ディ レク ター で ある ゴー ドン 提督 は 断固 と し て 主張 し て いる 。 受け 取っ た 映 
画 の 分 析 は 、Yermak が 実際 に 攻撃 位置 に あり 、 核 弾頭 を 備え た 2 つの ミサ イル が 発射 の 準備 が で き て い 
る 攻撃 位置 に ある こと を 確認 し ます 。「 し か し 、 不 思 議 な こと に 、 ミ サイ ル の 発射 角度 は 、 ミ サイ ル を 
北極 、 日 本 、 中 国 で は な く 、 ソ 連 に 向け て いる 」 と 彼 は 大 統領 に 報告 し て いる 。 大 統領 命令 の 直後 に 、 
太平 洋 の すべ て の 米国 の 基地 は 非常 に 警戒 され まし た 。 


LXXV 
モス クワ 、91 年 7 月 17 日 


クレ ムリ ン の いた る と ころ に 、 ど こ に いて も 「 レ ー ニ ン の 目 」 が た くさ ん 出 て き て 、 彼 の 存在 は 今 で も 
リア ル で す 。1918 年 3 月 に クレ ムリ ン を 若い ソビエト 国家 の 最高 機関 の 座 に し た の は 彼 で は な か っ た の 
で し ょ うか 。 そ こ で も 、 幹 部 会 の 建物 で 、13 人 の 政治 局 の メン バー が 集まり ます 。 


ここ 数 時 間 、 ゴ ゴルバチョフ を 憐 れ ん で 知っ て いる リガ チョ フ は 、 州 大 統領 に 対し て 活気 に 満ち た 起訴 を 
行っ て きま し た 。 


-「 彼 は 、 最 高 会 議 の 内 外 の 政策 が 、 レ ー ニ ン に よっ て 教え られ た 階級 闘争 の 原則 の 終結 、 廃 止 、 ま た 
は 修正 を 意味 する こと を 決し て 受け 入れ な いと 述べ た 。 あ な た は 帝国 を 破 減 に 導い た : 人 々 は 死に か け 
て いる 仙人 多 の 中 で 、 あ な た は 連邦 の 力 を 弱め て いる 共和 国 に 屈服 し 、 国 の 神聖 な 領土 で や る スタ ノボ イ 
山脈 を 外国 の 利益 の た め に 犠牲 に し ます 。 あ な た は 去ら な けれ ば な り ま せん 。 私 は あな た の 即時 解任 に 
肥 昧 を 提案 し ます 。 あ な た は も は や どちら の 支持 も あり ませ ん 。 党 また は 人 々 、 だ か ら す べ て の 利益 の 
た め に 行き な さい 」。 


非常 に 塞 く 、 わ ず か な 感情 を 示す こと は 決し て な か っ た の で 、 ゴ ル バ チ ョ フ は 彼 の 返事 を 準備 し まし た 
。 大 統領 は 、 彼 自身 を 含め て 、 政 治 局 の ポケ ッ ト に 少な く と も 6 票 を 持っ て いる こと を 確認 し て 、 正 教 
会 に 対し て 彼 の 責任 を 集中 させ ます 。 ゆ っ くり と 、 氷 の よう な 沈黙 の 中 で 、 大 統領 は 彼 が 彼 の 前 に 目 立 
つよ うに 置く ー 連 の 文書 を 取り 出し ます 。 


-「 人 々 の 善 を 言う と き 、 あ な た は 何 十 年 も の 間 こ れ ら の 同じ 人 々 か ら 盗 ん だ 商品 に つい て 話し て いる 
の で すか 。 ク レム リン を 組織 化 さ れ た マフ ィ ア に 変え た 人 々 が の 不幸 を 心配 し て いる の を 見 る の は まだ 
驚く べき こと で す 」 彼 ら が 悔い 改め ず に 搾取 する 人 口 」。 


-「 私 た ち は も は や この 種 の 傷 辱 を 容認 し ませ ん 」 と エネ ルギー 大 臣 は 衝 っ て 言い まし た 。 
-「 だ か ら 私 は あな た か ら 始 め ま す 」 


-「 私 は ここ に 文書 を 持っ て いま す 。 パ ウロ ・ ピ アソ ン と いう 男 か ら の 宣 碑 の 下 で 署名 され た 告白 で す 

。 彼 は 、 ダ ブ ・ ト レー ディ ング の 契約 の 署名 と 引き 換え に 、200 万 ドル の 賭 用 を あな た に 与え た と 主張 
し て いま す 。 ゴル バチ ョ フ を 続け る こと を 私 た ち は 知 っ て いま す 、 あ な た の 妻 ス ヴェ トラ ー ナ 、 あ な た 
の 娘 イ リー ナ と 彼女 の 義理 の 娘 ノ ン ナ 、 そ し て あな た の ハー レム の 他 の 多く の 女性 が 花 、 毛 皮 、 高 級 車 
と ダイ ヤ モ ン ド を 愛し て いま す 。 ノ メン クラ トゥ ー ラ の 領主 で すか ? ゥ モス クワ の 近く に ある ダチ ャ に 、 

真 の アリ ババ 洞窟 が 隠さ れ て いま す 。 店 全体 が これ ら の 女性 か ら の 注文 を 満た す た め に 特別 に 供給 され 
て いま す 。 残り の 商品 は あな た が いる ブラ ッ ク マ ー ケ ッ ト で 販売 され て いま す 。 最 も 注目 すべ き サ プラ 
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-「 な ど 。 こ こ に 「! た と えば 、 私 た ちの 国防 大 臣 。10.000 人 の 男性 か ら な る 327 歩 兵 師団 は 存在 し な か っ 
た と いう 私 の 友人 の 同志 を 知っ て いま すか 。1 万 人 の 男性 、1 万 人 の 給料 、< は か な り の ボー ナス で す 。 


-「 そ し て それ は 続く 。 電 策 省 の 運転 多 許 証 と ナン バー プレ ー ト の 交通 。6 つ の 高 性 能 電動 ポン プ で 水 を 
ま か れ る 17 ヘ クタ ー ル の ポピー、 私 た ちの 農業 大 臣 の た め の 何 百 万 も の 麻薬 。 私 た ちの 農業 大 臣 。 モ ス 
クワ で 深刻 な 住宅 不足 が 発生 し て いる 間 、 首都 の 空い て いる KGB の アパ ー ト は ブロ テル に な り ま す 。 そ 
し て 最後 に 、 こ の すべ て の トラ フィ ッ ク に 対す る 彼 の ロイ ヤル ティ 、 数 百 万 ドル を 毎年 受け 取る 私 た ち 
の 同志 の リガ チェ フ 。 観光 客 の 大 騒ぎ で あっ と いう 間 に 外 貨 に 転向 し た 。 誰 も 忘れ て いな いと 思う 」 と 


語っ た 。 


-「 印 象 的 な 仕事 、 同 志 の 事務 総長 で す が 、 決 し て 重要 で も 危険 で も あり ませ ん 。 こ れ ら の 文書 を 公開 
し た 場合 、 あ な た が 引き 起こ す の は あな た 自身 の 崩壊 で あり 、 あ な た が 活動 し て いる 政権 全体 の 崩壊 で 
ある こと を あな た は よく 知っ て いま す S$ 年 以上 カバ ー し て きま し た 。 赤 ちゃ ん と 一 緒 に お 風呂 の 水 を 捨 
て る と 、 リ ガチ ョ フ は 笑い な が ら 言 いま す 。 


-「 ま あ 、 こ れ が 私 の 意図 だ だ と いう こと を 知っ て くだ さい 。 現在 の シス テム を 再 構築 する こと が 不可 能 
な 場合 、 ブ レジ ネフ の 公式 に よれ ば 、 彼 が 生み 出し た すべ て の マフ ィ ア と と も に 、 歴 史 の ゴミ 箱 に それ 
を 放棄 する だ け で す 。 こ こ で は 犯罪 者 は 1 人 だ け で 、 そ れ は あな た で す 。 裏切り 者 は 1 人 だ け で 、 そ れ で 
も あな た で す 。 健康 上 の 理由 で 今日 辞任 する の は あな た だ と 自分 に 言い 聞か せ て くだ さい 。 


-「 あ な た は よく 知っ て いま す 。 こ の 部 屋 で で きる こと は 何 も あ り ま せん 。 私 た ち に は 過半 数 と 状況 が 
あり ます 。 私 た ち は す で に ニキ ー タ ・ フ ル シ チ ョ フ の 頭 を 持っ て いて 、 あ な た の 頭 を 持っ て いま す 。」 


-「 し か し 、 私 は 腐敗 し た 政権 を 救う た め に 解雇 を 受け 入れ る フル シ チ ョ フ で は あり ませ ん 。 私 が 倒れ 
る と 、 政権 も 倒れ ます 。 そ の 後 の 内 戦 に 流さ れる ほど の 経済 的 混乱 を 引き 起こ し た いと 思っ て いま す 。 
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-「 政 治 的 ブラ フ ! 」 


-「 ま っ た く 違 いま す 。 警告 し ます 。 ソ ビエ ト の 人 々 は 、 水 素 の 搾取 と 生産 に お いて 国 の 経済 的 救済 を 
見 て いま す 。 何 千 も の 雇用 が 創出 され 、 経 済 を 再 構築 する た め に 課せ られ る 収入 が 利用 可能 に な り 、 
ー ブ ル は 転換 可能 に な り ま す 。 国 連 に 譲渡 され た スタ ノボ イ 山 脈 の 採掘 権 は 、 収 益 の 面 で は 重要 で は あ 
り ま す が 、 世 界 の 可能 性 の ほん の 一 部 に すぎ ませ ん 。 水素 の 製造 、 販 売 、 お よび アジ ア の 流通 ネッ トワ 
ー ク の 構築 は 、 私 た ちの 国 に と っ て 重要 な 利益 で あり 、 私 は 誰 に も この 重要 な 発展 に 違反 させ ませ ん 。 
ニュ ー ヨ ー ク 時 間 の 30 分 以内 に 、 私 た ちの 大 使 は 日 本 の 提案 に 同意 し 、 誰 も 私 を 止め ませ ん 」。 


-「10 分 以内 に あな た は ソビエト 連邦 の 大 統領 で は な く な り ま す 。 投票 し まし ょ う ! 」. 


-「 だ か ら 、 私 が 証言 録 取 され た 場合 、 ス タ ノ ヴ ォ イ 山脈 は も う 存 在 し な いこ と を 知っ て お く 必 要 が あ 
り ま す 。 ヤ ー マ ク は それ ら を 破壊 する よう に 命 じ ら れ 、 私 だ けが 反対 命令 を 出す こと が で きま す 。 明 ら 
か に 、 ヤ ー マ ク は も は や 応答 し ませ ん 。 ?。 私 の 損失 を 沈殿 させ て くだ さい 、 そ し て 、 私 は あな た の 損 
失 を 沈殿 させ ます 。」 


-「 不 可能 で す ! 、 赤 軍 の 元帥 司 偽札 で ある ヤ ソ フ は 叫び ます 。 ヤ ー マ ク が 命令 を 受け 取る の は 私 か ら 
で す 」。 


-「 軍 の 最高 責任 者 が 大 統領 で ある こと を 忘れ て いま す 。 ヤ ー マ ッ ク 司 令 官 は 大 統領 に 従う よう に 命令 
し 、 さ ら に すべ て の アク セス コー ド が 変更 され まし た 。 私 の 友人 に 試し て みて くだ さい 。 オ オカ ミ 私 は 
オオ カミ の よう に 遠 咲 え し ます 」。 


同時 に 、 国 連 で は 、 投 票 は 正常 に 進ん で いま す 。 数 分 で 、 大 統領 は 従わ な けれ ば な り ま せん 。 ア メリ カ 
の 代表 団 は 混乱 状態 に あり ます が 、 モ スク ワ か ら の 兆候 は あり ませ ん 。 す べ て の 大 統領 の 戦略 家 は 、 投 
票 を 遅らせ る と いう 1 つの 考え し か 念頭 に 置い て いま せん が 、 ど うす れ ば よい で し ょ うか 。 


司令 官 ヤ ソフ は 、 驚 憎 の 政治 局 会 議 に 戻り ます 。Yermak と の 通信 の 試み は すべ て 失敗 し 、 ア クセ スコ ー 
ド は 実際 に 変更 され まし た 。 リ ガチ ョ フ 氏 族 は ゴル バチ ョ フ の クー デ タ ー に 苦し ん だ ば か り で 、 投 票 の 
開催 中 に 、 ゴ ル バ チ ョ フ は 過半 数 に 達する た め に 3 票 以 上 の カー テン に 近づき まし た 。 


-「 ア メリ カ 合 衆 国 」、 国 連 事 務 総 長 を 発足 


ブッ シュ 大 統領 は ゆっ くり と し た 身振り で 、 ア メリ カ の 代表 団 の 机 の 上 で 突然 倒れ る た め に 立ち 上 が る 
の に 苦痛 を 感じ ます 。 彼ら 全員 が 今 、 大 統領 の 最近 の 心臓 の 問題 を 覚え て いま す 。 議事 録 は 一 般 的 な 騒 
ぎ で 過ぎ ます 。 大 統領 の 警備 員 は 、 医 師 と 大 統領 が 冷静 に 会 話す る 不透明 な 画面 を 形成 し ます 。- 

、 あ な た は 私 を ここ か ら 連 れ 出 し ます 、 私 は これ 以上 何 も で きま せん 。 私 は 自分 の 両足 で 出かけ た いで 
す 。 今日 の 映画 館 は 十分 で す 」 。 


代表 団 の 拍手 に 、 大 統領 は 着実 に 議会 の 席 を 離れ 、 す ぐに 大 使 の 事務 所 に 戻っ た 。 ニ ュー ヨー ク で は 、 
モス クワ と 同様 に 、2 つ の 優れ た 大 統領 公演 に 幕 が 開か れ て いま す 。 数 分 後 、 ア メリ カ 大 使 は 決議 に 区 
成 球 を 投じ て 任務 を 完了 する た め に 戻っ て きま し た 。 


リビア 、 シ リア 、 サ ウジ アラ ビア 、 ク ウェ ー ト 、 イ スラ エル な ど 、 非 難 す る 決議 の 採択 以来 国連 を 中 心 
に 据え て いな い ア ラブ 諸国 か ら の 反対 に も か か わら ず 、 日 本 の 決議 は 第 三世 界 の 国々 と 民主 主義 に よっ 
て 十分 に 支持 され 、 大 多数 に 受け 入れ られ まし た 。 パ レス チ ナ 人 と 彼ら の 権利 を 損なう 占領 地 で の その 
行動 。 イ スラ エル 政府 は 、 国 連 が 表明 し た 国際 的 な 意志 の お か げ で 、 国 が 存在 する こと を 簡単 に 忘れ て 


し まい ます 。 イ スラ エル 人 が 占領 地 で の 国連 決議 を 拒否 すれ ば する ほど 、 彼 ら は 国際 社会 を 疎外 する こ 
と に な り ま す 。 そ の た め 、 イ スラ エル は 国際 機関 か ら 追 放さ れ 、 創 設 さ れ た の と 同じ よう に 姿 を 消す リ 
スク が あり ます 。。 イ スラ エル に と っ て 、 国 連 の 外 で は 、 救 い は あり ませ ん 。 中国 も 棄権 し た 。 中 国政 
府 は 、 民 主 的 な 要求 と 人 権 の 尊重 に 悩ま され て いる が 、 世 界 の 経済 発展 に 参加 し た いと いう 願望 を 共有 
し て いる た め 、 投 票 を 棄権 する こと を 決定 し まし た 。 し か し 、 中 国 は 拒否 権 を 行使 し な いこ と で 、 改 革 
へ の 扉 が 開い た まま で ある こと を 世界 に 知ら せ て いま す 。1991 年 2 月 17 日 、 人 類 は 人 権 、 軍 縮 、 開 発 を 
尊重 する こと を 断固 と し て 約束 し ます 。 


LXXVI 
モス クワ 、1991 年 8 月 19 日 月 曜日 


日 曜日 か ら 月 曜日 の 夜 、 ク レム リン と ソビエト 共和 国 の 間 の 新しい 関係 の 開始 を 記念 する 連合 条約 の 著 
名 の 48 時 間 前 に 、 共 産 党 の 保守 派 は 赤軍 の 助け を 借り て 権力 を 取り 戻し まし た 。 陸軍 と KGB は 、 ブ レジ 
ネフ 型 独裁 政権 に 向け て 歴史 の 粒 に 反対 し て ソビエト 連邦 と 交戦 し まし た 。 ゴルバチョフ の 強制 退却 と 
1964 年 の フル シ チ ョ フ の 退却 の 類似 点 は 、 リ ガチ ョ フ の 男 で ある ゲン ナジ ー ヤ ナ エ フ が 今日 、 フ ル シ チ 
ョ フ の 後 を 継い だ レオ ニー ドブ レジ ネフ に 似 て いる よう に 、 本 当 に 印象 的 で す 。 シ ナリ オ は 、 こ れ ら 2 
つの 電力 の 変更 で 同じ で す 。 ス タ ノ ボ イ 山 脈 の 国連 へ の 離脱 と 連合 条約 に お ける 共和 国 を 支持 する 中 央 
権力 の 弱体 化 を めぐ る 紛争 中 に 政治 局内 で 被っ た 敗北 の 屈辱 に 耐え る こと が で きず 、 共 産 党 正教 会 は 対 
応 す る こと を 決定 し た 大 統領 の 過度 の 改革 の 見 解 に 対す る 「 ア ラビ ピノ チェ ッ ト 」。 


党 、 軍 隊 、KGB の 強硬 派 か ら 、「 国 家 非 常 事態 委員 会 」 の 帽子 の 下 で グル ー プ 化 さ れ た 8 人 の 保守 的 な 
プチ スト は 、 ミ ハイ ル ・ ゴ ル バ チ ョ フ の 不在 を 利用 し て 、 フ ォ ロ ス で の 休暇 中 に 憲法 第 127 条 に 基づく 
前 大 統領 の 不安 定 な 健康 状態 を 踏 す は そえ 、 い わ ゆ る 「 憲 法 上 の 」 ク ー デ ター を 主導 する た め の 黒 海 の ク リ 


ミア 。 以前 は 入手 で き な か っ た 大 量 の 食品 が 首都 の 市 場 に 侵入 し まし た 。 彼 の クリ ミア ダー チャ で は 、 
ゴル バチ ョ フ 、 彼 の 家族 、 そ し て 彼 の 護衛 は 逮捕 され 、 保 守 派 の 要請 で 彼 の 解雇 を 支持 する こと を 拒否 
し た と き 、 外 の 世界 か ら 切 り 離 され まし た 。 


数 分 前 、 ロ シア 連邦 大 統領 に 選出 され た ボリ ス ・ エ リツ ィ ン は 、 未 知 の 情報 源 か ら の 匿 名 の 電話 の お か 
げ で 、 モ スク ワ 郊 外 の ダー チャ で 計画 され て いた 隅 離 か ら 「 奇 跡 的 に 」 逃 れる こと に 成功 し た 。 こ の 予 
想 外 の 訴え を 利用 し て 、 彼 は プッ トシ スト の 計画 を 阻止 する こと に 成功 し 、 す ぐに 「 ホ ワイ ト ハ ウス 」 
と 呼ば れる ロシア 議会 に 避難 し 、 ゼ ネス ト を 要求 する こと に よっ て 抵抗 を 組織 し 、 違 法 な 法令 を 宣言 す 
る 法令 を 公布 し ます ゲン ナジ ー・ ヤ ナ エ フ は 、 追 放さ れ た ソビエト 大 統領 の 権力 を 主張 し て いる 。 す ぐ 
に 、 数 寺 人 の ムスコ ビ 人 が クレ ムリ ン 近 く の マ ネ ゲ 広場 に 集まり 、 ゴ ル バ チ ョ フ の 解任 に 抗議 し た 。 エ 
リツ ィ ン に よっ て 開始 され 、 数 寺 人 の デモ 参加 者 が 続い た 運動 は 、 ク ー デ ター に 直面 し た 民主 主義 の 最 
後 の 防波堤 と な り 、 後 者 に 与え た 。 こ れ ま で 考え られ な か っ た 国際 的 な 信頼 性 。 


ワン シン トン か ら 東 京 ま で 、 オ タワ 、 ロ ンド ン 、 パ リ 、 ロ ー マ 、 ボ ン を 経由 し て 、 ゴ ル バ チ ョ フ 解 任 後 の 
驚き と 懸念 で ある 。 待 た ず に 、 す べ て の 指導 者 は クー デ タ ー に 反対 し 、 ロ シア 大 統領 の 呼び か け を 支持 
する 。 エ リツ ィ ン は 、 法 的 権力 の 機関 の 回 復 と ミハイル ・ ゴ ル バ チ ョ フ の ソビエト 国家 の 首長 へ の 復帰 
、 そ し て ソ連 へ の 西側 の 経済 援助 を 阻止 する た め に 。 ブ リュ ッ セ ル で は 、NATO の 最高 機関 で ある 北大 
西洋 理事 会 が 緊急 計画 を 研究 する た め に 外相 の 臨時 会 議 を 開催 する こと を 決定 し まし た 。 プ ブッ トシ スト 
の 手 に 渡り な さい 。 モ スク ワ の クー デ タ ー は 、1980 年 12 月 に ワル シャ ワ で ヤル ツェ ルス キ 将 軍 が 戒厳 令 
を 課 し て 以来 、 間 違い な く 東 西 関係 の 最大 の 後退 で ある 。 


91 年 8 月 21 日 水曜 日 。 


モス クワ の ロシア 議会 の 前 で の 尊 人 的 な 暴力 の 夜 の 後 、 そ の 場 し の ぎの バリ ケー ド の 後ろ に 定着 し た ム 
スコ ビ 人 は 、 彼 ら の 視界 を 覆う 巨大 な 毛布 に よっ て 盲目 に され た 装甲 車両 に 対す る 激しい 抵抗 の お か げ 
で 一 撲 を 中 止 し ます 。 何 度 か 襲撃 を 繰り 返し た 後 、 人 々 の 怒り に 直面 し て 、 障 害 の ある 装甲 車両 は 石 と 
火炎 瓶 の シャ ワー の 下 で 向き を 変え まし た 。 朝 、 配 備 さ れ た 部 隊 は 兵舎 に 戻り ます 。 メ ディ ア の 検 闘 と 
モス クワ の 夜間 外出 禁止 令 が 解除 され まし た 。 午 後 、 州 委員 会 の メン バー は 飛行 機 で 逃げ まし た 。 「 犬 
の 人 響 宴 」* は 行わ れ ま せん 。 夕 方 、 ゴ ル バ チ ョ フ と 彼 の 側近 は 、 ソ ビエ ト の 首都 に 向かう 途中 、 ク リ ミ 
ア 半 島 の シン フェ ロー ポリ 空港 か ら 飛 行 機 で 離陸 し ます 。 ス コア を 確定 する た め の 時 間 が ちょ うど 来 ま 
し た 。 自 殺 と 辞任 は 共産 党 内 で 驚く べき 速 さ で 互い に 続い て いる 。 中 途 半 端 な クー デ タ ー 後 の 政治 的 混 
乱 を 利用 し て 、 い くつ か の 共和 国 は 彼ら の 独立 を 宣言 する 機会 を 得 ま し た 。 連 合 は これ まで 以上 に 到 威 
に さら され て いま す 。 


* 大 の 響 埋 : ソビエト 映画 の タイ トル 。 


ソ連 で 最も 差し 迫っ た 間 題 は 、 穀 物 の 収穫 量 が 少な いこ と で す 。 こ れ は 、 前 の 年 より も は る か に 少な い 
で す 。 ク ー デ ター の 数 時 間 前 の 19 年 8 月 、 政 府 は 、 人 口 を 養う た め の 重 要 な 最低 量 が 7.200 万 トン で ある 
と き に 、 ソ ビエ ト 州 に 販売 され た 穀物 は わずか 2.500 万 トン で ある と 発表 し まし た 。 連合 と 共和 国 の 間 で 
合意 に 達せ ず 、 国 の 残り の 部 分 に 供給 する こと を 約束 し た 場合 、 そ の 結果 は 壊滅 的 な も の に な り ま す 。 
共和 国 は 現在 、 貯 蔵 ま た は 新しい 地域 貿易 の 文脈 で の 再販 の いずれ か の た め に 、 こ れ ま で 以上 に 大 量 の 
穀物 を 差し 控え て お り 、 ソ ビエ ト 州 が 提供 する 価格 の 10 倍 の 収入 を 得 て い ます 。 一 方 、 独 立 共和 国 に は 
、 原 材料 や 石油 へ の 真 の 依存 な ど 、 克 服 す べき 深刻 な ハン ディ キャ ッ プ が あり ます 。 し た が っ て 、 経 済 
的 つなが り を 調整 し 、 共 和 国 と 連合 の 間 の 最小 限 の 物理 的 連帯 を 維持 する 中 央 機関 の 何ら か の 形 で の 維 
持 は 、 生 存 の た め の 必 須 条 件 の よう に 思わ れ ま す 。 ミハイル ・ ゴ ル バ チ ョ フ が 来年 の 冬 に この 困難 を 乗 


り 越 える た め に まだ 必要 か も し れ な い ほ ど 、 お そら く ソ ビエ ト の 人 々 が 知っ て いる 最も 重要 な も の の 1 
つ で す 。 し か し 、 世 界 の 安定 は 、 中 途 半 端 な クー デ タ ー に よっ て 示さ れ て いる よう に 、 ソ 連 の 内 部 の 激 
変 と 密接 に 関連 し て いま す 。 進歩 と 民主 主義 の 力 の 名 の 下 に 勝利 を 主張 する の は 時 期 沿 早 で す 。10096 
の イン フレ 、GNP の 209% に 相当 する 債務 、 ロ シア 国外 の ロン シア の 少数 派 の 問題 、 食 糧 不足 、 国 境 の 変動 
に 加え て 、 こ れ ら は ロー マ と オス マン 帝国 の 解散 以来 最も 壮観 な 帝国 の 崩壊 を 引き 起こ す 可 能 性 の ある 
条件 で す 帝 国 。 


91 年 8 月 28 日 水曜 日 


保守 党 の ブッ チ が 試み られ て か ら 10 日 も 経た な いう ち に 、 閣 僚 の 解散 、KGB の 改革 、 軍 の 監督 下 に 置か 
れる こと 、 共 産 党 の 崩壊 な ど 、 パ ー ジ は 順調 に 進ん で いま す 。 ボ リス ・ エ リツ ィ ン は 失敗 し た クー デ タ 
ー に 対抗 する こと で 、 彼 が すでに 国内 で 享受 し て いた 絶大 な 人 気 を 国際 的 な シー ン に 輸出 する こと に 成 
功 し まし た 。 ロ シア 大 統領 は 、 戦 車 に 腰掛 け て 勇気 を 持っ て 抵抗 を 呼び か ける こと で 、 す で に 第 ニ ロ シ 
ア 革 命 と 呼ば れ て いる も の に 顔 と キッ クオ フ の 両方 を 与え まし た 。 エ リツ ィ ン は 、 新 し い 国 際 的 評判 を 
し っ か り と 確立 する こと に 錠 間 を 呈し 、 す ぐに ロシア 連邦 に 中 央 大 国 か ら 独 立 し た 外務 省 を 授け 、 外 交 
政策 に お いて 信じ られ な い ほ どの ジェ スチ ャ ー で 、 千 鳥 列島 の 日 本 へ の 返還 を 承認 する 法令 に 署名 し た 


ワシ ント ン 、91 年 8 月 29 日 


ソ連 で の 民主 的 勝利 の 幸福 感 の 後 、10 日 も 経た な いう ち に 国務 省 が 懸念 を 抱 ぐ よう で す 。 エ リツ ィ ン の 
行動 は ます ます 心配 し て いる 。 ゴ ル バ チ ョ フ が クリ ミア で の 彼 の 「 亡 命 」 か ら 戻 る と すぐ に 、 ロ シア 大 
統領 は 明らか に それ を 必要 と し な い 男 を 公 に 屈辱 し た いと いう 誘惑 に 屈し た 。 こ の よう に ソビエト の リ 
ー ダ ー シ ッ プ に 対す る 彼 の 新しい 権威 を 示す こと に お いて 、 エ リツ ィ ン は 幼稚 な 繊細 さ 以 上 の も の を し 


まし た 。 彼 は 中 央 同盟 国 の 残党 を 攻撃 する こと に よっ て 無責任 を 示し まし た 。 国務省 に と っ て 、 大 統領 
へ の 報告 で は 、 ソ ビエ ト の チェ ス 盤 で の エリ ツィ ン の 二 重 の 立場 は さら に 心配 で す 。 エ リツ ィ ン は 、 ソ 
ビエ ト の 核 指揮 系 統 を 監督 する 権利 を 主張 する こと に より 、 ロ シア 共和 国 と 連合 の 両方 の 長 と し て 行 

し て いる 。 彼 の 2 つの 帽子 を か ぶっ た 状態 で 、 彼 は 混乱 を 増す だ け で す 。 そ し て 、 こ の 民主 主義 の 擁護 
者 が 、 離 脱 の 際 に 領土 戦争 で 彼 の 近隣 の 共和 国 を 脅かす と ころ まで 行っ た と き 、 私 た ち は も は や 彼 が 誰 
の 名 前 で 話し て いる の か わか り ま せん 。 植民 地 に 対す る 権威 を 維持 する こと に 関心 の ある 帝国 ロシア の 
? る 空 の 殻 に 変わ る こと を 恐れ て いる 連邦 州 の る 


それ が 従事 し て いる 移行 期間 中 、 ソ 連 は 争い を 乗り 越え る こと が で きる 審判 を これ まで 以上 に 必要 と し 
て いま す 。 国務 省 に よる と 、 ゴ ル バ チ ョ フ の 政治 的 キャ リア は まだ 終わ っ て いな い の で 、 主 要 な 対話 者 
で あり 続け な けれ ば な り ま せん 。 過去 23 年 間 で 最大 の 政治 実験 で あり 、 お そら く 今 世紀 で 最も 成功 し た 
の は 、 著 者 で ある ミハイル ・ ゴ ル バ チ ョ フ で す 。 ボ リス ・ エ リツ ィ ン は 、 最 初 に ミハイル が いな か っ た 
ら ボ リス が いな か っ た と いう 意味 で 、 ゴ ル バ チ ョ フ の 生き 物 で す 。 ゴルバチョフ が 著者 で ある ソビエト 
社会 の 巨大 な 進化 が な か っ た ら 、 民 主 主義 の 勝利 も な か っ た だ ろう 。 シ ー ザ ー の せい で ある も の を シー 
ザー に 返し まし ょ う 。 し た が っ て 、 国 務 省 は 、 大 統領 が 「 皇 畜 」 ボ リス ・ エ リツ ィ ン を 秩序 に 戻す こと 
を 推奨 し て いる 。 最 後に 、 大 統領 に は 、 決 定 が 下さ れ 、 日 本 人 に 迷惑 を か け な い た め に 、 信 条 を 受け 入 
れ 、 千 島 列 島 の 外交 政策 に つい て 公 に コメ ント し すぎ な いよ うに する こと を お 勧め し ます が 、 そ れ で も 
迅速 に 行う こと を お 勧め し ます 。 こ の 権力 の 奪取 に 関す る 私 た ちの 意見 の 相違 は 、 エ リツ ィ ン に 知ら れ 
て いま す 。 報告 書 を 読み 終え る と 、 ブ ッシュ 大 統領 は 彼 が 共有 する 提言 に 注目 し ます 。 今 CIA レ ポー ト 
の 周り 。 震え が 背中 を 駆け 抜け る や いな や 、 彼 は レポ ー ト を 読み 始め まし た 。 す ぐに その 主要 な 政治 顧 
問 の 臨時 会 議 が 呼び 出さ れ ま す 。 今回 は 、 社 長 か ら ます ます 高く 評価 され て いる ステ ィ ー ブ ・ ド レイ ト 
ン が 召喚 され る 。 


北京 、8 月 29 日 


中 途 半端 な クー デ タ ー に 続い て ソビエト 共産 党 を 揺るが す 危 機 は 、 現 在世 界 で 最後 の 共産 主義 の 央 で あ 
り 、 脅 威 を 感じ て いる 中 国 の 政権 を 深く 揺さぶる 。 権 力 に 執着 し て いる ベテラン の 共産 主義 者 た ち は 、 
ソビエト CP の 中 央 委員 会 の 解散 と ゴル バチ ョ フ の 事務 総長 の 辞任 の 発表 後 、 彼 ら は いつ まで そこ に と ど 
まる の だ ろう か と 戸惑い まし た 。 中国 の 指導 者 に と っ て 、 ワ ー ム は 実 を 結ん で いま す 。 中 国 の 政権 は 崩 
壊す る リス ク が あり ます 。 北京 の 中 央 同盟 国 は 、 彼 ら が 適切 と 考え る よう に 行動 する 州 で 起こ る こと を 
ます ます 制御 し て いま せん 。 彼 は ます ます 少な い お 金 を 受け 取り 、 経 済 は ます ます 資本 家 に な っ て いま 
す 


ソ連 で の 出来 事 の 教 証 を 学ぶ た め に 緊急 に 集まっ た 上 級 指導 者 た ち は 、 よ り 保 守 的 な 派閥 に アピ ー ル す 
る ジェ スチ ャ ー で 、 す ぐに 経済 と 軍 の 統制 を 強化 し まし た 。 し か し 、 多 く の ソ ビエ ト 共 和 国 の 独立 宣言 
は 、 チ ベッ ト 、 新 ウ イグ ル 自 治 区 、 内 モン ゴル の 分 離 主義 少数 民族 を 執 捧 な 弾圧 に よっ て 鎮圧 し 続け 
て いる 中 国共 産 党 を 岩 拓 さ せる だ け で す 。 し か し 、 リ ベラ ル な 先駆 者 の 台頭 を 考え る と 、 ソ 連 の 共産 主 
義 の 敗北 は 必然 的 に 中 国 の シス テム の 終 駒 を 意味 し ます 。 な ぜ な ら 、 ソ ビエ ト 共 産 党 の 崩壊 以上 に 、 破 
壊さ れ た の は イデ オロ ギー その も の だ か ら で す 。 中 国共 産 党 は これ か ら 回 復 す る こと は 決し て な い だ ろ 
う 。 


ワン ント ン 85 月 29 日 


-「 し か し 、 こ の 報告 は 、 バ レッ ト が 当惑 し た こと を 信じ られ な い ほ ど 叫 ん で いま す 。 彼ら は 、 ゴ ル バ 
チョ フ と 世界 の 他 の 地域 に どう や っ て それ を し た の で し ょ うか ? 


-「 驚 異 的 で は な い 」 と 大 統領 は 再開 し た 。 し か し 、CIA の 局長 は 断定 的 で す 。 日 本 の 報 機関 は クー デ 
ター の 旧 越 性 を 認識 し て お り 、 ゴ ル バ チ ョ フ で は な く エ リツ ィ ン に 警告 する こと を 決定 し まし た 。 ゴ ル 
バチ ョ ン フ を 彼 の 悲し い 運 命 に 見 捨て た 。「」 

-「 神 の た め に 、 な ぜ ? バ レッ ト は ゆっ くり と ドレ イト ン の 方 に 向き を 変え て 叫ぶ 」。 

重い 沈黙 が 安全 保障 理事 会 の 会 議 室 に 侵入 し ます 。 す べ て の 目 が ドレ イト ン に な り ま し た 

-.「 う ラー ん ! うー ん ! 」 彼 は 喉 を すっ きり させ る と 言っ た 。 当然 の こと な が ら 、KGB と CIA は 、 突 然 警 
告 し な か っ た た め に 、 何 度 か 故意 に 政権 を 失望 させ て きま し た 。 次 の 状態 。 自 分 自身 を 繰り 返す 危険 を 
冒し て 、 ド レイ トン は 続け ます 、19 世 紀 の 精 神 で 20 世 紀 を 分 析 す る の を や め ま し ょ う 。 「」 

-「 こ れ は より 明確 な 意味 で 、 バ レッ ト に 尋ね ます 」 

-「 私 た ち が 歴 史 に さら され て いる 間 、 日 本 人 は それ を 作り 、 創 造 し て いる と し まし ょ う 。」 

-「 ど ん な 目標 に 向かっ て ! 、 怒 り に 満ち た 赤 の バレ ッ ト を 猛烈 に 叫ぶ 」 

- 「21 世 紀 は 、 ド レイ トン が バレ ッ ト か ら の 別 の 返事 を す ぐに 阻止 し た と 言っ た 。 聞 いて くだ さい ! ク 

ー デ ター の 理由 の 1 つ は 、 国 連 か ら の スタ ノヴォ オイ 山脈 の 分 離 で あっ た こと を 知っ て いま す 。 つ まり 、 

朋 浜 は 確か に 日 本 の 決定 の 背後 に あり ます 。 藤 浜 は 歴史 を 語る 。 


-「 そ れ で 、 私 た ち に この 話 を する 時 が 来 た で し ょ う 、 バ レッ ト は 皮肉 を 込め て 言い まし た 、 し た が っ 
て 、 こ れ ら の 忌まわしい 知識 人 に 対す る 彼 の 軽 蔵 を 示し まし た 」。 


-「 藤 浜 の 考え で は 、 ゴ ル バ チ ョ フ が それ ほど 大 き な 人 危険 に さら され て いな か っ た こと 、 彼 の 命 が 危 険 
に さら され て いな か っ た こと は 確か だ 。 エ リツ ィ ン が 率い る 民主 主義 勢力 が 勝利 し 、 ゴ ル バ チ ョ フ が 再 
び 権 力 を 握る こと も 確か だ 。 エ リツ ィ ン を 除い て 、 現 在 の 世界 の 政治 的 最愛 の 人 に な り 、 今 や 日 本 人 に 
誇り 高い ろう そく を 負っ て いる 。 彼ら が いな けれ ば 、 国 際 的 な 悪評 は な く 、 彼 は それ を よく 知っ て いる 
。 今 や リフ ト を 返す の は 彼 次 第 だ 。」 


-「 千 鳥 列島 、 大 統領 を 思慮 深く 再開 する の で 、 そ れ だ け で す 」 

-「 確 か に ! 群島 の 降伏 で ゴル バチ ョ フ が 東京 を 訪れ た 際 に 合意 に 達する こと が で き な か っ た の で 、 日 
本 の 指導 者 た ち は 、 千 島 列 島 が ロシア の 管轄 下 に ある た め 、 エ リツ ィ ン に 賭け る の に ふさ わし いと 考え 
まし た 。 し た が っ て 、 エ リツ ィ ン の 管轄 内 の 共和 国 」 

-「 よ く や っ た ステ ィ ー ブ ! 」 ブ ッシュ 大 統領 は 「 大 変 な 仕事 だ 。 だ か ら 、 日 本 人 に あま り 迷 惑 を か け 
な いよ うに 国務 省 の 勧告 に 従う つも り だ が 、 こ れ か ら は 彼ら の 目 を 見 て 理解 し て も らい た い 。 し た が っ 
て 、 ア セン ブリ を 持ち 上 げ ま す 。」 

-「 す み ま せ ん 、 大 統領 は ドレ イト ン を 有 病 に 言い まし た 。」 

-「 は い ス ティ ー ブ ! 」 

-「 す み ま せ ん が 、 そ れ だ け で は あり ませ ん 。 実際 、 千 島 列 島 は 氷山 の 一 角 に すぎ ませ ん 。」 


-「 さ て 、 バ レッ ト が 席 に 戻っ た と 言っ て 、 ま た 始ま り ま す 」 


-「 ブ ッシュ が 目 に 見 えて 興味 を 持っ て いる と 言っ た の を 聞い て いま す 。」 


- 「 千 島 列 島 、 短 期 、20 世 紀 で す 。 し か し 、 少 し 前 に 、 こ の 作戦 の 目的 は 確か に 21 世 紀 だ と 言い まし た 


-「 機 内 持ち 込み 手荷物 」 


-「 藤 浜 を 頻繁 に 訪れ る こと で 、 こ の 偉大 な 未来 派 の 行動 は 歴史 的 事実 に 由来 し 、 正 確 な 歴史 的 事実 は 
し ば し ば 彼 が 訂正 し よう と する 犯し た 誤り に 由来 する こと を 理解 し まし た 。」 


-「 そ し て 、 こ の 特定 の ケー ス で は 、 修 正 に 値する この 歴史 的 な 誤り は 何で ある か を 大 統領 に 尋ね ます 
o 


-「 中 国 で 権力 を 握る 真央 の 到来 」 。 


-「 し か し 、 こ れ は 非常 識 で あり 、 バ レッ ト は この 高 レ ベル の 議論 に 目 に 見 えて 圧倒 され て いる と 叩 び 
ま : の 5 


-「 バ レッ ト さ ん 、 口 を 閉ざし 、 安 全 保 障 理事 会 の 長 で 後継 者 の 話 を 注意 深く 聞い た ほう が いい で し ょ 
の 


ブッ シュ は ちょ うど スラ イス し まし た 、 共 は ちょ うど 落ち まし た 、 頭 は ちょ うど 転がり まし た 。 目 に 見 
えて 屈辱 的 で ある が 威厳 の ある バレ ッ ト は 、 涙 を 浮か べ て 会 議 を 去っ た 。 


-「 ス ティ ー ブ は 、 こ の 突然 の 任命 に 貴 然 と し た ドレ イト ン に 大 統領 を 屈服 させ る こと な く 、 続 け て 言 
うこ と が で きま す 。 私 た ち は マ オ が 権力 を 握り 、 特 定 の 歴史 的 り を 犯し た の で す よ ね ! 


-「 そ う で す ! 少数 の 歴史 家 を 除い て 、 日 本 人 が 実際 に 南京 大 虐殺 と 呼ば れる エピ ソー ド で ある 1937-45 
年 の 最後 の 日 中 戦争 中 に 中 国 を 侵略 する こと に よっ て 真央 を 権力 の 座 に つけ た こと を 知っ て いる 人 は ほ 
と ん どい ませ ん 。 「 日 本 の 歴史 の 中 で 最も 暗い ペー ジ 。」 


1937 年 か ら の 日 本 の 中 国 に 対す る 攻撃 は 完全 に 残忍 で し た : 大 規模 な 空襲 、 略 奪 。 南 京 と 上 海 の 間 の 沿 
岸 地域 全体 は 、1938 年 か ら 荒廃 し まし た 。1.800 万 人 の 民間 人 を 含む 2.200 万 人 が 死亡 し た 。 こ の 虐殺 と 
比較 し て 、 広 島 と 長崎 は それ か ら 遠 く 離 れ て 、 匹 英 し ませ ん 。 実際 、 中 国 は 第 二 次 世界 大 戦 で 最も 試さ 
れ た 国 の 悲し い 称 号 を 主張 する こと が で きま す 。 こ の 侵略 に よっ て 、 日 本 人 は 国防 の た め に 中 国 国民 党 
の 資源 を 動員 し 、 毛 沢 東 の 革命 家 と 戦う た め に 利用 で きる 軍隊 は ほん の わずか で し た 。 


偉大 な ヘル ム ス マ ン は 、1964 年 に 日 本 の 侵略 が 中 国 帝 国 の 軍隊 を 分 割 す る こと に よっ て 彼 の 勝利 を 促進 
し た こと を 観察 する こと に よっ て 日 本 の 代表 団 の 言い 訳 を 払い の け て 以来 、 こ れ に 気づい て いま せん で 
し た 。 歴史 の ひね くれ た 影響 で 、 日 本 人 は ちょ うど その 強力 な 隣人 に 共産 主義 を 導入 し 、 現 代 共 産 主義 
の ソビエト の 父 に 息子 と 相続 人 を 与え まし た 。 


-「1991 年 の モス クワ で の クー デ タ ー と 1938 年 の この 悲し い エ ピ ソ ー ド の 間 に は どの よう な 関連 が あり 
ます か る?」 


-「 フ ジ ハ マ が ナン キン グ の 過ち を 正 そ うと 考え て いる の は 次 の と お り だ と 思う 。 レ ー ニ ン の 有名 な 言 
葉 を 引用 する た め に 、 軍 が 首 を 吊る す の に 十分 な ロー プ を 残す た め に 、 ゴ ル バ チ ョ フ に 対す る クー デ タ 
ー を 許可 する 。 次 に 、 エ リツ ィ ン を 支援 する 要する に 、 藤 浜 は ソ連 に 、 民 主 主義 の 道 に 真 に 着手 する た 


め に 必死 に 必要 な ショ ッ ク 療 法 を 提供 し た 。 そ の 見 返り に 、 ゴ ル バ チ ョ フ は 権力 に 戻り 、 ス コア を 解決 
し 始め た 。 - 工 業 団地 。 ゴ ル バ チ ョ フ の 足元 に 大 き な 足 を 引っ 張っ た 総体 主義 へ の 復帰 の 見 通し を 排除 
する と いう 大 き な メ リッ ト が あっ た 。 共産 主義 の 祖国 を 標的 に する こと で 、 藤 浜 は 中 国人 も 近い 将来 、 
20 年 以内 に 。 ソ連 と 中 国 か ら 排 除 さ れ た 共産 主義 は 、 ア ジア 初 の 大 国 で ある 21 世 紀 の 日 本 に 出現 する で 
| 


-「 こ の 素晴らし い 分 析 に 続い て 、 あ な た は あな た の 大 統領 に 何 を アド バイ ス し ます か ? 


-「 す べ て の 卵 を 1 つの バス ケッ ト に 入れ な いで くだ さい 。 ソ 連 の 経済 再建 を 忘れ ず に 、 ヨ ー ロ ッ パ 人 に 
この 問題 に も っ と 対処 させ て くだ さい 。 そ れ を 処理 する の は 彼ら 次 第 で す 。 中 国 に 全速 力 で 向かい まし 
よう 。 経済 の 未来 と 21 世 紀 の 地 政 学 的 な 中 心 、 さ も な けれ ば 日 本 人 は すべ て を 道 に 進ま せる で し ょ う 。 
シベ リア の 天然 資源 を 中 国 に 返還 し て そこ で 変革 する こと に よっ て 日 本 人 を 模 條 する の は 私 た ちの 責任 
で す 。 そ れ を 決し て 忘れ な いで くだ さい 。 今 、 日 本 人 は 国際 政治 に 好意 を 持っ て お り 、 日 本 人 が 何 か に 
触れ る と 、 私 た ち は そ れ の 見 事 な デ モン スト レー ショ ン を し た ば か り で 、 彼 ら は すぐ に それ を アー ト に 
変え ます 。 


エピ ロー グ 


194$ 年 、 白 光石 井 ク ラブ は 主 に 天皇 へ の 人 矯 辱 を 報復 する た め に 設立 され まし た 。 昭和 天 皇 は 死 の 前 日 、 
クラ ブ 会 員 を 召喚 し 、 復 讐 を 忘れ て 代償 を 払う よう に 頼ん だ 。 昭 和 天 皇 の 心 の 中 で 、 現 代 の 日 本 は 、 原 
子 の 大 災害 を 生き 延び た 人 々 の 経験 に 基づい て 、 人 類 が この 種 の 他 の 災害 を 回 避 す る の を 助け な けれ ば 
な り ま せん 。 地 球 上 で 他 の 繁栄 し て いる 人 々 は 、 貧 困 の 苦し み に 苦 し ん で いる 日 本 人 の よう な 第 三世 界 
の 国々 の 絶望 で ある 破滅 を 理解 する こと は で きま せん 。 人間 、 ひ いて は 過ち を 受け 入れ 、 敗 北 を 乗り 越 


えよ うと する 人 々 に 勝る も の は あり ませ ん 。 人 類 は この 種 の 人 を 食べ ます 。 人 類 と は 何で すか ? そ う で 
な い 場 合 は 、 永 続 的 な 一 連 の エラ ー を 確認 し て 修正 し ます 。 


戦後 の 日 本 は 、2 度 目 と な る 意味 で 明治 の 日 本 で す 。 し た が っ て 、 私 た ち が 知 っ て いる 日 本 の 経済 奇 蹴 
は 、 深 い 歴 史 的 ルー ツ を 持っ て お り 、 偶 然 の 結果 で は あり ませ ん 。 日 本 は その 不幸 に 導 か れ 、 他 国 の 軍 
事 冒険 へ の 参加 を 控え な けれ ば な り ま せん 。 繰り返し に な り ま す が 、 明 治 の 買 易 外交 は 昭和 の 軍事 外交 
に 取っ て 代わ る も の で な けれ ば な り ま せん 。 


昭和 天 旦 の 遺言 は 、 白 光石 井 の メ ン バ ー に 明治 の 経験 と その 浪 易 外交 を 繰り 返し 、 日 本 が 以前 に 行っ た 
よう に 他 の 人 類 が 腕 を 下げ る こと を 条件 と し て 、 昭 和 と 還 国 主義 の 外交 を 忘れ る よう に 促し た 。 し た が 
っ て 、 明 治 は 中 心 で あり 、 心 で あり 、 平 和 が 発見 され た と 述べ た 平 志 日 本 の すべ て の 外交 政策 の イン ス 
ピ レ ー シ ョ ン で ある に 違い あり ませ ん 。 こ れ が 天皇 の 願い で す 。 


「 打 ち 負 か され た 」 日 本 と ドイ ツ が か つて の 壮大 さ を 取 り 戻 し 、 国 連 安 全 保障 理事 会 内 の 大 国 の コン サ 
ー ト に 再び 受け 入れ られ た 今 、 私 た ち は こ れ を 確実 に 終わ ら せ る こと が で きま す 。 第 二 次 世界 大 戦 。 国 
連 が 自治 権 を 持ち 、 こ れ ら の 憲章 が 尊重 され 、 民 主 主義 が 全体 主義 より も 優先 され て いる 今 、 国 だ け で 
は 達成 で き な い 巨大 な 手段 を 必要 と する 人 類 に 不可 欠 な プロ ジェ クト を 構想 する こと が 可能 に な り ま し 
た 。 ど ん な に 大 きく て も 。 し た が っ て 、21 世 紀 は 始ま り 、 繁 栄 する こと が で きま す 。 
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